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テム古11 ・使用ハードウエア
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ア C A Dシステム CATI A 

CGシステム・ REALS( 自社問

先ソ 7 トウエア) ・作品解. . J I .

r.1IJ ) ' 子' i . J . 1!ぷを契機に、 一変す

る新制の隙 F をJ< した C Gア

ニノーションビデオのなかの

l コマ. レイトレ- " ング手

法により、相r1i 'i 三nピルのミ

ラーガラスに新聞Ｉｊ ｲＱｾ を含め

た問 IJllのill 物が映リ込むiit 鋭

がJ<!JI. されている .

- 特集予告

8 月号/ 制緩

9 月号/ 超高層住宅( 似紘)

10月号/ 共同住宅のリフ レッシュ (仮4ホ)

11 月号/ 第35回青年技術者
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juj 常総会決，必鰍作 旦 ｕｾＲｲ ， のｾＱ￬￬ＱｬＺ Ｎ ｲｾＳＵ 回 ｦｦ 年技術訂」応五 ｈｉｈＱＮ 会以の受賞 ｲ 主 ｉｬ築と社会 ｊ のオー ｊ レパ ｙ

7 ナンバーを探しています 中間支部総会と支部長会議IlHflh 建築技術選 Ｑ Ｑ ｾ 特装版および〈プ目的ノウハウ〉

シリーズ松新刊のお知らせ. 新神戸オリエンタルシティ C 3 見学会 琵琶湖畔に歴史とロマンを訪ねて( 予告) .

rf . ども浪」展示物の行 JJ . "IiJl!l lli 築をI l ll ( 第 3 図オーク江坂ピル一三谷幸司氏、中滞勝司氏に IlH( .  I昭和62年度

Ｂｉｾ業報告 ｊｾ Ｎ ｉ 昭和 ＶＲ 年 ｊ ＡｲＮ 決算報告さｾ . 創立70周年記念事業. 佐野会長、中央審議会委只に -I'f 年技術おのみ主

さまへ .U

ホ テ J レブρ ラサマ炎日れ E泣J 施工大成主1 ¥，没 ー- 2  

佐 ｴｾ ｖｲｾ 庁合議会 側 ムd 佐賀県、佐賀県庁合設汁共同企業体一- 8  

弘珂l: Ｑ 牛ＱＧｬりよ新議会 ｦ Ａｬｩ工 Ｇｉｾ 居 ｵ 聖共同企業体 地工 松! 己41¥，没 ・中野主s設 中品必1設Jはし|司企業体

西 日 市 水 道 局 庁 令 ｾｾｴ 監理昭和設計地工奥村剥 ＱＭ Ｏ Ｐ
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施工 。大林剖l
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最 近 竣 工 し た 新 建 築 18.. :守 (No. 2143- 2160) H  

白石登拝見/ 今 井邦夫 26  

Desi gn . 人 間 ・r ，r s 市一世界デザイン会議名古屋への道程と JUI 待 ー/ 木 村 一 男vs 中 仏 一 一 一 2 8

多 治 見 市 総 合 体 育 館 . 忠 郎 文 化 セ ン タ - 3 1  

「 怨 築 と 社 会 」 大 正 9 年 6 月 ~ 大 正 10年 8fl n  

現 代 に あ っ て ク ラ シ シ ズ ム の 正 統 を 思 う ( 相川浩汗「他築家アルベルティ - 7 ラシシズムの創 始将J )

/ 加藤) ' 1¥児 「子育ての III T ・伏} 止J / .to;': i刈八.f l1 ｾ＠

o  ｒ ｦ ， ｙ ｩ 法Ｏ始ｾＡｽ述 ｨｩ ｬ［ 3 7  

ア メ リ カ に お け る 民間主I ! W! 活動の規制 ・誘得策( その 1) / 広 江 雅樹 3 8  

建 築 物 の 設 計 沿 位 に お け る 風 洞 実 験 の利 用 に つ い て 3 9  

夏越献/ Ji ! 僑園児 . そ し て 大 阪 ー 1 .  / J Uj f - .  4- 0  

7 ス( mass ) .. - / 三宗司 自1¥ 無駄な質問/ 上出秀雄.

，ii 街 地 内 の 大 規 校 公 営 住 宅 団 地 の 再 生 を め ざ し て / 大 阪 府 建 築 部 住 宅 建 設 諜 一一一一一一 - .57

21世 紀 へ の 照 明

l照 明 の 現 状 と 未 米 へ の 指 向

視 環 境 と l明視 !!H明 の 設 計

人 間 と 照 明 一 光 が 生 体 に 与 え る 彩 科 一

灯 を と も す 生 物一 生 物 に 発 光 を 学 ぶ 一

往築と m¥1明ーメーカが! 照明にかける夢

空 n¥1と! 照明ー デザ イ ナ ー がH司明にかける多f

! 照明 ・アメニティ ・有Ildi イメージ

最 近 の ラ ン プ

ミラーによる rl然 採 光

太陽光ｩＧｉ動保光伝送装 ［ｩＯｬｾ の可能性

プ ラ ス テ ィ ッ ク 光 フ ァ イ パ ー に よ る 照 明 デ ィ ス プ レ イ

建 築 空 間 に お け る レ ー ザ ー ・デ ィ ス プ レ ー の 利 用

大 問 而 デ ィ ス プ レ イ 技 術 の 照 明 へ の 応 用
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面 発 光 体

伊 藤 克 三 一- 6 2

佐 勝 隆 二 一- 6 6
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笠 井 佐 失 一一 73

袴 m 燕 生 一一 7.5

福 原 直忠 / 村 |苅治彦 一一 77

岩井 EjA:41一一 79

広 瀬 有 夫 - 81

井上雅 ｾｌＭＸＳ

森 i，jj( 一一 8.5

下 新 原 義 弘 一- 8 7

小 寺 光 男 8 9  

岩 田 修 司 ー- 91

' げ谷公一 - 93

三崎 進 一- 9.t  

照 明 設 備 の 光il ) ; j の動向/ 山 本 修 司

全 日 本 空 輸 ( 妹 ) 大 阪O' H ・HANCAR/ 合 内 徹

102 

10.1.  

10.5 
日本主1¥策協会F l IBI の動さ ( H百利61年 5 月分)

関西国際空港ill 設現場見小J己-i l l 築クラブ 「 熱と ｊｾｾ 克」記念サダウ化工よリ発行 いま、むかし銭湯展 - 1 06

1  



ホ切レプラザ淡路
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設計施工 大成建設

ｄｌｈ 勺大崎伐 ｭｾ 1  ｾ腎パーより

写 真 東 出 清 彦

2  
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ホテル 2 階ティーラウンジ

メ イ ン パ _ rサンダウナー』

4  

ヨー ロ ッパには、 i 't 族 の 友 の別 荘 と か 中 世 の

修 道 院 を 改 造 し た 、 ユ ニ ー ク な ホ テ ル が あ る 。

ビジネスも社交の活動もない、 j' j { ; ，かなリゾー

ト 環 境 の 中 で 、 エ レ ガ ン ス で リ ラ ッ クスした

雰 囲 気 と 少 々 立 族 的 な 生 活 が 味 わ え る 。

ホテルプラザ淡路も、人皇を離れ海峡の ｾ ｉｉｉｉ に

主主つ別 荘 型 の ホ テ ル で あ る 。 海と 山の 自 然 の

中にあ っ て、グルメを楽しみ、 心 身 共 に へ ル

シーな時を自分の別; ff 感党ですごせる、 l政j孔

感 党 の ホ テ ル を 意 図 し て い る 。 ロ ケ ー シ ョ ン

は、注下に ｉｉ ， Ａｾ門 海峡が展がり、西に大紙、南

には l吹上 浜 か ら 紀 伊 水 道 を 遠 望 で き る ス ケ ー

ル の 大 き な 長Jl穿の 中 にある 。

建 物 の 外 観の 特 徴 は 、 海 峡lJti Iの バ ル コ ニ ー を

包 む 外 壁 デ ザ イ ン で 、 各 客 室 ご と に あ け ら れ

た 連 続 す る ア ー チ 状 の パ ン チ ン グ ウ オ ー ル に

よ っ て 、 放 と i! ij 辺 の 環 境 イ メ ー ジ と の 速 が り

を意図する 。 バ ル コ ニ ー は 防 災 計 画 の illi ｾｉｦ ｾ 用

であると 同 H寺に、予定 っぽ く ス ケ ー ル の 大 き な

自 然 環 境 と 穏 や か な 客室 内 と の 聞 に 、 制tJ >L、

活Ａ而で「緩術としての ｾｮｮ ｊ の役割をもたせる 。

全ての客 室 から ｉｉＮＡ ｾ 戸大橋が望まれ、特に友の

夕日が大柄に重なるトワイライトタイムは討を

附 らしい 。 ア ー チ 状 の|羽口 が 海 峡 と 大 統 を 収

め た ピ ク チ ャ ー ウ イ ン ド ー と な り 、 大 怖の 懸

垂 j形 逆 ア ー チ と 対 比 し 風 景 を 切 り取る 。

建 物 の 梢 成 は 、 本 館 を 中 心 に 宴 会棟 、 チ ャ ペ

ル 、 ク ア コ テ ー ジ の 四 つ の棟 に 分 け ら れ て い

る。 ホ ー ル 、ロ ビ ー に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の

棟 に 適 当 な ス ケ ー ル と 税 街 感 に あ ふ れ た 空 11¥1

を 用 意 し た 。 本|飲施 設 は 、和、 洋 、 鉄 板 、 ブ

y フ エ 、 テ ラ ス 、 パ ー が あ り 、 そ れ ぞ れ が小

じ ん ま り し た ス ケ ー ル と ヨ ー ロ ッパ 回 合 感 覚

の イ ン テ リア で 、 プ ラ ザ の グ ル メ を 楽 し む こ

とが出来る 。 r総 長 と 、 お い し さ と 、 や す ら

ぎ に 、 ま ご こ ろ を こ め て 』 と案 内 されている

ように、者 ＱＱ 会人が日 ＧｴｩｾＧ おかれている状況とは

全く正反対の: E; 1TQとサービスの 中 にリゾート

の 本 質 を み る 。 美 濃 吉 昭 / 大 成 建 設

所 在 地 兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 阿 万 吹 上 字 般 城 1433- 2

敷 地 面 積 8 2 ，124
m

'  

建 築 面 積 3 ，271 m'  

延 床 面 積 11 ，657 m'  

構 造 規 模 R C、 8 F ， P  2  

工 期 昭 和62年 5 月 一 昭 和63年 4 月

客 室 数 7 8室

交 通 大 阪 港 天 保 山 ま た は 神 戸 港 中 突 袋 発 高 速 艇

に て 洲 本 着。 タ ク シ ー に て 約 45介 。

洋風ダイニングルーム rプJ レーベノレ』 砂





2 階 平 筒 図

6  

l エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

2 ロビー

3 パ ー

4  ;羊風ダイニングルーム

5 日 本 料 理 レ ス ト ラ ン

6 テ ラ ス

7 小 宴 会 室

B 大 宴会 場

9 チ ャ ベ ル コ ー ヒ ー ハ ウ ス

10 プ ー ル

11 ク ア コ テ ー ジ

12 駐 車 湯



ホテ J レ1<:1対アプローチ

紀伊水道のひろがる迷宮J

布l宝

7  



佐 賀 県 庁 舎 議 会 棟

設計佐賀県佐賀県庁舎設計共同企業体( 安井建築設計事務所佐藤武夫設計事務所石橋建築事務所平野建築設計事務所アルセッド建築研究所)

監理佐賀県新議会棟工事監理共同企業体( 安井建築設計事務所佐藤武夫設計事務所石橋建築事務所平野建築設計事務所アルセッド建築研究所)

施工松尾建設中野建設中島建設共同企業体佐電エー岡田電気設備共同企業体高砂熱学栄城設備空調設備共同企業体葉隠 森重衛生設備共同企業体

、.、，-;- ，

l1!!. j j (  

8  姐築と社会/ 1988年 7 fl ' i  

配置図 I 羽∞



佐賀県庁令は佐賀城跡内の大変恵 まれた環境のな

かにある 。今回の改築計画は本館柳、を継続して使

用することを前提に、築後50年を経て老朽化した

議会棟を往答え、別敷地にも分散している行政練

を経理統合することにより、談会施設の拡充と事

務効率の向上を図ることを目的とするものである 。

配置計画はお涼に面する前庭を大切に扱い、その

広がりを活用して本館正而から行政練 ・談会相l! へ

統〈アプローチを明快にし、同H寺に談会械は独自

の正面性をもたせるよう配置の上ても工夫した 。

また既存建物に収容されている熱源を活かし、業

務を 中断することなく段階的に建設を進める工事

手)1仮についても、配置計画のなかで総合的に検討

がなされた 。

今回完成した議会棟はその 1 WI 工事として建設さ

れたものである 。

立面は |日談会棟の格調とメモリーを継承するよう

配慮し、 InI取の正面性を強制する門型ピロティの

構成を発展的に再現するファサードとした 。

さらに雄物に迎皮な優しさを与えるために南北而

の壁はゆるやかな 曲面とした 。建物取音11には旧議

会隙のドームに代わる傾斜屋線を設けることによ

り、議会線としての象徴的な外観に主主えた 。

外装材は県内有国産の磁器タイルを用い、モジュ

ールは縦横とも 250mmとした 。スカイライン部分

に用いたプリ ックタイルは伝統的な焼成技術を駆

使したもので¥本館棟の装飾モチーフを意図して

デザイ ン した 。

今後、旧談会相Rの解体が進められ、今年末には新

行政械の着工が予定されている 。

( 安井建築設計事務所)

丙伊IJ 外観

所 在 地 佐 賀 県 佐 賀 市 城 内 l ー l

敷地面積 21 ，648 m'  

建築面積 1，572m'  

延床面積 8，950 m'  

構造規模 S R C、8 1 、 6 F

工 期 昭 和62年| 月 ~昭 和63年 5 月

最 寄 駅 J R長崎本線佐賀駅

撮 影 S S九州

J晶t品



，JG，(li 外 観

所 在 地 西 宮 市 池 田 町8- 11

敷地面積 1，7 12. 12 m'  

建築面積 1  ，054 .07 m'  

延床面積 4，591. 31 m'  

構造 規 模 RC( 一 部5RC) 、BI 、4 F、PHI

工 期 昭 和61 年 10月 一昭 和63年 3 月

寄 奴 阪 神 西 宮 東 口駅

j置 影 島 修 一 5 5大阪

10  控擦 とIt会/ 1988' 1' 7 11 ¥} 

西宮市水道局庁舎

設 計 監 理 昭 和 設 計

施 工 奥 村 組

この挫物l立、施設の右中守化に i半い、旧税務部跡地

に移転建設された水道局庁合である 。

公的機関には、めまぐるしく変化する社会的勢や

↑!? 報化社会における業務の多様化に対応しつつ、

きめこまやかなサービスと迅速な業務処理が求め

られている 。 当地訟では、

。米告: と牧民のゾーン及び動線の明石躍な区分。

。|人l苦11 ) た務、外部業務、夜 1111緊急業務の明快なゾ

ーニングと名々の専用邸J 線の硲保及び、相互の

イT機的な述例。

。 執務 ｾｴ ｩｬ｝の可能な限りの無住空 ｉｈｊ 化による、間

仕切り変更やレイアウト変更へのスムーズな対

応。

。執務フロアとコンビュータ室を結 ... ｾＮＺｾ ｊ ｉｊ 刊の円己竹

スペースの設 iE及び、!t，品31ミ機株と白在に接続可

能な床自G)J: システムの採用による執務室の O A

化と、ｽｾ支所等を結ぶ ｌａｎ 等 への将米対応。

等に' i rl芯: している 。

ill 物内外の総化や、玄関まわりのしつらえ及び、

I1色系タイル ( 磁苦品質凸形二丁掛タイル燃焼り )

とi生: 容のり: . i mi 椛成や、建物コーナーの IlI l l伺処理等

は、やさしさ、税しみやすさ、 ｨ Ｇ ｨ 紫Ａ必をＩ ， ｾｩｬＱ，Ｇ，ｪとす

る新庁イ1干の表h'I表現であり、 うるお いのある街づ

くりへのささやかな配慮である。

Ｈ宮本剛 Ｏｊｉｾ ｈ 日設計 Ｉ





天 理 市 文 化 セ ン タ ー

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 浅 沼 組

所在地奈良県天理市守目堂町 117

敷 地 面 積 2，928m'  

建 築 面 積 1，565 m'  

延 床 面 積 5，199 m'  

構 造 規 模 R C、一部S R C、9 1 、 4 F ， P  1  

工 期 昭 和6 1年 10月一昭和62年 12月

最 寄 駅 近 鉄 、 J 円、天王里駅

j畳 影 S S大 阪

天理市は奈良盆I也の束苦11中央にあ って肯代文化発 を視覚的につなげセンターコアにより上層階にあ

作の地であり米主あふれる歴史と文化とやすらぎ る飯合施設への明快な導入をはかるものである 。

のまち怖を糠傍し市民の文化の殿堂として図占館

をはじめ即物館的機能を有する文化センターを紋

12かな市庁合に隣接し計画されました 。

外観は天理地方によL られる大和棟の屋似の美しさ、

歴史的町並を形成する民家の重厚なたたずまいに

融合する ｽｦ ｾ ｦｬ を求め、水平線強調の銅板屋恨の重

なり、 A 統制; を基本に繊細な表情を持つ土壁色の

スクラ ッチ!11 タイルによる大壁、格子' ，IIIJ の他共を

自己し素朴な H是かさのあるホ民家治を創出する 。

配置計阿は市民交流の場となる 1 1併のやI I ! I 1) 圧ふ 施設の核となる図t!?館はセンターカウンターを抱h

的ロビーにより市庁令官!IJ 広場と道路1U1Jアプローチ に開放的な大: 容と木質の壁而在架に包まれた児童

12  住 築 とH会/ 1988' 1' i 川り

外観 l軒両而

室、一般閲覧室を開架式低中 1!!: 架による 一体化さ

れた空間とし、 f[司性的なおはなしの部屋、独立性

のあるレファレンスサービスを含みオープン形式

の図e - 室である 。館内には常設の展示ケースを含

む移動式パネル対応の展示ホール、移動観覧} ，? ; を

もっ 2761市収容の多目的文化ホール等の機能があ

る。絞合施設のもつ特徴でもある機能優先の中で

アカデミ ックな形態とニュートラルなインテリア

が装置化された光の演出、リズミカルな家具、以占

象的な古代の歴史的展示によりい民家協の中での

人々の語らい、やすらぎをあたえるものと期待す

るもので・ある 。

( 吉井和男/ 来畑建築事務所)



ｾ＠
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l  附玄関ホーノレ
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大 塚 製 薬 能 力 開 発 研 究 所

設計監理 鹿島建設大阪支庖

施 工 鹿島建設四国支庖

、司、、 ーーーーーーでミ 豆 = - " -

パーゴラ

14  建築 と社会/ 1988年 71F:

1 階平面図
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2 階平面図



所 在 地 徳 島 市 川 内 町 平 石 字 夷 野224- 18

敷地面積 101 ，425m'  

建築面積 3，136 m'  

延床面積 4，822m'  

構造規模 R C、 2 F

工 期 昭 和62年 6 月一昭和63年 3 月

最 寄 駅 J R高徳線徳島駅

撮 影 宝 城 俊 男

巾研究所は、多緑化する国際社会て" 行動てa きる filJ

iit 性ある人材の発J郎、育成を目的とする。また、

併設されるホールて伊 Ｑｾ ｦＮ ｊｈ ￮ｩ されるシンポジウムやコ

ンサートを通じ、広〈社会への↑ rf 報発信源となる

ことも意図されている。

計画の基調となった、 「円」は、大塚製薬の理念

である「人の和、組織の利」の象徴であり、盟に

はまらない自由な発想や、一体感の中での双方向

コミュニケーションを生み出す形として提案した 。

地設は徳山工場のメインアプローチの正面に位置

し、工場内でも特に紋の位かな放日Ｎｾの立地であり、

市lいの中心となる円形の池をはさんで、ベカψ ホー

ルとアトリウム、講義主Ji F より成る 。

ベガホールは 2801，Wの円形ホールで、 「和」のコ

ンセプトより、あえて不利な j杉に挑戦し、国際会

議はもとより本物をじっくり 聞ける本格的なコン

サートホールの機能も持っている 。 また、ホワイ

エには、藤井忠一氏作の樹齢100年と 200年の杉の

彫刻が置かれ、池に浮かぶiili*史朗氏作の 5 f問の

11による水の石庭と共に、向然の力と無| 浪の可能

性を表現している 。

一方 、円形アトリウム、ト 7 トホー ルには 、発想

の転換の象徴として、 1 本に l 万数千個結実する、

ハイポニカトマト 4 本が; j ; Ji . f . 号され、生命の力強さ

を無言に訴えている 。

( 1坂口 修/ 脱出建設設計部)

ト7 トホール( I二)

ベガホーノレ( 中) 砂

ホワイ エ ( 下)



武 田 薬 品 工 業 筑 波 研 究 所

設計監理 武田薬品工業工務技術部

日建設計・大阪

施 工 大 林 組

敷地全 ;zf

16 挫療と社会/ 1988' 1ー7 H 号

空 調 大 気 社

衛 生 須 賀 工 業

電 気 住 友 電 設

「武旧薬品工業筑波研究所」は武田薬品工業の未

来を見つめた企業研究を進めるために新設された

研究所である 。

本研究所の立地する筑波研究学園都市の北部工業

団地には、薬 iR: ・化学 ・電気等の分担r. の企業の -11止

先端技術の研究施設が集まる予定であり、地域の

シンボル「筑波 山」が阪の前に 見える，I[!. まれた l当

然環境の中にある 。

本研究所の主主設計画に当た っては、研究機能の充

実を計ることは言うまでもなく従来の発恕にとら

われない米米を指向した新しい感党を表現するこ

とを目指した 。研究隙は将来の拡張計画にフレキ

シブルに 、また無駄なく対処できるよ うな全{ 本配

置を椛忽し、敷地のほぼ中央に配置した 。処物は、

笑験宅 ・u・羽1厚生から成る研究棟と設備の熱il f，l供

給と実験室からの排水処理とを担う用役排水処耳11

校に分け、研究棟は中庭と自然光の降り 注ぐ |片l放

(1守でI切るいアトリウムを中心として. t 々の実験室

が有機的に繋がる 構成としている 。 さらに、研究

械の南 flllJ の防当 りの良い所に食堂を独立して梢え

た。，建物の周囲にはシラカ y ・ケヤキ コブシを

主とした位かな間程で情成した雑木林をつくり、

その中を巡る散策路を設けて、研究員の恕いの場

として活用されることを考慮している 。

研究機には、研究テー? の変化に柔軟に対応で

る機能的フレキシビリティーを備えたンステムを

々え、設備スペースとして しS. S. ( 1  NT E R S TITl A L  

S P A C E )  )j 式および自由な間仕切りを可能にする

柱構造を採用した 。外観は、茨城県が際傍するイ

ンダストリアル ・パークに 即した対程J l . を々 l占. して、

1' 1いタイルを法調とし、h ' Wfi なイメージを表現し

た。

この筑波山に抱かれた「緑の中の研究所」から、

新しい医薬品の生みだされることがJUI 待される 。

(  ilit 辺' ぷ禿/ 日建設計 )

ー一ニー-
一



所 在 地 茨 城 県 つ ( 11市 和 台 7

敷 地 面 積 102 ，597. 33 m'  

建 築 面 積 4 ，349. 69m'  

延 床 面 積 9，619. 97 m'  

構 造 規 模 R C、3 F、P 、2 F

工 期 昭 和6 1年| 日月 ~昭 和62年 12月

寄 駅 J R常盤線、土浦駅

j量 影 新 建 築 社 ・クドウフォ ト

17 



クラウンノ、イム

東淀川弐番館

事 業 主 東 昌 建 設

設 計 監 理 創 美 設 計

施 工 富 士 工 大 阪 支 庖

クラウンハイム東淀川式接 ｦｩｩｾ［ は、阪急 ｲ i炎路」釈

から来へ約 8 5 0 mの位置にあり、悔 111へ 10分。北

浜へは相互乗り入れの地下鉄と阪急て¥さらに千

里や京都方面へも至極便利な場所に位位する 。

ところで、この 「クラウンハイム点淀川弐番館」

は、束畠グルー 7.が分 J f f ? ンションとして、釘¥2  

蝉のマンションを今回即日完売という! i ltしい成来

をおさめた物件でもあり、またこれからも第 3.;ljt

として、東昌グループでは、計画を続けている 。

きて、当，建物は l フロア南而に 3 f主戸 6 階，也、点

面に 2 f主戸 71暗主lf と、 i度り l廊下にて椛成されてお

り、分譲7 ンションとしては 32戸と、こじんまり

とした建物であり 、全体としては切奈のw恨と外

壁はタイル貼て¥最上階の住戸のリビングルーム

には、登り天井とト ップライトを設けている 。

また、 1 階には和室に原! コタツ及びキ ッチンルー

ムには床下収納"1，を設け、各{ 主室は全室直按tR光

をと ったプランとした間取りとな っている 。

H 皆エントランスのアプローチには、コンクリート

位、梁のゲートを設け、エントランスホールへは

防犯のためオートロ y クシステムを設位。 またホ

ールにはト ンプライトを設け、全体として JI '- 常に

明るい建物であり、この地域の{ 主EEt 強1/iil の- E;i1と

して、役立つことを願 ってい Z

( 自1) 美設計)

| 階平面図 I  :  600 
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所 在 地 大 阪 市 東 淀 川 区 菅 原3- 533- 1

敷地面積 I ，095 .59m'  

建築面積 470. 64m' 

延 床面積 2，189. 99m'  

構造規模 R C、 7 F

工 期 昭 和62年 8 月~昭 和63年 6 月

最 寄 駅 阪 急 京 都 線 淡 路 駅

1量 影 島 修 一 5 5大阪

、、

- / 

f  

M 

<-' 

主な協力会社

いi ‘

電 気 設 備 日 本 電 設 工 業

給排水衛生設備 川 本 工 業

金 物 工 事 オ オ
、ノ

タ イ ル 工 事 大 谷 タ イ ル

木 製 建 具 工 事 岸 村 建 具

金 属 建 具 工 事 新 日 軽 大 阪 支 底

ｊｾ［ ｉｉｉｊ ・ 台 ｪｩｦｲ

外観 ｉＧｇｾ 仁川

外観阿南 1m

19  







--:::::三コ

広島市西区民文化センター等複合施設

設計監理 広島市都市整備公社・安井建築設計事務所・都市建築研究所

施 工 大 成 ・ 五 洋 ・ 鴻 治 ・ 西 本 建 設 工 事 共 同 企 業 体

所 在 地 広 島 市 西 区 横 川 新 町6

敷地面積 6，175. 49 m
'  

建築面積 4，185 .03m
'  

延床面積 33，351. 72附

構造規模 S R C、R C、81 、23F

工 期 昭 和62年 6 月~昭和64年 8 月予定

最 寄 駅 J R山陽本線横川駅



bei ng q  

布・が・う・た・う・人

安 部 券 章 一一一一一 ケンショウ・アべ. K E NS HO A B E  

• 
青 年 時 代 一一一一一 サ ッ ク ス マ ン へ の 志 は マ イ ル ス デ ィ ビ ス 、 コ Jレトレーンのコ

ピ ー に 意，啄 の な さ を 感 じ た 崎 、 別 の 世 界 に 移 っ て ゆ く 。

• 
服 飾 界 一一一一 「推 威 」 の 踏 襲 が ゑ 認 さ れ な け 世 界。

• 
祈 珠 代 謝 一一一一 拍 手 の 婆 本 と は 無 関 俸 に 生 ま れ て は 消 え て ゆ く デ ザ イ ン の 世

1(-.て¥ 耐 久 性 を 求 め ら れ る べ き デ ザ イ ン に は 持 ち え な け 創 造

の 喜 び。

• 
1宿 命 一一一一一 半 年 に ー 乏 の コ レ ク シ ョ ン の 境 変 わ っ て ゆ く 白 分。

以 前 の 自 分 を も 否 定 す る 自 分。

• 
ほい喝の 一一一一 あ の 様 式 的 な コ ル ビ ュ ジ ェ の イ ス 。
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1143 秋田大町第一生命ヒゾレディング

設 計 泉 沢 建 築 段 計 事 務 所

施 工 清 水 建段 ・北 野 建 設 ・同 和 エ 営

a  秋 IIIrli 大町2- 2- ]]

b.  4，050.  140m'  

c .  3，272. 579m'  

d .  20，235. 155m'  

e .  S RC、BI 、10F 、P I

f  昭和61年 7 月~昭和62年 9 月

g .  J R秋関駅

1146 自 動 車 整 備 教 育 セ ン タ ー

設 計 AR I 建 築 事 務 所

施 工 ・，菱 沼 組

a . 大阪市住之江区南i巻末3- 3- 18、 3- 44

b.  4 ，950. 00m'  

c  .  564. 9701'  

d .  j ， 334. 5001'  

e .  S、 3F

f  昭和62年 8 月~昭和63年 2 月

g  ニュートラム南港東駅

1149 京 阪 神 不 動 産 新 町 ビ ル デ イ ン グ

設 計 日 建設 計

施 工 戸 田 建 設

a  大阪市西区新町2- 7- 5

b.  1，912. 09m'  

c .  1，622. 61m'  

d .  16，291. 96m'  

e .  S RC、B I 、10F 、P 1

f  昭和61年 6 月~昭和63年 3 月

g  地下鉄凶ツ橋線四ッ僑駅

24 挫 築 と社 会 / 1988'1' 7 I1 '.) 

- 写真と概要をどしどしお送り下さい。

凡仰Ij :  a  所 在 地 b  敷 地 面 総 c  建 築 面 積 d  延 床 面 積 e  構 造 規 模 [  工 JUI g  敢 寄 駅

1144 M G邸

段 計 A Z 環 境 計 画 研 究 所

施 工 : 燈 影 設 計 工 務

a  京都市山科区竹鼻サイカシ町

b.  197. 32m'  

c .  106. 50m'  

d.  217. 26m'  

e.  J也階R C、木造2F

f  昭和62年 5 月~昭和62年 10月

g .  J R& ぴ京阪山科駅

114  J 山 星 屋 鳥 飼 物 流 セ ン タ ー

設 計 : ARI 建 築 事 務 所

施 工 竹中工 務 底

a  大阪府 ｪＡｦ 津市Ｎ｣ｾ飼西 Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｕ

b.  15，642 .54m'  

c .  3，870 .91m'  

d .  6，207 .45m'  

e .  S 、 3F

f  昭和62年 2 月~昭和62年 11 月

g  阪 急 パ ス おD'I l i ! i バス停

1150 下開港国際ターミナル

設 計 下関 市 土木 建 築 部 建 築 課

施 工 : 友団組・松野工務庖・日東建設 ・木下建設. . J V

a  下関市東大和町1- 10- 5

b.  6 ，900m'  

c  .  5，404m'  

d.  9 ，537m'  

e.  R C、一部S RC、4F

f  昭和62年 1 月~昭和63年 3 月

g .  J RI. U防本線下関駅

1145 S T邸

設 計 A Z 環 境 計 画 研 究 所

施 工 小 林 工 務 庖

a  芦屋市翠ヶ丘21- 19

b .  207. 26m'  

c .  102. 12m・

d .  178. 55m'  

e  木 造2F 、一部R C

f  昭和62年 6 月~昭和62年 11月

g .  J R芦屋駅

1148 H N  B UI L DI NG 

設 計 竹 中ヱ 務 庖

施 工 竹 中 工 務 底

a  愛知県名古屋市中川区山王町1- 301- 2

b .  1，659.  56m'  

c .  1. 012.  05m'  

d .  6，453 . 46m'  

e  .  S RC、 9F、 P 1

f  昭和61年 12月~昭和63年 l 月

g  名鉄本線名古屋球場所I

1151 下 関 市 立 豊 浦 幼 稚 園

設 計 下 関 市 土 木 建 築 部 建 築 課

施 工 佐 藤 建 設

a  下関市長府i也の叩2- 2- 82

b.  3，645m'  

c .  759m'  

d .  989m'  

e .  R C、2F

f  昭和62年 8 月~昭和63年 3 月

g .  J R山陽本総長作fJlR



1151 中 野 区 白 鷺 区 民 プ ー ル ・ 体 育 館

Z宣 曹十 中野区建設部営繊課・丹羽英ニ建築事務所

施 工 浅 沼 組 ・ 横 田 遺 段J V

a  来 京 都 中 野 区 白 鷺 3- 1059

b.  3，346. 22m'  

c .  1，337 .98m'  

d .  4，594 .7101'  

e .  RC 、一苦IIS 、82、2F

f  昭和61年 7 月~昭和63年 3 月

g  西武新宿線鷺ノ宮駅

1155 さんすい園

設 計 小 林 得 意 、 建 築 事 務 所

施 工 新 井 組

a  三 悶市薬師尾1460

b . 4 ，8s3m'  

C .  1，30801'  

d .  1，81301'  

e .  R C、 2F 、 P I

f . 昭和62年 10月~昭和63年 3 月

g .  J R宝塚線下相野駅

1158 西小倉コミュニティセンター

段 雪十 森 島 建 築 設 計 事 務 所

施 工 朝 日建 設 工 業

a  宇治市小倉町南堀池107- 1、 2

b.  1，467 .  13m'  

c .  436. 8I m'  

d .  743 .  76m'  

e  .  S、2F

f  昭和62年 10月~昭和63年 5 月

g  近鉄京都線小倉駅

1153 松下電工研修所「はんえいハウス」

設 計 熊 谷 組 大 阪 支 庖一 級建 築 士 事 務 所

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 底

a  京都府綴ＧｩｊＮｾ前回辺町大字大住 小 字賀谷

b.  12，482.38m'  

c .  2，279 . 7001'  

d .  4. 133. 38m'  

e .  R C、2F

f  昭和62年 4 月ー昭和63年 3 月

g .  J R片町線大住駅

1156 エクセル山田

設 計 水 間 組

施 工 . 水 間 組

a  大阪市城東区' 11'1'江2- 93-3

b.  555m'  

c .  210m'  

d  .  666m'  

e .  R C、 4F

f . 昭和62年 9 月~昭和63年 4 月

g . 地下鉄谷町線野江内代

1159 J .S .T. 宇 都 宮 生 産 技 術 セ ン タ ー

設 計 大 本 車 且 東 京 支 庖一 級 建 築 士事 務 所

施 工 : 大 本 組 東 京 支 唐

a . 宇都宮市消原工業団地1- 1

b .  22，55001'  

c .  1，468m'  

d.  2，782m'  

e  .  S、2F

f  昭和62年 12月~昭和63年 5 月

g .  J R宇都宮[ 駅

関 盟 関

1154 静 岡 県 林 業 技 術 セ ン タ ー

Z宣 昔十. レーモンド E宣晋十事 務 所

施 工 : 川島建段・鈴木組他 9 宇土

a  静岡県浜北市線竪地内

b. 60. 155.0m'  

c .  3，097. 7m'  

d .  3，983 .801'  

e  本館棟木造2F 、研究練RC2F 、木材笑験機木造平家

f . l l i l 和62年 7 月~昭和63年 3 月

E  速鉄又は天竜浜名 i却l鉄道西成仏駅

1157 近 鉄 東 生 駒 ビ ル

設 計 奥 村 組一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 . 奥 村 組

a 生駒市東生駒 1- 70- 1

b.  1，637. 15m'  

c .  892. 74m'  

d .  3，837. 50m'  

e  .  R C、 5F

f  昭和62年 5 月~昭和63年 5 月

g  近鉄奈良線東生懸j 駅

1160 長 束 ビ ル

段 計 エム ・ケ イ設 計 事 務 所

施 工 . 佐 田 建 設 大 阪 支 底

a  .  ｾｾ槻市紺屋町 Ｘ Ｍ Ｓ Ｑ

b  .  435. 00m'  

c .  304 .83m'  

d .  1，704. 94m'  

e .  R C、9F、P I

f  昭和62年 5 月~昭和63年 6 月

g .  J R京都線高槻駅

25 



- 大先輩に聞く

白石登喜男

1 . おいたちー建築を宏、した頃

明 治30年 4 月26 日、大阪に生まれた白石登喜男 氏は、箪人だった

父の彬轡もあって尋常 小学校の頃まで軍人を志していたが、創立当

H寺の今宮中学に入学したあと、軍人から医者になりたいと思い、家

が医者の友人や、医者を志す友人と付き合うようになった。中学 3

年の ｈ 寺、父がなくなり、進路をまよっていた時の夏休みに、南海［ￍＧｾｾ

の住吉公図の駅の工事で建築家が図而を持って折れ尺でいろいろや

って いる姿を見て、建築家になろうと思い、住吉村の役場でアルバ

イトをしながら、関西商工( 現関西大合学闘) へ通った。

2  辰野片岡建築事務所時代

関西i商工を卒業した後、官庁勤務は学歴でだめだと思い、設計事

務所へ入所して勉強しようと思った 。

その当時は、一流設計事務 ｦｾ￭ に入所するには大変であり、 Ｓ 日間、

片岡先生の家の前ですわりこんで、辰野片岡建築事務所へ入所した

と言うエピソードがある 。大正 4 年 8 月のことであった。

入所してはじめての 仕 事は背写Ｎ瓦の仕平で、 ｾｕｊ 早くから ｈ 古室で青

写:nの感光の薬を調合して、 i羊紙に塗り付け、陰干しをして乾燥し

たのを缶に入れておいて、上司がトレーシンクーペーパーで、量て・書い

た物と感光紙を日光に直射し、一枚一枚水洗いをするというもので、

冬は、手にあかぎれができたり 、公りの日には色が思うように出ず、

苦労した。

半年ほどたって後任がはいってきた為、 H音室から事務所の中へ移

り、上司の図版の防除から片付けをして、ょうやく原寸図を鉛筆で

トレースさせてもらう 。朝 8 時から夜遅くまでいわゆるスパルタ式

の教育であったが、勉強して早〈一人前になりたいと思い、一生懸

26 住 療 と社 会 / 円88年 7 JI '，;-

命仕.i: J玉をしていた 。

しらいし ときお

1900 大 阪 に 生 ま れ る

1915  1期間陶工' 下校 UJl. 1則i回大 ff 学国1) ｩＱｬ築本料千ｾ

l司 年 反 ｾＡｦＧ )'r Ｑ 判処 ｾＧ ｊ ｈ ［Ｉｬ所入所

1927 三 十 四 銀 行 総 築 技 師

1933 三 和銀行主 ｬｬｾ 技師 ｬ ￭ ｊ 是

1942  日本位築協会会長片岡安より本会 ｦｩｬｊ 立以米役 ｬｾ

ヱl主に委員功労者$ . 彩

1958 I : l 本池築学会終身正会只

f百l年 大 阪 府 知 事 よ り 建 築 功 労 者 表 彰

1960 点 i下不動産常務取締役就任

1966 1刻丙 IIHIザu引土安n会より mt lリi地 J止の J )J ヴ::J ....打点杉

1967 主llJ 生 大 臣 よ り 処 築 功 労 者 炎 杉

1969 泌木工務九月常任顧問就任

1972 ＱＱ 本 ｩｬｬ ｾ 10会 述 作 会 よ り 往 築 功 労 ぷ 表 杉

1976 日本往 ｾＮγ 会より処 ｾｊ Ｉｊ 労者表彰

1983 <1 本 処 築 | 会 迎 合 会 名 作 会 只

1987 日本池築 W，会より自IJ 立 70周 年 記 念 式 典 に 処 築 J )J

労おとして感訓状を' 支〈、名 誉 会 U ( 1972)

そんな頃 、大阪の中央公会堂の竣工まぎわの手伝いに行き 、初め

ての設計の仕事として煙突の設計をまかされた。 r耐震構造の本な

どもほとんど 出ていなか った頃のことであり、どうして設計してよ

いかわからず、とにかく地盤だけ大きくして建てれば大丈夫だろう

と思って設計した」との事である 。その後 、大阪市庁舎の工事へい

ったが、不正工事があってはいけないというので、直営工事であっ

た鉄材とセメントのチェ ック。鉄材の数量があわない事があり、ど

こかから鉄材を拾ってきて数量を合わせた事もあった 。 また、当 H寺

の山口銀行 ( 現三和銀行) へ 1:1:¥rii] し、本庖 ( 現三和銀行瓦町支脂)

の建設に 携わ った。当 時、 漆l喰の工事で 、l司法 IJ なども 一つ一つ型を

おこして作 って いたものが、現在でもま ったくおちておらず、亀裂

も入っていない。

そのような事をしていた辰野片岡建築事務所時代に 、日 本建築協

会が創立され、白石氏も「建築と社会」誌の発刊の為に広告よ長めに

走り回 り、それでもお金がたりなくて、最ー後は片岡先生のポケ ッ ト

マネーで発干IJ できた。

3  . 三十四銀行一三和銀行 東洋不動産時代

山口 銀行一三十四銀行ー鴻池銀行が合併して三和銀行となったこ

のl時代は、 30年間で 140数箇所の工事にかかわったという白石氏に

とって故も多忙であった時代の一つであったに速いない。

この頃印象に残っている建物として、三和銀行京都鳥丸支庖があ

る。反対側の三菱銀行に対抗する様に、校を一本外側へ出し、夜に

なると天井からの光で柱が浮き出る繰な設計にしてある 。 また、桜

4合のビノレではタテのステンレスを 1I : I l げたり のは‘ した りしたタテ張

りで、その後東京へ行った とき、同じ形状の物を見たが、それより



J 山 !ιJYIII¥I 、人:IUJ: rl i oJ'央公会、; 王、111 大 阪 rli J i '合、 i l J11 銀

行 本 山u比三 和 銀 行 i以 IT Ji: J，! i ) 、パ レ スサ イドピル、 大

Ｑ ，， Ｑ Ｇ Ｑ ＧＮ 命本 ｴ ｬ ビル 、 三 和 銀 行虎 Ｏ ｉｕｉ ＮＮＮＮＡｩ ｊ ， ｬｩ 、 Ｑ ，ｩｽ ＧＺ ［ｩ ｾ ｽ Ｚ ，ｬ ｩ ) i J，'i 、1，'1

110¥1刊五，，1: 、1，'lfl iJ f ，ぶ '，11な ど 多 数 の ぷ1I 1''?: i..fl Hを 下がける

鹿児島町磯庭園茶室 r{山i巌園」

も、般紙東洋ビル ( 現三和銀行盆仏文問) の方が先であった。

その問、銀行の建物以外で、和歌山の住宅、敦賀の倉庫等を手が

ける 。敦賀の倉庫は、昭和 8 年ごろ 、ウラジオストクとの貿易をし

ていた貿易会社の社長から頼まれた仕事て酬あった。当時、放11は貿

易で栄えていたが、同じ形の倉庫ばかりで、イメージがよくない。

その貿易会祉の社長から「倉庫のイメージのしない倉庫をつく って

ほしい 」 と依頼され、大阪で図面を ｩ ｬ ｾ き 、 土 ・ 日をかけて敦賀に行

打ち令せをして、日曜のH免には大阪へ戻 ってくるという日々の

なかで出来たものであ った。若いときの設計であるが、福井県での

評判lはたいへん良いようである 。

そんな 中Uf:j和37年頃、銀行主主築の視察で欧米に j皮る 。そのころ、

日本はまだ) L 太足場て・あったが、欧米ではすでにパイ 7 ・足場を探用

していた 。 日本へ帰るなり、業者に、 「むこうは既にパイプ足場を

使 っている」 と言っ たところ、早速視察に行 ってパイプ足場が園内

ても流行しはじめた 。 また、向転車の駐輪焔設を見に行 ったところ、

むこうではi況に自動車の l時代にな っている 。そこで、京都の河原町

の角の三和銀行京都支庖の般に駐平場用地として、400坪の土地を購

入した 。 これが現在非' 自に喜ばれている 。現代のモータリゼーショ

ンを先見した、すばやい対応であ った。

4  . 藤木工務庖時代

30年以上にわたる銀行勤務のあと、昭和44年 1 月に藤木工務居常

任顧問に就任する事になる 。藤木工務庖の先代社長が存命中、三和

銀行の推 II:' J により入社する 。

現在 750名が働く藤木工務庖で最も思い出に残る仕事は鹿児島の

磯庭園の茶室の仕事である 。 機庭園は旧 Ｑ［ＧＩｩｾｴ 務の別邸を公園とした

ものであり、山 ｩｾＡ 家から特命にて受注した 。 この仙巌図茶室の仕事

が白石氏と藤木工務l苫の鹿児品でのステイタスア y プにつなが った

のは 言 うまでもない。その為、鹿児島に広大な土地を所有している

島津輿業のその後のゴルフ場の慌の建設、島津家の宝物の収納庫等

の仕事を依頼され、日露木工務f. 5 の南九州営業所が出来たことからも

信頼のあっさがうかがえる 。

5  . 健康の秘訣

白石氏が、現在も第一線で活躍し、 92歳という高齢をかんじさせ

ない健康の秘訣は、食事への配慮にある 。

早朝 6 時半に起きて約 1 時間かけて特別な朝食をつくる 。 まず 、

小もち 111菌、玉子 l 側、牛乳 l 合を煮詰めて子鉢に入れる 。そして

小梅 3 倒と無臭ニ ンニク 、抹茶、熊笹の粉末、焼き黒コ。マ、こんぶ

の粉末、各緑葉の粉末、植物性たんぱく E 、プルーンエキス、絹ご

しごま、蜂2皆、 1m煮のり、かつおでんぷ、けずりかつおをサジに 1

杯ずつ入れてよく練 って食べる 。この朝食、 30年も続けている 。

昼はうどん経13 r で、食後は足をイスに上げて休恕する 。夕食は少

食で、魚は食べるが、肉は、月に 2 回ぐらい、ビールは小 びんを 2

日に分けて飲む ( ただし冷えていないビー j レ)。

食事の他には、若い気持ちをも って、 くよくよ考えず、やろうと

思 った仕事は必ずやりとげるという仕事に対する姿勢である 。

6  . 後輩たちへの言葉

「楽をしようとせず 、早〈一人前になれるように一生懸命に努力

してほしい」 と、簡単ではあるがたいへん重みのあるメ ッセージを、

白石氏は若い後輩たちへの言築として贈 ってくれた。

今井邦夫 ( 編集委員 ・長谷川工務庖 ) 記
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中 島 こ の 前 、 名 古 屋 市 長 の 西 尾 さ ん に お 話 を お

聞きしましたが、その中で、「国際都市名古屋」と

い う こ と を 強 調 し て お ら れ ま し た が 、 確 か に 名 古

屋 は 、 外 国 と の 問 に 姉 妹 提 携 、 友 好 都 市 を も って

います。それはアメリカのロスアンセソレスとか、

中 国 の 南 京 と か 、 メ キ シ コ シ テ ィ ー 、 オ ー ス ト ラ

リ ア の シ ド ニ ー な ど が あ り ま す が 、 こ れ は 関 か れ

た 名 古 屋 市 、 市 民 の 意 識 L 外 に 目 を 向 け る こ と に

よって自己研鈴にもなるということもありますが、

も う ひ と つ は 、 こ れ か ら の 名 古 屋 は 、 国 内 的 に も

そ う で す が 、 外 に 向 っ て 交 流 を 通 し て 市 民 の 意 織

を 高 め よ う と い う ね ら い が あ り ま す 。 木村 さんは

大 阪 に お 住 ま い で す が 、 大 阪 か ら 見 ら れ て 、 名 古

昼 は 国 際 都 市 と い う 視 点 か ら い っ て ど ん な 感 じ を

もっておられますか。

〈国際化〉の意味

木 村 大阪に限らず、名古屋に| 浪らず、どこでも

国 際 化 、 文 化 化 と 言われています。「国際化」とい

う の は 、 非 常 に 耳 ざ わ り の 良 い 言 築 で 、 よ く 考 え

る と わ か っ た よ う な わ か ら な い よ う な 言 葉 な ん で

す 。 訪 れ る 外 国 人 が 増 え た ら そ れ で 国 際 化 に な る

の か 、 英 語 の 看 板 が 地 え た ら 国 際 化 な の か 。 本 当

の 意 味 の 国 際化 と い う の は ど う い う こ と か と い う

輪 競 が な い ま ま に 、 国 際 化 と い う 言 葉 、 或 は 国 際

都 市 と い う 言 葉 が 独 り 歩 き し て い る 。 私 は 、 国 際

都 市 とか国際化 と い う の は 、 大 変 難 し い タ ー ゲ γ

トでして、市民の一 人一 人 の 意 識 の 中 に 、 国 際 的

な 心 の 拡 が り と い う か 、 意 織 の 拡 が り が 植 え つ け

られていくことが必裂ではないのか。ですから、

単 に外 国 語 が で き る と か で き な い と か と い う こ と

で な く て 一一一勿 命 、 言 繋 が で き る と い う こ と は

主主味を通じるうえで非常ーに大Zj : i . なんですがー一一外

国 の 人 た ち に 対 し て 自 分 遥 が ど れ だ け 理 解 を す る

こ と が で き 、 ど れ だ け 、 オ ー 7. ン な 心 を 持 っ て い

る か と い う の が 、 本 当 の 国 際化 ではないでしょう

か 。 こ れ は な か な か 大 変 な こ と な ん で す ね 。 で す

か ら そ う い う 意 味 で は 東 京 が 一 番 国 際化 が 進 ん で

い る か と い う と 、 そ う と は い え な い 。 例 え ば 、 日

山 県の 利 賀村 で は 国 際 泌II¥IJ 祭をやっていますね。

世 界 中 か ら 集 ま っ た 淡J剥家逮が民家に泊り込んで、

そ こ で は 、 お じ い ち ゃ ん も お lまあちゃんまでもそ

う い う 連 中 と 非 常 に 紫 直 に 交 わ っ て い る 。 む し ろ

そ の 方 が 国 際化 が 進 ん で い る と い え る か も 知 れ な

い。そう考えてみると、 200万 以 上 の 人 び と が{主む

な 都 市 で あ る 名 古 屋 で の 国 際 化 は 大 変 で あ る

と 思 い ま す が、 そ れ が 実 現 す れ ば 非 常 に す ば ら し
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いことだし、ぜひ笑双させたいてーすね。

中 島 国 際 化 に は 色 ん な 手 法 が あ り ま す が 、 日 本

の 歴 史 を み ま す と 、 国 際化 と い う 言 築 で は 表 現 は

さ れ ま せ ん が 、 例 え ば 、 わ が 国 は 中 国 の 陥 の 時 代

に は 遺 附 使 を 出 し た 。 ま た 、 底 の 時 代 に は ifil i!f使

を派遣しています。 Ｑｾ の時代というと、日本では

奈 良 H寺 代 に な り ま す が 、 底 の 固 か ら 文 字 か ら 都 造

り ま で 、 す っ か り 教 わ って き ま す 。 そ う い っ たこ

と で 、 日 本 の 文 化 に 対 し て 非 常 に 貢 献 し て 、 そ れ

を 通 し て 諸 外 国 を 見 る 目 が 養 わ れ た 。 ま た 井 伊 直

粥が刺J言午を得ないで日米通 商 条 約 を 結 び 、 大 変 問

題 に な っ た こ と が あ り ま す が 、 あ れ だ っ て 、 勅許

は さ て お い て 、 あ の エ ポ ック があったからこそ、

ア メ リ カ だ け で な く 、 イ ギ リ ス や ロ シ ヤ と の 交 流

を は か る こ と が で き た の で す か ら 、 色 々 な 方 法 が

あ る ん で す ね 。 現 在 の よ う に 情 報 が ど ん ど ん と 早

〈 伝 わ っ て き ま す と 祐 外 国 と の 交 流 と い う の は 外

国 人 が た く さ ん 来 て く れ る と い う こ と だ け で 、 国

際 化 を 図 る と い う こ と は 般 か し い こ と か も 知 れ ま

せんね。

木 村 お っ し ゃ る よ う に 、 日 本 人 は 大 変 好 奇 心 の

強 い 国 民 で 、 英 文 化 に 対 し て あ ま り ア レ ル ギ ー の

な い 国 民 で す ね 。 そ う い う 意 味 で は 非 常 に 外 国 の

も の を 吸 収 す る こ と に 熱 心 で 一 生 懸 命 に や っ て き

た 。 と こ ろ が 自 分 自 身 を 主 張 し て い く と い う こ と

は 、 非 常 に 不 得 意 で す 。 日 本 人 の 国 民 性 と し て 線

l韮 を 美 徳 と す る と こ ろ が あ っ て 、 余 り 自 己 主 妓 す

ることをよしとしないところもあり、どちらヵ、と

い え ば 日 本 の こ と を世 界 に 知 ら せ て い く 、 主 張 し

て い く こ と が 少 な か っ た 。 と こ ろ が 経 済 が 大 発 展

し て 、 い ま は モ ノ だ け が ど ん ど ん 出 て い っ て し ま

っている。それをつく り 出 し て い る 日 本 人 は 何 を

考 え て い る の か 分 か ら な い 。 た だ 、 モ ノ だ け で 日

本 と つ な が っ て し ま っ て い る 。 そ う い う あ た り が 、

い ま 、 い ろ い ろ と 起 き て い る 問 題 の ひ と つ の 大 き

な 原 因 に な っ て い る の で は な い か 。 そ れ に は い ろ

んな理由があって、 地球 上 の 日 本 の地理 的 な 位 低

もあるし、日本語という言語道の壁も非常に大きい。

そ れ は さ っ き い っ た 日本 人 の 国 民 性 も あ る で し ょ

う 。 し か し こ れ か ら は 、 ど ん ど ん 発 言 を し 、 主 張

を し て い く こ と が 必 要 で は な い か 。 そ う し た こ と

か ら 来 年 の世 界デ ザ イ ン 会 識 が 日本 を 主 張 し 、 ま

た 日本 へ の 理 解 を 深 め る よ い 機 会 と な り 、 活 発 な

論 議 の 場 と な れ ば と 、 期 待 し て い ま す 。

中 島 私 も 、 各地域 に あ る デ ザ イ ン に 関 わ っ て い

る 関 係 で 、 今 年 は 12団 体 1 新 団 体 の 共 催 で デ ザ イ

ン シ ン ポ ジ ウ ム '88中 部 を や り ま し て 、成功 しまし

た 。 関 心 が非常 に 高 ま っ て デ ザ イ ン と は 何 か と の

聞いかけに対する、市民の受け止め方が非常ーに敏

感 に な っ て き ま し た 。 去 年 は 確 か、アジアデザイ

ン フ ォ ー ラ ム が あ り、私も笑行副委員長として、

ま た 、 シ ン ポ ジ ュ ー ム の コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て

関 わ っ て き ま し た が 、 今 年 は 第4 回目になります。

4 年 前 に 第 1 回 を や っています。 デザイ ンという

のは 色 々 な 意 味 も あ り ま す が 、 と に か く 、 朝 目 を

さ ま し て 行 動 を 始 め ま す が 、 我 々 は 全 て デ ザ イ ン

の 中 に 入 っ て い る わ け で す ね 。 来 年 の 名 古 屋 で 聞

く世 界 デ ザ イ ン 会 議 の道 程 と い う か 、 経 過 を お 聞

かせ下さい。

世 界 デ ザ イ ン 会 議 の 道 程 と テ ー マ

木 村 世 界デザイン会議を名古屋でるというのは、

今から Ｓ 年前に愛知ｾ名古屋市で、昭和 ＶＴ 年 の 市

伽]100周年の記念事業ーの核として、デザインを取り

上 げ 、 国 際 的 ス ケ ー J レのデザイン会議を聞きたい

という発起があり、ワシントンて' 開かれた世:界 テ'

ザ イ ン 会 議 で 名 乗 り を 上 げ た 訳 で す 。 ユ ー ゴ ス ラ

ビ ア の リ ュ ブ リアーナと 同 時に立候補 しており、

決戦投票ーになったのですが16燕 差 と い う き わ ど い

所で名古屋に内定し、昨年開かれたアムステノレダ

ム で の 会 議 で 正 式 に 決 定 さ れ た わ け で す 。 こ の デ

ザ イ ン 会 議 は 単 に デ ザ イ ナ 一 、 デ ザイ ン 関 係 者 が

よｾまるのではなく、できるだけいろんな 層 に開か

れ た 会 議 に し た い と 思 っ て い ま す 。 デ ザ イ ン が い

ま や 市 民 の 生 活 の 中 に す っ か り と け 込 ん で い る い

ま 、 よ り 深 い 理 解 と 関 心 を 市 民 レ ベ ル ま で に 拡 げ

て い く こ と が 何 よ り 必 要 で あ り 、 世 界デ ザ イ ン 博

覧会が併せて聞かれるということになりました。

デ ザ イ ン を テ ー マ に 博 覧 会 が 聞 か れ る の は 、 世 界

でもはじめてのことだろうと思います。

中島 たまたま 市 ｪｬ ｾ ＱＱＰＰ 周年を迎える名古屋という

話ですが、 100周 年 だ か ら 名 古 屋 で と い う の で は な

くて 、 名 古 屋 で 開 催 す る 意 味 が あ っ た の では な い

でしょうか。

木 村 きっかけは市 制 100周年であったと思います

が 、 愛 知 県 を 中 心 とした 地 域 は 日 本 の 工 業 生 産 高

の 10% と い う 産 業 技 術 が 集 約 さ れ た エ リア な ん で

す 。 今 後 の 産 業 技 術 の 発 展 を 考 え る と 、 単 に ハ ー

ドな 面 ば か り で な し も う 少 し 科 学 技 術 と 人間自

身を結びつけるものが必聖書ではないか、いまの科

学 技 術 の 急 激 な 発 展 に 、 何 か 怖 れ さ え 感 じ ら れ る

よ う な 状 況 下 に あ って 技術のヒューマナイセ・ィ

シ ョ ン と い う か 、 人 間イじ というのかー一一そういう

意 味 で デ ザ イ ン は 大 変 大 き な 役 割 を 果 し て い る ん



で す ね 。 ハ ー ド な 側 面 を も っ た 科 学 技 術 に 対 し て

ソフトな婆紫一一一それがデザインであり、そうい

う ニ ー ズ が 高 ま っ て い る と こ ろ で も あ っ て 、 今 度

の 世界 デザイン会識が実現したのではないでしょ

うか。この地域 は 、 自 動 車 産 業 或 は 繊 維 産 業 、 航

空 機 産 業 、 セ ラ ミ ッ ク 産 業 な ど 日 本 で も 最 先 端 の

技術が集積している所ですから、それがさらに、

ス テ ー ジ ア ッ プ し て い く た め に デ ザ イ ン は 大 き な

役割を果していくのではないでしょうか。

中島 科 学 技 術 と い う の は 、 人間性というものと

対 比 して考えざるをえないものがあるのですね。

物 を 創 る と か 、 人 と 物 と の 関 わ り は 非 常 に 重 要 で

す が 、 技 術 が 極 端 に 加 わ り ま す と 、 今 度 は 人 間 性

を平均化 す る の で は な い か 、 平 均 的 な も の を 作 る

こ と に よ っ て 人 間 が そ れ に 合 わ せ な け れ ば な ら な

い と い っ た 、 非 常 に 宿 命 的 な も の が あ る よ う に 思

いますね。例えば自動車産業だってそうですね。

そ う い う マ ス プ ロ を 通 し て 安 〈 仕 上 げ る と い う 経

済 の 原 則 が 底 辺 に あ る と 思 い ま す 。 そ う い っ た 中

で 、 デ ザ イ ン と い う も の が 人 間 追 求 の 中 で 考 え ら

れ て い く と い う の は 、 結 構 な こ と と 思 い ま す 。 今

度 の 世 界 デ ザ イ ン 会 談 の テ ー ? と い う の は 、 ど ん

なものでしょうか。

木 村 テーマは、「かたちの新風景一一一情報化 時 代

の デ ザ イ ン J で す 。 今 、 工 業 化 時 代 か ら 、 情 報 化

時 代 へ の 転 換 が よ く い わ れ て い ま す ね 。 近 代 デ ザ

イ ン は 、 産 業 革 命 と と も に 誕 生 し た と い わ れ て い

ま す 。 産 業 技 術 と デ ザ イ ン は 、 わ か ち 難 〈 結 び つ

い て 発 展 し て き ま し た 。 そ れ が 情 報化 時代という

新 し い 時 代 に あ っ て 、一 体 、 人 聞 が よ り ど こ ろ と

な る か た ち と は 何 な ん だ ろ う か 、 を 問 い 直 し て み

た い 。 情 報 と い う 眼 に 見 え な い も の が 主 体 と な っ

て い く 時 代 に あ っ て 、 人 間 が 直 接 接 す る か た ち は

どうなっていくのか、どういう意味を持つのか、

そこにデザインの新しい役割l を探りたいと思って

いるわけです。

中島 それは一般 的 共 通 の テ ー ? で し ょ う け れ ど

も 、 例 え ば 色 々 な 国 が あ り ま す が 、 そ の 固 に は 個

有 の 文化 が あ る 。 も っ と も 、 政 治 ・経 済 ・教 育 や

宗 教 な ど も 大 き く 関 わ り ま す が ー。 そ れ は 気 候 風

土 、I也事事とかが基盤となっています。日本は木の

文 化 だ と よ く 云 わ れ ま す が 、 白 木 造 り の 伊 勢 の 皇

大神 宮 で も 、 や が て 雨 風 に さ ら さ れ て 汚 れ て き ま

す が 、 決 し て 汚 れ た と は い わ ず 、 さ び が 出 た と い

い ま す ね 。 あ あ い っ た 建 物 の 形 は 、 日 本 人 の 心 を

表現 す る よ う な 気 が し ま す が 、 も う 一 つ 大 切 な の

は 、 心 象 風 景 と い う も の を 創 っ て い ま す ね 。 と こ

ろ が 技 術 が そ れ に プ ラ ス さ れ ま す と 何 だ か 現 象 風

長 に な る ん じ ゃ な い か 、 こ の 辺 の 議 論 は 相 当 深 く

や ら な け れ ば い け な い ん じ ゃ な い か 。 そ れ は 何 故

か と い う と 、 木 の 文化 の 宿 命 で す 。 ラ テ ン 系 は 石

の 文化 と い い ま す が 、 そ う い っ た も の が 技 術 の 旗

印 の 下 に デ ザ イ ン を 論 ず る と い う の は 非 常 に 難 し

い も の が 出 て き て 、 接 点 が 見 出 し 縫 い の で は な い

かと思いますね。

木 村 こ の 世 界 デ ザ イ ン 会 議 は 日 本 で 開 か れ る の

は 二回目 な ん で す ね 。 欧 米 の 皆 さ ん も 日 本 で 聞 か

れ る こ の 会 議 に 対 し て 大 変 な 期 待 と 関 心 を も っ て

い ま す 。 そ れ は 一 つ に は 日 本 の 目覚 し い 経 済 成 長

と デ ザ イ ン の 発 展 が あ る 。 そ の 震 源地 を こ の 眼 で

見 た い と い う こ と も あ る 。 そ れ と 、 それを支えて

い る 日 本 の 思 想 、 東 洋 の 思 想 に 触 れ ら れ な い だ ろ

う か 、 と い う 期 待 が あ る の で は な い か 。 今 い わ れ

た 、 木 の 文化 と石の文化 というように、やはり日 い 、 お 互 い の 異 な っ た 考 え 方 に 触 れ 、 ま た 、 互 い

本 の 考 え 方 の 中に あ る 何 か を 探 し 出 し た い 、 触 れ に 共 通 す る も の を 採 り 合 う と い う こ と だ ろ う と 思

て み た い と い う こ と が あ る と 思 い ま す 。 日 本 人 は う 。 私 は 、 で き れ ば 、 名 古 屋 で 世 界 デ ザ イ ン 会 議

今 は 大 変 モ ノ 、 モ ノ と い っ た モ ノ の 餓 鬼 道 に 陥 つ が関かれるという機会に、「デザイン都市宣言」が

て し ま っ た よ う な 気 が す る の で す が 、 で も も と も で き な い だ ろ う か と 考 え て い ま す 。 と い う の は 、

と は そ う で は な か っ た 。 例 え ば 家 の 中 の 床 の 間 の デ ザ イ ン の 役 割 は 単 に モ ノ だ け で は な く 、 街 づ く

果 し て い る 役 割 と い う の は 、 先 程 お っ し ゃ っ た 心 り 、 国 づ く り に ま で 大 変 大 き い 彩 特 と 役 訓 を も っ

象 風 景 を み ご と に j貸出しているものではないか。 て い る 。 行 政 の さ ま ざ ま な 分 野 に 、 デ ザ イ ン が 生

い ま で は そ こ に テ レ ビ が 銀 座 し て し ま っ て い て そ か さ れ て い く と こ ろ が あ り ま す 。 し か も 、 今 回 は

ういったことが忘れ去られてしま っている。もう 名 古 昼市の市制 100周年という記念すべき年に開か

そ ろ そ ろ 、 国 民 所 得 が 世 界 ー に な る と か な ら な い れ る わ け で す か ら 、 何 か 名 古 屋 に 大 き な マ イ ル ・

か と 論 じ ら れ る の で あ れ ば 、 そ う い っ た 我 々 自 身 ス ト ー ン と な る も の を つ く り た い 。 そ こ で デ ザ イ

が も っ て い た も の を 、 も う 一 度 見 つ め 直 し て み る ン と い う 拐 点 で 都 市 を 見 つ め て み よ う 、 ま た 都市

必 要 が あ る の で は な い か 。 こ れ か ら の 情 報化 時 代 に お け る デ ザ イ ン の 役 割 を 見 つ め て み よ う と い う

の 中で 、 日 本 人 が 古 来 か ら も って い た 心 象 風 景 を の は 、 デ ザ イ ン 自 身 に と っ て み て も 、 新 た な 挑 戦

振 り 返 っ て み る こ と も あ っていいのではないかと の タ ー ゲ y トで あ る わ け で す 。 都 市 の 側 か ら み て

思います。 も 、 単 な る 機 械 的 な 都 市 に 加 え て 、 さ ら に デ ザ イ

中島 例えば、最近よくいわれる言葉に、「食文化」 ン と い う 視 点 か ら 見 つ め る こ と は 、 こ れ か ら の ユ

が あ り ま す が 、 文 化 と 名 が つ い て い ま す か ら 、 何 ニークな方向を見つけることになるのではないか。

を 食 べ る か 、 ど の よ う に し て 食 べ る か と い う こ と ですから、ぜひ会議の論議からつぎの200周 年 自 の

を象 徴 的 に 表 わ し た の が 「 食 文 化 J と恩いますが、 名 古 屋 に 向 け て の 提 言 を 生 み だ せ れ ば い い な あ と

日本料理は調理する索材を如何に活かしていくか、 思ってます。

味も素材の味をできるだけ出す方法を考えますね。 中 島 大 い に 期 待 を す る と い う だ け で な く 、 我 々

自身も 、 ご 支 援 、 ご 協 力 申 し 上 げ た い と 思 って い

ま す 。 デ ザ イ ン と い う の は 分 り 難 い と 、 よ く い わ

世界デザイ ン1専のテーマ館と なる白島会場センチュリープラザ

し か も 、 盛 り 付 け も 審 美 性 と い う か 、 自 に 訴 え る

美 し さ を 追 求 し て い く 。 こ れ が 日 本 の 料 理 の 仕 方

だ と い わ れ て い ま す し 、 中 国 に 行 き ま す と あ れ だ

け 広 大 な 土地 です。新鮮なものをなかなか得にく

いわけですから、料理をする紫材の味を殺して、

別 の 味 を 作 り 出 す 。 ヨ ー ロ γ パ で は 新 鮮 さ も 要 求

されるし、} j lj の 味 を 作 る ほ か に 、 香 辛 料 な ど の 付

加 物 を 通 し て 演 出 す る の が 西 洋 料 理 と い わ れ て い

ま す ね 。 都 市 の 文化 、 建 築 の 文 化 、 デ ザ イ ン に つ

いてもよく似たものがあると思うんで' すね。今お

っ し ゃ っ た 座 敷 の 中 の 床 の 間 で す が 、 日 本 の イ ン

テリアの本質は、元々は無のさE 聞 の デ ザ イ ン で す

ね 。 と こ ろ が 必 要 に 迫 ら れ て 床 の 間 が 存 在 す る よ

うになった。室町了時代に出来てきたわけですが、

よく見ますと、無の笠間から 一 つの或る形を作る

た め の 空 間 と し て 床 の 間 が 出 来 て 、 し か も そ れ は

左 右 対 称 で は な い ん で す ね 。 と こ ろ が ヨ ー ロ γ パ

の 文化 は全て左右対称、が普であるということで進

ん で き ま し た ね 。 現 在 の デ ザ イ ン の 中 に も そ ん な

も の が い っ ぱ い あ り ま す 。 日 本 の 古 来 の デ ザ イ ン

の 在 り 方 、 歩 み 方 か ら し ま す と 、 何 か 異 文 化 と い

うか、人間性が多少巡 っているのではないか。そ

れ を 大 い に 話 し 合 って 頂 く こ と は 良 い こ と で す が

と か く 表 面 的 な も の を 追 求 し て 、 本 質 を 忘 れ る こ

と が あ り が ち で す が 、 今 度 の デ ザ イ ン 会 議 の ね ら

いは 、 ただ、ディスカ γ ションをして、各自夫々

必 要 と す る と こ ろ を 取 り な さ い と い う の で す か ワ

木 村 この世界デザイン会議には世界中から 3. 000

. シカン

人が集まる。その参加者が侃侃相! 照らして話し合

れ ま す ね 。 日 本 跨 に 訳 し ま す と 、 ま す ま す 分 か ら

なくなりますし、しかも 、 デ ザ イ ン そ の も の は 日

常 語 に な って い ま す 。 例 え ば 建 築 の 方 で い い ま す

と 、 建 築 デ ザ イ ン を 表現 し た 成 果 物 は 設 計 図 と い

うことになります。しかしいわゆる間取りですが、

日 本 の 場 合 は 聞 を 取 る と い う こ と で す が 、 英 語 で

は 間 取 り と い わ ず に プ ラ ン と い い ま す 。 こ の 辺 に

面白い違いがありますね。それからレイアウト、

企 画 し た り 計 画 す る こ と が プ ラ ン な ん で す 。 で す

から間を取らなくてもよいんで、すね。建築の創り

方 を み ま し で も 、 石 の 文化 の 国 に は 、 基 礎 工 事 を

や って外壁 或 は 同 時 に 間 仕 切 り 壁 を 一 緒 に 積 ん で

い って 、 必 要 な 所 に 穴 を 開 け て 風 を 通 す ウ イ ン ド

ー を 作 る、最後に屋板が出来 て 竣 工 と い う こ と に

な り ま す 。 そ の 11寺に当然、家庭計画、家族計画す

べ て が 出 来 な い と プ ラ ン が 決 ま ら な い 。 日 本 の 場

合 は 、 聞 を 取 っ て 、 柱 を 立 て て 、 屋 根 が 最 初 に 出

来 る 。 そ こ に 間 と い う も の が あ る 。 建 築 家 と し て

は 聞 を 真 剣 に 考 え る の で す がI D商 か ら は デ ザ イ ン

をどのように理解されていますか。

伝 統 と 工 業 製 品

木 村 海 外 か ら 釆 ら れ た デ ザ イ ナ ー が 、 日 本 の 伝

統 と 、 い ま の 近 代 工 業 製 品 と が 、 ど う 結 び つ い て

い る の か 、 全 然 関 係 が な い で は な い か と い っ たこ

と を 、 よ く 質 問 さ れ る ん で す 。 確 か に 、 例 え ば テ

ー プ レ コ ー ダ ー と か 自 動 車 と か 、 モ ノ 自 身 に 日 本

の 伝 統 を ダ イ レ ク トに 見 つ け る こ と は 難 し い か も

知 れ な い 。 た だ 、 そ の 製 品 の き め の 細 か さ 、 質 に

対 す る 目 、 使 い 手 へ の 心 づ か い な ど に は 、 日 本 の

古 来 か ら の 美 意 識 が 流 れ て い る と 思 い ま す 。 そ こ

に は 漆.などの工芸品が持っている、あのま空の高さ 、

級 密 さ と 共 通 す る も の が 流 れ て い る 。 そ う い う も

のと、現代の工業製品の美意識とは、キ目通 ずるも

の が あ る の で は な い か 。 そ の 中 に、欧米の製品と

な に か 追 った も の が あ る 。 そ れ が 日 本 の 製 品 の 特

徴 と な って受け継がれていっているのではないか。

こ れ ま で は 、 海 外市場 で 商 品 を 売 る た め に 、綿 密
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な7 ー ケ ッ ト リ サ ー チ を や り 、 そ し て イ ン タ ー ナ

ショナノレなモノ作りをしてきたわけです が 、 こ れ

か ら も う 少 し 日 本 自 身 を 主 張 し て も い い と 思 っ て

います。也: 界中のマーケッティングの結果を一つ

の 製 品 に 凝 縮 す る の で は な く 、 も う 少 し 自 分 を 主

張 し て い か な く て は な ら な い の で は な い か 。 と い

うのは、これまでγ コ優れた製品とは機能性が満た

さ れ て お り 、 生 産 性 が 高 〈 、 も ち ろ ん 、 高 い 審 美

性 を 備 え て い な け れ ば い け な か っ た の で す が 、 こ

れ か ら は そ れ に プ ラ ス 個 性 と い っ た こ と が 必 要 に

な っ て く る 。 日 本 人 が 古 来 も っ て い た 感 覚 が も っ

と ス ト レ ー ト に 出 て く る か も し れ な い 。 そ う い う

意 味 で こ の デ ザ イ ン 会 議 は 、 そ う し た こ と を 考 え

る丁度いい機会ではないかと思います。

中島 お っ しゃる通りてe す ね 。 個 性 泣 か な も の と

い う の は 資 成 で す ね 。 し か し 、 大 量 生 産 す る こ と

に よ っ て 、 よ り 経 済 ベ ー ス に 乗 る と い う 原 則 か ら

い い ま す と 、 同 じ よ う な も の が 繰 り 返 し 繰 り 返 し

作 り 出 さ れ て 、 ユ ー ザ ー は そ れ に 洗 脳 さ れ て 、 平

均 的 な 人 聞 が 作 ら れ て い く と い う 心 配 も あ る 。 例

えば、食事のための漆恭類をみましても、或は、

テ レ ビ 、 ラ ジ オ に し て も 、 同 じ 形 で あ り 、 チ ャ ン

ネノレを廻しても、どこも同じである。チャンネノレ

を 選 ぶ の は 生 活 者、ユーザーてーあるので選定しな

さ い と い う こ と で し ょ う し 、 そ れ は お 任 せ と い い

うことですが、人間というのは不思議なもので、

衆 的 な も の を 是 と す る よ う な 感 党 に 陥 る わ け で

す ね 。 ど ん ど ん 同 じ 製 品 が 出 る と そ れ が 恰 も 絶 対

的 な も の で あ る よ う な 感 じ が す る ん で す ね 。 そ こ

で 個 性 的 な も の は 一 体 何 を 目 ざ す ん だ と い う 気 が

するんですが。

木 村 そ こ は ま さ し く 情 報 化 時 代 の ジ レ ン マ だ と

思 う ん で す ね 。 情 報 が 答 易 に 得 ら れ る こ と 自 体 は

決 し て 悪 い こ と で は な い 。 し か し 情 報 を 選 択 す る

限 が 必 婆 に な っ て き ま す 。 溢 れ る 情 報 の 中 に 自 分

が 必 要 な 情 報 を 見 つ け 出 せ る の か 、 或 は 必 裂 な も

の だ け を 吸 い 上 げ て い け る 限 を も って い る か 。 逆

に 、 情 報 自 身 に 流 さ れ て し ま う か も 知 れ な い 。 情

報 に 対 し て い か に 自 分 の 立 場 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ

ー を も っ て 対 決 し て い け る か が 大 事 で す 。 こ れ ま

で は ど ち ら か と い う と 情 報 に 流 さ れ て い た の で は

ないか。もう少し、情報に毅然、と対時し、なおか

つ、 そ れ を 使 い こ な せ る 力 が 求 め ら れ て い く 。 そ

う な っ た 時 に 、 次 の 新 し い ス テ ー ジ が あ る の で は

な い か 。 い ま は 丁 度 、 そ の 過 度 期 で み ん な ふ り 廻

されているんじゃないかという気がします。

中島 イ ン テ リ ヤ ・エ レ メ ン ト の 場 合 を み ま す と 、

床 材 か ら 壁 材 、 家 具 調 度 品 ま で 非 常 に 数 多 い わ け

で す が 、 そ う い う 物 が ど ん ど ん 作 ら れ ま す と 、 ユ

ー ザ ー で あ る 我 々 は ど う 使 う か と い う こ と で 選 定

す る 場 合 に 困 る わ け で す 。 そ れ で は い け な い と い

うことで、インテリア ・コーディネーターという

資 格 制 度 が 出 来 て 、 そ の 人 達 が ユ ー ザ ー に 対 し て

適 切 に コ ー デ ィ ネ ー ト す る こ と に な ってきた。し

かし、人間の家庭生活、家族設計をみましても、

子 供 達 は い つ ま で も 子 供 で す が 、 ど ん ど ん 成 長 し

て い き ま す 。 発 達 段 階 に つ い て 心 理 学 的 に も 変 化

し て い き 、 そ れ に 合 ったインテリアが必要になり

ま す が 、 日 進 月 歩 で 新 し い も の が 出 る 。 そ れ を 選

ぶことが非ｾ Ｍｴ［Ｎに維しいですね。

木 村 い つ も 思 う こ と で す が 、 日 本 の 古 来 の イ ン

テ リ ア は 、 そ う い う 能 力 が な く て も 、 見 事 な ハ ー

モ ニ ー を 作 ってくれたんですね。全音11自然紫材で。
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柱 も 天 井 も 立 も そ う で す 。 そ れ だ け で 見 事 な ハ ー

モ ニ ー を つ く り だ し て く れ る 。 特 に き び し い 選 択

をしなくても調和のとれた空間ができたわけです。

僅 か に 選 べ る の が 立 の へ り と 襖 紙 ぐ ら い の も の で

す 。 戦 後丘 ぶ ち は ぎ ん ぎ ら ぎ ん に な り 、 襖 紙 も す

ごいですね。こんなところに最近の日本人の美君、

織 の レ ベ ル が で て し ま って い る 。 選 択 の 範 囲 が 拡

が って き て 、 我 々 が 選 ん だ の は 、 ぎ ん ぎ ら ぎ ん の

企 の ふ ち に な っ た と い う と こ ろ に 、 大 変 問 題 が あ

るんではないかと思っています。

中島 日 本 人 は も と も と 清 ら か さ 、 消 楚 さ が 意E

の 底 辺 に あ り ま す ね 。 と こ ろ が一般 に カ ラ フ ル に

なりすぎて、日本人の心はどこへ干す ったんだろう

か と い う 気 が し ま す ね 。 世 界 デ ザ イ ン 会 識 が 名 古

屋 で 開 か れ ま す し 、 世界デザイ ン博 覧 会 が 持 た れ

る 名 古 屋 で す が、 色 ん な 外 国 の 人 も ど ん ど ん 来 て

もらえるし、園内の県民、市民も来てもらえる。

と い う こ と で 名 古 屋 の 街 も い ろ ん な 人 の 限 に 映 る

わ け で す が 、 名 古 屋 は 久 屋 大 通 り が 顔 と し て 街 並

みの 景鋭をつくるについて関係者が努力しており、

我々も l拘わ って い ま す が 、 名 古 屋 の 街 を み ら れ て

どう感じられますか。

デ ザ イ ン 博 と 名 古 屋

木 村 私 は 未 だ 街 並 み を ゆ っく り拝見するほど時

聞 の 余 裕 が あ り ま せ ん が 、 世 界 テ' ザイン1噂なりデ

ザ イ ン 会 識 が 名 古 屋 に 残 し て い く も の は 、 長 観 だ

け で は な く 、 か な り 大 き い の で は な い か と 期 待 を

し て い る ん で す 。 名 古 屋 に 来 て 日 々 の 新 聞 で 、 デ

ザ イ ン と い う 文 字 が 、 非 常 に よ く み ら れ ま す 。 そ

の 中 に は デ ザ イ ン1噂 と は 一 体 何 か 、 デ ザ イ ン 会 議

は 何 を や る の か 、 デ ザ イ ン と は 何 か さ っ ぱ り 分 ら

な い と い う 意 見 も 多 く あ った 。 県 会 や 市 会 で も デ

ザインのことが論議されています。席、はそこから

スター 卜し て 良 い と 思 う ん で す 。 デ ザ イ ン と は 何

か と い う こ と が 日 常 の 話 題 に 出 て く る 。 そ れ が き

っか け に な って、それをも っ と知ろうということ

に な る 。 去 年 名 古 屋 の 或 る 小 学 校 が 秋 の 文化 祭 に

ミニ ・デ ザ イ ン 博 を や った 。 多 分 そ こ の 生 徒 た ち

は 、 一 生 懸 命 デ ザ イ ン と は 何 だ ろ う と 考 え た と 思

う 。 そ れ を 見 た 貌 も 、 子 供 が 一 生 懸 命 に デ ザ イ ン

と 取 り 組 ん で い る の を 見 て 、 何 だ ろ う か と 考 え た

だ ろ う と 思 う 。 そ う し た 草 の 根 的 な 動 き が 、 デ ザ

イ ン 会 談 、 デ ザ イ ン 博 を 機 会 に 名 古 屋 全 体 に 拡 が

ってい った と し た ら 、 も の す ご く 大 き な 力 に な る

の で は な い か 。 そ れ は 目 に 見 え な い 大 き な 財 産 に

な っていくと思います。

中島 名 古 屋 で デ ザ イ ン 会 談 、 デ ザ イ ン1等が聞か

れるについても 、名 古 屋 の 魅 力 が 作 り 出 さ れ な け

れ ば な り ま せ ん ね 。 よ く 名 古 屋 ら し さ と い わ れ ま

す が 、 名 古 屋 ら し さ と い う も の は ち っ ともないの

じゃないか。昭和20年の大空製て寸可処かへ行 って

しま った ん じ ゃ な い か と 。 期 せ ず し て デ ザ イ ン 博

な り 会 殺 が 来 る と い う こ と は 、 名 古 屋 の 存 在 が 開

催する必要条件を或る程度{ 耐えているということ

だと思うんです。 ] R 名 古 屋 駅 で 降 り る と 前 に 展 開

さ れ る 街 並 み を み ま し て も 、 何 処 か の 街 と 全 〈 共

通て摘すね。これで函有の名古屋の駅らしさという

ものがあるんだろうかと疑問を感じるんです。

木 村 ヨーロ y パ の 街 は い ま で も 古 い た た ず ま い

を ず い 分 残 し て い ま す 。 と こ ろ が 日 本 の 都 市 の 多

くは第二次世界大戦で殆んど破模されてしまった。

日本 の 家 屋 は 木 で で き て い ま す か ら 、 跡 形 も な く

な っ て し ま っ た 。 そ う い う 意 味 で 我 々 は 新 し い 名

古 屋 ら し さ 、 新 し い 伝 統 を 今 {jll らなければいけな

い と 思 い ま す 。 こ れ は 名 古 屋 に 限 ら ず 、 ど こ も 同

じです。ですからじ っ くりと時間をかけて、 200年

自 の 名 古 屋 の た め 新 し い 名 古 屋 ら し さ を こ れ か ら

作 っていく。 これが我々 の 大 変 な 課題 で 、 そ の き

っか け と な る 機 会 に な って も い い ん じ ゃ な い か と

思 っています。

中 島 そ う で す ね 。 何 か一 つ の 紫 材 を 使 って街を

作 って い く に し ま し で も 、 使 い 方 と い う か 、 建 築

と い う の は 文 化 を 濃 縮 し た 、 或 は そ の 時 代 の 文化

を 象 徴 す る も の で す か ら 、 ど う い う 形 の も の 、 ど

ういう色彩のものが、最 も 名 古 屋 ら し さ を 作 る か

と い う こ と に も 大 き な 意 味 が あ る と 思 い ま す 。 そ

うい った 意 味 で 世 界 デ ザ イ ン 会 議 は 大 き な 意 義 が

あ る と 思 い ま す 。 し か し 、 元 来 、 人 が 作 る と い う

こ と に な る と 、 手 作 り の 良 さ は そ れ な り の 意 味 が

あ り ま す が 、 巨 大 な も の を 作 る こ と に つ い て は 巨

大 さ に 圧 倒 さ れ ま し て 、 ど う か す る と 美 と い う も

の が マ ス に よ っ て 洗 脳 さ れ て 、 焦 点 が ぽ け る 場 合

が あ り ま す ね 。 工 業 生 産 は 、 大 量 に 作 る こ と に よ

っ て我々を圧倒している場合があると思います。

し か し 、 忘 れ て な ら な い の は そ の 中 に 埋 没 さ れ そ

うにな って い る 市 民 を 、 ど う し て 美 し さ に 対 し て

理解をうけるかということがJ l l 要なんですね。お

しきせでなく、市民が感じる美しさがあると思う

んです。

木 村 ええ、先程のような主主の線的な拡がりが名

古屋に出てくる。それによ って市民の中にデザイ

ン ・7 イ ン ド と い う か 、 デ ザ イ ン を 意 識 す る 股 が

生 ま れ て く る の が 、 デ ザ イ ン1噂や デ ザ イ ン 会 議 を

や る 最 大 の 遺 産 で は な い か と 思 う 。 市 民 が 非 常 に

高 い マ イ ン ド を 持 つ と な れ ば 、 街 づ く り の 上 で も 、

行 政 も 変 な こ と は で き な く な る 。 モ ノ を 売 る 方 で

も、名古屋のマーケ y 卜はやt，々手強い、日本で 最

も鋭い阪をも った ユ ー ザー が 名 古 屋 に 集 っている

となれば、名古屋を見る" 艮が変 ってくるし、モノ

自身も変 って い く 。 そ う し た 動 き が 生 ま れ れ ば そ

れ が デ ザ イ ン 博 、 デ ザ イ ン 会 議 の 一 番 大 き い 巡 産

になると思います。

中島 博覧会、会主義を通して市民は何を得るか、

何 を 求 め て い る か を 当 初 に 考 え て 頂 か な け れ ば い

け ま せ ん し 、 市 民 は そ れ に 対 し て 何 を 得 る か と い

うことにもなりますね。それが結局 、 デザイン者日

市 ・名 古 屋 へ の 道 を た ど る こ と に な れ ば 、 非 常 に

有 難 い で す ね 。 そ し て 結 局 は そ れ が 市 民 の 幸 福 に

つ な が って い か な け れ ば な り ま せ ん ね 。 名 古 屋 が

これを契機にデザインの発信者日市になればと思い

ます。是非成功しますようお祈りすると同時に我々

もご協力して参りたいと存じます。

本日は長時間にわたり武重なお話をお伺いでき、

まことにありカずとうございました。

(  1988. 3. 18 於世界デザイン会議巡常会'1>務局会ぷ宅)

( )  
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多 治 見 は 焼 き 物 の ま ち で あ る 。 i必〈げ

には、このイ寸近で古瀬戸、此瀬戸を践し、

ま た ぶ 野 焼 き を 釜 出 し し た 地 万 て ¥ い う

な ら ば 、 焼 き も の 文 化 の一 大 中心 地 で あ

った。 こ れ が 現 在 に も 受 け 継 が れ 、 隣 般

の 土 岐 を 合 め 、 美 濃 焼 き の 生 産 を 誇 って

い る と こ ろ で?ある 。

多治見の」友商、瀬戸へ通じる IJi I辺 248

ｊ ，Ｉ似と大山 ｬ 川の令流する ｩ ｍ＼ｾＮＺｊＮ かな丘陵地

に、 このイ本 Ti sIi カずみるので、 I(L ぐに. J ，. ! . い

だせる 。

外 壁 は 美t炭 焼 、 磁 総11 タイルI ! 占りで、

笠岡を紛1< 深いi = 1 . t 也で大胆に区阿を試み

ていて、これが力強し、 ｉｾＺ 会 ［ｪ ｦｾ を もたらし、

ＡｩＱ ＮｩＱ，ｾさを補 っ ている 。 しかし、これより

も 、 ベ ー ジ ュ 色 の 外 空 と 周 l珊 の 紋 が ほ ど

よく調和し、その日付11の 耐 候 性 鋼 に よ る

屋 似 庇 の 力 感 の あ る ス カ イ ラ イ ンは、

さ ら に こ の ill 物 を 引 き 締 め て い る 。 また、

庇 下 1:; 1 ; : [ 1 簡のハーフミラーカ検ラ ス は 、 こ れ

に映る流れる去を ｩｾ Ｈ，Ｇ ｉ｜ し、別 ｾ iきを服して

いる 。

東 海 の 建 築 マ ッ プ一一 東海支部建築マップ小委員会一一
景観としての建築

恵那文化センター .'t:)jj l 山 は 、 総 の 燃 え 立 つ か と 思 い お こ の ま ち の 市 民 性 を 象 徴 し て い る か の よ う

所 在 地 岐 阜 県 恵 那 市 長 島 町 中 野44 ト |
させる新総が鮮かて寸ff 々 し い 。 この山に に忽! える 。

設 計 岡 設 計
他 か れ た よ う に 、 必 j郎 市 は 的 か な 作 い を 広 場 の 一 角 に シ ン ボ ル タ ワ ー がill っ て

施 工 日 本 国 土 開 発
凡 せ て く れ る ま ち で あ る 。 奥に街1fI:." L11、 いる 。 その名は 『 飛Ｑ［ｪ ｾ ｊ 。 ここからの ｉＡｽｴ

敷 地面積 12，000 m'  
笠 ｩ 丘の山々がＢｉｦｾび、これらを縫 っ て木 Ｇ刀 め は 抜 群 で あ る 。 フ ァ サ ー ド は 、 正 而 を

建築面積 4 ，517. 8 1  m'  
川 の i，'f i/;[ がある 。 I立総で rmむ 大 き な lfii て十位 IjX ; し、サイドは

延床面積 6，103. 35 m'  
この処物は、! J _I:J .郊の 1'1然 を い と お し む 大きな半円形をなした低} 荷の ill 物 で あ る 。

規 模 地 上 3 階
かのように、i - . ' i'1さ な 装 い を 私 ど も の !日]に こ の 他 物 に 太 陽 の 光 が 差 す と 、 大 き な 市

情 造 鉄 筋 コンク リー卜 造
現 わ し て い る 。 そ こ に は 何 の て ら い も な の外 ＱＺ 足は鯨き、 と ｬ 土問 ｪ 杉古 ＱＱ は ｉＩｾ となり、そ

竣 工 1984年 3 月
い 。 ｴ Ｇｦに，［ｾＺ ｾ、 ｮ 己主必も比つけられない 。 のコントラストは、この怨物に総! ] i j ) 感を

そ の ひ っそりとした行Z い は 、 む し ろ 、 こ ワーえている 。

31  
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円絵 .. .. .・茂木ビルデイング( 三色版) 、同内郎( 写真版) 、懸
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11キ朝: 法案( 建築組合法案他) 、郎市計lilli (大阪町i市地方委員

会他) 、同i 市攻勢 (大阪市内交通部.ltEf也) 、社会結設( 大阪市首

住宅決定) 、宇都( 京大統一的改築)
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論説財界の混乱と都市建築 ( 3 )  

Ｍ 会 ｩｾ 工手陣士片岡安

市民の健康に及ぽす住宅難の影管 ( 下)
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郎市計画の基終的問題・

.!RJt r市会議u郎市計問委n弁護士 J's中勝也
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国立土木建築研究所の官1I 殺を: a む ( 1 ) ぃ . ••• ••• . . . T Y 生

研 究 最 近 遊ill 針の進歩 ( 3 一実) ー
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i量録太平洋を械ぎりて ・・・・会 見 工 学 士 波 江 悌 夫

批評「建築物語J を読む ー ーー ー ・会員 T N 生

議 苑 俳 句 町 ( 秋 季 ) ー. . .. . . . ……. . ・ e・......... ..戸田秋双選
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附録越築材料縦絡統 一 ｾに就て ー 工 学 博 士 峨 河 民 側

. 建築と社会 ( Vo1. 4 No. 7) 大正10年7月5日発行

口絵 ー .1且{ 正一一鐙と光 (三 色版) 、大l京社会問題研究所外

観 (写只版) ‘ 同上平面図 (写真版)

巻頭炎帝 ｦｾ 御

論説者 ￟ 市の改普Ｈ下 Ｉ ＮＮＮＮ ＮＮ 本会刷会頭エキ二ｉｩｾ士片岡安

市市 ＱＱ 及 ｊｾｩｬｬｴｬ￬ ＮＮ ＮＮ ＮＮＮＮ ..............・ 都市研究会副会長 内国務吉

雄升 l早二氏の「住宅に就て J を説みて .....・ e・..・ 回会良 国部文雄

白分の匁を主l! て兄て ・会n } ; I ! 築士設楽. w総

研究 ポ ｊ レトランド 七メ ントの 成分及び ｊｾ 硬化に伴ふ変化に

就て ( 3 )  ・ ・ ・ 工 学 博 士 紺l木位之介

消負人が注窓すべき f睦利設務 (上)

ー終身貸l i J J n 有 山 稲 虫 郎 、 弁 護 士 総 本 誌 編

目1市 将 来 の 「 市bll 古市 J (14) ・ e ・ ー Z y 生 訳

住 宅 住 宅 研 究 ( 4 ) ・e 会員 建築士工学士 u n壮一良11

J障担 欧米の住宅問題に就て (上) …

ー名古昔f fWJ A工学隙士 草木倫太郎

資料 英国に於ける主l! 築組合の逃歩 ( 上) ・

G.  D.  H  コー J レ氏刺

町Irl i社会事業と社会事業家( J ニ) ‘・ ，.. ..... 宕村J:t 三郎

J蛙i J 大西洋を見る日まで ( 8 ) .... .. .. ・ ー・会只 淑江悌夫

1止と苔 ( 1 ) 消防ぱなし .•.•..• ••• •• ••. •...• •••. •••••. かうそん

鍋牛の般一一物質生活と利神生 i"l; ...... …..・ e ・...・ e ・- 吉村美代チ

時報 法令 (住宅組合施行細J l l J ) 、同Irlint!j設 ( 住宅組合資金融

通他) 、都市計画 (都市計画法適用)

会報 ( 五日会ヒ日会々 n招待会他)

. 建築と社会 ( Vo1. 4 No.8) 大正10年 間5日発行

11絵 .. ... . ・: u至の 7 井 ン( 三色版) 、大阪市立 r，行民富山」、正郎

( 写其版) 、同平而図 (写災版)

巻 頭 夏 円

論 説 現 代 の 自 治 生 活 (上) .......・ e・. . …・… e ・... 拠 隠 後 藤 新 平

間I1li 改良のJ I 1" 源

ＮｷＺ京帝国大学法学部教段法学＼＼ｾ士 渡辺鉄政

雄弁l享二氏の「住宅に就て J を説みて ー ー・会A 闘部文縦

突貨加 ｭ Ｄｬｬ 酬 式の ｾｩＧ Ｎ･ｴ契約に就て ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ。

仕掛大林組取締役 俗本局象

研 究 七 メ ントの凝結級利作用 一 ー工学↑ 専土細木松之介

，｝ＩＱ負人の ｩ 主ｾＮーすべき権利投務 Ｈ 中 Ｉ ー

日終身賛助11 有山裾ヨ1ml 、弁護士 総本武編

自 ｾ ｉ ｲｬ￯ 将来の「市力11古市 J (l 5)・H ・M ・・... . . . .・ 0 ・・ e ・e ・. . . .Z Y 生 訳

I見訟の大大阪都市( 甲) ... ........................ . ..・ 0 ・玄 1I<-f

端組倣米の住宅 ｉｾｬ 題に就て Ｈ 中 Ｉ

名管貸出'Jn 工学博士 直木倫太郎

資料 英国に於ける建築組合の進歩 ( 下)

G.  D.  H  コール氏f，:'¥

lifl 市社会事業と社会事業家 ( 中) ・・ ・ ・ ・岩村J't 三日11

i ! m 直木博士の講演を聴き て( 上) ーーー英国の労働者と日本

の知 識 階 級 一 一 附 録 管 理 人 の 兄 た る 借 家 人 百 癖

…..........・ 0 ・0 会只 A  B  C  

11，1: と答 ( 2 ) N 挫築家 e  ・ .. .  ー かうそん

台所と流しと衣服

-大阪府内務郎長小申首位治氏夫人 小申書まき子

小品二つ ・ ・・ 修 生

虫の崎 .. .・ e ・e・..・ e・..................，.....・ H ・...... ー拶古村人

Hキ"*1 法令 (住宅組合鈍行制11!11J)

会報 主l! 築材料規格統一立f云講演会他



- 書 評

現代にあってクラシシズ.ムの正統を思う

近代主主築は、ルネンサンス以来のクラシシズム

を脱しきれなかったという意見がある。コウリン ・

ロウ、『マニエリスムと近代怨築 J ( 伊東 ・松永共

訳、市多国社、昭和58年) などでは、近代建築とマ

ニエリスムの建築家たちとその作品を比較しつつ、

それらの附にみられる共通点と差兵が論じられて

いる 。{ 問別の綴式や文化的事象としての西欧クラ

シシズムのill 築ならば、そこから脱却するとかそ

れを来り魁えるとかが議論され符ょう。しかし、

西l款の控築的ギ象を、自然や社会というより広い

文脈のなかで眺め、その側々のcJ¥. 象を通じて底に

ifi[ れるより将遍的な活力とでも言うべき生命力を、

そのほから感じ取り、この活力を自らの挫築的flilJ

作において生き直すという仕万で再生する行き万

を、広義のクランシズムと言うこともできる。そ

の時に問題となるのはクラシシズムからの ｊｉｊｕｾｉ で

はなく、クラシシズムの伝統の生命力の現代にお

ける再生にはかならぬ。 しかし、そうした伝統の

古代と近世あるいは近代とを二つに切って繋ぐ接

点に立つ。つまりj J t : j 欧のill 築を解〈鍵がアルベル

ティにあると言っても過言ーではない。ウィトルウ

イウスの『辿築 Ｑ Ｑ ｾ ｊ ( 様図版ー訳注、東海大学出

版会、昭和54年) に継ぐ、西洋の二大建築舎、ア

ルベルティ、 rill 築J命J ( 中央公論美術出版、 i昭

和57年) のr - II 沢注解は、杭l川浩博士によってなさ

建築家ヌノレベノレティ

ーークラシシズムの創 始 者

相 川 浩 著

中央公論美術出I肝 IJ 5.000円

れた 。長年の専門的研究め末に上梓された、この

「建築家アルベルティ」は、 I献身の世界的研究成

流れの " ，から iJ ってきていないわれわれには、そ 来に基づきながら、アルベルティの建築理論の角干

の伝統の流れの深さを知ることは大変むずかしい。 釈を制 ｬ に、山代ロ ＭＷ 主 ｬｬｾ の巧占学的知見と、笑

主II 築において、ルネッサンス初頭の巨匠、人本 際にアルベルティが残した作 l日t の分析を通じて、

主義 Ｈ ｬ Ｏｾｩｬｬ 築家アルベルティ、 Leone Batt i sta アルベルティの生の他築思氾lに迫ろうとする 。そ

Al be l' ti ( 1404- 1472) 、の忠i柱、と作品は、西洋の うして、アルベルティ以降、マニエリスム、. i l i : i ! ! :

地蔵盆とまちづくり

加 藤 邦 男

に絞〈主II 築思忽とその理論的刀法の変化と展望を

与えようとする 。

1"1然と人 1M! についての深い洞察を. i l 1 i じて r '1' lilt j  

の徳を説き、忍耐.t と耳I l 性と制心を WJ め、j ' ; ' iil 恋とは

社会や自然の環境との関係の柔軟性を持ち得るこ

とだ、と言うアルベルティは、建築の感性的美に

敏感でありながらもまた姥築の用と Ｑｾｬ に配慮し、

建築の全ーを凝視し続けたと 3 う。 そこで、理論

的万法を、数、比例、輪郭、自己i丘の 52的操作に徹

することにより、建築の実質はそこに随伴し、究

極的に処築の祥美は、内に 1符ませた形. f ' 1I 的な ff 絡

の治勢力として現成すると Ｓ い、それをＮｴ ｾｊ 強 ｣ｯｮ

｣ｩｮｩｴ｡ｳ と ＱＱ 乎ぷ 。 ｾＺ者相 Ｑ 川ｾＩ￬Ｍ士は、そのも っ とも銭

高な尖例を、マントヴァのサンタンドレア教会立

内部空間lにみると記している 。

日 ｊ 立な専門的内容にもかかわらず、 Ｍ Ｇｉ ｚ ｾｊ な文章

と、魅力的かつ優美な桃成によ って、読者を西欧

ill 築の正統の雰囲気に導き入れる 。 そこで、分析

的、対象化の思巧の立場を去り、アルベルティと

いう生の人間的事象または制作の1111! への 11民差をも

ち続けるならば、読後には、 3健やかな ill 築的世界

カ<1m<  } ，ぷいがするて・あろう 。

( 占評委只 京都大学工学 ｬｾｉｉ ｊｬ Ｉｊ 教筏Ｉ

増 測 昌 利

「ポートアイランドの公団住宅に、人工ぬとし 出版されているが、 Jこどもと生活必望書 ・町全体の け継カずれている地蔵盆。

て初めてのお地蔵さんがお目見え」、 「大阪，1j ' 港区 関係をとらえたものは ｾ ｉ ， Ｇｩ［｜ に少い 。 この本はそう 第三章 ( 僕らは遊びの専門家) では、伏見に住

には今でも 140余りのお地蔵さんがある 。 しかも いう意味で武i ( ! なものとなるはずですという 。 さ んでいるお年寄りを訪ね、聞いてきた話を通して

そのうちの約 7 河lは戦後に然られたものであり、 らにこの本のユニークなつくられ方が紹介される 。 大正から昭和あるいは戦後すぐので子どもの日常の

今も. l i "1え絞けている」など、お地蔵さんに| 刻する 伏見の酒蔵がマンションにかわるという町の変化 くらしぶりが紹介されている 。その rl' から、現代

新聞記d¥. が目につくようになった 。いわく、新し を前にしてスタートした「伏見のまちづくりを巧ー のチどもが生きいきと遊べる環境つ' くりを大人違

い同地のコミュニティー活動のシンボルとして、 える研究会」の熱意と、京都大学の「子どもの生 が再生していくべき時代だと訴える 。

地域のチどもやお年寄りの健康を祈って、幼くし 活空間研究ク' ループ」が伏見という地域が持って 第四f ，i ( コミュニティのシンボル ・お地蔵線) 、

てこの世を去 ったチどもの供養のために等々 。 ま いる固有のものと F どものnちの関係を 「酒蔵の 第五市 ( 哀の風物詩 ・J也l歳盆) では、お地蔵様と

ちづ くりには、 「ものづくり 」、 「ひとづくり 」、

「ことづくり 」の 3 つが大. ! ' ; . であると言われて久

しいが、そのアイテムのーっとしてお地蔵さんが

活協していると凡てよかろう 。小生の{ 主んでいる

松1);( rlii:' りょの阜地区て' も、 10年前に郷土の伝統芸

能である行楽然りをチども会が再| 刻したのをきっ

かけに秋祭りが復治した 。 日 ｾｊｬ はＯｕ ｩ を合わすこと

も少いお父さん i主が、祭りの当日は、 「ども i主と

ともに、ハ y ピ姿で町内をか っぽし、夜遅くまで

5l: 11伏の場が統〈 。

1同

12  

子育ての町 ・伏見

一 一 一酒蔵 と地蔵盆

伏見のまちづ〈りを考える研究会 担

子どもの生活空間研究グループ 山

都市文化社刊 1.700円

地蔵盆が取り上げられる 。 どうして今どきお地蔵

織で、なぜ地蔵盆なのか。あまりにも特殊な風俗

ではないのか。子どもの育つ町を巧えるのにどう

適切な素材なのかという疑問を感じるかもしれな

いが、読み進むうちに、やがて説者初兄は、すっ

かり地蔵盆州 ｌ￬ｩｦｕｽｾ にな っ てしまうにちがいない 。

第六位( チ' f I てのネ ッ トワ - 1 ) は結びのf; 主で

ある 。 r一子供の発達を本当に I，YJi うとき、いつまで

もi主み続けられる環境を苦しんででもずTてていこ

う。 そうすれば住み続けようという l町への愛治も

確かに、祭りの日というのは文句なしに楽しい。 地蔵盆」が象徴していると感じたことがスタート 生まれるのではないでしょうか」というアピール

説者諸兄は、いかが思われますか。 だったという 。 で始まる 。

閑話休題、この本のあらましを紹介する 。 第一章 ( 伏} 止の町の移り変わり )。 氷河期、伏 以上、総じて本Jiーは伏凡 ( しかもそのなかの 2

序章( チどもの育ちと町 ) では、 「子どもたち 見は巨大な i却lだった 。泣かな地下水が酒造に結び 小学校区の広さ f11. i t の地域) にこだわり、愛情を

にとって、歴史的な町との出令いやわくわくする つく 。そもそも「伏水→伏. J ，.!.j だ。 持 って比つめ絞けるー 11日である 。従 って伏見の町

ような祭りの体験は、もう今じゃ必要ないなんて 第二f，' t Ｈ 町衆が ｩｾｻ ｴｬｾ する絞り Ｉ は祭りと都市論 。 をよ4ずには、この本が言わんとする核心部分は理

思っているのではないでしょうか」という扉のこ 江戸時代の伏見の然り、 f どもの遊ぴ方に思いを 解できない。本古を燐えて伏見ウォ ッチングに出

とばでスター卜する 。家庭内暴力、いじめ、万11 はせる 。壮大な松明然、紫斑な弁天祭、子どもの かけてみてはいかが。

とい った子どものT守ちに関する件物は山のように 火祭りとしての 「どんど続き 」 、そして今日に受 Ｈ ｭｬ Ｇ 委 ｬｾ . 神戸市住宅局 )
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へーベルD 円構法は、文字通りOry

( 乾燥) と円ocki ng( 挙動) を活力、し

た信頼性の高い免震性能を備えて

います。地震による鉄骨躯体の変

形にも、独特の口ッキンク‘機構に

より追従 ・挙動するため、応力を

服収 し、壁画の機能を損ねるよう

な損傷をもたら しません。

A L C建築における安全性・施工性・

経済性の極限を追求した先進の免

震構法として、へーベルD 円構法

は着々 と実績を上げ、超高層住宅

や話題のインテリジ‘ェントピルな

ど、著名建築にも次々と採用され

てその評価を高めております。

- へーベルD 円借法ロッキング機構

，、，タァ，フ "

' ; "- ' J  ＮＮＮｾ Ｇ ｉ｜＠

(?I，. o " :' -) 

L 鈎 掬 ・ ‘

イナ. マヲレー'

.  ・・ ｉｏｄＧｾ

7' ; ; 1町ー 簡 略

1・・' ‘"  

AOl 

A  

/" io;1- ， 刷

"・'・"。， ， 

恨 ん H ltI

ｾ ＮＮη＠

{ アルミ》

. テール

" ‘  ア : . ->>-0' .

"‘"  

取何I l 組箇

eOl 

アーバンヒル上町 〈ヘーベル工事〉

・ 部 位/ 外 壁

施 工 数量 3.5DDni  

パネル厚 lDDmm(125mm) 

許 容 荷 重 : 4DDkg/同

構 法 : D R 工 法

仕 上 げ 復 層 仕 上塗材

( アクリルタイル)

〈建物慨要〉

・ 名 称/ アーバンヒル上町

・所在地/ 大 阪 市 天 王 寺 区

・建築主/ 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

・設 計 / 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

( 株) 日建設計

・ 施 工/ ( 株) 竹中工務后

・ 階 数/ 地 上24階 地 下 1階 繕 屋 3 階

・高 さ/ 軒 高 : 74. 8 m 

最 高 高 : 83. 8m 

基 準 階 高 2. 8 m

- 部 位/ 間仕切壁

施 工 数量 1  .  42Dni 

パ ネル 厚 lDDmm 

仕 上 げ ・復層仕上塗材

( アク リルタイル)

加 ＱＱｦ ｴＺ民主霊室率ｾ
東 京0 3(507)7560 札幌011 ( 221  )0 8 0 5/ 仙台0 2 2(223) 5155 金 沢0762(31 )7188/ 名古屋05 2(2 1 2)2 2 3 3

大 阪0 6(347)3847 広 島082( 2 47) 6131 / 高松0878(2 2)0305 福岡0 9 2(721 )7264 
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新建材紹介コーナーNO. 156

へ ーベ ルA LCパ ネ ル

D R構法

. はじめに

A  L Cの外壁締法は、 一般的には、①縦壁婦人

筋構法 ② 縦壁スライド締法 ③検壁ボルト止め

構法④横壁カバープレート構法と呼ばれる 4 構

法がある 。

このうち、層間変位に意図的に追従させるように

設計されたものは② と④ であるが、経済的理由等

によりあまり多く用いられていない。

そこで経済性 ・施工性を高め、汎用性がありか

っ②、 ④ の構法と同等以上の耐b _ ! : i 性を硲保する構

法が、旭化成建材により開発されたへーベル D R

構法である 。

. 構法の概要

へーベル DR防法は、縦l 1 . i タイプと横壁タイプ

が標準化されており、使用部位は、外壁と HJI 仕切

壁である 。

縦壁構法は、 パ ネル中南方向中央の下苦11 を、定規

アングルに取付けられた自重受け金具で支持し、

上部を短ilUプレートで支持してパネルを取付ける

構法である 。

この自重受け金具は、短冊プレートと定鋭ア ング

ルに同時に噛み合う形状て¥工事の信頼性を高め

るように考えられている 。 ( 図 1 - 図 4 参照 )

一方;横壁構法は、パネル両端を、定規アングル

の裏1H1Iから取り付けられた調整目地金物に，1説lli し、

パネル両端のパネル何方向中央をイナス: - . . 7 '・レー

トで支持してパネルを取付ける構法である 。

縦壁および検鐙共に、これらファスナー金具へ

のパネルの取付けは、パネル室 内側の孔より Oボ

ルト ( 環付金具) を伸入し、ア ンカー鋼枠を長辺

小口の孔より Oボルトの環状音11に似合するよ うに

拘入して、この O ボルトを各ファスナー金具にナ

y ト止めすることにより行われる 。

この O ボルトとアンカー鋼俸の組合せは、施工

現場で、取付け位笹の設定 ・変更が可能で子、 室内

側からの取付けができ、かつピ ン接合とすること

により、免m性を確保することができるように考

えられている 。

ノマネル長辺一般接合部は、本笑形状による乾r

接合団地である 。

ノマネル問の全ての目地は、パ ンクア ンプ材を姉入

し、シーリング材を充てんする 。

ロ

マ

自盤5是け金具 、

梁

図 2 断面図

日本建築協会建材委員会|

旭化成建材株式会社

〒ωo 東京都千代悶区内幸町 1- 1- 1 インペ リアルタワー 15階

中日 本旭化成建材株式会社

〒530 大阪市北区立1:1，i兵1- 2-6 新大阪ピ ル 含06 -347-3840 

〒920 金沢市片町2-2- 15 北国ビル fi 0762- 3ト 7188

〒760 高松市寺 町ト2- 5 朝日生命第2ピル fi 0878-22- 0305 

. 構:去の特長

(1) 独特のロ ンキンクe機桃でb応力を吸収する 。

(2) 座劇りの必要がなく、施工後の外袋下地調整

が谷長!1で、より美しく仕上がる 。

(3) 室 内1lt1lから取付け作業ができ、密集地での施

エが答易である 。

(4) ファスナー構法で、取付け位置の調書在がフレ

キシ 7 'ルに対応可能て柿ある 。

⑤ パネル相互のシーリングは、完全二面接活と

しており、優れた追従性を有する 。

(6) モルタルを使用しないため、現場が汚れず、

工Jt J J が短紛できる 。

(7)  完全乾式のため諜冷地てゅの総工が容易である 。

. 性 能

帳壁に姿求される居間変位追従性試験 ( 一般苦I1 ・

関口苦I1 ・基礎部) 及び耐風圧強度試験を (財) 建材

試験センター他て' 行 っており、いずれも充分な性

能であることを硲認している 。( 表ー 1 、2 参 Ａ ｉ ｾ， )  

なお、 31m を超える建物の負圧苦11分に用いる仕機

は別途設けている 。

目地受けプレー ト ｉＧｾ Ｏ＠

γ ーリング材

変形段階

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

表 1

一一
…  
一

r 7 A戸r " 短冊プレート

v  図 3 金物図

アンカー鍋俸 Oボルト

パ ｹ ク ＷＧ ｾ プ材

/  

目地受けプレー ト 図4 平面図

水平変形flj 周 波 数

破 拡i 状 況

( R )r ad  (f ) Hz  

1 / 500 

1 / 300 

1 / 200 

2.4 

1 / 180  上笠相互

1 / 150 

下埜相互にずれ発生

他は典'iIi'なし

1/ 120 

3. 0 

1/ 100 2.4 

1m振 11同F笠脚部におい

1 /  60 1. 0  てシーリ ング材の表l町

部分で一部制l脱した

面内変形性能

. ま と め

へーベル DR椛法は、昭和61年に上市して以来、

大変好評を得ている 。特に枇近、 A L C採用の大

型建築物は、この柿法が採用される! 惑がある 。

A  L Cが日本てオ皮われ始めて 4 半世紀経つが、本

締法が第 2 の A L C新世紀を担うような締法とし

て定活することを期待する 。

猪野達雄/ 建材委員

加1 圧 たわみ S たわみ率

kgf / M'  ( mm)  ( 8/ e X 10
3

)  

50 1.8  0. 63 

正

100 3. 4 1. 20 

150 5.0  1. 76 

200 6. 7 2. 36 

圧

250 8. 2 2. 89 

300 9. 8 3. 45 

。

- 50  1.9 0. 67 

t九

- 100 3 .2  1. 13 

- 150 4. 8 1. 69 

- 200 6. 2 2. 18  

圧

- 250 7 .7  2. 71 

- 300 9. 5 3. 34 

- 350 11. 0  3. 88 

表 2 耐風圧強度

37  
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ア メ リ カ に お け る 民 間 建 築 活 動 の 規 制 ・ 誘 導 策 ( その 1)  

を校式的に表すと、 図 1 のようになるが、これは

エリオ ッ 卜湾に向けて斜而が広がるダウンタウン

の地形に調和したスカイラインを呈するように定

められている 。

② J反の上からエリオ ッ トi '/'J に/mける眺望を w

保するため、 図 2 に示すように、主tt 物の一定日.5 さ

以トーの部分についてセ ントパ ック( 1 5 - 4 0 fl. ) を

投務づけている 。

③ 街路レベルのアメニティを高めるため、地

アメリカの苅都市は、独自のゾーニング条例( 占11 総令的土地利用計図をまとめたダウンタウンプラ 区ごとにつぎのような基準を設けている 。

市によって名林、内容は異なるが、日本でコえば ンを議会で選択し、それを実行に移すため、 「土 ・府和I i が丘ぶような街の述続性を確保すべき地

建築必準法の集問規定を中心 lこ、都市計画法にお 地平1/ 用条例」と「公共的利益地設に l期する規則IJ では、外壁のセ ッ トパ ックを 2 ft 以内とする 。

ける月] 途地域など、地域地区の街定、屋外広告物 を. f ll 次いで定めた 。 その特色として、地域特性を ・指定された街路に面する外壁については、ショ

条11
1
1、駐1/1場法の内容も含むものである ) により、 生かすきめ細かな形態規制、 28脱獄を数える容w ーウインドーなどを設けるなど、一定割合 ( 3 0 -

それぞれユニークな民間建築活動のえｬｬＮ ＡＯｾｊ ' 誘 導 策 ボーナス制度、ランドマークや歴史地区の保存、 6 0 %) 以上を透明材料でつくる 。

を実施している 。 ここでは、都心部における都，J j 低所得者用住毛の供給等に前mできる /)fJ 発 権 移 転 ・大きな単純な笠間は、街路におけるアメニティ

荻観向上およひtfj 二宅建設促進といった而を， /，心に、 1/i IJJ 立があげられる 。 を引なうものであるので、白その一部材の大きさを

今回はシアトルr / i の概要を紹介する 。 なおアメリ (1) 形態規制による都市景観の向上 1/i 11l1J込 ( 15- 30f t . 以下) するとともに、壁而にレリ

カの他都市は、 9 片号以降にぬ載する T 定である 。 土地利用条例により、タウンスケープの段階か ーフなどで変化をつける 。

シア卜ル市

ら街路におけるアメニティに至るまで、景観向上

のため、つぎのような規制を行っている 。

シアトル市では 1985年、ダウンタウンについて、 ① ダウ ン タウンの ｉ ＢＧ ｾ さＩＺｊＮｉＮ ＡＯ￬ ｬＯおよび容積率制限

表 1 DOC- l 地区における容積ボーナス (一般ボーナス)

アメニティ施設 ボーナスの; 則合

議 1

ポーナスの」二sfHl([

ヒュー7 ン・サービス

調眠 2  

新築，7. WI 改*. 3 .5 10  ， 000ft
2  

デイケアサービス
"' 2  

新築12.5 .1¥"1改 蜘 5
ＱＰ ， ＰＰＰ ｲ ♂〈サな ー 了 ｊ［ ピ Ｓ ， ＰＰＰ Ｍ じ ｾｾ ｉ 刈 Ｎ Ｐイ ＱＰｆｏ で ｦ 即 ｈｴｈｍｩｬ ｬｬ ｴｊ zk.  ヒ
ューマン・ 1 とI..J

11史 問 航 7  15，000f ♂ 

y ョッピング、アトリウム 8(向さが'40ft 以下なら6) 15，000ft
2  

ショ y ピング通路 6(一定Lえ上天堂光が入るものなら7. 5) 7. 200ft
2  

Ｇｊ 、ジ己 ｉｾｩ ｾｾｩ＠ 3  数 ｊ 出而似ＨＷＩＨＩ ＮＵｦｬｾ かつ ＱＵ ， ｏｏｏｦ ♂以下

プ ラ ザ 4  7. 000ft
2  

11l斗t庭悩l(道路から入れるもの) 2.5  ｾｊｘｪ也而債の ＲＰ Ｅ

ｊｪｕ泌 ｉｾｉ Ｈ ｉ 怖から入Ｑｌるもの Ｉ 1. 5  由泣1也[ 師般の30%

ヒJレクライムアシスト

翼民 3  
271qノし ーテ ィ抑般向ｾ I!: によ句ず梓州市を 1.0

ヒl レサイドテラス 5  6，000ft
2  

渉 ill J'Ji:刷.; 3  iゾiliHーtーを開ン削グ且; マ y ずにけ、されている必必別帥吊

日 Ｕ おおいＮＩ己ＱＮｾ 3(一定以上j C' 匂't.tJ '入るものなら4.5) 事幻也中i，i xI O ft
2  

礼物別世11の形態 1.5f ♂/ 1i'i ml の"jll 減床面総 30，000ft
2  

短期蹟tr! Iスペース j也ヒ1. 0、地下2. 0の存fl' t' t の'!mmし 200;' ; の駐 '11スペース

小規』完敗I ωm発

T メーテ ィ地j. 没の ;，;: によ らず' 存M 引を 2. 0

岬}し

2  ヒュー7 ン サービスとデイケア サービスについては . 他的ゾーンに，泣けるニとがで与る

(E721Lよ訂以EKTiif:I T2宅iri 刊体に デイケ7 サービスとは ｉｉ ｜［ｴ ｩ ｩｔ ｬＡ 同Ａ刊 に ｾＭｊ L  1:1常サービスを 行う団体)

3  坂 が ｾ い 街路 町ア ノ ニティを 高める た めＮ敷地内 にエス カレ ーター 曹 を ｂ 世 ［ｬｩ ｌ 、 ｊ � 行者 向 利艇を図 る も ので ある

図 1 高さ規制・容積率規制の様式図

38 也事と H会 / 印 刷 711'.;

S E T B A C K  E L E VAT I ON 

S E T B A C K  DI ME NS I ON 

Requirerr、ent

地 判 明l

]!OOiOO中j日

1門 門 門 門 門 門 [

図 2 眺望確保のためのセ ッ トパッ ク規制l

- 商業核地区の指定された街路沿いでは、 1/府部

分 の /HJ 口の75%以上を小売底、レストラン、銀行、

娯楽地設など、一般市民が日 ［ｩ［ｾＧ 利用する用途に供

することとする

(2)  容 積 ボ ーナス制度によるアメニティの向上

I: l 也利 JTI 条例に基づき、ダウンタウン内に一定

の 公 経 ・アメニティ地設を設けた場合、 illi1;¥適用

される法本谷税率の限度を超えて挫築できる f/i IJJ .!t

である 。i l ¥設土地平11m広j のスタ ッフの務貨により

認められる一般ボーナス ( 20般矧) 、一般ボーナ

スより』射止の範閉が大きく建設土地利用局長の簿

作が必立さな特別ボーナス ( 6 H mo などがあり、

その それぞれについて、適JTIJ 也区およびボーナス

の '，Im介が、きめ制11かく定められている 。 一例とし

て、業務 '1' 心地区について一般ボーナスを 表 1 に

IJ' す。

(3)  住宅建設誘導 による活気 あ ふれる街づ くり

市では、行11心 を活うえあるものにするため、つ討

のような住宅挫設誘導策を実地している 。

① i主屯と他の用途に分けて日さ規l / il / および谷

村 ｩ 率ｭＮ Ｂｾｊ を行い、ｻ主毛については特別有利な被い

をしている 。住宅の場合は、最高高さ 240f t . まで

認められるが、住宅以外の用途の場合、松高市さ

65f t . までしか認められない地区を設けたり 、業 務

中心地区において住宅を他殺する場合については、

容似ヰｾＱＯｩ ｉｊ /Il { を受けないとするなどである 。

② 住宅による谷村i ボーナスについては、住宅

をl丘按，法設する代わりに、住宅信託基金または非

営利 同 体の 住 宅7・ロジェクト等に一定の寄付( ボ

ーナス床而紛 1 ｦｴｾ につき ＱＰＭＱＵ Ｎ Ｓ ドル一地区によ

り災なる ) を行うことができる 。

③ Ｑｭ 発権移転 ｬｪｾ ＱｊＮ支の利則により、低所得者 ｭ

住宅の保存修復を図る 。

*  

シアトルr J i では、これらの土地利用条例に 法 づ

くm. lIi lj. 誘導策のほか、歴史的処造物の保存や、

プラザに彫刻l物 等の作品を設出するよう指導する

など幅広い施策で、都市長鋭づくりを進めている 。

( 大阪市計画局開発計画標/ 広江雅樹)
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建 築 物 の 設 計 過 程 に お け る

風 洞 実 験 の 利 用 に つ い て

高層 ・超高層、あるいは特殊な形状を有する建築物の設計段階で

風洞実験が必要になる場合がある 。 当試験所においても、実験受託

件数は年々 WI えている 。それらの笑験には、風が原因で生ずる娠動

による府住性の検討等も含まれるが、ビル風を対象とした周辺気流

の ｩｊｉｉｉ 定とｽＡｬｩ ｾｅｅ 係数の決定のための実験が過半を占める 。

} ! l R 圧係数を求める場合は、，建物の概要ヵ、殆ど決定された段階で笑

! 験を行なえばよいので、実験のタイミ ングとすれば設計の後半の段

階でよい。 ところが、周辺気流の笑験は設計の初期の段階で行なわ

なければ有効な対策が講じられないことも少なくない。つまり、必:

物の j形状や規模あるいは配置の変更ができない段階まで設計が進ん

であれば、仮に周辺の風環境を悪化することが予 il!l lされたとしても、

他殺等次持の手段に頼らざるを得ず、また場合によ っては、植栽さ

えも行なえないこともある 。

もちろん、このような事態が発生するのはひとり設計者のみの責

任によるものではない 。周辺との調和をいかにして計るかという問

題を追求するシステムができていないからである、と筆者はかねが

ね々えている 。幸い、当試験所には、建築物実験用の風洞があるの

で、これの利用について以下の提案をしたい。

設計者には、建設敷地が決定され、，建物の規模の概略が決ま った

時点、つまり、これから設計に入 っていこうという最も初期の段階

で、先ず建設予定地を中心とした現状の周辺模型を作っていただく 。

当試験所の風洞を利用する場令、脱型は直径1 . 1mの円盤の上に縮尺

1/ 300- 1/ 500て¥つまり実際の直径にして 330m- 5 5 0 mの範聞の周

辺地形や家屋の模型を作ることになる 。次に、いくつかのプラ ンが

立案されるであろうから、そのプラ ンに基づいて発泡スチロール等

でごく大まかな模型を作り、簡易的に風洞実験を行なう 。実験では、

最も Ｉｪｾ 卒中の出そうな数点ー十数点の地点に注目して調査し、周辺の

風環境を悪化させない，建物の規娘、形状、配置を模索する 。以上が

決まれば笑設計に進む。 ここまでで周辺への影響を把撮しておかな

いと、後でどのようにしても解決できないことになる 。設計の最終

段階で何度実験を行なう 。 このときは、棋型は細部まで正雄に作り、

樹木も組栽計画に基ついて棋羽化する 。建物周辺に数十点のポイン

トを選び、綿密に illll 定を行なう 。 また、その地方の気象データとも

組合わせて周辺に及ぼす; 拶響を正確に求める 。場合によ っては、さ

らに密に制裁を行な っ て、 ［［ｩｾ 斡を最小限におさえ込むことが必要書と

なるかもしれない。 この際、挟型内に圧力伝達チューブを通してお

けば、外装材の設計用 j孔荷量を決定する風圧係数の il!l l定もできる 。

実験を終えたら、実験桜型は周辺を適当に含む大きさに切り出し、

i差別アクリルケースに収める等して、完成桜型として展示すること

ができる 。 当初、周辺脱却を作る H寺点で必要な範囲を切り出せるよ

うにしておけば簡単て唄ある 。以上のプロセスを流れ図にして示す。

ビル j孔が社会問題として取り上げられるようにな ってから十数年

になる 。 lt走近はマスコミで話題になることも一時程多くはないが、

@ 財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地・・吹田市藤白台 5 - 8ー1 〒565

電 話 ( 06) 872 - 0391 F A X"' ( OS) 872 一日 784

業務時間… 平日 : 9  :  00- 17 : 目。

土 曜 9  :  00- 12 :  00 

ユl! .試験所に寄せられる相談はー JiIJ' こ減る気配がない。 ある程度以上

の規模の建物をｾてようとする ｈ 寺には、必ずとい っ ていい担問題と

なっているようである 。 しかし、住民説明をする頃にな って駆込み

で風洞実験を行な っても、なすすべがないのは前に述べたとおりで

ある 。風洞笑験には多くの貸別がかかるので、どうせやるのなら、

有効に利用していただきたいと願う次第である 。故近では、これま

た多額を賀して建物の完成楳型を作ることが多くな っている 。 これ

らふたつを足し令わせて一石二鳥とはいかないものであろうか。 最

後に、最近行な ったj孔iflil 実験用脱型の写真をお見せしたい。

なお 、 ｽＡｬｩ ｕ 問実験の詳細については、当試験所担当者までこ 。 ｾ絡い

ただけたら幸いである 。

風 洞 試 験 係 西 村 宏 昭

匿二亘 置屋亙

敷地、建物の仕機が決定 周辺地形を含む現状模型を製作

1  ( 制調査含む)

マスタープラン案出 ー予備実験

-------↓ 本設計 r J J 建物模型製作

本実験( 対策検討も含む)

( 風圧測定)

模型は展示用に改造

風洞実験用

模型写真

同上
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なごし の は らえ

夏 越 放

近くの 神社 では経営のため 、 数年前から夏越献が復活した 。 宗教施設のｾ Ａ 小、ｼ溌のニュータウンからも宗
% わ

教 心 とはかかわりなく参拝があり、 「茅の輪くぐり」など結構 な 人気という 。古 く か ら の 街 道 沿 い 民村

集 孫 も 、 周 り の 山や 回 を u食いつぶした 開 発 に よ っ て 変 貌 著 し く 、 茅 の 輸 の 資 材 さ え 調 達 に 不 自 由 し始め 、

氏 子 ・総 代 ・役 只 共 々 殆 ど サ ラ リー マ ン と あ っ て 、茅 の 輪 を 作 れ る 人 も H寺間 もj成 りつ つ あ る 。 iL昆のI析の

注述車!日づ く り な ど 、 様 々 の 太 さ の制 をなうという 良 作 業 の ル ー テ ィ ン で さ え 、 自 在 に こ な せ る 人 は日 齢

者 の み に な りつつある 。 いずれナイ ロ ン ロ ー プ か 誌 に 似せ た プ ラ ス チ ック ス に で も な る こ と だ ろ う 。 秋

祭 り ともなれば 、 経質も大きく住 民 の ｼ剥心 も一 層 高まるが、今までは 、 ｾ務 内 での厳然たる家 十 ちやその

面 子 に 応 じ た 祝儀 や 寄 付 を 巧 み に づ|山 し つ つ 、 か ろ う じ て 支 え ら れ て き た 。所 帯数 で は 進 か に 多 く な っ

た 新 住 宅地 の協力をと、 H寺に口にはするものの、日常の行政の末端を担う n治 会 で さ え 、1也の字7 ・3反持ち

の他 所 者 ・ア パ ー ト 住 ま い ( 併 家 町n などの区別l が あ っ て は 、ハ レ の 然 りに 、 子 供 達 ま で 巻 き 込 ん だ 、

参加 へ の 差別 は 確 実 で あ る 。 ここでは当世風物理的環境と、 「 ポ ス ト 」 モ ダ ン ど こ ろ か 「 モ ダ ン 」 以 前

の社 会心息環境とが奇妙に交霊! ? して、 「コミ ュニ テ イ 」 の 形 成 も 一 筋純 で は な い 。 ( K . F )  

そ し て 大 阪- 1

ri'，;- に 気 に な る 存 在 で あ っ た 関 西へ赴任して、 3 ヵ月が過 ぎた 。 そ の 訳 は 、 ひ と つ に は 父 が 京都 で 大 工 の

弟 子 の H寺代 を過 ご し た こ と に あ る 。 代々大工の家系であるらしく、 後11所に 出入 りを 許 さ れ て い た と 主 い

ている 。

終 戦 後 、. fi' I I浜に 出 た 父 は 大 工 を 天 職 と し た 。職 人 の 息 子 で あ る 向分 も 、 物心 つ い た 頃 に は か な づ ち を 握

って い た 。 家 中 と こ ろ 柿 わ ず に 釘 を 打 ち つ け た が 、 父 は お こ りも せ ず に 抜 い て 歩 い た 。 中学 生 の 頃 、 時

々 父 に つ い て 仕事 の 手 伝 い を し た 。 そ れ で小 泣 い が も ら え た か ら で あ る 。 一 人 前 に 釘 袋 を 腰 に 下 げ 、 量I

を口に含んでトント ン とや った。 そ の う ち に 、主IJ み の 時 に の み を 持 た せ て も ら え る よ う に な った。 の み

はいつも索 ｕ Ｇ ， Ｇ ｪ Ｇ らしくよく切れた 。 父のｾ ＱＺＱ に令わせて掘るのであるが、 料 に直角に鍋るのは難しいことだ

った。 の み に |彼らず 、父 は 道 具 の 下入 れ は 欠 か さ な か った。 た だ 、雨 の 日の鋳iの 目 立 て だ け は 、家 族 中

の 手|三品!t の (I (J であ った。 ま た 、 よ く 「 の み を 研 げるようにならなければ、 一 人前 じゃないu と言っ ていた

が 、r' I 分 に は 決 し て 石Jfが せ て は く れ な か っ た。 今 に し て 思 え ば 、大 工 は r'I 分 一 代 だ け と 心 に 決 め て い た

の か も し れ な い。 本黙な父はそのJ l 1 のことは余 り滞 って は く れ な い 。 ( K . T )  

マス ( mass )

F or m foll ows  F unct ion  、! 司法IJ とは光と 113の 芸 術 で あ る 、 と言 われて久しし、 。現 代 往 築 は 、 その. '. 典 的 芸

術性 を 、 多元的佃i他 観 の 下 に 、 歴 史 主 義 に 変 換 しつつある織に 忠 われる 。L ess is  mor e.がL ess is  bore.  

とな殺される 時代 、・ ・・・ー・現 代 建 築 は 認 り過 ぎかもしれなし、 。 F unct ion、L ess の概 念 は 、 先 ず 基 本 で あ っ

て 、 そ の 宅 川 を色彩 や デ コ レー シ ョン 等 を 加 えて 如 何に 、 モデファ イす る か は デ ザ イ ン コ ンセプ 卜の 問

題 として 把 え た い も の だ 。

その宅 川 の Ｉ， ｾ木 ＨＱ り なものが、 三 次芯宅 ｉｉ｜ｊ としてのマスの概念であろう 。 表 的 は やｅ 々 雑 多 ・ ・ ・ ・ー ・ ライトなマ

ス 、ヘ ビ ー な マ ス 、 ス ケ ル トンの マ ス 、 1! ¥li 1恨の奥行のマス ーー・・・ 。 設 計 と は 、 こ の三 次 元 空 間 を二 次 元 の

平 面 上 に 投 )j! J. させるものであり、 二 次 兄 空 II¥J は 比 ) j を変えると 、マ ス の 微 分 形 で あ る か ら 、ディメン ジ

ョンに よ る 微 分 間 数 と し て 把 え る と 、出 米 lニっ た二 次 元|剥数から抱えた 三 次 元 の 本 来 の 多 様 性 が 認 減 出

米て Ifii !' 1し、 。 そして、 三 次 元 マ ス の l民j数 か ら IJq次 元 凶 数 を イ メ ー ジ した H寺のその空 間 の 多 様 性 は 、 も っ

とわ くわ く す る 料 紋 雑 で リッチ で あ ろ う。 やはり、テサr イ ンの 国 内 さは、 三 次 元 空 間 ( 7 ス ) を '1" 心 と

し た 微 分 と 的 分 の 多 機 性の イメ ー ジ 作 業 と 思 え る 。( 建築デザイ ンに つ い て ) ( S .  M )  

無 駄 な 費 用

咋 今 で も 「仮枠」という 言葉 が1時 と し て 使 わ れ て い る 。仮 枠 と は 、 読 ん で 乍 の ご と く 、 コ ン ク リー 卜を

打 設する H寺 に 使 用 す る 仮 の 枠 材 と い う こ と で あ れ ば 、 コ ン ク リー ト 柿j立 は さ ほ ど 問題 に し て い な い こ と

になる 。 打 上 っ た コ ン ク リ ー ト が 気 に 入 ら な け れ ば 、適宜宇iIi 修 す れ ば よ い の 考 え と な る 。

し か し 今 H寺 、 そ ん な 無 駄 な 仕 事 の 進 め 万 は 誰 も 認 め て は く れ な い 。 打上 っ た コンク リー トは 所 定 の村 皮

がきちんと碓保できているのが当 り前 で 、 村 ｪ 変 不 良に対する 補 修 ｾＱＨ Hl の巧.}.; f!: な ど 論外 である 。 そこでコ

ンク リ ート工 平 には「仮枠」でなくて「砲枠 」 を使用しなさいということになる 。 ｾｾ枠のことを ｊａ ｓｓ

5 では、 「打込 ま れ た コ ンク リー 卜を 所 定 の 形 状 ・寸 法 に 保 ち 、コ ン ク リー ト が適 当な 強度 に 達 す る ま

で支 持 す る 仮 設構 造 物の総 称」 と し て 説明 している 。 す な わ ち 、型枠 を使 用 し た コ ンク リー 卜は制度よ

く打 上 って い るコンク リー トを怠 l床 して い る。 あ る 共 同住 毛 の 工事 現 場 でJ tl 枠 大工さザん 遠 の職場数千了 を

見 学 さ せ て も ら ったことがある 。 但枠 制度 が 良 く な か った た め に 生 ず る コ ン ク リー トの手直しを 必定 し

て 、 そ の 費用 を試算 していた 。 無 駄 と な っ たコンク リー トや 型枠、祈り 、 片 付け ( 場 外 搬 出 共) 、左 官

等; の 諸 政 府 は 、手 itI 対 象 と な った当 初J コンク リー ト費用 の 5 - 10依 に も な って い た。 改 め て 制 度に 対 す

る考えの大切さを 理 解すると共に 、 余 計 な工 ｊ ｾｉ なども考え令すと失うものは実に大きい 。 Ｈ H .  K )  
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‘ 通常総会決議報告

昭和63年 6 月29日開催の通常総会におきまして、下記議案がそれ

ぞれ原案のとおり承認されましたので、ここに会告いたします。

記

(1)  昭和62年度一般勘定事業報告並びに決算報告( 本引日以)

(2) 昭和63年度一般勘定事業計画並びに収支予算( 4 月号会告済)

(3) 創立70周年記念事業

昭和62年度事業報告並びに決算報告( 本号拘載)

(4)  創立70周年記念事業

昭和63年度事業計画並びに収支予算 ( 本号拘蝦)

4 理事 2名の補選

昭和63年 6 月29日開催の定時評議員会において、理事 2 名の補選

を行い、下記のとおり決定いたしました。

新任理事 城 憲 一 氏 ( 住 宅 相i市盤側公団関西支社住宅事業第二部部長)

鈴木 雅夫氏Ｈ大阪市都市量産仰向刷ｾＩ

( 辞任者) 高木 登 氏 (fJiJ ・住宅・都市技術公団関西支社住宅事業第二郎部長)

原 桂一郎氏Ｈ前大阪市郷市 ｍＨｾ ， ｬ 局次長Ｉ

‘ 「第35回青年技術者」応募規定

今年も、 11月号は「第35同青年技術者」特集を組み、 35歳までの

優秀な青年技術者を紹介したいと思います。そのために、青年技術

者を公必いたします。 p. 55 に渇，依の応必規定を参! ! 起の上、ふるって

応募されんことを希望します。

4会員の受賞

このたび、下記会員の諸氏は、建設界における多年の功結によっ

て、述設大臣より表彰を受けられました。

ここに誌して、その栄誉を、お慶び申し上げます。

言c

石 橋 鍛 一 氏 大利ハウス工業社長 長谷部手1) 夫氏 長谷部建築設計事務所長

桜並 日目氏側並工務自代表取締役 府川 勉 氏 大 成 建 設 副 社 長

岡 田 敏 氏 *1宇シヤ y タ一社長 藤 田 邦 昭 氏 郎 市1111組経営研究所代表取締役

岡 本 行 持 氏 IIlJ 机1立J十社長 足里子日百彦氏 熊谷組副社長

消 山 信 二 氏 鹿 ぬ 建 設 副 社 長

‘ 「建築と社会」のオールドナンバ

ーを探しています。

協会保有文献の公開を控えて、現在、会誌「建築と社会」創刊号

以来を整理修復巾ですが、つぎのものが欠落していますので、該当

号をお待ちの方がありましたら、ぜひお寄贈下さいますようお願い

します。なお、保有中のものの中( 特に大正期) にも、切り取られ

たり、破られたりしているものもありますので、ご不用になったパ

ックナンバーがありましたら 、併せて事務局へご連絡願います。

. 欠 落 号 昭 和 7 年 7 月号~同年12月号( 6 号)

昭和 2 年 3 月号、同年 6 月号( 2 号)

お礼 昭和30tl'.8 J l 号が欠落し ていましたが、会員のrf ( 凶' l Vtj 郎 氏

( 本会監事) よりご寄贈いただきました。誌上をもって御礼

申し1 : げます。( 事務局)

‘ 中国支部総会と支部長会議開催

昭和22年 4 月17 日、古林義敦氏を発起人代表として、奥迫唯一氏、

谷川政夫氏、勝岡正一氏など10名の } j 々の発起で広島支部が設立さ

れた。当初は広島県のみを対象とした支部であったが、昭和24年 4

月 1 日からは鳥取、島根、岡山、広島、山口の中国 5 県を擁する中

国支部として、現在の姿となった。

発足後は、同年 8 月 4 日- 14日まで広島市で開催された広島平和

祭に支部挙げて協力、広島市の昭和22年度第一次分譲住宅270戸 に 対

して 11案のモデルハウスを出品したほか、講演会、講習会の開催な

ど活発な活動を展開し、本会の隆盛に大きな役割を果たしてきた。

本年の支部総会は、「建築と社会」誌 6 月号の「中園地方の展望と

ひろしまの街なみ」特集発行を記念するとともに、これを機にさら

に支部の活性化を図るため、盛大に開催された。

これに先立ち、各支部間および本部との交流を深めるため支部長

会議を広島でI制緩し、「支部の活性化と本部との交流等について」熱

心な協議が行われ、今後の協会事業運営に反映してい くことが確認

された。

日時 np，;f'1l 63年 7 月 9 日目 16時 - 20時

場 所 ホテル広島ガーデンパレス

支部長会議 佐野正一会長、訟[ l J 至弘呼務削1、吉田悦二常務理'11 、 弁

手正己京都支部長、平本俊秋中岡支部長、中島一点海支部長、 ｾｴ 山俊初秋山

支部長、稲葉登中岡別支部長、古林敏郎刷、柴田修身中国支部幹事、繍田昇三問

中国支部総会 佐里子会長他支部長会議出席者、中国支部役員、中国

支部会日 50名

懇談会 米安f を合め60数名

‘ 建築技術選書・特装版および〈プ口のノウハウ〉シリース濠新刊のお知らせ

日本建築協会企画の下記の図書が刊行されました。本会事務局でお求めの場合、建築技術選; g : ・特装版は200円割引、〈プロのノウハウ〉シリー

ズは100円割引で頒布しています。なお、これらの詳しい紹介は、 8 月号および 9 月号に掲載する予定です。

「建築技術選書」

( 特装版)

「外壁構法チェック

リスト」

くプ口のノウハウ〉

シリーズ

「ゼ口災への道一

建築現場の安全管

理活動」

著 者 : 表 一郎

発行日 : 6 月25 日

体 裁 : 1色刷、四六

判、 240頁

定 価 : 1，600円

外壁構法チェックリスト

著 者 : 飯塚五郎蔵

発行日 2 月20日

体 裁 : 8 5 判、 192頁

定 価 : 3 ，300円

道

・

ゅ

の

m

b

…

 

口

闘

ゼ

くプ口のノウハウ〉

シリーズ

「仕上工事監理の

チェックポイント」

著 者 : 日建設計

「監理業務研

究会」

発行日 6 月25円

体 裁 : 2色刷 224頁

定 価 : 2，000円._..1血

u聾と社会 1988'1' 7  JJ 可 41 
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‘ 新神戸オリエンタルシティ・ C3 見学会

. 建鍍償要

ili 築1 : 側神，; 七ントラル開発

，［ｬｬＺ， ｩｴ￱ｾ 工竹中工務 Ｑ 占

ili 築面械 10.734m 

延床I面倒 136 ‘ 715m 

HII 造 S 、R C、S R C

1988年 6 月m影

所 舟: Ｑ 也神戸市中央区ｾｴＡｉＮ町 ｬ ｲＱ ｪ

ｴＺＮ ｾｭ 途ホテル、山舗、 ｴ ｌｬ的ホー ｊ レ

敷地問f J 1 18. 240m'  

.!Ji. 悦 83、37F、Pl ( ，i1j さ158m、海抜191m)

J: mJ Il fl 有J61 iJ: 5 月- I l il 有163年 9 月

1泊見学旅行のお知らせ

‘ 琵琶湖畔に歴史とロマン

一一建築の見学と懇親の集い一一

10月下旬 1 泊 2 日(予定)

日本近世幕開けの舞台となった近江、 また古

代より鳩の湖とうたわれ、現代では近畿の水瓶

といわれる琵琶湖のある滋賀県に 、私たちは何

かのロマンを P惑じるときがあります。

事業委員会見学委員会では、本年の一泊見学

旅行として 、晩秋に滋賀県の建築 ・史跡の見学

をテーマに企画を進めております。滋賀県在住

の方々の御好怠により 地元案内等の協力を得る

ことができる予定ですので、地元会員を含めた

有意義な懇親会も企画できればよりすばらしい

旅行になるのではないでしょうか。

会員の皆様からの御意見 ・御提案を採り入れ

ながら 、今後、内容を検討 ・企画していきたい

と思いますので、 ご期待下さい。
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新幹線新神戸駅前に控つ丙日本一高いこの超高層ビルは、神戸市

の陸の玄関にふさわしいシンボルをっくり上げ、活気あふれる都心

機能を充実させる役割l を組っている。

新神戸オリエンタルシティ・ C 3 という建物名称は、 600室のシテ

ィホテル、 186! 古からなる専門応舗街、627席の劇湯からなる 3 つの

C  (City) の複合施設であることを表明 しており、 24時間郎 l 行施設と

して地域発展の拠点、となるものである。

敷地の 中に地下鉄新神戸駅があり、地下 3 階で建物と結びつけら

れているのまた、異人館ブームにわく 北野界限への観光ルートの起

点としてのターミナル性を持っている。

これらの立地持性を考慮して、低層部には全長約100メートル、 3

層吹抜のフロムナード空間を J' t 通させ、 さらに中央部に高さ 40メー

トルのアトリウムを設け、ホテル、 シティ、劇場を接合する魅力を

視党化した。タワー音11は頂音11 に三角屋恨を設け 、六甲山 をfr封とす

る郎市民観上の調不fI をはかった。実蘭に設けたシースルーエレベー

ターからはやjl 戸港より大阪湾ほかを一望する爽快な 眺望が得られる。

日 時 8 f1 2311W 集合14 : 00- 解 散16 : 30 

集合場所 J R 新幹線「新神戸駅 J 1 階入口付近

※三' 出ーからは、 I血F欽で「新神戸駅」下 'I! 、J R 新幹線「新神戸駅」

へ述絡通路があります

定 員 60名( f ' 定)

参 加 費 会員500円、一般1，000円

当 I1 受付・にでいただきます。

申込方法 ハガキか F A X または屯話で 8 月16日(j:.) までに n木建築

協会事業諜( =r 530 大阪市北区傍凹 1-1 大阪駅前第 3 ピ

ル21階、 FAX06- 348- 0634、ft 06- 348- 0635) へお申込み

ください。催し名( 新神戸オリエンタルシティ ・C 3 見学

会) 、氏名、会員 ・一般のおIJ 、勤務先、参加託送付先、電

訴A = 号をお知らせ願います。

※追って参加箆をお送りします。なお、申込者多数の場合は抽選に

て決定します。

一一「住宅展J 展示物の行方一一

池田 文 庫

L → 箕面 市立郷 土 資料 館

期 間81日間 、延べ入場者4，627人と盛況 であ

った大正 rt主宅改造防覧会」の夢展も 5 月29

円に閉幕しました。株式会社 INA Xの全面的

なご協力により、模型 ・パネル ・資料等が製

作されましたが、このt ' t 重な展示物 を博覧会

の終了とともにお庫入りさせるに忍ばず、再

度INAX にお願いして、地元で保管展示するこ

とになりました。最終展示場は、 明64年度に

オープンする箕面 市立郷土資料館( 箕面市西

小路 3 ) で郷土史資料 として常設展示されま

すが、それまでの聞は模型のみ、( 財) 阪急学

園池田文庫( 池田 市栄本田I1Z) のご好意によ

り、同文庫玄関ロピーに展示しています。近

くにあ・越しの方はご一覧下さい。( 事務局)



話題建築を聞く 第 3 回

オ ー ク 沼 反 ビ ル一 三谷幸司氏、 中津勝司氏に開く

日時 昭和 Ｖ Ｓ 年 Ｙ 月 Ｓ 円 ｷ 正 ＰＰ ｾ ＱＶ Ｚ ＳＰ Ｈ 含見学 Ｓ Ｐ 分Ｉ
場 所 オーク江坂ピル 4 階会議室( 大阪府吹田 市広芝町10- 28)

※ 地ド鉄「江坂駅」南米11'，1 1から南へ徒歩 3 分

社会の成熟化 や情報通信技術の進歩に伴うオフィスの

インテリジェント 化 は、テナン卜ピルにおいても今や

必須の条件 となってきました 。 そこで今回は、大阪府

建築コンクール入選の「オーク江坂ピル」を取り上げ、

見学を兼ねて現地 で、建築設計者の 三谷幸司氏及び設

備設計者の 中津勝司氏 にお話をお聞 きします。特に 、

中規模テナン 卜インテ リジェン トピルの企画、空間、

装置について 、 その設計子法をお聞 きする予定です。

また質疑を交えて参加者全員で語り合いたいと 思 いま

す。

七三谷 曹司氏

高度情報化が急速に進む今回 、オフ ィスのイ ンテリ ジ

エン 卜化は 、都心の大規模ヒルはもちろん大都市周辺

や地方都市の中規模テナントビルにもポめられている 。

中小規模のテナントビルでは 、導入するイ ンテリ ジエ

ン卜化装備の想定が事業のキーポイントになる。

ン卜機能の装備に努めた。

計函は 、以下 5 つのコ ンセプトを柱にした。

1働〈人の快適環境の創造

2 最新の情報通信システムの導入

1 フレキシブルな建築技術計画の構築

4 効率的ピル運営管理システムの導入

中 湾 勝 司 氏

. オーク江坂ビル建築概要

所f E . 1 也吹町市広:z. 田Tl O-28

建 築 主 大 林 不 動 産 株 式 会 社

.ふH施 工 大 林 組

敷 地uii 飢 1.317.2m'  

ill 築l面積 1.024. 1m'  

延床面似 8. 637. 0m'  

f荷造t見様 S .  S RC、10F 、Pl  

昨年完成した 「オーク江坂」 ビルでは、事業採質性を

考慮しながらも 、全国展開を目指した共用情報化ビル

のモデルとして、やや先取り的に様々なイ ンテリ ジ工

E ; テナン卜の利便性を重視した各種サービスの提供

( 三谷 幸 司 ・中t事勝司) 工 期] 昭和61年 9 月~昭和62年11月

参 加 費 会以 1. 500円、 一般2. 500iI I  ( ' 予生 : 会員 1. 000円、 一般1，500円)

定 員 30名( 子定)

申込方法 ハガキか F A X または屯式市で 8 月26日( 釘までに日本建築協会 事業 諜 ( 〒

530 大阪市北区梅田 1- 1 大阪駅前第 3 ピル21階 F A X  06- 348- 0634 

合 06- 348- 0635) へお申込みください。

催し名( 話題建築を聞くー「オーク江坂ピル」 二三谷幸司氏 ・中津JI 券司氏

に 11 A く) 、氏名、会t 1 .

矢" らせ願います。

必追っ て参加証をお送りし ます。なお、申込者多数の場合は抽選にて決定し ます。

あ 1 [，，[ ，t 、11 J  1  ，r ｉｬｩ 神ドｾ Ｎ 'J .I. ンタルン r j  • ｃ むを ｩ 融 行Ｆぷ Ｑ｜Ｂ［ Ｈ 竹小ｉＮｦｒｊ ｾｦ 品 川よ ｩ むほ か に ｉｬ ｦｬ <  {.定で十
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‘ 昭和62年度事業報告書自昭和昨 4 月 1 日至昭和昨 3 月31 日

1  . 総

( イ) 通常総会

A .  

:z.. 

6 月24日 5ff初防ケ- 61侍於本会会議釜

出席者佐野会長ほか20名

j絹 J ( 1) 詩集Q 1 名補選の件

(2) 名誉正会員推挙の件

(3昭和61年度 'fj: 業報告益ぴに決算報告Y諸君の件

ＨＴ 昭利 Ｖ 詳ド度 Ｇ ｦｾ ｾｈ 画世ぴに収支 ｖｊＷｊＡ＼ 認の件

(5泊IJ 立70周年記念;JJ 業並びに収支 F やお君、の件

( 口) 通常総会

2 月24日 2時- 211程的争於本会会議室

出席者佐野会長ほか20名

議 ｊｊｾ ( 1監事 l 名選挙の件

(2休部所属鵡業員24名選準の件

( 3股良重任椋患の件

2. 評 議 員 会

( イ) 定時需量員会

6 月24日 5時- 511寺30 ) 子於本会会議室

出席者 高防J義長ほか39名( 委任状共)

; 嗣玉 (1昭事 3名補選の件

(2固辞日61年度事業報告承認の件

(3昭和61年度決算報告i民意の件

ＨＴ 昭和 Ｖ 昨夜借入金 ｾｒ 度額決定の件

(5) 会w曽強に関する件

( 口) 定時需韓員会

11月25日 5時 - 511 ; J 2 0 ) 争於本会会議室

出席者 多弁副議長ほか44名( 委任状共)

議事 (1盟事 2 名補選のl' ド

ＨＲｾｬｧ 布施浜手皮音特設員選出数決定の件

( ハ) 定時評議員会

3 月23日 5時- 511干40分於本会会議室

出席者 高総議長ほか40名( 委{ 到太共)

議事ＨＱＩｾ特集民会議長、副議長五選の件

(2)会長、副会長 2 名、理リロ3*' 選任の件

(3股r. ti l ! f壬承認のf牛

(4昭和63年度事業計画y持制〉件

(5附 日63年度収支予算和志の件

3 . 理 事

(1正面l会長会 1問

(2淀切毘埠会 61可

(3滞任理事会 51国

(4冶勢理事会 11"1 

4 . 委 員

d3h2 • 

4Z金3hZ  

委員会

伸長会・小委只会

分科会・打合会等

(1漏融委員会 12巨l

(2淳業委員会 7回

(3漣材委員会 11同

(4激育委員会 2阿

(5出版委員会 9rnl 

5. 特 別 委 員 会

創立70周年特車l康員会 27副

6. 講 習 会 、 研 修 会

建築エ事実務講習会( 大冊

44 姐 築 と 社 会 l蜘 年 7 月り

119同

41回

51r! 1  

3向

3 月18日 911ト l π! キ於建設交i f ，J l 官

科目・市明市

・施工計画

金問 宏( 骨骨太林組本山雄築工務j I I _ 当部長)

・{ 反設見積

!i: 立 俊 夫 ( 側 大 林 組 本 1，1; 建築工務部工筋 u県民)

・秘rr- 業務

おお111正一良B( 側 竹'1' 工務l，l j 神戸支 IJj J . . l . 級"県民)

正也溝者 69名

建築基準法改正に関する勉強会

共催 日本ｾ察協会、太阪府建築士会、日本建築学会ほか Ｗ 閃体

11月16日及ひ前月 25日 午後 1時- 511キ

於大阪社会福秘オ旨将センター

口樹多

山! 日 緋厳( 大阪府述書5上会呼務. f ' 1l '11)

口法改正の概要一 1判事規定一

吉rII 勝也( 大阪府 ill 築部i j ! 築指揮岡県主幹)

( 休I ' . fO

口法改正の概要- ! ，f J . f ] 脱走ー

和｝石正史Ｈ大阪市総合， ［ｴｾ ｉｊｪ ｉＢｪｩｬｬ 築指噂ｾＡｴＡｾＪ長ＨｾＮｦＧｍＩ

口t' tMA平答

参加者 428名

シンポジウム“ 建築CAD"

3 月23日 111寺- 5 11 ; ドド於地没交流館

総合司会 総問l進上郎( 太平州l . nt { . m1 : セノター所長)

口 主 旨 説 明 同 上

口Ｚｬｊｩ，Ｑｭ ｊｊ ，ｾ 賢疏 111[_J i H: 之( ｊｾＨ 自， ｪｬｉ 三繊維大学教授Ｉ

口パネルディスカッション

各社報告 僻家 失縦( f J 糊J十A 阪技術七ノタ - j 主師長)

立 怯 宏 一 ( 竹 中 工 務 自 設 計 部 )

中え 三Jl! 1( 1eJ随筆i W' 11揖所情報ンステムl l I ! t:(f) 

能丸弘殺Ｈ大林組 ｩｬｬ 策 ｉｾｉ 開 Ｓ 郎 ＺｾＳ 日長Ｉ

2さ械 恭政( 近畿電気工例月技術技能開発室副室長}

ラ' . ( ^ す) ' l ショ γ

口総 指 t公開進上自1I

参加13 139名

7. 展 覧 会 ・ 講 演 会

展覧会 ・出江寛建築展ー伝統美とポストモダンー

5月25日→30日 於大阪府立現代美術センタ一

人;j 措 数 1，143名

講演会 「伝統美とポストモダン」ースライド併用ー

5月27日 於大阪府立文化情報センター ・多口的ホ

ー ル

参加- i 1 137名

ブラジルの建築家を囲んで一風土と建築ーブラ ジル・

日本・ BR AS I Ll A

7 月31 日 ＶＱＱ 料 ｾＭＸ 時、ド於本会会汲室

参加者 33名

J舶 P EDSON， T.  HORI  ( 掘皆朗)

( プすンリ 71五l 也大，} : 教授 ill 築' 予部副部長)

8. 見

品 比

一チ

財団法人陽明文庫 「虎山荘」を訪ねる

5 月19日 2時-411; ドド

A .  

M 

ゲスト 長瀬 ｩｩｩ 純Ｈ元藤本工務樹、「削 ｬｾｦｊ 路工れ Ｑ 当 ｈｅＩ

・虎 山荘 (旧・近衛文麿別邸)

，i，庁在I也 ｊ［ｃ ｮＱｓ市 ｾ￭ｊ［Ｈ ｢ＨＧￎＢｾ里 ｦ 1: 1 谷町 1 - 2

管 .f' R  n.t r.ij 法人F詰11月文) ，11

投 J十 長谷部竹腰 ill 築 '11務11JT (1ll ‘'Ji ・長宇宇部i鋭吉他)

施 工 株 式 会 社 藤 本 工 務 陪

(jl[ 吋 : J正瀬消純 大工ilI!!if : (}i 野忠厳)

品l t員 約 lOOTl' ( 政寄11l ill 築)

t童 工 昭 和18年

参加.t， 25名

大阪港を見る 一大阪市・広揃r 水都ミで海上巡り

5月26日 111:伴- 3時

参加l省 39名

矯州・備前路を訪ねて

6 月19日- 20日( ]  ;(12 11) 

集合19H 8 ・45→解散20日18 ・30

- 主な見学先

・兵庫県立歴史博物館

・|刻[JEj 'i i 1 力赤松ふた力発屯所 ( 工' 附，)

・特別史跡 ・l潟谷学校

・直f続本寺

・浄土寺

・兵J j J i 県フラワーセンター

参加113 20名

マイドームおおさか新築工事見学会

8 月4 日 211キ- 311寺50)子

参加l省 31名

・7 イ ドームおおさか

i l l m也 大阪市』↓訂正内本町 ｴｾｊ 古田 ｔＵＸＭＱＳ

J支社株式会社日雄投，! t

施 工 建 築 側 大 体 組 側 竹 中 工 務 信 仰 銭 正:i 組・株} 鴻池

組 共lcil 企業体

大阪国際交流センタ一見学会

9 月 2 日 111;伴 - 3 11; ドド

参加l.t， 25名

・大阪国際交流セ ンヲー

，i，庁(f. J也 大阪市天王寺区上本町 8 r 目

設 計 大 阪 市 郎 ，n盤側対話線郎、 l糊口雄投，l [

総 工 m築) 側竹中工務1占 附 浅 沼 組 ・ モ リ タ 建 設 側

共同企業体

大阪府立病院新病院見学会

9月7 日 21時- 40料主

参加13 14名

・大阪府立病院

所 (EJ 也 大 阪 市 住 占 t ( ) j ( UO r 日 ] - 5 6

目立 ，1十 大阪府池築邸主＿締室、側主ｬＡ築。 Ｑ 十 ｬ 尚・山下 ｊｓ｢ Ａｴｾ毛布 ｩ 企

ｾＨ事

新日本 l没{ 柑 ミ給投Ｈｾ ，日中村設備投， ｈ 共同体

殿 内 大阪府 ill 築部常*11室、( f 吋) 太阪府建設敗理協会、 l附

新 u本設備計画

胞 工 ( 主主築) ( 附竹中工傍底 大 成 雄 投 附 ・ 附 総 村 組 側

奥村組共同企業体

大徳寺の茶室を訪ねる会

10月24日 111ヂド- 411事半於京占s 大{ 怠寺

参加113 31名

講 師 向 凶 孝 男 ( 帝塚山下院大下名替教授)

・見学先

栄光院のＡ剥 Ｇ， ｾｊ 帯・緋床席、瑞紛完の安勝軒、高桐院

の総向軒

重要文化財旧山邑家住宅( 出| 眼鏡所迎賓間保存修

理工寧の見学会

11月27日 2時-411; ドド

参加省 28名

・旧山邑家住宅

所 ( E ) 也兵) ，I iV，l，円l長rl1山手田T 1731射也

l京 "生 ，lt 7 ラン 7 ・ロイド・ライト

細部品川・監段述維 新 仲ij (J 

路 工 女 良 工 務 陪

敷 地 面 倒 4.7oom'、 ill 築 l師附 359. l rri

術 造鉄筋コンタリート造、 4 階 雄

建 物 J:，ilI! 大正 13年 2 月 l 日

・保存修理工事

監 E型 財 団 法 人 雄 築 研 究 協 会



昭和62年度事業報告書

路 工 株 式 会 社 雌 本 工 務 山

京都・都ホテル新宴会場見学会

2 月27日 211:¥'-411寺

参加者 64名

講 師 三 枝 治 - 岡部達夫( 郎ホテル)

小川弘之Ｈ村里 ｦ Ｎ 森建築 ＧＱＱｦｾ 所Ｉ

入江 修( 大林 ・大 l H区・藤本J V 工 'IH"，)

奈良県新公会堂及びなら・シルクロード博見学会

3 月8 日 211:¥，- 4 時半

参加I.t. 58名

. !n! .乍先

奈良県新公会堂、なら・シルクロード博一脊 11野会

均・ 7倣里子会均 ・登大路会場ー

・奈良県新公会堂

所 ( EJ 也奈良市# 1 ] 野101

設 け 建 策 研 究 所7 ーキヴィジョン

監 f哩奈良県土木部営締ぷ

施 工 w竹中工続応・倣} 奥村組・附大林組建設共101企業

{本

敷地I面積 27. 378. 86i rl  

建築面償 4. 715. 85i rl  

延床面償 9. 060. 12i rl  

+ 押造脱線 SRC造、 I也1: 2階、地 f l' 軒

9. コ ン ク = }V I  

第33図工高准デザインコンクール

設J r 目撃組下校に開長して述つ同窓会館

応 募 数 3訪交 ・194点

干 作 査 会 10月23日

炎 彰 式 " 月 21 日

審査委! . . t 長 太凹 隆信棚倉連帯研究所取締役k脚傍所長)

入 選 作 10点( 内最優秀作 l 点)

1o. 会 誌「建 築 と 社 会 J ( 特集号)

411 号 ili ffi' OIする東海へ

5  fj 号保管・附迩脳宣

6 月号室内の{ 上上床

7 月 号 駅

8 月号行政建築家の可能性

9 月号 シティホテルの投開i一等' 夜 長会均を丹える-

10月53・ 宝塚の街づくりー逆瀬川駅前地 ｉｾ 市街地再開削 Ｑ 章一

11月号 ｩ 餅物と街並みの媛点ー建物ｑＩ �ｾＭ Ｏｂ ｮ 初 ［ｗ 作品札

ＱＲ 月号第 Ｓ Ｔ｛，山 ｔ 年技術者 ｉａＮｒ Ｎ ｬＮ ｩｬｬ 築 ＧＱｉｦｾ 所近作｜ｉｬ

lfi 号 ホ テ l け栃吾

2 月号 附雪地盤と占踏/ 文化と伝統一州からの銀行一

3 月 号 謝;tfi における凶C とリフレッシ " LI 刺 nill 貯 I1

務所作ti 白1仏

11 . 出

「建築技術選書J (特装腸

w裁 B 5 判

定価 3. 300円- 3. 800円

・精進コストと経済設計

・挫指針協の間; J t 謝『

・新、建築と設備の接点

・外壁工法チェ y クリスト

「建築校術選書」姉妹篇

〈プロのノウハウ) シリーズ

{判 長 岡 六 判 2 包刷イラスト入

定価 1. 800円

・工務庖の税金主、j策

・工業化住宅 ・考

版

Ｎ ｬ ＡｫｦＧｬＧ 工 Ｇｊｾ の叫易学

・也事訴:jj 争の' s 際

|  12. 大 阪 府 新 旧 建 築 部 長 ・ 技 監 歓 送 迎 会 |

7 月16日 引時半- 611キ於大阪コクサイホテル

出席者 65名

13. 午 餐 会 ・ 懇 親 会 等

在阪建築 8 団体会長午餐会

" 月 13日 011キ- 211キ於大阪ガスピル 8 階

出席. f i 各会正副会長、支部長、 ']1務1，;) 汁23名

建築閥系団体合同忘年懇親会

12月14日 於太[ 剖凶ダイヤモン卜ルーム

出荷者 290名

建築 8 団体合同新年交礼会

1月 4 日 於大阪コクサイホテル

出席者 549名

14. 会 計 監 査 |  

5月7、 8 日の 2 Hm]  

λ; 聞昭和感益法人公認! 会J トけ公ド li 犬氏によって、昭

和161年度の会訂監査) i J j 包

15. 委 託 業 務 の 受 託

• rハウシング・デサイン賞.J 必臨悩( 大阪市)

・n' ttft宅供給の新111向と公[ . J j U Uセクターのf姑 1]1.:

閲する研究( 住宅 .liflrn繁1JIli 公[.tJ l 対内支社)

・大阪rU"' HH塚、ド山住宅再生計州策定( 大阪府)

16. 他団体との共同活動

建築業務J斜皇i?日会

建築防災関係品令研宛! s * 再会

問会主 ￟ 合工Ｇ陥ＧｉｦＡ契 ｩｦＮ ｊ Ｎｦ，ｦＮＧｯＩｾￍ｜ 委 Ｑｾ 会

17. 本会が入会している団体

大阪商工会開義F庁

大阪市径行也再開発イ1 b 隼協ぷ会

! 関内総崩主合会

建築行政協会大阪市支部

也没関係公益法人協議会Ｈｾ没 ￱ 所符の社 ｕｬｬｬ ＭＱＧ凶Ｉ

述烈ヨ際必援告協品会 5f司体 Ｇ ｪ ｾ 務局学会

主主衡問係[ . t 1f本述絡会 801.tjj 卒 。建築センター

建 築 業 倒 蝉 委1..t会 161州事 。上会

i l ! 知拘災関係法令研究述絡会 。家協会

大阪住宅振興協治会 。大阪住宅センター

閥会述合工 Ｇ ｬ ｾｕｬｦｬ 契 Ｊ， ｊｾ 約欽委 Ｑ ＮＮｴ会

大阪府社会保f対品会

大阪市 ａ ｴｉｾ五叫州説会

大阪市防火1)' 苦霊協会

18. 本会より役員、委員を送っている団体

大阪商工会i義所 2 誌 記l

大阪市径茸也再開発世心隼協ぷ会 理

日本建築総合満析 理 'JJ  

f J 4s : 建築センター 会'F; 誰 w

大阪} . l ! 築防災センター I盟 ']J 

大阪住宅センター 思 守I

} . l ! 築業務4悌 委H会 委 μ  

建築防災関係法令日間述給会 委 Q  

L  19. 建 築 ク ラ ブ 「

会L..tイTぷの*ru殺する建築クラブでは毎! l 大阪グランド

ホテルにおいて" 持( ' ，iji を招き朝食会を行うほか、 1 月に

は新年寄会( 晩餐) を lj}雌して相互の細企をはかつて

いるまた、適宜見学会を行う

ｌ ｾ ゴルフ同好会

会1 l のゴルフ同好者をもって組織し、年tm51日! の定例

競技会を1m仰; して、コ' ルフを通じて会1. . t相7iの，悦Il .室、

M慨 をl主| フている。

亡 21 . 後援または協賛した会一一 寸

口 ili 築土のための定期講習会

u曜 大 阪 府 建 築 上 会

4 月 8 日 於大阪府商工会館

口' 87総合i I 鮒桝 - 設備展

I:f曜 日本建築材料協会、 H 本工業新IIIIH

5 月6 日- 9 日 於OMM ピル

ｴＱ ＱＱＱｾｩｉｊ 社数 ＱＰＵＪ Ｎ士

口御物の結ｾとカピ その被害と防止対策

上l世 除j 了 日 一 7 イ ル

6 月11 目 的判御堂同明会館

，'1' ，1源右 270名

口 ｈｾ ｆｬ ｊｪ と新樹 ､ 説明会

tf ザ ( 社) 日本建築材料協会・開催地 ill 築 1: 会

10月12日 於兵庫県民会館

10月14日 於J i ' ; 郁建設会館

" 月 9 日 於大開特技術センター

附由ij r砂111を郷る J ( 大阪) を上H央。

ロパリ郎rli 向井j発 グランド ・フロジェ 7 卜出

u世 11 本建築'''j: 会近鍛支部

10月23日- 11月8 日 於O B P ツインタワー

ロデッキプレート床鰐造設計 ・ 施工雌 ｾｦｩ ，［ｉｉｦＧｦ Ｑ 会

I:f距 ( 社) 鋼材f! l 海部

10月27日 於大師特技術センター

口I I i 71111大阪f ，srli;止観建築: t t ( 大阪まちなみ賞)

u世 大阪府 ・大阪市 大阪府述築士会

・表彰式 .!e;念d綴寅

10月30日 於築業年金会館

口 r，il f i J 拘新い、木質機古回全材料

u世 H 本材料 '''j: 会ほか

" 月 6 日 於大阪市立労働会館

口「ニュータウン世界フォーラム」

1=. 11:'. 大阪府

I:f 世 ェータウン i世界フォーラム組織委u会 (111) 大阪

府泉北セノター、( 財) 大阪府千忠七ノター

11月" 日、 12日 於よみうり文化センターほか

口q京広司氏浦策会並ひ工島示会」

t f 世 京都I(t 述 築 七 会 京 町s建築 7 1 ーゾム [ril 人

・ ｊＪＯｪｾ 会 ＱＲ 月 Ｗ 日 ＭＱＳ 日 於日本イタリア会館・

・6応出会 12月12日 於

口第10[ 11] 電子，l I ' 算機利用シンポジウム

I，f世 11 本建築学会電子計算機手11m昏u 会

3 月 8 日- 10日 於建築会館ホール

口必開会「コンクリート椛造物の品質向l : をめざして」

!:f 臨 I l 本建築学会近畿支部

3月17日 於大阪平寺学技術センタ一大ホール

口昭和62年度 1級 ・2級建築工 'J対主術: t，j品賞受験準備

，il'li fl 会( 全l司会地)

i二fW 111[.ij 法人地域開発研究所、述築施工智J l R技術研究会

45 
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r- ι 『

A 己

貸

般 勘

借 対 照 表

11(1 干1163' . 1' . 3 J I 3111 J見ずl:

(' jl .(![ :  i'J) 

古fi !  4・}

(('1 h'l の

50，218.782 流動負債 35，098，140 

fJl. 1: 54. 022 ，l ， 払 10. 791. 170 

』11aι  
J唾 日1 令 25. 233. 970 。if ー.'マえ1  

1: 23. 888. 351 

fj; 
1出 t長

at ，g  ミ
2.265. 300 Jに'  σ〉 他 118. 619 

-1< ｾｘ＠ f長 22 町 260. 105 固定負債 23，294，499 

{反 払 すそ 330.385 1< JYI f I ' i 入金 19. 900. 000 

liif 払 '{'I 用 75. 000 ill 戦 給 与 IJ I 、>JJ 1長 3. 394. 199 

固定資産 251 ，602，680 基 本 金 269，203，364 

I也 59. 800. 000 }島 +ょ 金 9. 247. 176 

ill 物 191. 120. 000 Jf; 千在 9. 036. 188 

I1 (，J 682. 680 

ノ、、

Ｑ ｩＢｻｾ＠ Jf; 令 250. 920 .000 ，ミ

投 資 33，425，966 車11 余 金 7，651 ，425 

1: S長 1':; ，1E 8. 128. 151 liif WI 級 位 剰 余 令 5. 584. 773 

'1 '1則161 (1'( 7 7 ' / ト 7. 297. 515 、'i 191 剰 余 金 2. 066. 652 

退 職 給 ' Hi l す: 百¥1: 3. 000、000

n  I.t ，iE 15. 000. 000 

dEh Z  計 335，247司王 335，247，428 

イ ｦ 形｛司定資 ｎＢ の償却 ＧｬＧｉｾＮＢｴｍｩ 518. 28OPI  

「一一一一

('t( " 去 の 古1;)

流 動 資 産

1. 税金、似合

(11税 金 ( 子汗訂正:II

ＱＲＱ［ＱｾＩ 且 ｦｬ｛ てを

t 制l銀 行 瓦 町 支 応

大拘l銀 行 ｾｴｩ 兵支ｦｲＱ ｩ

f UON行 12i 関係支I占

'1' W: f，j  "E銀 行 悔111支'
，ti

(3Ifj; ll ) i ! 張作( 大阪 1 - 39975)  

2 未 収 金

会ぷ収入

n晴人正会n会' 1' 1収入

ト ｾｦ 事 ｪｅ 会 ｮ 会伐収入

<v 会 U 会 '/!I 収 入

議 前 泌 門 会 以 入

ｩｬｬｾ 寝技術選 ｉｉｾ 収入

会 n r. i'lt 収 入

'Jc ｾ収入雑

701，';)'.1'.，記念事業資令繰人鰍

3.  ，iif. U，、 t'l!r l

会 必 発 行 ' l ' (

4  .  Ｑ 反 ＱＱ 、ｾ

部 Jjj ('¥: 

ガ イ ド 7 '1 7  

701，';]:1ミぷ念事業関係諸伐

固定資産

1I  1: J也l 大阪市北区侮川

(2Jill 物 f 1 ー 1- 3  - 2100 

131( 1  総 ! 大阪駅 IIIf W， 3 ピル21附

投 資

1  J)1:$lH，1  ，11: ( 中央信託銀行機IlJ:k: l，li)

54，022 

25，233，970 

6. 618. 235 

6. 619. 632 

11. 703. 339 

292. 764 

2，265，300 

22，260，105 

12. 539 .950 

3. 083. 800 

533. 280 

14.-100 

110. 000 

7. 800 

970 ，875 

4. 500. 000 

500. 000 

75，000 

75. 000 

330，385 

245. 945 

42. 940 

41. 500 

59. 800. 000 

191.120ρ00 

682. 680 

8. 128. 451 

ＱＲＱ ＧＱＧＱ Ａｬ ｉｐ ｩｊｦＮ ＧＱＷ アンドＨユーパ ーサル必ｾＩＮ［阪支山 ＱＷ ＮＲＹＷＮＵＱＵ

131退戦給与積立 fli 金( 定期) 3. 000 .000 

住友銀行，: : a ! l f ! 情支出

1411tf -tfふ，1E 15. 000. 000 

中央信託銀行悔川支! 占

資 照 合 計
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財 産 目 録

II({ 羽163 '. f  3  J  1  31 11 現 従

ー一一一寸 「一一ー一 一ー一一一一一ーー

1  ｯＧｬ仙の ｽｾｉＩＩ

50，218，782 1  1  動 負債

251 ，602，630 

33，425，966 

335，247，428 

1  1. 米 払 金

11会U，: ｾ･＠ l i' '1'1 

ＲＱ 契約々ｾｬ［ '1'1 

ＳＱ 会 ｌｾ 名 ｷ 発行悦

1)減 i:.Ti 泌 門 会 '1'1

， ＵＱｩｬｬ 築技術 ｩ 笠 ｉ ｉｾｕｾ 'll( 

16' :j C  ｾ＠ '1'1 

I7I lli ｾ＠ '1'1 

(81WJ  IJx ＱＺ支 ｮ ｬ •

2.  I)if 受 合

Ｈ ｬ ｬ ｦｾＱ 人正会 ｴｬ 会 ＧｉＧｉｾｾ 人

121J 也} j 会 n会 代 収 入

ゆ ｬＮ ｴｉｦ事正会ｌｬ会 ＧｬＧｉｾｾ 人

1  ｊｩ ｾｦｩ 会 ｮ 会 ＧｻＧｉ 収 入

51会U ，: ｾｪＨ人

6、 寄 付 金 収 入

3.  1反 受 金

ＳＱ￬ 分給 Ｇｪ 悦ｾ

204 粂d 勺分

本 f'¥:

カ イ ド 7 1 7  

ＷＰ 問年記念 Ｇｊￇｾｉ｜Ａｊ 係ノイルム代

会n名符収入' . 'f ( 入金

固 定 負 債

I  .  f I } 人令

2. 退 職 給 'j". !I' li 1: 

f'! b't 

Mo. l!1' 

，、

"  

，'1: 

れ h't 及 び 純 111 J1j': {t ，1I 

10，791 ，170 

6. 870. 560 

575. 000 

77 ，500 I  

19. 000 

104. 080 

2. 700. 000 

99 .850 

345. 180 

23，888，351 

5. 694. 637 

711. 450 

14. 846. 664 

21. 600 

2. 41. 1. 000 I  

200. 000 

418，619 

128. 040 

160 ‘ 729 

12. 600 

52. 450 

39. 500 

25 .300 

19，900，000 

3，394，499 

23，294，499 
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般 勘 定

支 内 訳 表

印刷1 63 q'.  3  !I 31  11 1.見作

4又

I‘ t  備 t; 

7，394 

2. 500 

0. 900 

9. 406 

6. 600 

日， 845

7. 300 

1. 020 

8. 625 

2. 070 

2. 900 

5. 700 

0.-180 

0，000 

7，946 

。

0，000 

0，000 

1，397 

(  'itf ケ : 1'11 

ｾ＠

4，77 

4. 55 

34 

10  

ム

ム

ム

14，67 

7. 37 

5.1 

1. 35 

61  

52 

1.4 1  

5. 56 

1，00 

12 

18，50 

1. 00 

28，52 

L::，. 

62，114，606 

26. 227. 500 

1. 699. 100 

3，1. 109 .406 

78. 600 

107，170，845 

77. 377 . 300 

2. 5' 11. 020 

7. 641. 375 

1. 612. 070 

2. 022. 900 

2. 1 15. 700 

10. 560. 480 

1，700，000 

3，127，946 

4，500，000 

18，500，000 

500，000 

197，613，397 

p: 

66，892，000 

30. 780. 000 

2.0. 10. 000 

34. 000. 000 

72. 000 

92，500，000 

70. 000.000 

2. 000. 000 

9. 000. 000 

4 ‘ 000. 000 

1. 500. 000 

1.000，000 

5.000. 000 

700，000 

3，000，000 

4，500，000 

0  

1，500，000 

169，092，000 

，'， n  11  

人 11' . 会 tl ( 本 ・支出11)

人 11' . 会 ( W也 ) j )

体 I/: 会 o

会 (j

JI 

ｾｊＨ＠

収入の部

大 n

'(' 1  

同

何

回

吋

凶

日

叶

h

u

-

-

l

白

1

1

1

l

e

 

人

人ｾｬＨ＠ｾ＠

12，660，861 

7.960. 515 

311. 730 

2. 400. 330 

392 .444 

1. 054 .928 

646. 833 

204 .090 

478. 021 

6. 000. 312  

11 ，905，036 

3. 204. 770 

18 .5'16.857 

750. 559 

727. 590 

100. 630 

93 .795 

432. 430 

34. 147 

86 .000 

28. 600 

1. 1. 264 

31. 300 

99. 040 

8;' .000 

43. 970 

02. 726 

6，1. 200 

。

t; 

86，348 

5，500 

92，000 

54，745 

備ｾ｜ｬ＠

ム

ム

ム

ム

ム

A

U

ム

A

。。。
正己

600 

736 £込

700 L::，. 

960 L::，. 

000 L::，. 

030 正込

274 L::，. 

800 正:，.
4  

，000 

，348 2，4  

，500 c，与

。
c，与

広"  

，745 26，4  

出F 市!

1  

L::，. 

A  

L::，. 

古Hp: p: }

 

町
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s
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ｾ［＠ 1e lr '('1 

がj 約 款 '('1

o れ ? ， i 発 行 '('1

築 ｊ 主体 ｪ 巡， Ｇ ｾ ;/1 '('1 

会 t'l

t術 品 iJ.J l ｾｾ＠ 'L'{  

i i' jf< !.M! '1' 1  

hX ｾ在五， Ｇ ｊ Ｇ ，
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昭和62年度事業報告・決算報告

- 日本建築協会賞の創設

創立 ＷＰ 周年を契機として、ｩ｣ｬＡ築学ｾにおける総合凶体

としての性絡にもとづき、地i生に| 則わるあらゆる分針

において社会!::_c掛; した同体、または個人に対して、

その業紛を讃えるとともに、わが国文化の向 t、公共

の樹止に寄与することを日 Ｈｉｾ として、｛ｊ本住築協会賞

を創設。( 作品は表彰対象から外す)

・記念式典・表彰式、 講演会、祝賀会

(11百布16Zi1ド 3 J  130日 於太閤図) 既報

.r開 性 ま れ一関西の建築家50J の出版

「述築と社会J 1I[j，f 1157年 8 J l 7) ・より II({ね161年 9 J  1号

までシリースとしてJ制改された fl 湖州のII({手[ J 生れの建

築家ー設計者のフロフィール」を全収録し、あわせて

関西の主要設 ｊ 除助対 ｬ･ｴｾ 情報、系議、年表、主要作品

掲載( カラーマッフ ・写生ミ ・λ ケッチ. ｊｾｲｈ ｊＺＮ旨Ｉ写

で、関西建築界の状況を紹介。

. 市部健主まれ一関西の建築家50J 出版記念

講演・見学・祝賀会

演題 「父・述d綜ji とl日巾子胤ホテル」

品物市副斜! . i ( i : i l l f 餅建築自1I 作所)

8 月24日 31(ギ- 7 1 ( キ於旧甲子| 刻ホテル

出席- 15 147名

.r昭来往まれ一関西の建築家50J 出版記念

関西建築家50.展

8 月25日- 9 月2 日

会場武J J 1 f 川学院第 3 学会甲子園会館

人J易者数 2，938名

. ヨーロ ッハ研修制子 「ふたつの世紀末の建築を訪ね

て」

日 程 11月21 日- 1 2月 5 日 (15nIHl )

参加者 29名

訪問先 ウィーン、フランクフルト、ダルムシュタッ

卜、テ・ユツセルドルフ、ケルン、 7 " ) ュ y セ

ル、ノれ人グラスゴ一、ロンドン

. 大正 f{:主宅改造博覧会」の夢展ー箕面・桜ケ丘をめ

くr って-

3 月8 日- 5 月29日

会 以 I NA X 大阪支I苫

企 画 I NA X ギャラリー企画委w会

企画協力 社団法人日本建築協会住宅展委u会

. 住宅資料集

「住宅近代化への歩みと日本建築協会J

A 5 判 ＱＷ Ｔｦｾ＠ 企l曲 ・編集

圃住まいの絵本( 大阪市HOPE計 画

「なっちゃんのたんじようび」

A 4判変形 32頁 企画I ・編集

‘ 創立70周年記念事業

貸 借 文せ
日召

表

昭和63年 3 月31 日現在

科 目 金 額 科 目 金 古H

( 資産の郎) ( 負偵の部)

流動資産 流動負債

i符 通 預 金 545. 639 未 払 金 500. 000 

中岡田憤7 1 ンド 9. 257，198 次期繰越金 9，302. 837 

dロA  9. 802，837 .g. 9. 802. 837 

財 産 目 録

H13初 63年 3 月31 日現在

科 同 金 官H

( 資 産 の 部 )

流動資産

普通預金

545. 639 

中央信託銀行悔旧支席

中期国債 7 7 ンド

ユニバーサ Jレ証券大阪支1;5 1  9，257.  198 

資 産 合 計 1 9，802，837 

( 負 債 の 部 )

流動負債

未払金 般 会 計 繰 「
500. 000 

負 債 合 計

次期繰越金 9，302，837 

収 支 内 訳 表

昭和63年 3 月31 日現在

(収入の部)

科 目

寄付金収入

雑 収 入

al ・

( 支出の部)

記念式典貨 500 667. 500 167. 500 

日本撞藁也会賞費 6. 000 3，436. 430 62. 563. 570 

周年記走者昨 今 1. 500 1，883. 790 383. 790 

Ｂｾｩ 員会 500 111. 111 ム388. 889

祝賀会 3. 600 3. 981 ，230 381 ，230 

展。Ｇｴｩも Ｚｾａ 冨
4. 000 1. 310. 050 ｾＲＮＶＸＹＮＹω＠

見学会 φ  500 508，575 8，575 

司自備且( f '!l 務φ 1. 000 976. 735 6  23. 265 

(， Ｈｉｉ ，ｾ＠ 900 016900. 000 

一般会計繰入金 1. 500 500，000 ム1.0∞ 脚

20 ，000 13，375，421 16 6，624，579 

収支: &51 9. 302 .837・・・次期繰越金

昭和63年度事業計画・収支予算

本年度は前年度よりの制品光' 作業として下記の事業を

行い、記念 ＧＱｾ Ｑｩ を終える予定である 。

・住宅資料集

門主窃丘代化への歩みと日本建築協会」の発行

本会は大正11年 9 Jl、 H本で初めて出血に実物住宅

を述，i鍛利ーる{ 主' 敬造博覧会を邸調判長ヶ丘で開

催し、単に実中m! 1 : 宅の展示だけでなく、約15. 00C併の

加也l二階覧会本館、 l長州拠函館、飛行塔、テント村な

どを合む大博覧会として実66日間、延べ 7 万人に上る

観，ｾを集めた 。 また、 ＲＵ 戸の展示住宅のうち、 ＱＰ 戸は

今なお則也に健在で、現在も、良好な住宅I也の中で呉

彩を放っている。

今101、博覧会前後の社会情勢や住宅延代化への退程、

. ' l 帰栴払をはじめ、当時協会が行った設計コンペ入選

作の紹介などを集録した。

A 5 判 174頁 (As，f U63
ff. 5 月出版)

定価 1. 500fI J  

・住まいの絵本

「なっちゃんのたんじようび」の発行

本会創、 ｉげ ＷＰ 周 ｆ汀 ｦＮ 争記念Ｇｊｲｾ業駐ならぴに大阪市の ｈ ｏｐｅ

ｅｊ計討ｼ咽画 ＨαＲＱＱ 跡 ｅ胡倒 Ｑ怖市聞主イベント ｴ桃持 ｦωＡ 日ωｾＩ の一環として発

行したこの絵本は、次代を但うこどもたちの住まいへ

の関心をおめ、豊かで美しいまちづくりを支える住居

縦、 n. 急1践を汗てるため、I i ! l r l i問主の魅力をテーマに、

一少k のJ匙t J lの- 1 : 1 を描いたもの。

文と絵 }!I 村みづえ( 昭利63年 5 月出版)

A 4 判変形 32頁

定価 600円

収

( 収入の部)

支 予算

手'f
|二| 金 在員

住まいの絵本頒布収入 5.300. ∞o  

住 宅 資 料 集 収 入 1，∞O. ∞o  

雑 ｾＩＨ＠ 人 30. ∞o  

llir 矧 繰 遜 金 9. 302. 837 

r企hz  15，632，837 

(支出の部)

科 fl 金 古H

( ] : まいの絵本出版. i lm 5.300. ∞o  

住宅資料m • 2. 500. 000 

*  ミ

Zgョ込
t'( 1. 500. ∞o  

務 ‘'/.'( 1. 000，∞o  

(. 
日目 'J'( 5. 332. 837 

企Eh  t  15，632 ，837 

‘ 佐野会長、中央建設業審議会委員に

本協会会長佐里子正 一氏 は 、 本 年 6 J  /15  rl  f. . t けで建設大臣の，諮問機

関である中央注設業Ｇ府議会委 ｌｾ に任命された 任 期 は 昭65年 6 月 14

日 ま で の 2 年 間
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暑中お見舞申し上げます

主

同山 幸 夫

株式会社汗山建築mu事務所代表取締役

帽 550 大阪 dil 何l式市町制ト 10- 19;1 仲I ピル m ，I!;06 ( 443)  0430 

帯610- 11 l'I' t; .  )j( r. lldillli )j ( l >(大1(，[' (' 1' ， ' 1¥勝山町 14 6  

ｾＭｮ， ＱＡ［ＰＷＵＨＳＳＱＩ＠ 8082 

j斐 井 泰

株 式 会 社 笠 谷 工 務 ! 芦 咋 務 取 締 役

帯 659 円 1，1 di 業 予 町 4 ー 1 "I1，: [ i 0797 (22)  0703 

帯659 f'I'も 戸 川 市 消 ヶ 丘 町 13ー 5 '，rr ，:占0797( 22) 5291

j斐 日百 夫野

株 式 会 社 淡! f 建築設計事務所代表取締役

閉 ＵＴＳ 大阪市 ｫｅ 干 ｉ＾Ｈｊｉ ｬｩＮ ｲｾｩ 阜町 Ｕ - 3 5  7{ ! "f ; 06( 768) 0201 (1; 

帯631 1' 1・む・ t i U込山内令史ヶ丘 6 J i  1  I 酢 5; ;

'，1! 31; 0742 (46)  4346 

J菱 茂 夫沼

株式会社 i量 消 組 取 締 役 社 長

帽 543 大似 d i k E.' i l>( l I ! 品川町12待 6 );- ，1!，:，I; 06 ( 768)  5222 

" ' 168 (1 むー・瓦 JjC同時長。1主1>( ド出 j ド，; 3  r l l 171昨 I ｾ［＠

，(!，l f ; 03(302)  1922 

必泊、

"" 
長 浅 海 正 雄

長 浅 海 伸 之社

j長 海 電 気 株 式 会 社

帯530 大 阪 市 北1，( 1叫ん品 3 r f1 7 倖 4 }; 屯" 后06( 36218701

帽 665 ＱＧＱ主・ ￎ｛ｬｾＢｪ 御殿 Ｑ Ｑｉ Ｒｉ￯ｉＳＱ ＯＱＧｴ ＵＰＭＱＰＹＩＩ

・i!，¥M797 (85)  0745 

晴 665 ＨＱ主・ ｾｩｏｾＢｩＮｾ 町 Ｒ rr 110/l't 26ー 712; ; .

・ ＨＡｾｦ［ＰＷＹＷ (81)  1174 

井 上 隆

Jt 上 窯 業 株 式 会 社 代表取締役

帝 543 大 阪 市 天 王 寺区生 E 町 111昨28); ' 11lrii' i 06( 771) 2851代

帝 659 n宅 ・ 円 以 市 川 丙 町 4 /l't 23) } 喧 Ui 0797 22 5930 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社

帯 530 大 阪di 北1>( 丙 天 満 5 r 円101 f f 4 号沿必06 ( 364)  5836 

帯 560 ( ! 宅 O !f 'rli 本 町 2 r 日2 /l't 24l"i  '官Ui 06 (852)  5775 

生 島 道 春

昭和63年盛夏 ( 50音順)

社同法人 円本ill 築積算協会関西支部 支部長

串 542 大阪市沖' I ! > ( 鰻行中之町6211' i J 也市川ピル2 F

'1!!，:f. 06( 245)  6645 

泉 哲 史

指 宿 真 智 雄

株式会社 建築デザイン l 級 建 築 士 事 務 所 代 表 者

閉 564 欣 l l iffj ，[JIl 町 1 r H2 3併 101 ｾｽ＠ 大101生 命 ピ ル 12F

1{!，1Ii 06 ( 386)  131 ＱＨｾ＠

"' 606 )j( toll ，fj tr 庶 民 ド 帆 北 ' f 々 神 町8 - 5 i{! ，1f. 075( 781) 6573 

ｾ＠
.， 井

由

ｊｾ 、 臣沢

株式会社 fj{ 沢ill 築設計事務所代表取締役

帯、530 大 阪 市 北1>( 神 山 町 14lff 3 乃 木i l t{J ピル

・i!，i，l i 06( 364) 907 l{ t  

石義

I-Ll  

Z王 武

イマヰ弘l ! 設工業株式会社代表取締役

"' 547 大阪市、Hf' I>(}JII ｾｾｴＵ＠ r 円11 昨 12日1I t ，lfo06 (792)  4425 

F A X  06 (792)  5837 

" 547 大阪市、H f l 正 予 肝 北 2 - 9 ー 15 旬 以06 (792)  4404 

ｾ＠
.， 茂 雄

大 機 ill 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

相 666 J王J'I! 県 川 内 di 久 代61 "1 11 併 16))- ￳ＧｻＡ ， ｉ ， ｾＰＷＲＷＨＷＰＩＸＵＶＳ＠

帽 665 (1' も ' i O宮市中 111;'; 2  1  111811'i 9 け

，1!，l，Io0797 (88)  3698 

グッゲンハイム美術館 ( 段計 F ・L ・ライト)

市 繁 雄

西

l

 

i

 

t
-
-

，

 
日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締f支社長

串 601 京都市南[ > ( 丙九条位f H 冒T20 電 話075( 681) 5101 6  

株式会社今商法築デザインルーム代点取締役

司 ＵＵＰ 大阪市内皮 ｾｴ 細江 Ｑ 丁目 ＱＳ ＯＱＱＧ ＲＱ 号 山田ピル 1 F  

電，506 (541) 3051- 3 

，6、

ーす 祥 良日西

Ji1ff ! 法人大阪住宅センタ一 理事長

帽 542 大阪r ! Ilvil>( 仲it.} J砧4 f' R 4需3J }

御 堂 筋 ア ー バ ン ラ イ フ ピ ル4 F

電源06( 253) 0071 3  

開 591 槻 rli 純金! 日l町31' ) - 23ー 102 電 話0722( 51) 1902 

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 糸 岡 義太郎

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

再 530 大阪市北区太融寺町 3 /11' 24号 電 JIi 06( 312) 8881 {'e表

，6、

寸 村 祐 三 郎

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事

事務局長

帯606 自宅 ・!jc /iII rli I.i. 庶 民 下 鴨 芝 本 町37 電 話075( 781) 0289 帯540 大 阪 市 東 区 1主婦 3 r 臼 70 電 .lfi 06( 941) 4821

専 務 取 締 役 岩 崎 弘

常務取締役西日本本部長 音 竹 寛

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

司 550 大阪市岡1>( ; t 売掛 11・同 13番l 勾 司!，11i 06( 531) 0916 

大 低 ピ ル 1It，11i 06( 541) 7301 

""630 (1' 在・公良市法4 立花町1046- 2 7{! l Ii 0742( 22)  2217 

""560 (1宅 盟 中 市 l I ! 寺 内 1 0 - 3 6 電，lli 06( 339) 3550 

グ リ ン パ ー ク ハ イ 〆 304
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株式会社 JIミ畑主II 築 事 務 所 取 締 役 社 長

帯541 大阪市l I ! [ ，(  伏 見 町 5 ー 19 電 話06( 202) 0391

帯658 (1 宅 ・ 神 μ ，fi ll!雌1>( {ESI11 T' 4  ｲｲｾ＠ 4  - 3 2  

mぷ078( 81 1) 0216



暑中お見舞申し上げます

上 圭

ごム

J 口西
岡 本

差

Eコ

昭和63年盛夏 ( 50音順)

fT 亀

」 ー

ノ、 夫田

株 式 会 社 大 気 社 代 表 取 締 役 会 長 株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長 株式会社 1MIGj 製 作 所 大 阪 営 業 所 寄 締2

軍 530 ＩＮＺ聞記 ｲｬ￮ｾｴｬ＾ｻＧｉＧ 之島 ＳＭＲ ー ＱＸＱ ＱＺＯ Ｎ＼ＧＱＧ 之ぬピル ｈ 特 需 550 ).:111;1 ｲｬ￮ＱＱＴＱ＾ｻ 押 ｩｾｲ 1  1'1 15 I昨 7 ｾ［Ｍ II Lj''j 陥ピル 帯 530 大阪市| ヒlメ 1
1
4 "，均 3 1'1 113俳 18} ; ' μmピル

日目，1占06( 448) 3603 "世，:，r，06 (5321 3421 Ｈｾ＠ '，I!"，r，06 (36.1 11951 

明 659 1' 1七 兵川ゆ九円 ｬｩｾｲｬｪｩｦｾ ｬｈ ｦＱＲ ー ＱＴ ・1l，v，0797 (22)  5949 

植 寿 雄野

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

持'，542 大阪市f I l i lK l U山本町48つるのすピル主1 ! " i i 06( 244) 1561 

高 588 n'も 幌 市 大 美 里f 5  - 9  '/立.l!o0722 (37)  1162 

尾 亀

圭

一

周
四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

再 540 J . ; . 阪市東1><: 械見 1 イン 21MI Dタワー 1官，11i 06( 949) 1371 

""，573 f J 屯枚 }j rfi ｉｾｊ＠ 111 f' 田r 1 5 - 4  ;U，泊0720( 41) 3427

尾 重 信原

株 式 会 社 和 光ill 築設計事務所 代表取締役

再 550 大阪市西I X . 北堀江 2 r 日9 需15丹 屯 話06( 531)  4488 

再 532 自宅ー大阪市淀川 I烹卜 τ 点3- 14- 13 .!t ri Ii 06( 302)  1051 

多 井 幸 男

多 11・ 建 築 研 究 所 所 長

揖 541 大阪市! l ! r>{ 今紙 1 1"1111性地 l 需品l ピル

'i !t，11i06( 226)  0008 

桶 657 ( r七 やIr ，I ，l H盤I>{V/{司l町 3 1" 111- 11

ー吐.:!，078 ( 821)  6133 

大 孝夫西

株 式 会 社 口 建 設 計 常 務 取 締 役

大 阪 統 結

晶 541 大阪 r!ilUf.メ.，日3陀紙 5 r R2 1 需I也1 '，1i.lf. 06 ( 203)  236 1  

間 違 勇

岡 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

司 530 大阪事務所 ー大阪市北反丙. Ri晶4 r 目4番12号

近雌ピル 6 F  電お06( 362) 6082代泉

南 567 荻 本 市 維 の 里 2 r 阿16番 6 n

t置，11i 0726(43)  5230 ・8953
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串 659 i'I.t; ， ｩ 守 ｬｩＡｲｬｩ｜ＧｈｾｉｾｲＳＵＧ 7  '，l!，;[，0797 (31)  3201 甲 561J 1'1 t; .  ｾｾＧｉＧ＠ rli iJ m山正日Ir 8  12 '，l!，，，! i 06( 855) 5356 

奥 紘村 千子 鎌 谷 秀 男

奥 村 重 兵 i街 株 式 会 社 取 締 役 社 長

軍 ＵＳＰ 大阪 ｲｬ￮ｾｴｬＩＨＱ Ｑｦｪ " 渦5 l i  13俳7} } i tt 泊06( 312) 4131( t

帯，662 1' 1' t: 州 :;';rlil Y. j 郷田 f 11 砕34; ; - 'o'l!，;，r; 0798 7110011 

カ日 藤 忠 三 郎

修成 鐙設専 門 学 校 ｉｆｬ ｬＧ ｊ ｾ 長

帯 555 大阪 rli 州法1111>( 人;手' "115 1" 111930 ;'i!，:占06 ( 4741 16，14 

帯665 1' 1' 七ー liJ ￥， l i Hf i 31'1 18 待23; ; - ar ，;，r' 0797 (72)  1380 

E
-
-
-
-
-
-I
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E

E

，
，
 

ｾ＠

J芋 繁 夫

株式会社 、f J 日 夕 イ ル 取締役会長

株式会社 川岸言語業街! 占 代表取締役会長

帯 550 )，:1II)rli 州 1>(1川本町 1 1'1 113， 33 ，[，，，r，06( 532) 0461( ¥;  

ドλX06: 535) 5181

串 563 n ・じ e也111 rli N. 神 1  1'1 110 10 "日.ifi 0727'  61 J  8598 

川 瀬 甲 子 雄

扶 桑 符 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

軍 616 点目)di (IJ j ((>().d持者l以式部町12需地 '，U. 活075( 86111157

k阪支'，1; 'ilr ，lli06 (3似 07i i *，j( 支1，li ・U，;，r;03 26310501 

帯 565 1'1'七・ l次 IIJ di i l t ' Bi i  6  - 7  - 2  " 江ぷ06 '83- 1) 1734 

河 井 弘

軍 550 大阪 rli 州以阿波町 1 1'1 11 市 l O}}

1喧.;，r; 06( 5321 1231 (t 

帯 601 t'1宅・ J;( Ii! SrlII軒[ >( l Uf L条北月九回 f24' ，立.，5075( 691) 1334 

テン̂ - " ) オキオ教会(設計 T ' スオマライネン)

数 井 手リ 美

ｾ＠

見

河 }I' 建 築 事 務 所 所 長

帝 631 奈良市 'J' 山町内 3 r 目210- 25 屯品0742( 44) 8100

0742( 45) 4378 

河 裾 夫

株 式 会 社 内 村 建 築 'JJ 務 所 取 締 役 社 長

帯 652 神 r
I

寸t" i oI( j >( 荒川町2 rF l l - 8 愉J 、ハレ λ ビル

'，!i，11i078( 521) 0205'  0207 

軍 654 W i:.: 神戸市，Wn!X:l' 1I 11fi  2  r r 139- 13 

ι日，l!o078( 79215862

亀 井 晃

ごム

J 口

平日

f豊 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 531 大阪市大淀区本庄西 3 r 目 9 佐 20号

電話06( 371) 5146代

事 ＵＶＰ 自宅砲中市中被 ｊｾＴ r 日6- 4 電 話06( 852) 4148

木 原 正 雄
一級建築上事務所 あ り

株 式 会 社 A，R，L建築事務所 代表取締役

近 畿 工 業 株 式 会 社 顧 問

帯 ＵＴＰ 大阪， ｴｩｾＨｬｸＺ 谷町 Ｒ ー ｬ 近鉄大 f'11il ピル

; I Wo06 ( 9431 5500 

帯 663 1' 1七， ｾ町内， ｦ￮ｩｾ Ｇｬ ｬ r-I剖 l ー 10ー 16 ，1' ¥' /o0798 (41)  6580 

喧 542 イ同t '1:<傍所 ー大阪市市1>( 谷 町 7 J l d31f，4- 203 

折 谷 町 第 3 ピル 2 F  

41，11i 06( 768)  ＱＷＷＱＨｾ＠ FAX06( 768)  1406 

号 577 7 ト リ エ * ' 大阪市 1: 行 切 町2ー ] 4- 3 5

'l!，l l i 0743(73)  6137 

需 631 n  宅 公 民 ，lftii ノ本1 ' 1311133待 5 i }  

o'{!.! 占0742( 43) 1226 



暑中お見舞申し上げます

木 下 園 男

内外パーキング施設株式会社取締役社長

軍 550 大阪市阿1>( ，1: "均1: 2  r  [1 6  - 2 5 - 5 0 8  

電 話06( 441) 0477代

替 665 i ' I 宅宝塚市逆瀬台6 了円 15番11 乃 111.1古0797 (73) 3228 

‘
、

'

a

a
』，

，
 

阪 氷

大 ｦｾ 印刷株式会社代表取締役

帝 531 大阪 rli 大淀1>( 大淀' 1' 4 n1 1 3 - 1 1  1'll"t.06( 451)  7631 

帯 553 大阪市似品[ > ( 制ぬ 6 r 日20ー 10 ｾＧｬＡ， ｩ ｉｩ ＰＶＨＴＵＱＩＵＳＴＶ＠

島勝 巳

{f 限会社小島勝巳建築事務所代表取締役

会 長

佐 野 正

昭和63年盛夏 (50音順)

四 方 良日

..1. ... 回

U同

阿 ) i 設計工務株式会社

株 式 会 社 安 ) HI l 築設，H事務所代表取締役社長 ー級ill 築 上 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

串 540 大阪 rl iJliI>( ，r，，¥町 2 1・11 7  I! 'ff由 '4l ，;[，06 ( 943)  1371 代 帯引2 点目IS市伏見l司深 l，tr悶1>1. 敷町32- 2 電話075( 642) 9516

百 662 1'1'七 I' y  ':;'; rli 'J[: 11' 町 4 の 9 1'll，lf，0798 (72)  1569 再 612 iγ も ，f，( IiI Srli 伏見| 右京l ，tl 則Z宝敷町3 2 - 2

堺 徳
五

口

斉 藤 園 義

名瞥正会μ

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 唐 常 務 理 事

<"' 540 ) ( 阪 rli 点 1>( 両仲田T I 丁目 13番地 m，]1i 06 ( 944) 1468 

串 558 J' I' - t ; ・大阪市住占r n日i J J - 7- 39 m，11i 06( 671)  3792 

城 庸 平

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

軍 557 大阪市内成 1>(}I"Il 2I "1 16詐5 ｾＭｽ＠ "I.l.lf，06 ( 661  )  3325代

帯 557 1'1・t 大阪ｲＡ ￎｉＯｾｬ ｲｘ ｬ＾ＨｽￎＧ '1lJl!: 1  r  1121 I昨3} ;

o1!.lf. 06 ( 652)  0208 

雑

カロ

貝 幸 夫 口

帯町5臼加4引l ?  T  ;沈f;払iLt セ官Ez  ;2; 2獄2L誌認:2;弘1γμ川ll口lJJ ;以t叫z:古払:弘4川

帝 lω03 呼点iJ点i江('引lμI f:妨指知l所1可苛l庁r ' !点4ιuボ;江f 自師郎，11川'1小1ド1央 t (メ[J 本f焔品 4本支町 1  1悶5 1ω0 可苧芯5別43 大岡阪語『市l i xl正i J刷F引1>( 1  本開阿18 1"1 1 3  ｉ併昨 ＲＳｾ り ;  

山本ピル7附・1.l，li，03( 661) 0768代 ドA X03 ( 661)  71 57 ，t! oif，06 ( 772)  4426 ・4436 株式会社 大 阪 城 i l 研 究 所 取 締 役 社 長

胃 166 J' I' t ; ・! UJj( 自1I 杉、1f;_jX:成 111州 1 1"1 116  17  

ぽ.i I; 03( 315) 5435 帯 573 1'1';:; ，枚 h r! Ij 守中ヶ丘7 J・I111 16 唯，1[，0720 (54)  000.1 再 530 大 阪 市 北 1>( f'l u1町 2 番 15 号 電 話06 ( 372)  7151 代

‘
、

I

E

J

 

，
，
 

弘
ごム

J 口西

日本 fl: 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 'f J:長

帝 113 ｾＨＩ［Ｈ郎文京 Ｑ＾Ｈ 本駒込 Ｖ I'I J  15需 7 i;. 

'i [I，.，ri 03( 945)  23日大代

取締役会長 小 西 岬

取締役社長 橋 本 正 章

株 式 会 社 小 問 設 ，H

寄席 550 大阪 rlil阿|メー :r. ブt- 堀 1 ｬ￯ｾ＠ 12ー 16 '，l!.:/，06 ( 532)  4051 

林

ご重三

J 同

市 545 1'1・主 大阪ｲＡ ｩＢ ｊＨＺ｜Ｇｊｦｉ ＾Ｈｾｗ ， 3  r  11I 1昨7; ;

71.l，:f，06 (654)  0584 

話鳥 藤池

株 式 会 社 鴻 池 純 代 表 取 締 役 会 長

市 541 大阪 di 点iえ lヒ久 If 宇開14 1"1 1271住地

ダイヤルイン ol!，I，f; 06( 244)  3500 ( 受 f.t f 1)

帯 603 W i: • ｊ［Ｇ 而 ｉ ｲＡ ｩｾｴｬ メ ＧｉＢ ｲＭＮｲ νＧ ，Ｎ［， ｪ￭ｬ 関 ＱＸＶγ 世ＮＺＱｩ ＰＷＵＨＴＶ Ｑ Ｉ 1526 

同 11 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

杭 550 大阪市内収、1光掛 2 Tt i  1 需 2; ; - ，' I W，06( 543) 2553 

笹 敦野

ゆ熱/ : 1 : 業株式会社大阪支111 t d d  

帯 530 大阪，I i .ltl": 之 1111 J 1 11 1ft 8  l} 北阪怠ビル

，ll;: 占06 ' 372) 84 11 

須 賀 好

出

国

国

近 畿 大 学 殴 工 学 部 建 築 学 科 助 教 綬

需 577 JI( 大 阪 市 小 打 バ 3 - 4 ー l 句 ，v，06 ( 721)  2332 

内 線4519

帯 577 J' r;:;' I ! ! 大阪r! i小阪 3 - ，1  日911

11.l川号06( 789) 8114

菅谷 節

ダ イ ダ ン 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

柄 550 大阪市丙[ >( ，1: μ 蝋 1 r 目9J11: 25号 電話06( 441 ) 8231 

高 158 自宅・点点都世田 谷灰等々 }J 6丁目 3 1ft 18号

電 J舌03( 703) 1027 

鈴 木 隆

株式会社鈴木隆二設計事務所代表取締役

軍 4ω 名凸，- /11 rli'I 'I>(松IJ;( 1  r日1 7 - 6  

屯 J t052 ( 321)  1763・6720

帯 463 自 宅 名 古/; 1市' ，1'111[>( 小幡池下73 ＱｕｾＱｩ ＰＵＲＨＷＹＲＩＳＵＰＵ＠

田 中 明
由

'巳，、

大| 阪エスヒー紙工株式会社代表取締役社長

帯 540 大阪 rli Jl( Iメー E 造 2 1'1 125番20号 屯必06( 765)  5650 

FAX06( 765) 5655 

帯 614 n宅 八幡市八鍬稿係谷98- 7 包 括075 ( 971) 0395 
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暑中お見舞申し上げます

田 中 優

株式会社ユソニアン一級建築設計事務所 代表取締役

四 530 大阪市北灰天抑制綿2- 5- 25 行杉グシ ンドピル 10ド

電話06( 354) 2781  -4  

....536 大阪市雄京阪hl tn 4  r r 1201ff 2  ｾ［＠ 電 J l i 06(931) 8857

田 村
盲

六

名誉会長

塚 本 猛 次

株 式 会 社 日 建 設 計 最 高 顧 問

<i!'>541 大阪市東l垣，o: ，1t!橋5 r l I 211存地l 泡 J l i 06(203)  2361 

串 665 自宅・宝塚市清荒神 2 - 6 - 2 7 1在活0797(87) 1940 

辻 本
屋Z

5 三

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役 副 社 長 株式会社ツジモトユタカ設計事務所代点取締役

ｾＵＴＱ 大阪市東区本田 ｔ 4  - 27 句 JIi 06( 252) 1201  骨 640 和 歌 山 市 東 長 町 中 の 丁 12 - 3  '1l!:，11i 0734( 26) 2030代

署 663 西 宮 市 浜 甲 千 阻 2 丁目 5 ー 19 電話0798( 41) 43∞ 再 640 自宅ー和歌山市東長町中の r 12- 3'1l!:，11i 0734 (26) 2030代

取締役会長 高 橋 慶 夫

取締役社長 上 回 宏 ニ

株式会社 高 級 上 回 投 J t 事 務 所

"' 550 -i<社 大阪市州民新町 1 - 4 - 21 大宇ピル

旬 以06( 533) 0971 3  

" ' 113 Ａｬ Ｈｊ ［ｐ ｦｬｦ ｾ 所 ・ＱｉＡ ， ［ｃ ＯｩＱｉ文京阪本郷 ＳＭＵＭ 4  

制 11 中山ピル 5 F 1ll.il，03( 818) 5173 

竹 内 哲

日本電設工業株式会社大阪支庖 取締役支底長

押' ，531 大 阪 市 大 泌 氏 笠 蛸 3 r 回17- 15 m，1i; 06( 372)  3533 

現 560 n宅・技中 rli 蛍 池 京 町 2 ー 7 - 6 "包括06(841) 3822 

橘 泰

ごム

J 口

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

e 5 4 0 大阪市東区森ノ宮中央2丁目 7番15号 稽，;!i 06 941' 9445- -9 

4岳590- 01 自宅・幌市岩位台3丁26番3号 電 話0722(91) 2267 

圃. L-

J . L 良B野

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代表取締役

。550 大阪市西区南絹江 2 丁目 13番22号

電ｾＱｩ ＰＶＨＵＳＲＩＳＷＳＱ 代

知 義 夫見

⑤ 601 臼宅 ' J;( 都市1" 区丙九条春日町48 '1l!:，i i i075 (691)  3860 
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j章 村 芳

昭和63年盛夏 ( 50音順)

オリエンタルメタル製造株式会社 代表取締役社長

崎 660 尼崎市昭利，v . ij 凪3 J i 1261f，I也 電，l l i 06( 412) 5131代

田 330 自宅ー埼玉県大' 山市高鳳町 3 J i l 581ff地

J昌0486( 41) 0204

寺 嶋 久

r，告書会長 名蛍正会n

東 謙

繁

株式会社 ｓｩｭ 建築 Ｇｊｾ 務所 代表取締役

帯 604 Jif/ifS ifj'1
1
tif( x. * i (D1院通両11来向l' ド，.

エ ス テ ー ト ビ ル 402 m ，11<075 256)  3993 

帯 616 (1' 芭 ，;c liHdi {I- ，;(1ベ昭域内川本化野町 12 -45 

，1!，1占075( 87113921

イ専 正 明

畑

株 式 会 社 東 畑 辿 築 事 務 所 取 締 役 会 長

帝 541 大 阪 di !ll l'>( 1人 見 闘 f 5  - 19 1i! Jf，06( 202) 0391  

. . . 658 rt 宅 神ド rlillu置rx: 1主お山手4 4-35 電お078( 851)  5043 

徳、
Eヨ

E ヨ 克

馬

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

同 550 大阪市丙l責靭本側T J  j'Tl 17昨 15け

1ll J f; 06( 441) 0378大代

再 558 n宅 大阪市住吉ー1>(1是1/; ;I( 3 1i 114 1ff 22- 515

，自，¥[;06 698)  7895 

岡

徳川l fl 克 ill 築 設 計 J]J . f ) j 所所 長

帯 530 ｫＮ阪 ｲｬｩｾｴｬＧ＾Ｈ 阿天満 ｈｉＱＳ Ｑｦｩ Ｑ Ｑ 205り '，I!，!i; 06( 314)  1688 

帯 661 IIO崎 市 次 11¥ 3  r  I1 6  1fi 60; ; - 4!，i M6( 499) 0701 

帯 ＸＱＳ 制 ｉｾｊ､ｩ Ａｬｩ ｬＧ＾Ｈ T-'J "2 nl 3l f f 41 305; ; 屯，1i; 092( 682) 5301 

帝 532 (1 芭 k 阪市淀J l II>(1時『弘6 J i  16品18; ; '1l，:i; 06( 391 1  1438 

内 藤 正 克

株式会社内繰越築設計事務所代点取締役会長

四 675 13 兵城県H f ，lil: 本町240 H f ピル 屯J fi 07946(2) 4757代

酔 675 13  (1-1;， 兵J，f {v; t . 小野市久保本町1063 1I!，ii; 07946( 2)  4668 

中 英 雄原

株 式 会 社 創 美 設 計 代点取締役

冊 ＵＳＰ 太田 ｾＢｩｾｴｲ＾Ｈ 本広町 Ｓ 需 ＲＱ り ＱＮＧ ，Ｇ利 ｍ 開 ｦ ｬＢ ｬ レ

官aJ 1i 06( 312) 3587代

' "' 565 吹 111"i 桃， I ' T14 1'1 13 得 1 -808 

長 j畢 fT 孝

日本住宅パネJ l ，工業協同組合大阪支所 支所長

帽 530 k l'i¥i ， ｉｩｾｴｬ＾Ｈ 丙天満 Ｕ J i l  6  /ff IO;;- t.l1II田T' 、 クピル

也 1[，06( 313) 3321

"' .598 r' r t 大阪府京佐Yf 巾ifl i.YT- f ; 20- 52 1il，1/i 0724 (63)  1260 

西 村 日百

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

帯 532 k W.i di 誌 1111>(-1:'; 1);¥1  J i  11 I昨H i }

，在 .，f;()fi ‘ 391 ，1281

帽 ＶＶｾ r'1't: .  ｾ可戸れ ｬｩ 卜Ｇ｛Ｑ r- I剖11 '1 1627202

，1I，lf，0798 (4 1)  3082 

時
l
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寸男

大 阪 装 飾 株 式 会 社 代表取締役

軍 550 kl 以dil'41<: 山田 f liJf¥1 J i  1  13Ifi W; '  oU" .r， 06( 444)  1410  

串 665 (1' 七・ J"I・l(l!，¥i:J￥di 社囲内排 1 M} ，U，，!;0797( 72l 60. 15  
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暑中お見舞申し上げます

野 村 文 英

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長
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青年技術者のみなさまヘ

「建築と社会」昭手口63年 11月号の

「第35回青年技術者特集号」の応募について

Il 木建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは「脊年技術省特集号」を企画し、すでに34同にわた って優秀な

17年技術者を紹介してきました。

今11] 1も、 r ，守年技術者選衡委以会」を設けて、選衡の上倒載するこ

とにしております。

その選ぶ分野も、建築に携わる技術省貯の多面化傾向を考慮して、

設計だけに限らず、計画、構造、胞工、設備およびその他広く建築

に|均速する分里子から、優秀な 1千年技術省を選んでその不断の研究努

力とすぐれた業制を「建築と社会」に拘 .1夜して顕彰することにして

おります。

ついては、下記応募規定を参照の上、 ふ るって応募されんことを

希望します。

応 募 提 出 規 定

l  応募される人は満35歳までの 117年技術有で‘ あって、木会会日に

限ること 。

2. 原則として本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと

すいせん者は被すいせん者( 庁年技術者) の勤務する組織の k 司

なり上長であること 。すいせん者が学校教官である湯合はこの限

りでない。 また本人が組織の代表者である場合は rl せんとする 。

( すいせん} 刊紙は事務局にありますので、ご請求ください)

3  .  ，芯主主13は、設計( 住宅 ・インテリアを合む) 、，H画( 郎市長| 固な

ど) 、施工、構造、設備、その他の分野にあ って、なしとげたすぐ

れた実績について、すいせんをうけ、下記の所要の資料を本会に

期日までにf是出すること

4  . 徒出された資料は「青年技術者選衡委民会」にかけて選衡する 。

5.  r青年技術者選衡委員会」において i芸術されたものは「第35回青

年. 技術者特集号 J ( 昭和631. ]'.11 ｊｾ 号Ｉに記 ＧＱＦ するとともに、記念品

を11竹呈する 。

6 . 提出資料

(1)  略歴

本人の氏名、生年月日、必終学歴、業歴、作品経歴など

(2)  選衡資料

A 資 料

( i l  建築設計の場合( 住宅設計・インテリアを含む)

鮮明な写兵、配置図および主要平面図、概要、設計要旨、そ

の他設計内容を説明するに卜分な資料

(ii) 計画の場合( 都市・地域の計画など)

設計図、計画婆旨、その他とに準じた資料

(ii D  施工、総造、設備の場合( それぞれの設計計画なども含む)

上に準じた資料

(i v)  上記以外の分野の場合( プロジェク卜等の調査 ・企画 ・調整、

コンサルティング、コーディネイト、プログラミング、告 ｾｍ ・材・

料の開発、造園等、その他)

それぞれにふさわしい資料

B 資 料

上 記 A 資料の各業主111 において、応募者本人が関与した程度、役割、

立場等を明らかにし、 A 資料中、本人が特に貢献した部分、また

は力量が活かされたと思われる部分の詳細な説明、考え方および

将来的展望などについて、 400字詰原稿用紙8枚以内に平易簡明に

まとめたもの( 必要に応じ悶 ・表を用いて差し支えない) 。 ただし

応、必省・本人の執筆に限る 。

(3)  すいせんのことぱ

原則として、すいせん者によるすいせんのことば( 120字ていど)

を添付のこと 。 臼せんの場合は不w。

( 注) r青年伎術者選衡委μ 会」において選衡し、採択されたも

のについては、後日、本人の写兵、占年技術諸としてのことば( 青

年技術者としての抱負、考え ) j 、信念、建築鋭等身を、 400字てい

どで執筆) のf是出をお願いすることにします。

7 . 提出期限 11(1手lI 63{I 三9 J1 511 (J I) 厳守

8  . 提 出 先 日本越築協会「庁年技術者選衡委員会」

w530 大阪市北区梅田 1-ト 3-2100 大阪駅前第 3 ピル21階

屯治 06- 348ー 0635 FAX 06- 348ー 0634

9 . 青年技術者選衡委員会 (昭和63年度)

委員長 長谷部 朔自 ｉｾ ( n建設計ー大阪総務部長)

委 凸 辻 野 純 徳 ( 浦 辺 設 JI' 取締役)

上 田 信 也 ( Il 建設計大阪第二事務所設計部長)

大 海 一 雄( 神戸市住宅供給公社調査役)

佐々木 広年( 竹中工務，; g 開発計画本部副本部長)

井 上 畳( 大阪大学教授)

兵 塚 達 夫 (; + [ 畑建築事務所取締役大阪事務所副所長)

[1 恨 *  治 (安 )1' 述築設計事務所設備部長)

南 部 武( 大林組本庖設備部次長)

尾 崎 充 宏 (竹中工務庖京都支庖長)

金 田 宏( 大林組本瓜建築工務部担当部長)
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「建築と社会」誌・特集一覧
昭和 ＵＵ 年 ｾＶＳ 年

「建築と社会」誌は、昭和42年から大型化し A 4 変形判となった。特集と作品作風頁を二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時々

の社会を反映したテーマを選んで、掲載してきた。 ( 58年 4 月号以降定価950円) 購読希望者は事務局 ( 06- 348- 0635) へ。

Ｊ印は次ｾ［Ｎ

巻

市田雪

l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

80年代の都市

.  .  .  
今 後 の

- 串計図青年fi 前
設計のため

昭和55年
と健築まち

- 例法の省エ4、- 量近の銀行建築 住 宅 の 述築行政と 最 近 の 郎市J ; ( 置J I. と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の
者

の 新 耐 震

(61集)
づくりの歴史

jレギーの趨勢 - 菅井建築設計事

耐 久 性 法 規 防 水 工 法

外 援

- 転慢にたつマ J

と展望 - 建築金物 務所作品集

アメニティ 施設の設備 まちづくり

吹イ寸仕上材 ション. 11¥合住宅 設 計 法

昭和56年

中国の論文
.  

台所まわり

シーリング

災害と法一 都市住宅一
- 趨害時相と風ーデ 住宅田市畳鋼公

間仕切笠の 第 28 図

降 客C/'I の4F

職 能 論 一 北 京 の

ポートピア

の 計 画 安全な環境 住 ま い 予

ザイナーのため 回一関西における

らしやすい

(62集) 材 の 知 識
師市聾摘を中心と

性 能 評 価 17年技術者

都 市 計 画
'81 

と 設 備 をめざして からの発怨 - 日建設計作品集 L/，，"公団の性別 環境と設備

医療施設ー 都市景観ー

.  
- 絵本にみゆすま - 第 29回苛

昭和57年 新たな商業 省エネルギ

地域医療と

建 築 と

まちなみ美

大阪市庁舎 音とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計
いとまちづ〈り 年技術者

風土 ・空気

(63集) 空間の展開 ーと開口部 品 質 管 理 ( 第 1期) 建 築 構 造 作 品 集
ーオー エム・ホ - 地方の庁

と 人 I l ll

設 備 計 画 観への誘い テル日航ピル 会 述 築

.  
マイコンの

.  
計画における

大 阪 駅 と 東海の将来 オフィス・ プレストレスト Ｎ ｾぷ粗青年ｉ￬踊

昭和58年 関 西 の

建 築 へ の

多機化する 建 築 と
コミュニケー

ターミナル

維持管理と

と 文 化 を インテリア ( 鉄筋) コン 7
'
)

者
t ! ¥合住宅

(64集)

建 築 文 化

品 質 管 理
ションとプレ

設 備 更 新
- 大阪埴国際文化

と 生 活 音

を 考 え る 利 用

運 動 施 設

ゼンテーション ピ ル 考 え る の 変 革 一 卜 情 造 スポーアホール

昭和59年

21世紀への関

関 西 の 超

ピルのリフ外レ 建設産業と

住 環 境 と

-・ 開京ま(とア邸ち商パ発駅の業ン活南ピテE性口Eィ化l再ルH) l  

消防設冊目

みどりとそ

高齢化社会

- 第31回T千年

光応用シス
西一魅力ある y シュ ー内

れをとりま 床の椛工法

技 術 者

(65集)
まちつ. くりを

高 層 ビ ル
装補修技術と

ロ ポ ッ ト

法 制 度 のポイン卜 と生活空間
- テ' イテール

テムと建築

問う一一一ーー 現状と発展ー 開 発 〈 人 々 の 思 想

- 自由機式へ
情 報 化 を ホールーそ 建物の表情

大阪国際見

. ill 築と水の

都市と健康

- 接 合 - 村野藤吾

昭和60年

大阪湾物語

東海の現存 の道一強豪

めぐる建築 れが生みだ 一最近の外

演 出

- 日建設計 のー断章

第 32 回

(66集)

軍安策井 武 雄

本市新会場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ 子7年Hi 術者と 近 未 来 - 建物の基

構を/ f ; える - 都市事情 す 文 化 ー 壁 材 料 園 都 市 作 品 - 東海特集

昭和61年

これからの住空 E量級ーその
- 現代デザイン インテリ ジ

自治体営織

- 述築防災

21 世紀のf主 - 開 発

C  A  D ー オ フ ィ ス

第 33 回

イノテリ 7 ・ィ

間一都市型集合

ーポストモダ
ェントピ Jレ

と 法 その応用と 空 間 の

(67t!¥) 

デザインと ニズム 10年

の 述 築

7;<テノション

住宅にみる 紫 材

- これからの

設 備 計 画

と公共建築

- 大阪市庁舎

居 と 設 備 - ツイン 21

展 開 構 成

青年技停泊

とリニューアル
防 水 工 法

昭和62年 創立70周年 UH!1) す る

- 保管・貯

室 内 の 行政建築家 シティホテ 宝 塚 の

- 建物と街並

第 34 回

入 浴 物 語 腐 食

蔵 ot!i J量

駅

み の 接 点

(68集) 記 念 号 東 海 へ
- 大阪府立

仕 上 床 の 可 能 性 ル の 設 備 街 づ く り
- 昭 和 設 計

背年技術者

体育会館 作 品 集

- 軟弱地盤 - 投るL備CにCおとけ 中 国 地 方 の 共同住宅の

昭和63年

と 基 礎

'J 建物の外装‘ 21世紀への ;お11 振 超高層住宅 第 35 回

ホテル物語 フレ γ シュ 郎 心 居 住 展望とひろし リフレ y シュ

(69集) - 文化と伝統 . J I ( 畑建築耶 リフレッシュ

まの衡なみ

照 明 ( 予定) ( 仮称)

( 仮称)

青年技術者

一東海符l l ¥
務所作品集

仕上工事監理の

主 要 目 次

回 〈石 ・タイル ・左官) .  26項目

固 く屋根 ・金 属 ・建 具 ・ガ ラ ス ) 21項目

固 (木材 ・塗装 ・内装) 30項目

. 日建設計「監理業務研究会」著

回 〈組積 ・防水 ・外構) 20項目

今日まで明確にされなかった仕 t 工事監理の基本を

詳述し，執筆者障の豊富な知識と経験に基づく厳選

された技術情報を提供. 最適な仕上工事施工のため

のチェックポイントを 97項目にわたり簡潔に見聞き

で構成. 今までの過 ちをく り返さないための決定版.

任ｾ 四六判・ Ｒ 色刷・ ＲＲＴ 頁・定価 ＲＰＰＰ 円Ｎ

チェックポイント

企画/ 日本建築協会

〒600 京都市下車医木内局情通酒洞院車人

骨 075- 343 -08 J  J  撮作/ 京骨s 0-26789 

ｾ 四六判・ ＲＴＰ 頁・定価 ＱＶＰＰ 円

表 一 郎 (株式会社松村組安全衛生部長) 著

- E壷彊歪翠E軍司圃

目 次

1  ゼロ災への旅

日常業務のなかで起 こる

労働 災害の実状を 把握し ，

現状を踏まえたうえで，

災害を誘発させる原因を

明確に 分 析 し，今後の安

全衛 生管理 はどのように

あるべきかを詳述. 実践

的 なゼ ロ災運動にとりく

むための理 念( 心がまえ)

と手法を豊富な経験に培

われた 視 点で丁寧に説く.

l ゼロ-災への道

2  労 働 災 害 の 現 況

3  労 働 災 害 防 止 対 策 の 縫 進

4  わが園と米国の安全

5  ゼロ災への道

6  ヒューマン・工ラ一司匹敵防止

?  i ! じられない災害を探る

企画/ 日本建築協会
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建設現場の安全管理活動

〒600 京都市下京区木津庵構通商洞院東入

世 075-343四悌 J J 撮符/ 京郎 0.26789

8  安全のこころ

9  磁 場 の 人 間 関 係 管 理

10 安全担当者のあゆむ道

- E軍彊霊翠E彊置圃



近 年 、 定 住 社 会 の 到 来 、 戸 数 の 充 足 、 新 規 用 地 取 得

難 等 の 背 最 の 中 で 、 住 宅 の ス ト ッ ク 対 策 が 非 常 に 重 要

と な っ て き て い る 。

大 阪 府 営 住 宅 に お い て も ス ト ッ ク 対 策 と し て 、 木 造 住

宅 の 建 管 、 中 層 住 宅 の 改 善 り 曽 築 、 2 戸 l 改 善 等 ) 等

を 推 進 し て い る 。

造 住 宅 団 地 の 建 替 に 際 し て は 、 居 住 水 準 の 向 上 、 高

度 化 ・多 様 化 す る 住 宅 需 要 へ の 対 応 と 、 団 地 の 緑 化 や

良 好 な 景 観 形 成 等 と と も に 、 近 年 で は 、 地 域 の ま ち づ

くりをも視点、に入れることが不可欠の課題となってき

て い る 。

特 に 、 大 阪 府 営 貝 塚 半 田 住 宅 は 、 大 規 模 団 地 で あ る こ

と の み な ら ず 、 公 営 住 宅 比 率 の 非 常 に 高 い 貝 塚 市 に 立

地することから、その主主替計画の策定にあたっては、

市 の 住 宅 事 情 を ふ ま え 、 今 後 の 住 宅 ・ま ち づ く り に 寄

与 す る 方 向 で の 団 地 の 再 編 の あ り 方 が 求 め ら れ る 。

こ の た め 本 調 査 で は 、 貝 塚 市 に お け る 住 宅 ・まちづく

り 及 び 公 営 住 宅 の あ り 方 を 検 討 す る と と も に 、 大 規 模

公 営 住 宅 団 地 再 生 プ ロ ジ ェ ク 卜 制 度 ( 注 1 ) を活用し、

貝 塚 半 田 住 宅 の 再 生 計 画 を 策 定 す る こ と と し た。

調 査 の 実 施 に あ た っ て は 、 ( 社 ) 巴 本 建 築 協 会 ( 調 査 協

力( 株) 間野まちづくり研究所) に委託し、上記の住宅

政 策 に か か わ る 課 題 に 対 応 す る た め 、 学 識 経 験 者 、 公

的 住 宅 事 業 主 体 、 行 政 関 係 者 に よ る 「 大 阪 府 営 貝 塚 半

田 住 宅 再 生 計 画 策 定 委 員 会 」 を 設 置 し 、 そ こ で の 議 論

を 参 考 と し な が ら 作 業 を 進 め た 。

E 璽E園-

貝 塚 半 田 住 宅 再 生 計 画 策 定 フ ロ ー チ ャ ー ト

他町住宅・高股立地由来件

建築と社会/ 19邸 年 7 月号 57 



大 規 模 公 営 住 宅 団 地 再 生 プ ロ ジ ェ ク 卜 の 概 要 ( 注 1)

昭和30年代中頃から都心部への人口流入等

による大量の住宅需要に応えるため、郊外に

多くの大規校同地が建設され、それらが今日

右朽化し ill 答え l時期を迎えている。

これらの大):JU共同地の主主主Fにあたっては、

今目的謀題である、高度化、多織化する住宅

需要や日常生活の利便性、バランスのとれた

地域社会の形成等に応えてい くことが求めら

れる。

このため大規模な公営住宅団地を多様な公

的住宅と、生活利便施設を含めた団地に再編

する「大m. 悦公営住宅用地再生プロジェクト」

が創設された。

A 団地

150戸以ょの公営住宅団地

結実プ生再

n

v

 

1  貝 塚 市 の 現 状

大規模公営住宅再生プロジェク 卜概念図

(1) 位 置

貝塚市は大阪湾の東岸にあり、大阪市と和歌山

市のほぼ中間に位位する人口約 8 万人の都市であ

る。市 l且j 主要駅て" ある南海nI 欽貝塚駅、 J R 阪和

線東貝塚駅からそれぞれ都心まで30分、 35分で到

達できる。

〆---
ｾ＠

、，で: か々 、，

(2) 歴 史

rlj の中心は近世の寺内町て¥今もその蘭影が残

っている。 院1制のトオ土家は今も 「ポッカンさん」

と視しみを込めて呼ばれている。

もうひとつ、観光資源としては寺内町より大きい

水間寺がある。

明治以降は繊維 ( 素材型) 、鋼索工業の発展で自

立性の向い告11市となった。

しかし、地場産業衰退と共に自立性を喪失しつつ

ある。

(3) 人 口

人 n が社会減により減少しており、転出を止め、

転入を推進しなければならない。

年令榊成は比較的必J援がとれており、これは定住

社会形成にとって有利な条件である。

58 

府平均に比べて、単身世情が少なく、 5 人以上の

多家族世僚が多くなっている。

(4) 住 宅

1  ) 所有関係

泉南地域は持家E容の高いことが特徴であるが、そ

の中で貝塚市は最も低くなっている。

借家率は従って府平均より低いが、 fil- 家の中の公

営住宅の比率が非常に日〈府下最高である。しか

し、公団公社等の中間所得層向けの賃貸住宅は非

常に少ない。

o  10 20 30 40 

員塚市

只啄の市街地は「寺内町Ｋｊｴｾ喜」から南海、水問、

J  Rの沿線の市街化とい うj杉でゆっくりと進んで

きている。

・市街地の偏在

市街地が海 Ｑ ｊｬＱ ｊ に偏在している。［ｬｉ ｾｦｬｬ ｬ｝と山 ＱＱＱＱｊ のバラ

ンスが必要である。

・{ 主工混在

市街地の土地利用は全域にわた って住宅と工場が

混在している。

(6)  総合計画

1  ) 都市像とまちづくりの日係

都市像は 「泣かな rl然と共存する産業文化都市」

となっている。

4 つの目椋が挙げられているが、第 l の項目に「屑

住郷市」が挙げられている。

2  ) 人 LI 計阿

人口計画は S 70に12万人となっている。

3  ) 上地利用

上地利用は埋立と農地、森林の転換で 537haの新

市街地を確保する計画となっている。

4  ) 住環境の整備

住環境の整備としては次のように計画されている。

住宅の供給 ①ｾ朽公営住宅の住持

②福祉f主毛の確保

③新m. 公営住宅は 良好な居住

環境と目標水準の明確化

居住環境の強制H①左朽密集市街地の住宅地区

改良卒業

②丘陵部の住宅開発

③民!日l開 発 の 誘 導 地 区 計 画

④日! 照、iTti皮障害の防止

5  ) 布11m盤側li の基本 ) i 針と丞点整1ilie作業

高11m強制jj の基本万針は次の j血りである 。

① 内然と共存

② r刷111]と 山11[1J のバラ ンス

③東西交通の強化と内陸生活拠点主主側l

④二色の浜、高次医療地設、高等教育機関な

2  ) 居住水準 ｩｬｬＮＧＮｈｾ 似 Ｑ ｬＧｊｾ業椛 ｩｴ 、として次の Ｕ 卒業があげられて

ど広域対応

最低居住水準未満住宅が26 .7% と、) { . f 平均を上ま いる。

わっている。特に、狭小過密が多い。 ①二色の浜環境強制I i 'J'; 業

水準未満住宅の数は公話' 住宅 ( 2，483戸) 、民営情 ②交通ネットワーク盤 側ｉｩ Ｇｬｾ 業

君主(1， 840戸) 、持家( 1， 174戸 ) の )1阪である。 ③1込用地、白然地域の保全盤側I'J'; ;(f

(5) 都市構造 ｀広成機能地設の誘致と整 備‘ ｬｾ 業

・ゆるやかな市街化 ⑤都市のシ ンボルづくりの. LJ>; 業

図- 3 総合計画
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図- 2 公的借家の内訳



2  . 貝草壁市の住宅・まちづくりのあり方

①良好な住宅開発の促進、②肘住水準のボトム

ア γ プ、③魅力ある住みよい居住環境形成の俄進、

④貝塚の地域個性を生かした住宅- まちづく りの

俄進、を住宅・まちづく りの口線とし、以下の万

策を必じる。

①良好な持家の供給促進

周辺市町と比べ持家率が低いため、分泌マ

ンションを含め、良好な持家の供給を促進

する 。

② 中Il i I 所得層向け賃貸住宅の供給

借家が公営住宅と木造の民営m家に{ 帰 って

おり、中間所得層向け賃貸住宅の供給が必

要である。具体的には公社公同住宅、 J也I或

特 Uなど公共賃貸住宅の供給促進とともに、

民間賃貸住宅も良好なものは湯導していく。

③只塚市のまちづく りへの寄与

現存する公営住宅問地は ft 重なまちづくり

の要訟と位置付け、只塚市のまちづくりへ

の寄与を図る。

④二色の浜住宅|制発 'J'; 業の推進

良好な住宅供給のモデルプロジェクトと位

近付け積極的に推進する。

⑤ 東山丘陵開発の推進

東山丘陵開発は内陸部の充実のキィプロジ 30% 

ェクトであり、強力に推進する。

⑥ 民間開発の誘導

ｬｾ 間開発は良好な開発となるよう、開発指

導はもちろん、地区計画の活用を図る。

⑦住工i比{ E の解消

市街地内の工場を二色の浜法立地へ移転し.

跡地盤備を行なう。跡地はオーフンスペー

ス、良好な住宅建設用地等、まちづくりに

活問する。

③貝塚らしさのある 住宅供給

住宅供給に際して地域例性を草枕すること

は、ふるさと希求怠識の向上に i下う 11年代の

潮流であり、デザイン而、王筑波商、コミュ

ニティ l師、行 'J'; 面、など多様な1 < <IJ ilii で「只

塚らしさ」を打ち出していく。又、I i ｲＮｾに

めぐまれた都市なので、 l泉村との共存につ

いても後進していく。

⑨新住民受入れ体制の硲立

人 Il を地 JJ f I させつつ良好な地域社会を自IJ り

上げていくためには、新住民の受入れ{ . . j ; : llili

の{i '(g立が不可欠である。新住民受入れのソ

フトなしかけが必要である。只塚市民にな

ったという実感のわく 儀式や行・Js . 、|日住民

と新住民との交流、祭や行 'J'; への新住民の

参加受入れなどを検討する。

3  . 貝 塚 市 の 公 営 住 宅 の あ り 方

(1) 公営住宅の現況

1  ) 公営住宅の概況

貝塚市内には 8 つの府営住宅問J也、 13の di' )J，-住

宅同地があり、このうち只塚三ツ絵第 l 、第 2 同

地は、 l符営住宅と公社分; 災住宅の{J t-{F同地である 。

公営住宅同地の而 ｩ 般は、ｽＨＮｦ ｪ 営住宅約 ＳＸＮＵ ｨ ｡ 、 ､ ￯Ｇｩｾ

住宅約 12. 5haて' ある。また62年度末H寺点の' Li ; 理戸

数は、府営住宅 3，861戸、市営住屯 1，058戸、 J 十

哲弘司晶、i ¥)耳ちょ
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図 4 公営住宅率と借家率 ・木賃率
図公営図木賃図その他

4，919戸である。 れず、公ＧＺｾ住宅〉容と木 ｕ 住宅率の合計ーとは ｾｲｴｬ <ヰn

2  ) 公営住ちと民党{ 作家の関係 |刻する 。( 図 5 、 6 )  

貝塚市の公営住屯比唱は約21%と府下放刊であ 従って、段低肘{ 主水準未満の主要な要因が老朽

るが、 1tt- 家唱は 4 6 %で、 }(.f 下31 rli rl 1) 4位と、平均 化した公党{ よちと、木Uf主主であると推測される

的である。借家に， ｊ￯ める公 ＧＺｾ ・住宅のＧ， ｉｾｊ 合は ＴＶＥ と が、 JiX: f氏} ，' ; ' f : i 二水準未満i . Y: { I 干の解消' のために、公常・

府下最高である。 fj ニ主を l攻押するのが費1) 来的な市と、木m也区を改

また、最低Ａ万ｻ主水 ｩｖＮＮＮ ｬ＼ ｩ 出 Ｚｪｲｴｩ も ＲＶＮＷＥ と府 ｆ 平 ｴｾｊ i存するのが効果的な市とがあるわけで、どちらか

を上まわっているが、この水本未満世俗に占める といえば、前おの万が公共が直接関与できるとい

公営住屯の比唱が54%と、政低居住水準未満の大 う.rr: P . 阜で、より対応し易いといえる。

きな袈凶となっている。 収入との関係を見ると、収入 150万円未満の j晋

しかし、府下31市における最低府住水準未満水 は公常1主主よりむしろ民1mの木造借家に多〈、公

と公営住宅本との関係をみると、強い相| 測はみら 常住宅はその上の 150- 350万円の屑が多い( 図n

図 5  公営率× 最低居住水準未満世帯率 図 6  ( 公営+ 木賃) 率× 最低居住水準未満世帯率
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3  ) 公営住宅のZE家状況 充実に寄与を図る 。

ｾ￡ まの状 況 を見ると、府営中耐が最も空家率が (3)  府営住宅の基本的方向

，'::j <  8，4 %、，li':4''- I-'而，t6 ，0 %、rl i':日・木造 ，fiij 耐5，5% 、 1  ) 基本的強制il } J 針

l下I営"j ，j J i ， fiij 耐3，9 %のJil Aにな っている( 木造の空 貝塚市における府営住宅の将米を々える場合、

家は ill 併のため政策的に空家としている ) 現状の府営住宅数、現スト ックの肘{主水札をベー

|問題は 中耐の空家だが、岡地によ って大きな差が スに与えねばならない。

あり 、)(. f営中面、Iでも貝塚森が27 ，8 %と飛び抜けて 現在の貝塚市の住宅 'I¥: 怖からみると、新規供給は、

多いが、只塚三ツ絵第このようにわずか 0，4 %の 分譲7 ンション ・一戸，悠持家や公開 ・公社、地域

内地もある 。 特1' (ーなどの中間層向け賃貸住宅に if( 点を; 泣くべき

公営住宅全体としては、入居者が年 .々 l ¥"1えてお であろう 。従 って、大規校同地では大規模再生フ

り、退r ，ri 者は、年によって変動があるものの大局 ロジェクト制度を活用し、多機な住宅の供給をは

Ｈｬ Ｇｾ には減少している 。 従 っ て空家の数も減少して かることとする 。

きている 。 又、貝塚市の最低Jf'，' 住水相未満 Il t' l1' . 'は泉1+1で最も

(2) 今後の公営住宅の役割 多〈、その 中でも公営住宅に多いので、現スト ッ

1  ) 械内低所得者の住宅機保 クの住戸線模拡大を推進する必要がある 。

只塚市内を 中心とする低水準} 問主の低所得将の 更に、公営{ 主主の今後の役')PJ を来たすため、大級

ための住屯を維保する 。 t災建答えでは多機な住宅供給とともに、生活不Ij 使

2  Ｉ 良質Ｑｕ Ｑ 住宅 ｾｲｩ 婆への対応 砲設の型 ｲｴ ｦ ｾ￼ 等、周辺悠村 Ｑ Ｑ の校となる 目 ｉ ｾ［ 定とする

良好な住宅性能、住戸規模、 i主環境をそなえた 2 )  ill 答え

l m住宅のお姿、若年向、定住l古l等、多微な賃貸 ①周辺地域経備との一体化

ニーズに応える 。更に 中IHl 層のn貸住宅街要にも 柱谷' えにあた っては、周辺のまち づ くりとの| 別

対応する 。 述を重視し、住宅宅地 ｬ 期述公共地設費 ｈｾｩｬ 促進事業

3  ) 周辺地域強制I1への若手与 や関述環境務 ｦ￟ｩｬ Ｇｉ ｜Ｚｾ ( 道路、公閥、下水道、等)

維持等の 事業を行なう場合には、周辺の Jよ盤地 などを用いて、 rl 1と協} ) しながら周辺地域務付il と

設艶備等、周辺地域の主主 ｦ ｩｪ ｩ ｬ ・ ｉｬ ｾ ｊ 発等 へ の寄与を図 の一体的事業を図る 。

る。 ②総合的居住水準の向上

4  )  :J ;t 鋭形成への寄与 住宅規模の拡大、性能の Ir' J 1 : . とともに住環境終

公営住宅問地 n身の景観を改1与するとともに、 備を行ない、総合的な居住水叩ーの II' J上を図る 。

周辺も含めた景観の改善、良好な 1; t鋭形成への若手 ③{主戸タイプの多機化

与を図る 。 多機な需要に対応するためfi ，戸タイプの多機化

5  ) 地域社会への寄与 を図り 、型別供給する 。又、地成特n等によ って

税子の近傍属住の万法としての活用や、同地内 中間層向賃貸住宅の供給を図る 。

施設の周辺地成住民への| 井l放など、公営住宅問地 ④商船化等への対応

を周辺地域社会の発展に役立てる 。 老人同居向、ｾ人位術向 、 防在者 ｉ ￍｬ ｊ 住宅の供給

6  ) 高齢化社会、 地域福祉への対応 を推進するとともに、集会所や屋外地設について

米たるべき白骨骨化社会に向けて、高齢者が安心 も高齢者等が利用しやすい設計 ，31-阿とする 。

して住める場の確保を図るとともに、地域福祉の ⑤地域社会に寄与する施設税制I i

60 

周辺状況に応じて、周辺地成住民も平IJ Jl J できる

大統校集会所や生涯学習センターなど、周辺地減

社会に寄与する地設主主備を推進する 。

⑥ 大成枝問I也の再編

公常f1屯以外の多様な住宅供給を図るため、当

lfii 公営住宅戸数は. I ¥" i やさないことを J_，! ; 本とする 。

地域特性を巧 J，&. し、生活平IjfJ史地元jt 、まちづくりの

受 llIl住宅等の立地 を図る 。

⑦ 良!l-iーな jit 鋭J形成

J也減flloj 性を反映したデザイン、，dー凶とし、良好

な主tl lU形成を凶る

③ 中tll J階層 li'J け受け皿住宅の供給

佳作えにあた っては、入居者の立仏l を充分犯挺

した上て¥収入の向い層向の受皿住宅の供給を図

る。

3  ) スト y ク改善

①住戸改1!f

浴シヒ ＱＡｾ 住宅の解消を図り、 ｦ ｊ ｦＧ せて ｦ ｩＺＺ定規伐のげ， Ｉ

|二を関る 。

②現段改' l Yf

1主戸 I攻評問I也を対象に、面fl '[が不足している問

地内集会所は地築による改善を図る 。

@ Jit 鋭改' l Yf

( 主戸 l次lf 同地を対象に、 I血滅景観との訓和、地

域 ｚｴ 鋭の ｲ￭ Ｇｊ 上を関るため、景観改 ｾＡｦ を行なう 。

④ ｾｫ 化 推 進

rj '，::; 1M r，ft! 也のうち、 u被率の低 い円H也において

良好な ｬ 主環筏の孤［ｻ泌を凶るため、 ｵ 化推進 ・ ｉ ｾ ［ｴ を

行なう

4  ) 必集 ・入J;I;'の改善

$.):llUi 法を改善する 。 ex， Ａ也元優先 ｾｽｭ

② 入J，，; ，JJ; iV，を見直す。

③ 同際化に対応するため、留' ' / : 生ill: 117の( 主J?i とし

てi!i llJ する 。

5  )  )(.f' i:¥・fi:屯と di 常住宅の述傍

位十 ｾｉｉ 寺の従 ， ｪ ￮ｪ 入 制 者の仮 Ｐ ，府を提供する 。

②隣接同地の協調処符

同di 丘計[if，j、j 止観形成等の而で協調して illf' 1' える ，

次 EJ につづく
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照明の現状と未来への指向

伊 藤 克

主主築EIi 岐工学の一分野としての視環境をこれまで一目して専攻してきた者として、その現状ならびに将来への関心は決して少なく

はないが、ただ、必の歩んできた逃が! 照明の実務とはほとんど直後的なつながりをもたない基本的な問題に関する事項であるため、

必 の論 考も実務的な Ｇｉｾ 項はその検討対象とはなり難い 。

私はここで、これまでの照明についての A 号え万と取り扱い万の基本に対して反省を加え、視環境の満たすべき婆件として、! 照明の

果たしうる微減と、それに対処すべき! 照 明の技術的手法に| 関して劣祭を加え、建築照明の今後のあり方に一つの提言をいたしたい。

f  視 環 境 と 照 明一 照 明の良否は一定の視条件下で評価される一

視環境とは、眼球の網膜上の視細胞への刺激に対する、人聞の応答として抱えられる 。耳を介しての音刺激に

対する応答である音環境の場合と問機ではあるが、音は音そのものとして評価しつるのに対して、光の場合には、

発光体それ自体が税対象である場合を除き、一般には光源からの光刺激そのものが評価対象とはならず、光源か

らの光による税対象物からの反射光の状況が見え方を左右し、これによって照明の良否が評価される 。

ものの比え }=j の好ましい視環境というには、見る対象物がそこになければならない。視る対象物が異なり、ま

たその見万が述えば同じ照明状態であっても見え方が呉なるため、単に照明の仕方だけでそれの良否、すなわち

照明の評価をすることはできない。照明の良否は、対象物をある一定の視条件で見たとき、それが好ましい見え

) ' j をするか否かで評価されなければならない。 このことは祝環筑の大きな特性である。

つぎに、視環境を与える場合、視作業環境と全般視環境とを明確に区別しなければならない。

祝作業環境とは机上で文字を読む、工場で作業をする、展示物を観賞するなど、好ましい視作業性を目的とし

た照明環境であり、全般視環境とは、われわれの周辺全般に視線を動かしたときの空間全般の雰囲気の視覚的な

快適性を目機とする祝環境である 。視環境の作業性と快適性とは、いかなる場においても常に要求されるもので

はあるが、この両者の比互にはその場の目的により大きな差呉がある 。事務室、展示室のように視作業を目的と

する室と、ロビー、ホールのように雰囲気が重視されるべき室とでは、! 照明設計の主目標がおのずから異なりは

するが、祝作業のための室であ っても、その室の快適性は確保されなければならない。室の使用目的に応じて、

視環境のもつこの両面をバランスよく満足させる技術が視環境設計であるというべきである 。

ここで明般にしておかねばならぬことは、望ましい視環境には、! 照明技術だけでは対応できないといつことで

ある 。税作業環境であ っても、視対象物の特性と祝条件が定まらなければ適正な照明条件を設定することができ

ず、まして全般枕環境の快適性ということになれば、室内の意匠計画によってほとんどは決定され、照明設イ;1初ず

その一部を形成する場合もあるにしても、照明技術そのものはこの場令副次的な役割を果たしうるに過ぎない。

全般祝環境の快適性を目標とした視環境設計に対する照明妓術の対応は、照明本来の機能から考えてきわめて制

約されたものにならざるをえない 。

2  視覚と j損抑測H問則|リl此光量一→→ 11酬II

11服l恨艮は約3犯80- 7沌80伽n mの j波皮長域の放射に感じることがでで. き、これが可視放射である。単波長の光は波長によって異

なった色に感じられ、また、同じ放射の強さであ ってもそれによ って眼の受ける明るさ感は異なる 。すなわち、

標準視感度として知られるところである 。 しかし、一般の視認時に 11艮に入る光は各波長を任意の強さの割合で含

んだ光であり、 11艮はそれに対応した色党と明るさ感を感じるのであるが、その刺激と色覚との対応はきわめて政

雑であるため、今日の! 照明技術では明るさ感との対応だけを把え、これを定量化したものが iWI 光量、すなわち照

度、輝度、光度などで表されるものである 。今日、照明で用いられているこれらは 11艮への光の強さ、明るさ感に

対応するものであ って、色彩感はこれを無視しているので、照明計算での予測は色のない明暗だけの白~泉の世
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界であることをよく認識していなければならない 。

今日の照明計画では、光源、の演色性についての評価のほかは、色覚に関しては何の考慮も払われていない 。 し

たがって、明暗だけでは対応できない全般視環境の快適性、あるいは有彩色視対象の見え方評価等に基づく照明

設計は現状では不可能で‘ あり、今日の技術で取り扱いつるのは限られた領域に止まらざるを得ない。 しかも、そ

れすらも正当な対応をしているとは言い難いのが今日の笑態ではなかろうか。

明暗だけで扱いうるものとして、輝度差、あるいは輝度対比による視認性の問題、視野内の輝度分布による不

快感、まぶしさ感の問題などがある 。 こうした視覚を照明に対応させて設計するには、視覚に直接結びつく islj 光

量である輝度を用いた輝度設計でなければならない 。このことが指摘されてすでに久しいが、依然として照度設

計に止まっているのが現状である 。ここであらためて視覚に基づく照明設計の取るべき方向について考察したい。

3 視 作 業 性 と 照 明一 明 視作業と観賞作業の明確な区別を一

視作業性による照明の評価を考える場合、これを明視作業と観賞作業とに明確に区別しなければならない。

明視作業とは文字を読んだり、ものの識別など、形をはっきりと見分ければよいもので、この場合の視作業性

を決めるものは視対象物の大きさ (α : 眼に対して張る角度) 、対象物と背景との輝度差 ( dL) 、あるいは両者の

輝 度 対 比 ( C) 、およびそのときの限の順応輝度 ( La) であり、この三者によって見え方の評価は可能で、あり、技

術的な対応も比較的容易である 。

望ましい見やすきに相当する (α ，d L，L α) の組み合わせになるょっに照明条件を整えることが明視環境設計で

ある 。 ここで照明の果たしうることは、視対象の輝度差d L または対比C と順応輝度L aを調整することである 。

これまでの照度による設計では、視対象の対比C は不変として、 Lα に相当する照度のみを見え方に対応させてい

たのであるが、対比が照明の仕方によって顕著に変わることは、たとえば光沢ある紙面を用いた印刷物が照明方

向と視方向のいかんて廿表面が光 って全〈見えない、すなわち対比が O近くになることから理解いただけよう 。

このような状態では、いくら照度を高めても見やすい条件が得られるものではない。

明視照明では d L ( または C) と L a の両者を望ましい状態に調主をするのが照明設計でなければならない 。視対

象物の光に対する反射性状とこれを視る方向を定めれば、任意の照明条件下での d L、L a は的確に予測すること

ができ、これより、この場合の見やすきを計画段階で十分の精度で予測することが可能となる 。 こうしたものが

これからの明視照明設計の方向ではないかと考えられ、その具体的な取り扱いについては後述する 。

絵画、工芸品等を観賞する場合には、そこに画かれているものがはっきり分かればよいものではない。函かれ

ているものがパラであることが見えればよいものではなく、それがいかに色調正しく美しく観賞ーされる状況に照

明されているかによって照明が評価されねばならない。単なる明視ではなく、観賞であるので照明評価も高次で

あり、明視の場合のように客観化が難しい 。 しかし、照明する光の演色性が満足できるものであれば、その見え

方に大きく影響するのは表皮反射成分の状況である 。 これは入射した白色光がそのまま表面で鏡蘭反射するもの

で、その物体の色をもって反射する層内反射光にこれが加わると、本来の色が白色で薄められ色の彩度が低〈見

え、十分な観賞が不可能となる 。表面が光沢のある滑蘭の場合には、その面の表面に灯器などが映りこみ観賞が

若し〈妨げられることになる 。

こうした観賞対象の照明を正確に評価することは困難で、あるが、その函から観賞者の視方向への表皮反射光を

あるレベル以下に押さえることによ って、照明設計での実務的な対応は可能となると考えられる 。

4 全 般 視 環 境の 快 適 性 と 照 明一 酬の動きは無視できない一

在室者にと っての室内雰囲気の心地よさは、周囲の色と形の組み合わせから受ける在室者の主観的な感覚、感

情に左右される 。その評価に占める全空聞の各部位の比重は一様ではないにしても、その評価に対応するものは、

あらゆる方向に視線を向けたときの視野パターンの総合でなければならない 。特定の方向に視線を向けたときの

視野の状況によ って評価することは、取り扱いは簡略化されるが、決して合理的な方法とは 言 えない 。室 内の雰

囲気を技術的に評価し、これを設計技術に結びつけることは、すでに述べた通り色を取り扱わない今日の照明設

計の枠内では論外である 。今日の islj 光量で扱 っている明暗の分布に対する在室者の反応に限れば、これは取り扱

い可能であり、室内輝度分布の問題、不快グレアの問題がこれである 。

6 3  
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しかし、これらは本来の雰囲気の気持ちよさを目的にしうるものではなく、はなはだしい明暗の分布により限

にわずらわしさ、不快なまぶしさを生じさせないためのいわば消極的な対策である 。室内での視線の向きのいか

んによ って視野内の明るさが大きく違えば、限はたえず順応の変化を強いられ、わずらわしさを感じ、これが疲

労を招来する 。他方、不快なまぶしさとは、光源のような高輝度のものが視野に入ったときに感じるまぶしさに

よる不快感であ って、これを室内視環境から除去しょっとするものであり、今日わが国も含め世界各国で広く照

明設計の一項目として取り入れられているものである 。

室内での不快グレアの評価法では、いずれの場合にも室の一端から視線を水平に固定し、その視野の明るさに

順応した状態で| 恨の感じるまぶしさ感を評価対象とする方法が取られている 。その意図するところは明確で‘はな

いが、この方法によれば取り扱いが簡易化されるためであろう 。 しかし、こうして得られたまふ' しさ感評価が、

その室で在室者が実際に感じるまぶしさ感とどれほど関連をもつかには少なからぬ疑問がもたれるのである 。

ここで、あらためて現在の視環境の解析法に反省を加えれば、第一に照明設計に視対象を設定していないこと、

第二に人聞の視線の動きを与えていないこと、第三に両 u艮視であることを無視していること、が主要な基本的な

問題点として指摘される 。第一についてはすでに述べたところである 。第二の視線の動きは全般視環境の評価に

はこれを無視してはみーえられないのであるが、とくに、不快グレアの評価の場合には、阪の順応ともあわせ考え

て、これを動的に取り扱うべきが当然ではなかろうか。阪は長時間机上面作業を続けていると疲労し、これを癒

すために、視線を作業からそ らすことがかなりの頻度で行われる 。 この際、高い輝度をもった灯器あるいは窓を

通しての外景などが視野に入 ったとき、机上面の輝度に順応した限にはそれらが非常にまぶしく感じられる 。 眼

はそれらの高輝度に瞬時に順応することができないため、ショ ック的にまぶしさを感じるのが不快グレアの実態

ではないか。定常的にじ っと見ていれば限はその明るさに順応し、それほどグレアを感じないはずである 。ネ凡環

境の評価対象によ っては、視線の動きとともに、| 恨の JI頂応の時間的経過をも考慮に入れた動的解析の必要な場合

があり、その典型的な例が不快グレアの問題であると考える 。基本的には、税野の輝度分布と、それを見るとき

の順応締J.t{と の問題であると与える 。

5 両 眼 視 と 単 眼 視一 注視点への税方向には差異があるー

すばらしく見事に咲いたパラの花を写兵に残そうと、カメラのファイ ンターを覗くたびに、そこに映る花の姿

にわびしい思いをする のである 。両u艮視と単眼視との差呉である 。 とくに近くの物を見るときは、左右の限はそ

れぞれ対象物の左 、キ[ の苦11分を大きく 詳細に把え、それを合成したものが阪で見たときの花の姿であり、写r - J ; . は

両 11良の中間においた ーu艮で見たものに相当しており、その違いの大きさには常々悲哀を感じているのである 。

一般の照明環度ではこのような問題はまず考えられないのであるが、事務作業の場合についてみれは¥視距離

と両 11艮閉め間隔とを相対的に考えると、注視点と左右両日艮とを結ぶ現実の視線の方向と、 一般に視方向と想定す

る両眼の中間点と 注視点を結んだ視線の方向と の間にはかなり大きい差異があり、想、定した視線方向では避け ら

れている障害 も、現実の l恨の視方向には光本反射による輝度対比の著しい低下を生じ、見難い状況にあることも

少なくない 。祝認解析では一般に 一つの視線を想定して行うものであるが、このような現実とのずれにも今後は

反省を加えねばならない 。

さらに、両眼視に関しては、両眼視で待られる総合的な見やすさと、左右おのおのの眼での見やすさとの闘述

も今後明らかにしなければならない難しい問題である 。

6 作 業 性 確 保 の た め の 照 明 設 計 法一 見やすさの予測lは 技 術 的 問 能 で あ る一

照明による 室内の快適な雰囲気づくりには照明デザイナーに大いにその力を発腐していただきたいところであ

るが、同時に、そこで要求される視作業性を満足させることが大切である 。デザイ ンのために作業性が損なわれ

るようなことがあ ってはならない。

視作業| 生を確保するための照明設計の具体的な万法として、つぎのようなことがみーえられる 。それにはまず、

そこで行われる視作業を決めなければならない 。事務作業を例に考えれば、各極の紙質をも った用紙と各種の大

きさと泌さをも った文字がある 。非常に条件を厳しくすれば、それらの中で最も税条件の悪いものを選定し、こ

れを通常の視距離、視方向で見たときに十分な見やすさが確保されるように照明条件を設定すれば、いかなる・J>;.



務作業に対しても満足な作業性が確保されることになる。実際にはそれほどまでの必要はなかろうが、いずれに

しても明視照明設計の対象となるべき作業、すなわち、標準作業対象とそれの視条件さえ決めれば、照明条件に

応じた見やすきの予 iJll J は技術的に可能なまでになっている。

いま少し詳しく述べれば、紙面と文字面の税方向への反射特性値を用意しておけば、照明条件に応じた紙面の

輝度 L b、文字面の輝度 Lt および文字の大きさ α から、読みやすさがつぎのようにして得られる。これら三者の

視認閥条件の組み合わせを示す等視力曲線図より、たとえば ( Lb、Lt ) に対してα。を読み取れば、この場合に

は見やすきのレベルをα/α。で・定量することができ、これと主観的な見やすさとの対応から、この照明条件下での

糠準作業の見やすきを評価判定することができる。見やすさレベルは、 L bあるいは L t を用いても示すことがで

きるが、いずれが最適かは一概には決め難い。

等視力曲線図には、視認実験から求められていたものがあるが、最近の研究により、視標の形ごとの等視力曲

線が、輝度差弁別闘曲線と各視標の実効率より理論的に正確に得られるようになったことも、こうした見やすき

を目標とした照明設計に力強い基礎を与えたものと与えられる。

観賞対象に対しては、放も観賞上障害の生じやすいと々えられる 、表面のあら〈、しかも光沢の強い油絵の観

賞条件を設計目標において、今日の測光量を用いて対応しようとすれば、つぎのような方法が考えられる。すな

わち、こうした表面怯状に近似した標準白黒 2 面を選定し、これの観賞方向での対比をもって見え方のレベルを

数値化する方法である 。

7 人 工 光 と 昼 光 と の 併 用 照 明 環 境へ の 対 応一 畳 光のよさを活かす一

戦後、蛍光ランプが一般照明光源として普及して以来、今日では畳間も人工照明を利用することが多くなった 。

ことに事務所ビルでは終日人工! 照明が点灯され、照明設計はもっぱら人工光だけによって所要の作業面照度が得

られることをを目標に行われてきている。

作業面での所要fti{J立を確保することのみが照明設計の目標であれば、事務室の窓から入る畳光は、人工光に重

立して机上面! 照度を上昇ーさせるので安全側に作用することになり、畳光は無視しでも差し支えない。 しかし、窓、

から入る盆光は窓付近では非常に大で、しかも奥行き万向への減少が著しいので、室内の照度分布、したがって

輝度分布を著しく悪化させる 。 さらに、窓を過して見える空あるいは地物は室内表面に比べてきわめて輝度が高

いために、視線がこの万向に向けられたときにははなはだしいグレア源となり、また、窓を背景にした人物の顔

はシルエットとなり表情を見ることができないなど、窓は室内視環境に好ましくない53響を与えることが少なく

ない 。 さらに、窓から直射日光が射入することは室内の視環境を極端に慈化させるため、室内への射入は完全に

阻止しなければならない。 しかも、窓はこれを過して外界と視覚的なつながりを与えているという、今日の窓の

来たしている最大の効用を失わせてはならない 。窓と畳光のよさを活かし、かつ昼光による障害を克服しながら、

窓からの畳光と屯灯による人工光との両者によ って照明された、在室者の実際に置かれている視環境が常に高い

作業性と快適性が保たれているようにすることが今後の照明に謀せられた大きな謀題の一つである 。

窓からの畳光による視環境の悪化を補助人工照明によって補償した高次な併用照明が新しい一歩を踏み出そう

としていたときに 、たまたま第一次石油ショ ックに見舞われ、これが、本来の併用照明を、昼間の窓ぎわ消灯に

よる、もっぱら省エネルギーを目的とした畳光利用J 1ii 明に姿を変える結果を招来することになった。

人工照明においては性能の一定した光源を任意の位置に設置できるに対し、盆光照明にあっては、光源である

空の輝度はたえず変動し、これを室内に取り入れるための開口はその設置位置が大きく制約され、かつ直射日

光の射入防除など、その利用技術はきわめて難しい。 これまでの畳光照明では取り扱いの難しさを避けるため照

度の代わりに畳光率が用いられてきた 。 しかし、照明を視環境として把え、畳光と人工光との併用された実態と

して評価するには、直射光をも含めた畳光の変動笑1患の解明とそれへの対応が今後一層究明されねばならない 。

*  

以ヒは、私のこれまでの !!(I，IIJI 研究を過して得たその現状J町長と将米への展望を記したものである 。I照明の実務家からは呉論もあろ

うと思われるが、忌仰なく附かせていただければ幸いである 。な お、過去40余年の各時期lにねとともに研' 允を推進していただいた、

手塚 二 郎 Ｈ ｾ回高ＮＡｽｪＮＩ、中桜 ｊｙ 一Ｈ 大阪市大 Ｉ 、大野治代 Ｈ 大阪大学 Ｉ、 佐繰険 二Ｈ 大阪大学 Ｉ、 ｴ ｦＧ口太良 ｉｉ Ｈ 関西大学 Ｉ、 井上容子 Ｈ 侠南大学 Ｉ

のi浦氏に、ここにあらためて厚〈お礼を申しあげる。

( いとう かつぞう 般市大学教授・大阪大学名誉教授)
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各論回照明と生体

視 環 境 と 明 視 照 明 の 設 計

佐 藤 隆

はじめに 視覚を通して周辺の環境から種々の情報を得ること、

すなわち物を見ることは、人聞のあらゆる活動の基礎をなす基本的

な行為の一つである 。 したがって、この基本行為が支障なく実行で

きる良好な祝環境を実現することは、人聞が安全で健康かつ快適な

生活を営み、また、作業を能率よく遂行する上で不可欠である 。

ある視環境が良好なものであるかどうかを、最終的に判定するの

は人間であり、視環境の中心に人間が位置していることは当然であ

る。 また、半IJ定の対象となる祝党刺激は自の方向に向かう光であ っ

て、それが光源からの光であることもあるが、その大半は光源から

の光を物体が反射あるいは透過した光であり、一般的には、視覚刺

激は光源すなわち! 照明と物体の両者の特性を反映するものである 。

したがって、祝環境は人と物と! 照明の三者で構成されていると考え

ることができる 。

ここでは、彼環境における人と物と照明の関わりについて述べ、

照明設計を視環境設計の一部として捉えるとき、この三者をどのよ

うに位置付けるべきかについての私見を述べてみる 。 また、視環境

に求められる主な要件が、明視性と 雰囲気性であることを述べ、そ

れらを実現する上で、照明が技術的に対応できるものには限界があ

ることを述べた後、現行の照明設計の問題点、とくに、視綴:境の明

視性を確保することに対する配慮が不足していることに触れる 。最

後に、この問題点を解消するための一つの指針として、明視性を評

価することができる照明設計の一試案を示すことにする 。

視 環 境 と 人 ・ 物 ・ 照 明

人間j を取り巻〈極々の環境のうち、目に対する視覚刺激を介して

さまざまな視覚情報を人間に提供する場が視環境であると考えるこ

とができる 。 したがって、視環境を構成する基本的な要因としては、

その中心に位置する人↑ Mj とそれを取り巻〈祝賀; 刺激の二つが挙げら

れる 。 このうち、後者の視覚刺激は空間を構成する壁や家具や{ ! } 類、

戸外であれば山や木や建物などさまざまな物体と、それらから光を

発散させる原動力となる昼光や人工光の照明光源とのこつの要素で

構成されている 。 したがって、これらに人聞を加えた三者が祝環境

を構成している要因であると考えてよい。

ある視環境の善し悪しを議論する場合、この三者のうちでその取

り扱いが最も難しいのが人間である 。

通常、空間は多数の人間によ って活用され、そこでは、それぞれ

の活動や作業に応じて、多種多様の視作業が行われている 。たとえ

ば教室を例にとると、うそこには一人の先生と多数の生徒がおり、先

生は授業をし、生徒はそれを受けている 。このとき、先生の主な視

作業は黒板に字を書くことや生徒の様子を見ることであり、生徒に

とっては黒板や教科舎や先生の様子を見ることが主要な視作業とな

る。 また、時には教室全体を見渡したり、窓、の外を見たりすること

もあるだろう 。 したがって、ここでは 、黒板や教科書の字がは っき

りと見え、お互いの表情がよくわかり、また、落ち着いた中にも活
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気のある 雰囲気であることなどが求められよう 。

このような多種の視作業ごとに視環境に対する要求の内容や評価

の観点がことなり、さらに、例人の価値観の違いも加わ って、そこ

に実現すべき視覚刺激の条件も複雑多岐にわたることになる 。 これ

らのすべてを満たすことは実際には不可能であり、相E のバランス

を保ちながら要求の内容や程度を整理・調獲して、目標とする刺激

条件を決定することになる 。言 い換えれば、この作業はその空間を

活用し、また、評価する多数の人聞の互いに異なる立場や価値観の

調盤を図り、その笠間における代表的な人間を ;規定することである

とも 言 える 。 しかし、この作業は非常に困難なものであ って、その

決め手となる適切な方法は存在しないので、設計者の経験や知識に

基づいて、かなりの偏見と独断をも って実行されているようである 。

このような現状ではあるが、視環境の中心には人間1が位置しており、

その人間像を規定して達成すべき視覚刺激の条件を決定することが、

視環境設計の出発点であるとの認識は必要である 。

このようにして自棋の刺激条件が定ま った後、それを実現する上

で関係してくる主要な要因を巧ーえてみよう 。人間に対する視覚刺激

が視対象から発散する光のうち自の万向に向かう光、すなわち、視

対象のが ｾｊ 支であることは広〈知られている 。 同じＡ照明の下でも反射

率の大きいものが白〈見え、反射率の小さいものが祭〈見えるのは

ま車l支が呉なるためであり、そこに照明がなければいずれも見ること

はできない。 このように、! 照明光の存在しないところに輝度が存在

しないのは明白であるが、光を反射したり、透過したりする物 ( 視

対象) が存イ1: しない場令にも輝度は存イE しないのである 。 また、光

沢のあるも のが見る方向によ って巡 って比えることも日常・しばしば

経験するが、これは、その純度が方向によ ってことなるためであり、

視対象を見る方向も 畠ll}立を決定する要閃である 。これら のことより、

照明の質と品、視対象の特性および机方向の三つの要因が視党刺激

である ftl1!}立を決定することがわかる 。

視覚刺激の決定要閃であるこ の三者は、視環境の中ではほぼ対等

な位置を， lj めていると A 号えてよい。 しかし、視環境の設計 を実行す

る| 努には、まず、空間を形成する視対象が決定され、つぎにそれを

見る方向を定めた後、! 照明が最後に決定されるのが通例である 。 こ

のため、視環境に何か不都合が生じたときには、その責任が故初に

問われる の がＡＡｾ明であることが多い 。 ところが、実際には、ネ見方向

の設定が不適切であ ったり、税対象の材質や構成に問題があること

も少なくない。! 照明設計の立場か ら、これ らのことを指摘すること

には限界はあろうが、視環境全体を巧ーえれば、それらは指摘されて

当然であ ろ う。

税環境を構成する人 ・物 . ffil. 1
明の三者の中で、そ のけ

1

核をなす人

間 の評 価や Ｇ ｉ ｾ ｉｊ 定は絶対的 で あるとしても、視覚刺激の決定要因とし

ての物と照明は、ほぽ対等な立場にあると考えるのが妥当であろう 。

すなわち、照明のことを巧 j伝しない意匠設計や、視対象物の存在を

念頭に置かない照明設計は、祝環境設計の一部として機能するもの



とはなり得ないであろう 。 したがって、建築設計と照明設計に隙わ

る人たちはこのことを常1こ認識し、互いに協調してことを運ぶ必要

カぜあろう c

視 環 境 の 要 件 と 照 明 の 限 界

人聞が視環境に期待する ij i : 柄は、大きく二つに分けることができ

ょう 。

一つは「明秘性」であり、病動や作業に必婆な視覚情報が正維に、

しかも容易に何られること、すなわち、比ょうとするもの( 祝対象)

が苦労することなく、正しく見えることである 。 もう一つは「雰限l

気性J であり、直接的には見る対象とはならない人間を包み込んで

いるを間全体からの取り止めのない視覚情報 ( 雰閉気 ) が、そこで

行われる t活動や作業にと って相応しいことである 。

前者の要求に対する評価や判定は、限定された範囲からの枕党ｾｩＱ ｊ

激に対する感党的な反応、に基づいてなされるものである 。 それゆえ、

その評価を左有する視覚刺激は、視対象の脱皮やその周辺の締度分

布など、数少ない物理的な量て。あって、評価とそれらとの対応関係

を:11t1出することも比較的容易である 。 また、その評価に例人の経験

や好みが反映する経度もわずかであるので、前述した代表的な人川

を規定する| 療にも、評価iや判定の方法を定式化する 1>祭にも独断が入

り込む余地は少ない。 また、視党車IJi2z で込ある枕対象の締役ーや視野の

純度分布を、十見万向、視対象の光学特性、! 照明光源の三者から求め

ることは、主観が関与しない純粋な技術である 。 したがって、視対

象の選定と祝} J l i'J の設定さえ笑げ' Hこ治 って適切に行えば¥そこには

i照明技術の問題だけが残り、現{ J - : の !ml りl技術の水準でそれに卜分対

応することは可能で・ある 。

Ｍ ｽｪ 、手間気についての評価や判定は、 ｾｉｽＺｊ 全体からの刺激に対

してなされるため、多数の刺激要因の中から評価を左布する支配的

な要因を的 Ｈｩ ｾ ｩ に ＮＱＱＱＱ 日 Ｍｬ することさえ医ｼ首位である 。 また、雰 Ｑｭ 気の好ま

しさはいろいろな Ｑ ｈＱ ｊ ｉｔ￭￯からの評価を総介して判定されるもので、 ＱＱｾＱ

々の評価においてもそれらを総合する| 努にも例人の好みや経験など

技術的な対処が ｩ 本 ＱＹＱｦｾ な要ぷが強〈関与するのが常である 。 すなわち、

採問気の評側を対象として代表的な人 1111 を特: 観的に焼定することに

多くの問題が内イ1:し、それゆえ、その評価を左ヰ了する姿閃のJII I.' I: や

評価法の機立も ｉｾｉ 慎 ｦｾ なものとなる 。

このように、目線とする刺激条件が明示されない状況下では、そ

れに対する技術的な対応は! 照明の立場からはもちろんどのような立

場からも取ることは雌しい。 とくに、芥| 刑公は色によ って友布され

る部分が大きく、それを考[ 台、するための知識と技術も不足している

ようであり、雰問気については経験と財j に似る H寺代がしばらくはあt

きそうである 。

しかし、これは総極的に好ましい雰四% を達成しようとする場合

であ って、グレアなど! 照明が原因で芥 IJll 気を打! なうものについては、

それらを避けるための技術的な対応は可能であり、消極的ではある

がこのような対応は ＧｬｩｾＮ tこ心がける必要がある 。

視環境の II): Ji:兄'1' 1 : や雰聞気性において! 照明が来たす役割は決して小

さくはないが、照明が視環境のすべてでないことも認識しておく必

要があろう 。明視性においてもその判定の必盤となる視覚刺激が悦

対象とＡｬ ｦｾ IVl の両者でりkまり、祝対象を持つ特性を適切に引き出すこ

とが! 照明の役' ，II IJである 。 また、' み間気は空I l nを桝成する多数の物の

意匠によ って決定される部分が大きく、 1ml
リ1はそれらの物が持って

いる意匠効果を適切に演出する補助的な役得IJ を来たすにすぎず、 1! (1.

l切で雰問気を燥作できる範閤はきわめて狭いものである 。 このよう

に照明の力が及ぶ純問には一定の限界があることを認識し、視izi 境

に生じる不都合の原因が照明以外のところにある場合は、それを的

確に指摘する姿勢が必要である 。

明 視 照 明 の 設 計 と 現 行 の 照 明 設 計 の 問 題 点

ネ見E筑波に要求される要件の一つが明秘性、すなわち、机対象が符

労することなく、正しく見えることである 。 これまでの多くの研究

の成果によれば、視対象の見え万を左イマする主な要因が①視対象の

j杉、大きさ、②視対象と背索の輝度対比、③)1阪応純度( 管長: 輝j支)、

④観察 Ｑ 時間であり、定 ｾｍＮ な視作業においては飢察時間をｼ徐〈三つの

要素( 明視三要点) に治目すればよいことは広〈知られている 。税

対象の見え }j を評価する際、視作業能3存や枕党系の疲労lこle 目する

ことも可能で・あるが、その見え方の程度を人間が主観的に評価する

のが基本であろう 。 この比え }J の程度と明視三要素との刈応関係を

解明することが、 i州側性の評1im法を硲立することであり、それの佐

立が照明設計の基盤となる 。

この評価法の一試案を後に示すが、その内容がどのようなもので

あっても、ある机作業に要求される比え }j のねJ3 f を定めて、それを

保証するように明視三要素の条件を適切に制強することが ｬ り ｬ 視 ｗｾｉｖｉ

の設計である 。三要索のうち締! 支対比は枕対象と背景の続j立からの:

定できるので、ある特定の税対象の見え }j は、税対象のあq[Jゑz とその

背最の輝度の二つの lEに左右されることになる 。 したがって、 11): 1視

照明の設計は、 f込- 終的に、視対象と 1r lit の二つの輝度を予 iWJ し、そ

れらを翻盤することに帰着する 。これらの担l! 度が照明と税対象の特

性と視方向の三者で定まることは先に述べたとおりであり、多少の

煩雑さを伴うが、その予 iWJ には技術1mでの| 符筈はほとんどないと考

えられる 。

しかしながら、 ｲｖｬｬ 見性に対する要求が大きな位置を内める Ｇｊ ￯Ｚｾ Ｚ長室

や教室においても、税対象やfT去の純度ではなく、 J 1  ｓＡ 何度 ｊ ， ｾｩｖ ［

に規定された! ! ( ¥) 立を設計の口燃とする !!(¥I リl設計が主流を ，Ii めている

のが現状である 。! ! ( O¥) 支は視作業 l市に入射する光の iii を与えるもので、

それが直撲の視党刺激でないことは i照明の分野では常識として知ら

れている 。それにもかかわらず、! 1 ( 1 . ) 変設計が行われる背景には、税

対象物のぷ| 侃 を拡散性であると仮定する !!(Ult 計算の際に用いる伝統

的な仮定がすFイiーしており、その仮定が適正な適用範聞を越えて広範

囲に、しかも、安劫にl l J いられているのが現状であると 言える 。 こ

の仮定は、! 町立が問ー であれば、視対象も 1' f 最もその純度が、 !!HI 閃

光の}: i ' l Il Jにも悦万 IIl J にも関係なく 一定であるとするものである 。 そ

の結来、 I別視性三要素のうちのあnJ 3f 対比と 1' f 京純度の二つの要因が、

!!¥l I' l f J の方向と説万向に IMJ 係なく 一定であるという現実と大きく遊離

した仮定をも導入することにな っている 。つまり、現行の! 何度設計

は、視覚刺激に多大な ［ｪｴｾ 特を及ぼす祝対象の特性を盃めるだけに ｦｴＯ

まらず、祝対象の存イ1:そのものまでをも汚定するという重大な過ち

を4巴している ので‘ある 。

光沢のある紙而はもちろん、印刷IJ された文字の表面や O A化に伴

って出現したまJ f しい机作業対象である C R T の闘凶など、この仮定

を導入することで重大な誤りを犯すことになる祝対象は少なくなし、。

実際、このような視対象を見るとき、より見やすい状況を得ょうと

無意識に不向然な '姿勢をと っている作業者をよく見かけるであろう 。

したがって、少なくともこのょっな税対象を比ることが主作業であ

る空間の! 照明設計は、明視'1ゾ1: に重きを前いてがT!) J t に活円して実行さ

れるのがイ玄米あるべき姿であろう 。 この純度による設計を笑焔する

ためには、現行の! 何度設計で附黙のうちに無視されている視対象の

光学的特性を f町民しておくことが不可欠である 。 しかし、これまで

輝度に対する関心が柿か ったため、その資料はほとんど盤怖されて

6 7  



おらず、その早急な盤備が望まれる 。

明視性の評価法

ある祝対象の見やすさについての主観的な評価と物理的な刺激要

因との対応関係を系統的に抱挺する手法が、明視性の評価法である 。

定ｾＢｋＮな視作業の場合、視対象の見え方を左右する刺激要因は祝対象

の大きさ、祝対象と背景の輝度対比、および、背景純度( )1頂応輝度)

の三者である 。この三者のうち、二つの要因の条件を固定して、残

る要因の条1 ' jニを変化させると視対象の見え方もそれに応じて変化し、

どこかで視対象が見えなくなる限界に到達する 。たとえば、視対象

の大きさを小さくしていくと、次第に見えにくくなり、ある大きさ

でついに見えなくなる 。 この状態を闘状態と呼び、そのときの大き

さを大きさの閥値 (α t) と呼ぶ。この閥状態での見え方は、それを

与える条例ニの組み令わせに関係な〈一定の見え方であり、この闘状

態での見え万を、見え万評価の基準とする 。逆に、大きさを大きく

していくと比え} ' j の程度はよくなり、この閥状態から離れるにつれ

て単調に上昇する 。すなわち、見え方の程度は問状態からの距艇と

対応すると々えられ、大きさが α であるときの相対的な距離は大き

さの閥値に対する比 ( α / α t) で表現できるので、見え万の程度は

この数値で表示できることになる 。 この数値は見え方の程度を ililJ る

物差し、すなわち、明似性の評価指標であり、これを「見やすさレ

ベルJ と呼んでいる 。視対象の見え万を評価する観点は税対象の内

容によ ってさまざまであるので、評価の内容ごとに見やすさレベル

との対応関係を求める必要があるが、事務作業を対象として、明朗

体の日本文の読みやすさと見やすさレベルとの対応関係を求めた結

来 1) を表 - 1 に示す。

表ー 1 明朝体活字の文章の読みやすさ評価と見やす

さレベルとの関係( 背景輝度 : 2ト 1，OOOcd/  m・輝度

対比 : 0. 35以上)

見やすさレベル

を求めるには、担11

度対比と背景絢! } 立

の組み令わせに対

して定まる大きさ

のl羽市立を知る必要

があるが、これは、

中級と 1Jl- Jli轟がラン

ドルト I誌の枕認閣を与える明視三要素の組み合わせ条件を図示した

標準等視力曲線 ( 図ー 1 )  2) を活用すれば簡単に求めることができ

る。ただし、視対象がラ ン ドルト環以外の物である場合は、前も っ

て、両者の大きさの対応関係を求めておく必要がある 。なお、文章

を読む場合、それを榊成する活字はその縦寸法の 1/ 10の切れ目を持

つランドルト環に等価であるとの結果3) が得られているので、この

場合はランドルト E誌の大きさ( 視角) を 10倍して、それを活字の大

きさ ( 侃角) とすればよい。

たとえば、 12級 (2. 7mm) の活字で印刷された文章を視距離30cmて‘

説む場合、そのt活字の視角は α キ t an-
1

(2 .7/300)  ｾＳＱ Ｈ 分〕である 。

説みやすさ; 平価 見やすさレベル

読めない

やっと読める

多少読みにくいが説める

皆労せずに :h1eめる

読みやすい

非常に説みやすい

ー1 . 0

1. 0  - 1. 2  

1. 2  - 1. 8  

1. 8  - 2. 5 

2. 5 - 4. 0 

4. 0 -

附

3

l

 

叶

山

吋

度

a
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帽
の

『

背

3

 

《
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H
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図- 1 標準等視力曲線
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一 方、このときの紙面の輝度が80( cd/ 附〕、活字の輝度が40( cd/

m') であったとすると、輝度対比は C =  ( 80- 40) /80=0. 5で、背景

輝度は L=80( c d/ mつ である 。この状況下におけるランドルト環

の大きさ閥値が約0. 8 ( 分〕であることが等視力曲線から読み取れ、

これを変換すると、活字の大きさの閥値はα t = 8  ( 分〕となる 。 した

が って、この場合の見やすさレベルの値は 31/ 8キ3. 9で、この状態

が表 - 1 から「非常に読みやすいJ と「読みやすい」との境界の評

価を与えるものであることがわかる 。

このように、闘状態からの距般を与える見やすさレベルという見

え方の評価指標を用いることで、視 ｾｬ 筑の明視性を客観的に評価す

ることができる 。 ここでは、明朝活字の文章の読みやすきについて

の評価例を示したが、評価の対象や内容がこれとことなる場合には

それに応じた見やすさレベルと評価との対応関係や、視対象とラン

ドルト E誌の大きさの対応関係は・5前に求めておく必要がある 。 また、

特定の視条件下での視対象と背景の輝度を予測する万法とそれに用

いる適切な資料も準備しておかなければならない。

輝度の予測と視対象の反射特性値

上で述べたように、明視性の評価には、特定の祝条件下での祝対

象や背景の輝j支を予測することが大前提となる 。拡散性でない一般

的な視対象の場今、そ

の郷J立は、照明光の方

向と: w: および視万向に

よってことなる 。すな

わち、 図ー 2 に示すよ

うに点光源で照明され

たキ比対象を、ある方向

から凡たときの輝度 L

は)! ((度 E に比例するの

で、次式てや表示される 。 図- 2 視対象に対する光源の方向と視方向

の位置関係

L = ρ (  ＸＮ ， ψ • ， Ｘｲ Ｉ＠ .  E  

ぷ
v  

ここで、 ρ は8i とψa の二つの角度で嵐定される光の入射万向と、

めてー規定される悦万向に依存する対象物の光学的な特性を与える立

で、 「反射特性値」と呼ばれている 。

したがって、この特性値と照度が与えられれば、上式で輝度の算

定ができることになる 。1m皮を計算することはf i 1 i lji であるので、こ

の特性値を得ることが輝皮算定の中心となる 。 しかし、こ の特性値

は三つの角度に依存するため、それら 三つの角! 支の組み合わせのす

べてについてその資料を繋えることは不可能に近〈、また、多くの

税対象についてそれを準備するには多大の労力を要する 。 したがっ

て、笑務上は、数磁の糠i軽視対象を設定し、それらを特定の松方向

でよよる場合について、任意の入射方向に対する 11在が符られるような

資料を準備することで十分であろう 。

このような巧え方に基づいて、! 照明に対する要求が厳しい・1 ' ; : 務視

作業の際 ｩｬｾ 机対象として、オフセ ッ ト印刷した紙而の表而に透明な

ビニール皮膜を圧着した試料を作成し、視万向の反射角 8r = 30. の

ときの反射特性値を illiJ 定した 。その ililJ 定値を任意の入射} ' j f I IJ に対す

る特性値が容易に読み取れる図表にしたものが図 - 3 ， 4 であり、

それぞれ、印刷インク商と白紙面に対するも のである 。たとえば、

Ｘｩ］ＳＵＮ 、 ψｩ ］ ＵＰ ・の方向に点光源があり、それによる紙面での ｾＨ｜ｊ 支

がE =300 ( 1 x) であるときの煉度を算定してみよう 。これらの図

からその万向の入射光に対する反射特性他の他が、図中の S 点の値

として与えられ、インク面て' Pb= 0. 012、白紙面で・ρ 凶 = 0. 285である

ことが読み取れる 。したが って、それぞれの輝度は L b=0. 012X300
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露出 H 型蛍光灯器具の下方185cmの作業面に

おけるランドルト環の大きさの闇値の分布

現在の I照明設計で対応できるのは、明視性の要求に対するものに限

られることが多いにもかかわらず、照度を中心、に抑えた現行の! 照明

設計では、その要求に答えることができないことを述べ、その問題

を解消するための一試案として、明視性の評価法を提示した。しか

し、このような評価を実行しようとすると、実態に沿った通切な祝

対象の選定や適切な視 nlI' J の設定、さらには、それらの枕対象の反

射特性値の経備など数多くの問題が山被している。早急にこれらの

問題を解消して、 W¥I 明設計ーがよりよい枕環境の実現を 11桁して機能

することを JlJ l待する。

露出 H 型蛍光灯様具の下方185cmの作業面

における標準視対象の白紙面の輝度

引用文献

1  ) 佐藤、 f) l 峰、大，t :  hI . やすきに Jよづ〈叩j 税照明設計に l却する研究、! ! ( I ， I!月乍士会品、 64

巻、 10号、 Ｈ日目千ｦｊ ＵＵｾＧＩ pp.  15 22 

2  ) 中m、f J l 雌: '9) 悦 11( 1 ' 別のためのt京市写悦111111綿に l則する研究、 H本ill 築' "{・会J歯文骨i

ｻｾｔＧｾ 、 ＲＲＹ 号Ｈ昭和 ＵＰ 年Ｉ 101 

3 )  f主除、伊藤、大野: 文市に等l由1なランドルト環の大きさに| 則する研究、 II ，j.: ill*'γ

会 大 会γA神'Jp排出I悦 1悦郎、計¥II! ほし い昭和52年) 175 

=3. 6 ( c d/ m') 、L ω=O. 285X300=85. 5 ( c d/ mつとなる。

また、 図 - 5 、 6 は作業而の t 万 185cmの天井市に4 0 W2 灯Fl hii:

出 H ｉｾＧｩ 蛍光灯器具を設置した状況下で、作業而の任意の位置に上記

の標準視対象を置いたときの反射角 B r =30' 視方向における純度を

仰るための図表である。必要に応じてこのような図表を作成してお

けば、任立の位置での輝度を l立ちに求めることができる 。 また、こ

れらから各地点での輝度対比が直接読み取れる図表( 図ー 7 ) やラ

ンドルト E誌の大きさの|制直が直接読み取れる図表( 図- 8 ) などを

作成しておけば、明視性の評価を簡単に実行することができる。

これらの図表から、視線の正反射万戸'J に蛍光灯が位置する地点で

は、視対象の表面での表皮反射光の ［ｪｩｾ ，ｾＧｊＮｬて制ＨＩ支比に去しい減少が生

じ、その結果、ランドルト Z誌の大きさの閥値が地大し、そこでの見

やすきが打i なわれていることがわかる。ここでは、ある特定の条例ニ

に|以った資料しか従示できないが、一般的な，)< ; 務室においても矧似

の状況が見られるであろうことは符劫に jE! 像されよう。
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りゅうじ( さとうＡＡｾＱＮＱ 明設計を視環境設計の一部として位置付けたとき、おわりに



各論囚照明と生体

人 間 と 照 明 一 光 が 生 体 に 与 え る 影 響 -

本 間 研 一

はじめに 1984年 12月、ニューヨーク市において、「光と生体」

に関するおそらく世界で初めての包話的な会談がおこなわれた九そ

の席上で、主催者の一人である Wur t ma n博士はつぎのように述べて

いる 。 もし将来医学研究によって屋内で働〈人々が現在エネルギー

省が成めている以上の照度に当たる必要があると分かった場合、エ

ネルギ一政策と健康政策のどちらが. i l l . 枕されるだろうか、と 。この

話は、かつて石油危機の際に電力消費を抑えるため日本中で( 少な

くとも日本中の国立大学で) 屯球を変えたり、 2 本ある蛍光管を 1

本にしたことを思い出させる 。私は、企ても部H音い廊下を歩くこと

の憂併さから、光がもっ心理的な作用を改めて比直したものである 。

しかし数年前から、光の心理的効果だけでなく、人の公分に対する

光の生物学的作用が点剣に論議されが: め、光、それも自然光に近い

1切るさの光の if( 要性が主としてお'i 神医学者の間から 11日えられている 。

光 がj 三休に与える彬響について、 Wur t ma n時上がまとめたものを

表ー 1 光の生物学的効果

直 接 作 用 r: lj 抜 作 用

生J l Jlii(J 刻' ) * 1  和斑 | 視覚

色ぷ説; ，，'1 j 生体リズムの悶謝

4長皮肥厚 |  生総機能の活性化

ビタミン D合成 |  メラトニン合成

血中アミノ般

免疫機材i

州.f! ll 的効米| ポJ レフィリン腕による光線過敏杭

悦カド市左

if雌的効来| 日ピリ J レビン血痕 |  季節性 うつ病

くる病 I  11寺Aぽけ

光と薬物の相互作用( 乾せん、向臥病)

円本語訳で示した( 表ー 1 Ｉ 。 光の生物作 ｭ は ｉ ｾＨ 彼作用と ｉｂｊ 核作用に

分けられ、直接作用とは休表而あるいはそれにごく近いところで生

体物質が光の作用を受けて変化することをいい、たとえばビタミン

Dの令成やビリルビンの分解がこれに当たる 。光の間接作用とは光

受容体( 網膜) を介した生物作用をいい、制党や生体リズムの同調

があげられる 。光の直接作用についてはこれまでも多くの記a俄があ

り、医療の対象となっているものもある 。 しかし、光の間接作用に

ついては祝'j; 't を| 徐いてごく最近までほとんど知られていなかった。

そしてその多くは生体リズムに関するものである 。生体リズムは多

くの生耳J l 機能を H寺間的に組織化する直要な役' ，IIIJ をもち、その変化は

一般的な身体の不調から睡眠障害やうつ病にいたるまでの種々の疾

w、と |見! 係していることが明らかになっている 2)。

本特集では、この生体リズムと光の関係について述べてみたい。

生 体 リ ズ ム と 生 物 時 計

略 II Kや体温なとーの粁! 神身体機能が 1 日のうちで変動することは、

ギリシャ 11寺代から知1られていたが、ほとんどあらゆる生休機能に 24

H寺II -¥J 周期のリズムがあることが分か ったのは、ここ数十年のことで

ある 。 このような周期性 ( 生体リズム) は、企夜変化に生体が直接

70 挫築と社会/ 1捌 年 7 月号

反応した結果ではなく、生体の内部に存在する振動機織( 生物時計)

に駆動されて生じる内因性のものである 。

この・j ¥- 突が、人で最終的に確認されたのは 1960年代のことである 。

西ドイツの生息学者アショフは地下の隔離実験室で、フランスの iliiJ

絡燦検家シフレはアルプスの深い洞窟で、昼夜変化や社会的スケジ

ュールから完全に隔離された後も人の睡眠や体温が周期的に変動す

ることを観察した 。 しかもこれら生体リズムの周期は24時間ではな

く、イ問体差はあるものの、平均25_0時間と 1 時間ほとー延長していた。

リズムの周期iが25時間ということは、たとえば鴎H民や党醒のタイ

ミングが 1 日に 1 11寺間ずつ遅れることを意味し、 24 日でちょうどま

る l 臼ずれる計算になる 。時計をもっていなければ、人は 1 日が25

時間になっていることには気づかないから、実験が終わって初めて

隔時制切問中に r1 日」を失ったことを知る 。人によっては 1 自の長

さが地ヒの 1 日の 2 倍になり、 10時間以上の11垂11民と 35時間以上の党

躍を繰り返すこともある 。 このとき時間感覚も変化し、本人は 2 週

間と思 った隔離期間も実は 1 カ月で、まさに「詩n白太郎」の気分を

l味わう 。外界の周期 '1生から| 府高lt した状態で観察されるリズムをフリ

ーランリズム、そのリズムの周期をフリーラン周期あるいは内閃性

周期という 。

アショフらは、附再lt実験室を用いて、人のサーカジアンリズムを

系統的に研究し、多くの重要な観察をおこなった。

その一つに、リズムの内的脱同調とよばれる現象がある 。人の体

滋リズムは通常は眼 l恨の数時間前から低下し始め、睡眠の後半に最

低になる 。体dfI はその後徐々に上井し夕刻に最高となる 。体温変動

のl隔は約 1. 5. C で、会i . i R.dこはあまり彬響されなし、。このリズムは昏

時状態にある人でも認められるので 、11垂11民党醒リズムや' 主治ノぐター

ンの二次的結果ではないと考えられる 。この体協リズムはフリーラ

ン条件下でしばしば11到底リズムと異なる周期をもち、睡眠リズムか

ら議雌する 。これをリズムの内的脱向調と JI千ぷ。 この状態では、睡

眠中必ずしも体1創立低下しておらず、また党醒中も体温が低いとい

う現象が生じる 。

リズムに内的脱向調が起きると、他の生体リズムは体温リズムか

睡眠リズムのどちらかのリズムと同じ動きを示す。たとえば、スト

レスに関係する副将皮質ホルモンのリズムは体温リズムと向調関係

を維持するし、成長ホルモンのリズムは睡眠リズムと一致して動〈 。

リズムに! 均的脱同剥が生じると続々の体調不全が現れることがいく

つかの研究で示されている 。

生体リズムに内的脱向調が生じることから、人には少なくとも 2

極類の呉なる生物時計があると考えられている 。 そして通常は二つ

の生物時計はお互いに向調して、あたかも一つの時計ーのように機能

している 。生体リズムが外界周期に同調しているときにはリズムの

内的脱同調はみられなし、 。 このことから、外界周期iへのリズム向調

は時計の相互同調を補強し、生体機能の時間i的組織化を維持してい

ると巧えることもできる。
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図- 1 光に対する生体リズムの位相反応一白ぬきの償パーが時11民を友す。

隔離災験の 8 日日に笑験宅を 5 ，000 ルックスの光で 611寺nn、16 日日には同

じ光で Ｓ 時 ｉｾｬ f R l . 射し、生体リズムの位相変化を観祭した。光ノりレスは白ぬ

きコラムで示す。光バ/ レス後、睡眠リズムの位相はは数時間 ilij i 1t したー

体リズムがフリーランしているのを確かめた後、室内を日! 照度光で

811寺問毎日照明した。このときの人工照明の照度は 5，000 ルックス

である。すると人工的明暗サイクルを与えた数日後には、リズムの

周期が24時間となり、問調が認められた。この笑験では I情JVJ にも{ ! l

ｭｵ 交の宇 ｉ ｉ￬助照明が使えるので、いわゆる完全 ｈ 刑制の行動 ｾ ｦ ｬ ｬｦ ｬ ｬ 円安ＩＩＩＱミは

巧慮しなくてもいい 。 リズムの向調は、! 照明 H寺1mを 3 時Il l J に組紛し

てもみられた。

24時間と異なる内因性周WJ をもっ生体リズムが24時間周期の明 n音

サイクルに同調するためには、その周期差をサイクルごとに何らか

の方法で修正しなければならない。その修正は、光刺激が生体リズ

ムの位相を瞬時に変化させることでおこなわれる。 図ー 1 は隔離実

験室でフリーランリズムを示している被験者に 5，000 ル ックスの高

照度光を 3 ないし 6 時間当てたときの、リズム位キ|同変化を示して

いる。光パルスに対するリズムの反応は光パルスがうえられた H寺刻

で変わり、光パルスが党醒の直後に与えられるとリズム位相が前進

し、就阪の直前に与えられるとリズム位相が後退する。リズムの向

調で重要なのは党醒直後の光で、この光によってリズム位相が前進

し、 1明暗サイクルとの周 JVJ 差が解消される。

照 明 と 生 体 リ ズ ム

それでは、日常生活で照明が生体リズムにどのような修轡を与え

ているか、また生体リズムと関係してどのように利用されているか、

みてみよう。

先に述べたように 、生体リズムを向調させる光の照度と視覚に必

要な光の照度は異なり、持通の家庭用照明は生体リズムの向調に影

響することはほとんどない。このことは逆に、日中外に1 1 ¥ることな

独肉の周期l をもっリズムが他のリズムの影響をうけ、最終的に二

つのリズムの周期が一致することをリズムの同調という。では、 24

時! 日! と呉なる内因性周期l をもっ生体リズムが、どのようなメカニズ

ムで外界周期に同調し、 24時間周知] のリズムとなっているのだろう

か。また、人の生体リズムを向調させている外界の周期性( 阿部i閃

f ) は何なのだろうか。

地球の向転にともなう環境変化として設も劇的なのは光照度の変

化であり、総j主や季節によって差はあるが昼間は l 万から 10万ル ッ

クス、夜は新月で 0 .001 ル ックス 以下となる 。したがって 、多くの

生物にとって nJJ 時の変化がリズムの向調図チになっていることは鯖

〈に当たらなし列。

生体リズムの向調因子は実験的に確かめられる。まず対象とする

生物を環境の周期性から隔離し、リズムをフリーランさせる。つぎ

に機かめようとしている環境因子を人工的に一定の周期で与える。

もしフリーランリズムの周期が環境因チの周期と一致す h ば、その

環境因子はリズムの同調因子である。

光が人の生体リズムを向調させるか活かについては多くの議論が

あった。光を全く感知しない視覚障害者のリズムは、正常人と変わ

らない向調リズムを示す場合と、フリーランに近いリズムをもっ場

介があり、結論的ではない。人の場合も、向調因子を決めるために

は、 ｾｍ 荷 ｦｴ 実験をおこなわなければならな ｌ 、。アショフらは、フリー

ランしている被験者に人工的な明暗サイクルを与え、リズム向調の

有無を，調べた。明Jmには実験室内を 300 ルックスにし、 H背J切は、ま

ったく )!¥l. 1り] 総只が使えない粂1'1ニ( 絶対的 Iリ1附サイクル) と、- J o t 小阪

の行動を保証する低 ＡＡｾｕ 変照明が使える条件Ｈ相対的明暗サイクルＩ

とした。その結来、人の生体リズムは絶対的明暗ーサイクルには同調

したが、相対的明暗サイクルには同調しなかった。

この結果から、光は人のリズムの向調因子としては重要でないと

巧えられた。というのは、絶対的明暗ーサイクルの時期は一、J- 先もみ

えない完全n百附で、人は償になって締止しているしかない。仁! 然界

ではおけ] の夜でも且がまばたき点っ時附になることはほとんどなく、

ｈ 削 ｾｊ でも人を不動化させることはない 。したがって 、絶対的明 ｈ 背サ

イクルの向調作用は完全H苦闘のもつ行動抑制作用が効いたものと解

釈され、一般の社会的向調囚 f とみなされている。

この実験で明WJ に用いられた光は 300 ルックスで、確かにノドを読

んだり、 rr: を、! r - いたりするには何ら差し支えのない照度である。し

かし n然の任問の明るさは l 万ルックス以上もあり、この実験は必

ずしも内然の明WJ を校倣しているわけではなかった。

メラトニンは松栄体から分泌される JJ 尚ホルモンで、夜になると分

?必がll.5 まる。動物て酬は生殖機能に関係するホルモンとして主11 られて

いるが、このホルモン分1必は光によって抑制される。ルイーらは、

人のメラ卜ニン分泌は低照度( 500 ル ックス以下) の光では抑制さ

れないが、 Ｒ ， ＵＰＰ［ レックスの高ｐＮ ｾｈ 支光で抑制されることを見出した。

単色光を月] いた実験では、ホルモン分泌抑制効来は 509nmの波長を

もっ光で一番強〈現れた。この笑験結果は、三つの重要な可能性を

r示唆している。まず同じ光でも ホルモン分泌に作用するのと視覚と

では必要とする照度が呉なること 動物で雌立されている視覚とは

J ' 4 なる光感、受の神経経路( 網膜税床下苦11路) が人にも存在すること、

そして人のサーカジアンリズムが高照度光に問調すること、である。

ちなみに Ｒ ， ＵＰＰ ルックスの照度といえば、 ￬ｩｾ 公りの自の屋外の旬｝る

さである。

そこで私達は第三の可能性を検討した。隔離実験室で被験者の生

生 体 リ ズ ム と 光
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〈屋内の人工照明にしか当たらない人は、生体リズムの同市，ｾに異常

をきたす可能性を示している。たとえば、的今問題になっている登

校.j"li 育児は、故初は心sI! 的安広| で登校を如何し家に閉じ込もるが、

その結果、生体リズムの ｼ 吋剥に呉ｾＺ［ｾＮがやじ、フリーランに似た状態

になる。この原 Ikl の一つは、正:j!!(¥J良光に j非政される機会がほとんど

ないため、リズムがリセットされないことにある。また社会的i ! ll j;f.(;

が少ない大字生には、 H制民時間がどんどんずれ込んで、あたかも丹:

干支が逆転したかのような生前を送 っているものがいる。こ れも日 W¥

1ft 光に当たる機会カ、少ないためと巧えられる。

怯性的な附 11氏陣古: の一つに ｾＱＧＲＴＱ 時 ＱＱＱＱ 附 ＱＱ 民党間早川Ｚ似がと呼ばれる

がとＮｉｾ｜，、がある。これは生体リズムが外界の ＲＴＱＱ 寺院 ｬ 周期に同調できす、

あたかも悩縦突験不の被験者のようにリズムがフリーランしている

状態をし寸 。したがって 附 11[( に松過な時 IHI' Ii 'i が日々変化し、日によ

っては 日中に 11刷版時間引が米たリするので、 11 会生活に文附が出る 。

また時 11[( が| ・分に取れず、不眠症になる。このタイフの1 I [ r ，1 I 民防芹に

は附眠薬はp ' 1f . 企) J て“ あることが多し、。M: 近、この記長忽の治療に光を使

うことが試みられている。もっとも簡単な }j 法は、I ，VI 早起きをさせ

て、 1 - 2 時間散歩につれ出し、明るい光に当てることであるが、

2，500ル ックス 以上のf ! (¥1立がでる照明装 iE を用いて室内で治療する

ことも試されている。

1:心刊J

る{竹4二m カが《あるのてで，、これを利J 1J して II ，} 差ポケを制WJ 聞に克服する }j

法や、交信勤務をスムーズに遂行させる }j 法が巧ーえられている。 11寺

差ばけは、生体リズムが現地時五1I に同調していないにもかかわらず

現地時五1I で行動しなければならないという人為的なリズムの内的脱

同調からくる体調不全である 。自m¥皮光て"U. 本リズムの位相変化を

!II. め、この脱向調の状態を早期lに解消することが理論的には可能で

ある。ホテルに「光シャワ一時u をもうけ、俳l人の旅行スケジュー

ルにあったプログラムでi f : jml.1支光を浴び、リズムを. i i l i やかにシフト

させる。同じ )j 法は火体勤務にも取リ入れることができる。

北欧ゃ北アメリカでは、冬子に| 保 って 体 調 がhii ｾ＠ l 公分の変調を訴

える冬季うつ病( 字飾性うつ1l ii) が数多く報特されている。この病

気の l点Ikl はまだは っき りしていないが、季節変化に 1l う日 !mi ll の減

少がｼ長 ｬ 係しているという説がある 。 動物では、 Ｇｉ ｾＮ 物 ｈ 、日ｼが円の長さ

に反応してホルモン分泌ハターンを変え、冬山 Ｎｾｉｉ 寺 ｭｬ や繁 Ｙｩ ｦＨＡｙｉ を決め

ている。人でも似たような手E↑WI: は欣凡され、秋から冬にかけて{ 本

毛が濃くなる人は結構多い 。 冬季うつ病もその一つの表れとするの

がこの説の骨子である。冬季は日 ｦｴｾｴ 111が減少するだけでなく、朝は

) ! 足くまで H討し、。 ':VI の' J i : . は' 何本リズムを 24時 ji1j(ニ I日J ，ｾ，｜ｪさせるために必

要で、この光カ、ない冬はどうしても n't't めカ、巡くなる 。われわれが

調べた札帆イdt の免f 1. ぷ成人のすaWI I 年五11は、冬手で l 時間も) ! 足くな っ

図- 2 ポータブル型高照度照明装置 ( 中山被司氏の設計による)

ーリｊＧｲは Ｔ ・［丈町内科とは Ｑｾ Ｑｦ系 主い
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ている。これは生体リズムがフリーランしやすくなっていることを

意味する。もし冬季うつ病に例の H脅さが関係しているとすれば、冬

の初に人工的な日照度光を与えて生体リズムのリセットを促進する

ことにより抗状は軽快するはずである 。

このような理論から、日 ｦｴｾｕ 交光による光ノ、ルス療法が試みられて

いる。これは刺の 611寺から 9 t時までの 3時間、病院内では 5，000ル

ックスの 明るい苦 ｉｉｾ で過ごし、家庭ではポータブル引のＡ照明装置で

2，500ル ックスの光 を 浴 び る ( 図ー 2 ) 。この治療法は日本では始ま

ったばかりだが、欧米の治療成品fi をみる| 以リ、その効果ははっきり

している。 2，500ルックス以下の) ! ( ¥ｲｾＱ は治療効果が少ない 。

iぜ二i泊の社会生前を送っている人が l 日に 2，000ルックス以上の光を

浴びる時間を調べた研究がある。それによると、粁者に比べて老人

ほと‘ ＱＺｾ￮ｦｴｆｊ 立光に当たる時 ＱＱＺＱ が剣〈、また、左人でも痴呆ｴＧ Ｑｾ のある人

はr u ! 康な人と比べて光に当たる H寺聞が半分ほどになっていた。これ

は挽i呆老人は安全性や介護苦手の関係で屋外にでる機会が少ないため

と巧えられる。

老人性痴呆杭のーも七状に、附11民党醒リズムの逆転がある。リズム

が逆転する単位lは不 lリ] である。 I1立近、薬物療法が効果的てなかった

怨、者に日中高! 照度光を用いた治療をおこなったところ、症状の改善

がみられたとの報告がなされた 。 この治療効果が、光によるものな

のか、社会的接触の強化など他の因子によるものかは慎重に議論さ

れなければならないが、もし光に治療効果があるとすれば、老人性

痴呆症の睡眠障害の治療に応用できると思われる 。

おわりに 人労lが光と熱を撤えるようになって以米、その生活

空間と時間は飛躍的に広がり、場所や1 I ，' f lt:1 を問わず、的々の iliifi }Jヵ、

可能となった。 2411刊 :1常業のマーケットやアスレチッククラブヵ、雌

況なのも、その一つのョ長れであろう 。

しかし人は、地球 1-. で進化し適応した，t=. 物としての利性を依然と

してやr J I i えており、その特例: を無枕した tu2i な生前隊式の変化は生体

機能に純々の代111 を安ボし、 H年として人をストレスや扶州へと将く

だからといって、もはやすべての人が夜明けとともに目覚め、日没

とともに寝入る牧欲的生前を送れるはずもない 。 このジレンマは、

照明をいかに利用するかで、少なくとも部分的には解決できると思

われる。

光と生体リズムの関係は、! I i ) ; 物で1ま. ' ' { : 防! として降、工されているが、

人では始まったは、かりの研究分野である。とくに脈 IIK附; ヒーやうつ病

の光を ｭ いた治療法はまだ試験的な試みとして、数えるほどの ｉＢｾ 鋭

機|具lでしかおこなわれていないし、 M初j にこの )j i去を発表ーした. : K 住!

の材料i科 17ミローセ' ンタルらの ):II!. 諭カずすんなリと 'γ ー会に受け入れられ

ているわけでもなし、。しかし、今ではごく作 j凶におこなわれている

新 生 児 lfJJ ビリルビン l(ILiu: に刈する光州法も，] '1 f J J は似たような状況に

あった。この }j i去が初j めて判ifhーされた 1956年には、光治療のイf公;))'1'1:

に| 刻するデーターが不足しているという sI !.I il からほとんど無税され、

尖川に移されたのは| 数年後に〈よってからのことである。

Ij : . 体リズムカ快l係する扶忠の If リLそに光ヵ、J1J¥. 、られるようになるか

何かはここ数年の研究で決まると思われるか、 yeカ、治療法としてや上

われないまでも、人の" イ本リズム、そしてそれに依存している" 二泊

リズムに大きな ;J 片平を Jj 今えていることはまちがいない・1'; 尖である 。
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各論図照明にかける夢

灯をともす生物一生物に発光を学ぶ-

笠 井 佐 夫

太古、人類は火を獲得することにより保温や調理に 利用 すると同

時に、光を得て、暗黒の閤に行動することができるようにな った。

このようにして得られた光は燃焼にともなって発せられる光である

が、のち、種々の物質を高温に熱しても光が発せられることを知る

ようになる 。すなわち白熱灯の誕生である 。

このような経緯のもと、われわれの頭には光すなわち熱( 暖かさ )

という回路ができあが ってしまったようである 。 したがって冷たい

もの、まして生き物が光るということは，思考の枠からはみでる現象

て¥きわめて不思議だと感じられている 。無機的な冷たい光は一昔

前にはヒトダマ、セントエルモの火、オーロラなど、われわれの一

生を通じても見る機会のほとんどないものであ ったが、最ー近はこの

ような光はわれわれの身の回りに満ちあふれている 。 まず自発光性

の夜光塗料が現h 、腕時計の文字量産なと1こ使われだした 。これは微

量のラジウムなどの放射性物質と蛍光物質を混ぜ、放射線による蛍

光を利用したものであるが、政射線の被l爆を避ける意味から最近で

は使われなくな った。 さらに、冷たい光として蛍光灯、テレビ、発

光ダイオードなどが現れ、文字通りわれわれの生活を明るくしてい

る ( これらは少しは暖かくなるが、発光と直接は関係しない )。

一方、光る生物 ( 発光生物) についていえば、自然と接する機会

の少なくな った現代の生活では、ホタルすらも自然、の状態では見つ

けることはまれであるが、むしろ一昔前までの人のほうがはるかに

身近な存在として感じ、詩歌にまた絵画に一抹の鯖きとともに、そ

の美しさを愛でている 。

発 光 生 物

人矧が火を獲得するはるか昔より、種々の生物が光を獲得してい

た。発光生物を分類してみると微生物およひ: J I l 1 J 物に分類され、微生

物を のぞ く植物には発光極は見あたらない。 とくに動物では腔腸動

物から脊維動物 ( 魚類) まで、ほぼすべて の動物門にわたり発光胞

が見られる 。

発光微生物としては発光細菌、発光き の こ、ヤコウチュウ ( 原生

動物) などが知られている 。発光細菌は古くから知られた発光生物

で、いくつかの栂が知られており、おもなものは海洋細菌として海

水中から分離される 。一方、魚類または頭足類 ( イカ、タコなど )

に寄生または共生していることも多く、これらからも分離される 。

これらはし、ずれもグラム陰性、通性嫌気性の梓菌で、分類学上、コ

レラ菌に近いが、病原性はなし、。発光細菌は比較的容易に、また、

大量に培養することが可能で、生物発光系を利用しようとする場合、

もっとも利用しやすい生物である 。発光き の こではわが国ではツキ

ヨタケが有名であるが、世界的には多 くの樋が知られている 。! 京生

動物のヤコウチュウやウズオビムシは刺激に対して| 苅光を発すると

いう点で他の微生物発光とは呉なる 。

微生物には光受容総 ( 目) はなく、発光の生理的意義ははなはだ

不可解である 。一方、あとに述べるように動物の発光はその生息的

立義がたやすく理解できるものがほとんどである 。 このような逃い

は発光様式にも見られ、神経系の発注した動物の発光は事II *J : 支配を

!
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図 - 1 発光細菌との共生により発光する* 偽。発光魚

受け、パルス状の発光を行つものが多いのに対し、きのこや細菌と

いった微生物の発光では辿統的な発光が見られる 。

動物では、 一般の人が巧・えているよりもはるかに多くの発光臨が

知られている 。腔腸動物ではクラゲ、ウミシイタケ、ウミサボテン

などに、 !.m移動物で・はミミズやゴカイに、軟体! l i1J 物では 二枚貝、巻

只、頭是類に、節足動物ではウミホタル、オキアミ、サクラエビな

どの甲殻類、ホタルをはじめとする多くの昆虫類に、l J ; i : 、索動物では

ギボシムシやホヤなどに、また、脊椎動物には多くの魚類に発光経

が知られている 。 これら発光生物については羽依田の著告に詳しし、。

i1i1J 物の発光はいくつかの型に分類できる 。たとえば、体内で発光

するものと体外で発光するもの。発光を神経系で制御しているもの

とそうでないもの。すなわち、パルス状の発光をするも の と述統的

な発光をするもの。 また、向らが発光するものと共生細菌などの発

光によ って発光するも の、などに分類できる 。一方、動物の発光は

その生理的意義が理解しやすいものが多い。以下に、いくつかの発

光線式の例を挙げ、その生理的意義を A考察してみる 。

日本各地の水のきれいな砂浜では、ウミホタルの発光が容易に観

察される 。 この発光は夜 IHl 波打ち 1
I祭などに盤流しの図めように光っ

て見えるが、懐中屯灯などでm，らしてみても光っている場所には生

物は凡あたらない 。すなわちこの発光は体外発光で、威嚇または t1¥':

乱のための ものと与-えられる 。ゲンジポタルの光が明滅することは

よく知られているが、いろいろなホタルの発光ノ マターンを調べてみ

ると、雌雄および般の違いにより呉なることがわかる 。また雌の発

光パターンで発光させた人工の光に同種の雄が反応を示すという 。

すなわち、この発光は例体聞の情報交換または性行動と考えられる 。

チョウチンアンコウは英字，angl er というが、こ ちらのほうがより

その生態を捉えている 。チョウチンアンコウは玖上にアンテナ状の

突起を持っており、その先端に発光器がある 。 自らは動くことなく 、

光る釣竿を動かすことにより集まってくる魚、を捕獲する 。すなわち、

発光が餌の誘引に利用されている 。

魚類または頭足類には自ら発光することなく共生する発光細菌に

よって発光しているものがかなりある 。これら偽発光生物では特定

の場所に発光細菌が共生しており 、ある種のものについては、定常

的な発光細菌の発光をパルス状発光に代えるために共生場所の表面

にメラニンの黒い膜を持ち、これを開閉している 。 日本の水族館で

もllki 互このような魚のf 9IJ として、フォトブレフアロン( 光る険の立 )

やマツカサウオを凡ることができるが、展示法が良くなく 、どこが

光 っているのかわからないことが多 L 、。録者はかつ てボストンの水

族館で、薄暗くした水槽の"1" で明滅する多くのフォトブレフア ロン
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の光る 11金を比つけ、しばらく立ちすくんでしまった経験がある。

このように多くの動物が、向ら発光できなくてもうまく光を獲得

しており、また、太陽光の届かない深海に生息、する動物を調べると、

ほとんど ( 95%) ヵ、発光するといわれている。この事実は、動物が

行動するのにいかに光が大切かを物訴っているように思われる。

発 光 反 応

燃焼反応のように過激な反応ではなく、 t昆j支上昇もほとんどとも

なわないような反応でも発光ヵ、見られる化学反応があり、これを化

学発光とし、う。化学発光や生物発光では反応のさいに熱の発生をほ

とんどともなわないので、 J令光と呼ばれている。化学発光のおおま

かなメカニズムは「化学反応で生じたエネルギーが蛍光性分チに移

動し、励起状態となった分子が再ひもとのよ主底状態にもどるさいに

エネルギーが光の ｽ ｦ ｾ てすｾＩＨ出される」というものである。このエネル

ギーは殿ぶまたは過酸化水素による般化もしくは過酸化物の分解に

よって供給されるのが一般的である 。これは、可視光が抜出される

には- J rUニ40- 70K cal/ mol という大誌のエネルギーが必要なため

である 。化乍反応、で生じたエネルギーの光エネルギーへの変換効半

を、 llt { 収，本( 反応生成物 l 分 f あたり j皮出される光量子数) とい

う。 よく知l られた化学発光にルミノールの発光がある。すなわち、

塩法'1'1，ルミノール溶液に触媒存イ1: Fにifl J fj 変化水素を )JI Iえると、発光

が凡られる 。 ちなみに、この発光反応は瓜l 液によっても触媒される

ので、法I矢，，-'!・て岨LJU: の検山に mし、られる 。ルミノールの発光では iii:

子収 'f
i
は数ノ、一セントであまり尚くない 。そこで、量子収

P

がの fs;い

ことが化中発光の特徴とされてきたが、最近で・は化学発光にもかな

り拡 ｮ ルドの ｲｬ ，ＧｾＱ，Ｎ 、ものヵ、見いだされている n

生物発光は化学発光の一向で、醇ぷ( ルシフエラーゼ) により必

'l'1 ( ルシフェリン) が問変化される反応、である。/ レシフェリンやルシ

フエラーセ、という刑務は一般的なもので、生物種によりおのおの災

なる物質であるのが一般的である 。生物発光反応はー砲の酵素反応

であるゆえ、一般の溶液系てι はられる発光反応( 化学発光) よりも

量子収不がきわめて高いのが特徴で、ホタルでは 1 に近し、 。紋 j!i:で

は、ルンフエラーセーを生体から分離、ｾＭ，Ｇ ￭ 製し、試験管中でルシフェ

リンと i比千干して発光させることヵ、できるようになった生物稀も多 L 、。

さらにホタル、オワンクラゲ、発光納l幽のルシフエラーセ。のように

遺伝( - 工学によって大腸菌に生産させることが可能となったものも

ある 。

生 物 発 光 お よ び 化 学 発 光 の 応 用

光の応mとしては、ソフトなものとハードなものが巧えられる 。

すなわち、 1I九者の代表は↑ } 持民の伝達て“あ 1) 、後者の代表は照明では

ないだろうか。生物発光や化学発光の平11mは、現在前者に偏 ってい

る。すなわち、将々の物質量を' 色物発光や化学発光を j刊い光iii に変

換し、定五tする分析法は :l'JLイ1:尖 JTJ の械によ主している 。この }J 法は光

i立の ilill 定技術ヵ、きわめて敏感で、あるため、また、生物発光を手IJmす

ると体液のように非常に多額の物伎の出令物仁l'から目的の物質を特

異的に定泣できるために、今後大きな !UH寺がかけられている 。 j!i:ぃ

将来、われわれが病院などで受ける血液をはじめとする純々の臨床

検査はかなりの部分ヵ、このような }j 法に変わ っていくだろう 。 この

ような検伝法が笑用化できるのは、これに用いる試薬 ( ルシフェリ

ン、ルシフエラーゼなど) が高価であるにもかかわらず 、本法を周

いることによる 平和利|りlυ，1，1ト'

分析丈弁対IすI象のす特守占災耳yドザト一一カが屯大きいためである 。

- } 子、生物発光や化学発光を一般の) 1 ¥1 ， 11) 1に用いることは現庄のと
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4 化学発光キャンドル

図 - 2  

化学発光の照明への利用

( 写真提供 : 日本化学先光株式会社)

ころきわめて非現実的な話である。一定の光量を得るのにかかる費

用を 他の方法と比較すると、これらの発光法はけた外れに高価であ

り、また、発生する光の強さもそれほど強くない。しかし、特殊な

目的のためには化学発光法は照明として 利用 できる 可能性はあるし、

また、一部では 利用されている。光のハードな利用法に対する生物

発光の研究の貢献はむしろ量子収率のよい化学発光 系を開発するた

めのヒントを与えるといったものでーあろう。

乾燥ウミホタルは水を加えるだけで発光させることができ、第二

次世界大戦中、日本陸軍が夜間の信号用に大量にウミホタルを採集

したが、実戦には使用されなかったという。また、同じような目的

で発光細菌についても研究されたという。生物発光や化学発光の照

明としての応用がこのように乾燥した生物や、また 、生きたままの

生物が用いられたのは当時、化学発光の: L J : 子収率がまだ小さく 、笑

用にはならなかったためである。

最近、化学発光の量子収率も上がり、とくに米国航空宇宙局( N  

A  S  A ) の要前により開発されたものがいろいろな方面で実用化さ

れている 。そのおもなものは緊急用の安全灯で、夜間海上でマ〉数J l jJ

活動やヘリコプターの着陸誘導灯として使用されている。また、ホ

テルなどのドアに吊しその場所を示すためのドアノブライトもある。

このような化学発光灯の利点を挙げると、屯 il J r t なしに一晩位j立は

照明できること、発光のための装置が単純で、故障が少ないので使用

条件て'fljlJ 阪を受けにくいこと、いろいろな色の光が得られること、

液体が光るので独特の効果が期待できること、などが考えられる 。

最後の利点は今後、光る Eまや光る川として照明の新しい様式として

発展するかも知lれない。

*  

各地 でホタルを復活させ 、夏になると新聞紙上を賑わせている。

本米は天然の愛すべき発光生物が育つ環境を作り上げるのが生物発

光を楽しむ条件なのであろう。たとえば西イリアンて廿並木に無数

のホタルが群がり同調して明滅するので、最近ホテルの前などに見

られる木の校に張り巡らしたイルミネーションのようであり、また、

サンタカンをはじめとする世界各地 で見られるヤコウチュウによる

光る海はスケールが大きく、どのような演出にも勝るようである。
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各論図照明にかける夢

建 築 と 照 明 ー メ ー カ が 照 明 に か け る 夢 -

袴 田 薫 生

建築における照明の役台IJは、 ill 要と巧えている。大分前だが、治

家先生の講演会で「建築とは空間を創造することだj と聴き、その

;立 l床では照明も空間を創造することだと思っている。

! 照明メーカは、照明計画や! 照明設計がより自由に設計ができるよ

うな照明機器( ランプ、安定骨量を含む点灯装置や市IJ 御装置、照明器

具など) の開発 を指向し ている。したがって、建築や照明設計がど

んな琉反づく りを目 指し ているのかに沿った 照明機縁でなければな

らなし、。たとえば、21世紀の住宅はどうなっているのか、住環境は

どうなるのか 、21 世紀のオフィスはどうなるのか、などそれぞれの

思忽に迎合した照明機器が必要となる 。

- }j 、照明機器固有の開発目標があり、

(1)  効率向上( ランフ。効率、安定総ロスの減少、器具効率の向上)

(2) 演色性向上

(3) 働程 ( パフォーマ ンス) 向上 ( ランプの働程改善、骨器具の続年

劣化| 幼止)

(4) 小形 ・軽量化 ( ランプ、安定縦、昔話共の小形 ・軽量化)

(5) 便利性の向上 ( 照明制御装山とし て訓光機能や、音戸でのライ

トコントロール、人感セ ンサ応用など。照明器具として配光可変や、

移動 ｉｦｾ などＩ

(6) 信頼性の向上 ( 防災盟のランプ、安定器、昔器具)

など 、それぞれの項目で開発がすすめられている。これらの特' 陀の

改1!f がうまく建築の要求 'I i: mに適令するよう、照明メーカは苦心を

するところである。

ランプ

最も ｬ ｊ［，［ｪｳＺとなるランフ ・の 特性は、 高 ラン Ｗ Ｇ ＧｊＩｊ 率、 高 ｩｾ￭ 色性、 長 ｪ 、ｊＢ

百00

命、にある。
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図ー 1 は JJt-uoの

光源を示したもの

で、発光形式によ

らず 、ランフ。剣') '千三

と演色性は中11反|民l

係にあり、 一般に

は高演色低効率、

低減i 色日'i. j ) }存であ

る。現在の EL は

低効率( 数em/w)

であり、一般 !m別

には使用されてい

ない。図の矢印の

方向が、開発すべ
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図ー 1 ランプ効率と平均演色評価数

目標値となる 。1987年に実施した屯気設備学会の技術動向調公報

作舎では、 5 - 10年後に HI Dランプで Ra85、効率120em/ w、蛍光ラ

ンプて沢α 与 100、効率100em/wの災現が予怨されている 。

このあたりは夢とは 言っても予 ililJ てゆきる 範囲であるが、w - を拡げ

てみよう。

光線、は小さいほどいし、。照明器具ーとしても 小さ くでき 、主. I ! 築と の

なじみもしやすくなる。また光の万 IIl J制御も光i原が小さい }j がi直確、

適正にでき 、必要な場所に必要な Uj l るさを与えることカ、できる。現

在でも小形のHI Dランプは親指程度の寸法のものがあるが，400wク

ラス HI Dランプの小形化ができるようになる。骨器具l立五I Ui の100wク

ラス用で十分である。 HI Dランプの欠点である始動が. i i i い 、 J日光が

できないことも改善される。このような HI Dランプとしては、メタ

ルハライドランプあるいは向圧ナトリウムランプのいずれかと 思 う。

蛍光ランプも小 ｊｦ ｾ 、向 山プ ｊ 化がすす み 、Ｇ［ｉｊＺ球と変わらない大 きさ 、

明るさのランプができる。このランフ・は無屯極放五を応! T J したも の

で、効率も高〈、 j 手命、 i動位も良いものになるだろう。

雰囲気を変化するための光源としては、光色が変化できるランプ

が使用される 。

点 灯 装 置 お よ び 制 御 装 置

Ju. 定ランプを点灯するための安定器は、すべ て' ，IJ: (-化 され、イン

ノ〈ータ点灯となる。インバータを構成する回路索 f は' 心 )J 同路を| 徐

いて ｌｓｉ 化され、また屯 Ｉｊ 回路はＡ照明ｾ器具のＭ￭Ｇｩｬ Ｑ に組み込まれてい

るため、一見すると安定総がないように見える。点灯周波数む ｉｾＧＺｪ く

なり、数百K Hz で、効中の li'j 上や部品の小形化に寄与している 。と

くに 小形 の蛍光ランプや ｈｉｄ ラ ンフの安定器は、ランフの ｉｉｾ 部分

に収納されているので、数 ｷＭ Ｑ ＰＰｷ 位皮までは、白熱Ｇ必 ｊ［ｾ とまった

く|司じように f皮JRできる。

照明制御装置は機能が純々 のものが開発され、住宅におい ては H

A の一昔11に、オフィスではビルコ ンの一部に 組み込まれて、 似平IJ 性、

快適性、安全性などの凶iて'J I:'i i¥に広範聞に使用されることになろう。

それらの機能をあげてみると、つぎのようになる 。

(1)  点滅 ・調光一一人感センサ、リモコン、昼光検出

(2) ランプ、安定甘誌の) : I ' 命末期状態の検出と表示

照明器具

ｉ 照明器 具の位置付けは二極分化し、ｾ器具自身のデザインがインテ

リアやエクステリア の一部になるものと 、建築化照明に JJJ¥' 、られる

照明器具としては nに触れない機能本位のものになる 。

デザイン性の ｉＢＭｾ｜Ｇ 、ｾＡｾはともかく、建築化照明に使川される総ｾｾ

は、できるだけ設計の白 ､ｬｬ Ｎ交を ｬｦｅ めるために小形、必 ｽｦｾ が ｩ￭ 主められ

る。小形化を進めていくには、ランプからの発生熱の処ｊｬ ｊｬ が ￮｛Ｈｾ と

なり、ヒートポンフを平IJ m して指熱タンクへl汲熱するようなことが

行われ、省エネルギーにも役 ι つ。

!照明効果に多機性を持たせるために、! 照明 i株主Lは、純々の機能や

特性を持ったものをうまく組みイヤわせて使用する。同己光がi ' l 111に変

えられたり、Ａ Ａ ｾＮ nJl *i: ｾ＠ ｾ Ｎの ｩ 立山 が変化できるようにユニ ｹ ト化、ハネ

j  レイヒが11' わi Lる。

H 氏の生活

H 氏は45歳、ある会社の技術開発 jll 当7 ネージャーである 彼の

建築と社会/ 1988年 7 月号 75 



ようなニューシングルは最近では珍しくなし、。

食生活は配食産業の発達と家屯の進歩で不便はなく、自分の個人

生活を最大阪にエンジョイしている 。

一 ← 起床。交通の{ 更は良いが住宅の過密しているこの辺で

(  I  ¥ は、朝陽が窓を照らすような賀沢はない。その代わりに

¥/ら :00ノ 反射形の太陽光導入装置によって 、自然光を取り入れて

一 いるし、仰の気持ちの良い景色は壁の平市スクリーンに

B.G.L (BACK GROUND LANDSCAPE ) として 映し出されている 。

彼が移動するにつれて、洗面所、トイレまで E L フロアが光る 。

洗面所に入るとすでに彼の検知をして照明が点灯している 。光源は

屯チ安定1 * 十内1哉の小 j杉蛍光ランプ。 i寅色性が良〈、顔色のチェ ック

もできる。手もとをもう少し明るくしたいので、 「手元J と声を出

すとスポットライトが点灯して、今までの Ｒ 倍の ＡｒｬＮｽ ｾになった。洗

顔を終えて彼が戻ると 2 秒後に自動的に消灯した。

砂i 食を終え、制のコーヒーを飲みながら、ニューズ専門のCATV

とニューズファクシミリの画面に目をやる。

- 仕 Ｇ ｊ Ｇ｜Ｎ を ｬｾｦＮ ｊ 始 。 イ宝宅勤務が普通になっているので、つぎ

にJ ' ¥ 川 |出 に A J.， t.:Jt 。 プラズマティスプレイを使用した端

¥ 9:00 ノ 末端が 3 台、彼を取りまくようにならんでいる 。 l 台は

データベース読み出し、 1 台はワープロ機能を持ったコ

ンビュー夕、 l f: は外部との通信用である 。

ペンによる筆耕がない業務なので 、あまり明るい照明は不要で、

村i神が集中できるような活ち芯し、た雰囲気にな っている。

今日は週 1 回の音11内会議がある日である 。机の SW を

/可 '¥.Ifflすと 壁 の マ ル チ ス ク リ ー ン 巾 部 下 5 人の顔が映

¥ 10: 00 )  し出される 。 T V カメラのスキャニング周波数との干渉

がないよう l直流点灯した蛍光ランプで、背景となるホリ

ゾントを照明し、 I色流点灯した 小形高 j寅色メタルハライドランプの

リトラクタブル ・スポットライトカ、彼を照明している。

1 時聞の会議が終わるとさすがに疲れる。同じビルの地下の、フ

ィットネスクラブに行って軽い運動をし、水泳をした。彼のような

利用者のため、プールの l照明はカリブ海 ( どん な地域についてもシ

ミュ レイ ション可能だが) の自然、光そのままで、あまり陽やけのし

ないよう用心がいる 。

廊下などの共用部分は低照度ではあるが、 24時間照明が必要で‘ あ

るため、日中は昼光、その他のときは効率の良い大形HI Dランプか

ら反射形ライテイングタクト( 銀反射板とプリズムの組み合わせに

よリ伝導昔 ｾＩｉＫＮＮ｜ が飛躍的に ｉｉｉ ｊ 上 しているＩを用いて間接照明を行って

いる 。

一』 昼食の後は再び室に戻って、仕事の続きをする 。現在

/ レ ¥ 進めているフ。ロジェクトの山場にさしかか っており、じ

¥ 13:00 )  っくり J f えたし、。彼の好きな BGM をかけ、主照明を消

灯し、壁の下半分に設備した EL の幻恕的な! 照明のなか

で恕を練った。最も創造的な活動が活発になるような音楽を選定し

ており、照明も不規則なゆるやかなリズムで明日昔を繰り返している 。

彼が仕事をしているうちに、中央監視室を見てみよう。種々のシ

ステムの制御、監視は別にして、照明の管理は一段とi . f f i んでおり、

fl liJ 々の室の点灯 ・消灯の状況はすべてモニターされ、適切な照度レ

ベルの維持が自動的に行われている( 写真一 1 )。

とくに点検、保守は、経済性のみならず安全性が重大な社会的関

心事であることもあり、最も進歩したシステム の一つであろう。器

具ごとに、ランプ、苦器具の光学系の汚れの状況、光源の光束減衰の

状況などはすべて検出し、出力を調談、照 l支を維持する 。 また 、あ

る限度以上の汚れになると、消帰( 反射板は汚れのつき担任し、表而仕
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上げになっている

のでその必要は少

ないが) の指示が

出される 。

ランプの寿命も

末期近くになると、

微少な屯気特性の

変化から、寿命を

予 iJII J し交換 l時期を

知らせ、断線前に

ランプ交換ができ

る。点灯装置も問

機に寿命に達する

前に保守ができ、

システムとしての

機能維持が行える。

. 邑 山一一九，，ｾＧＭＧ｟ＮＮ］Ｍ ｾ＠

写真一 1

一ー 1 日の仕事を終わり、彼女との待ち合せのクラブへ。

(  I  ¥ プライハシーの尊重からこの辺の詳細は割愛するが、都

¥ 16:00' )  市長観の| 向上は著しく、ただ明るくするだけでなく、そ

の町の雰囲気にあった街路! 照明が行われている 。{ 皮と彼

女が今歩いている歩道は、縁: r i のなかに LEDが組み込まれていて足

もとを照明し、植裁は地中埋め込み小形HI D器具の!照明で夜空に浮

かび上がって いる 。 また、広域防災用として太陽屯池を使用した自

立形の非常! 照明が、景観を低下させないよう配置されている。

- - 就寝の時間、端末スクリーンや 、音声読啓( ディスク

/二J " ¥ ゃテープに 小説を録音したもの) が思えてきたが 彼は

¥ 22 :00 )  普通りの紙の本を読むのが趣味。読書灯は柔らかな光を

紙而に与える間接! 照明、 30分も過さると 11民り に泌ち、照

明は足もとのL EDを残して消灯した 。

積 極 的 な 快 適 性 の 追 求 へ

21世紀まであと 11年あまりである。 1978年から現在までの 10年間

の照明の進歩を見てみると、機かに進歩はしている。ランプでは三

波長域発光形蛍光 ランプ、コンパクト形蛍光ランプや小型HI Dラン

プ、赤反膜付きハ ロゲンランプが市場でf変われてきている。点灯装

置は、いわゆる電子式インバータ安定椋が増加してきている。照明

号器具はとくにオフィス用がグレアレス、 OA用などに高効率な鏡面

j レーパの使用がされてきた。しかし、革命的な進歩とは言えず、改

良の域にあると思う。

今後の 11年余で‘ の技術の進歩は予測し錐L 、ものがあるが、ハード

固有の部分としては、現ft その兆しのあるものが中心になるのは間

述いなく、まだ検討されてもいないものが商品になるわけではない。

その意味で、21世紀に入 った直後の! 照明機器はあまり大きな変革

はないかもしれ主いが、個々の技術の進歩は相当あるだろう。

また、省屯力の時代から快適性の時代へと変わってきたが、照明

の立場での快適性の追求は 、現在残念ながら不快適性の排除から非

快適性の排除が実際であり、照明で快適になるという積極的なも の

ではないように思う。

21世紀にはどんな! 照明が要求されるのかは今後の話題ではあるが、

松極的な快適性の追求もその答えのーっかも知れない ( 図 - 2 )。

巨E ー | 消極的快適性 I c >  I桜極的快適性の追求|

図 - 2

( はか まだ まさお 東芝近付株式会社施設照明事業部技術担当I o i IJ 部民 )
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各論図照明にかける夢

空 間 と 照 明 ー デ ザ イ ナ ー が 照 明 に か け る 夢 -

福原直忠/ 村岡治彦

従来、照明というと、とかく照明器具自体や、器具の配灯の美し

さにとらわれがちであるが、光を媒体とした照明の空間における生

理的、心理的効果については、大変重要なことでありながら、伽l々

の試みの段階であり、またこうした分野は、現在のところまだまだ

立ち遅れているのが事実である 。

単なる平面プランや器具の レイアウトにとどまらず、空間j の持つ

意味を理解し、広い視野て巧え、良い! 照明環境をつ くりだすために、

，建築家、デザイナーの方々とも っと協力しなければと A 号えている 。

そもそも日本人の光に対する感性は、非常ーにすぐれているといわ

れ、日本の気候、風土、文化などによ って自然と融合しながら謄か

れ、住まいに 「あかり J としての機能を取り込ませるさまざまな工

夫 をこらしてきた。 当然ながら 、最初の光は自然の光であり、太陽

や月、星であ った。 その中でも太陽は、光の主であり 、また生活を

導 〈人々の心の光でもあ った。太陽あるいは丹、星は、人間による

コントロールができない偉大さに神話が生まれ 、信仰の対象とな っ

た。

日本人の、自然、と融合し騰かれた光に対する感性も 、時代ととも

にうつりゆき、蛍光灯の 出現により大きく変化した 。そして、蛍光

灯が家庭内のすみずみまで支配した頃、かつて日本人は光に対する

すぐれた感性を有していたが、この頃を境に少々あやしくな ってき

たようである 。

現住における科学、技術の発展は人間 の感性などにも大きな変化

をあたえ、蛍光灯出現以後のハードウエア の発展は、さらに飛躍的

な進歩をしつつある 。私たちが与一え ている、機能的でかつ快適な環

境空間と L 寸、最も人間的な苦11分での照明のはたす役割に、今あ‘

ためて、ハードウェアの急速な発展lこ( ヱドう諸問題、すなわちソフト

ウェアでのフォローを大切にしながら、も っと積極的に取り組んで

ゆく必婆がある 。

光をデザインするということは、非常に困維なことである 。 とも

すれば、器具自体のデザインや、配置だけ の美しさなど、表面的な

ことなどにな ってしま ったりもする 。また一時期、明る くするこ と

が美徳であり、明るさが繁栄の象徴かのよ うに思われがちなときが

あった。 しかし良い照明空間とは、照明の量や単純な数字を基礎と

せず、質的で知覚的な照明設計の コンセ プ トが、建築空間や形状を

決定し得る鍵である 。建築設計、内装設計は慎重に検討し計算し 、

そして決定されることが大変重要なことはいうまでもないが、照明

設計においては 、しは、しば天井伏図に集約するにとどめたり、レイ

アウトすることだけにキ冬わ ってしまう例も多い。

照明設計を軽んじ 、なおさりにしてしまうと、せっかく苦心して

つくられた笠聞のディテール、微妙なテクスチャーなどが 、まった

く効果として 出ないばかりか、空間全体が生かされないということ

がある 。現在、照明効果が建築空間などに十分発揮されていない原

因のーっとして 、建築と照明が完全に分離していることがあり、ま

ず器が先に出来上がり、それから照明をと考える パ ターンが多いと

いう事実である 。空間の計画段階から !閉. 明計画が参入し 、諸条件を

クリアにし 、総合的に進めていかなければ、決して期待するような

十分な照明効果はなかなか待られない。

また、照明がもたらす空間に対する効果は 、はかりしれなく大き

いにもかかわらず、照明効果として十分発揮できない半態を 引 き起

こすのは 、照明効果を設計段階で表現することがいかに谷易でない

かということである。，建築設計のエスキースになる平面計画 、断面

計画、パースなどにおいても 、光を表現する ことは至難の技である 。

照明設計は 、光を媒体にして空間を設計していかなければならない 。

また照明設計において照明は、昔器具自体の形、形態の美しさを霊

んじるだけでなく 、その照明器具の光の効果がとA ういうものなのか

が大切になり、いかに空間とその形、その光の効果が発揮されてい

るかである 。そして光の機能本来の役割は 、照明総具自体の美しさ

ではなく 、むしろ視野内では、目立たない存在に過ぎないことでは

ないか、いかに空間をトータルでとらえるかが、 「光をテザインす

る」ことにつながる のである 。

かつてあかりの、それ自体の獲得や維持に人々は大変な労力をつ

いやした。今日あかりは、あまりにも簡単にとも ってしまうが、そ

の面倒さがなくな った反動として、与えられる均一化されたあかり

に対し、あまりにも受け身にな ってしま っては、いないだろうか。

照度など数字による単位は、事実としての明るさや、まぶしさの

尺度としては大切なものではあるが、それだけではなく 、その空間

の見せようとする物の見え方、明るさ! 忍など 、視覚心型をも含めた

あかりの空間を創造していかなければ、質の良い照明空間、環境は

っくり得なし、。数字による単位は、客観的に見れるよりどころでは

あるが、空間の視覚や快適さとは全 〈関係ないのである 。では 、受

聞における良い照明 、良い光の環境とは、光の必要な場所に、必要

な量が、必要な時にとれる 。 とりわけ生理的 、心理的な快適性が基

準となると、まだ、香:観的に評価は難しい。 また 、照度分布やボリ

ュームなど 、また定hl 指数などは基準とは考えられるが、ムードや

効果を伝える手段とはな 1) 得ない 。

ただ、良い照明設計をするためには 、建築空間 、素材、色彩など

多面的な資料テータ一、それにプラス実際の数多く の経験などを集

約してい って、照明の笑例の調査、分析、評価の番付iがより良い照

建築と社会/ 1蜘 年 7 月号 7 7  



明設計のベースとなることを信じている。時代の推移とともに、照

明設計に対する期待や、要求も年ごとにハイレベルとなってきてお

り、現ィ宝では、それに対応すべ〈、細分化されたシステムが必要で

あり、またもっと専門的になりつつある。

!!¥1 ｾ月設計を行 ってゆくための 専門的な部分は、大きく分けると、

SPACE、FI XTURES を々えながら光の形をデザインするデザイ

ナ一、光そのものをテクニカルな見地に立ってデザインをするデザ

イナ一、それと、それらのデザイン意図を的確にとらえ、安全性な

ど諸条件を考慮し具現化する設計者とに分けられ、これらが常に近

い位置で計画を進め、お互いに妥協することなく創り上げていかな

ければ、良い ![(41
開設計はおIJ り伴ないと Jf えられる 。

照明設計は、自IJ リ上げてい くこと自 体、現，( E におい てはノマー トパ

ートを受け持つ形態を取ってはいるが、たとえばビス一本までもが

々えの中にあり、全体を理解しなければとうてい出来ていけそうに

もない分針P なのである 。

そこで、具体的に照明設計の進め万を、簡単ではあるが、ステッ

プごとに挙げていきたいと 思 う。

(1) オリエンテーション これは、要求目的の把J崖確認であり、オ

ーナーの設計イメージを聞きと 1) 、空間の機能、性絡を把握し、プ

ランニングの基点づくりをするステ ップである 。

(2)  デザインイメージステップ 計画の初期段階ではあるものの、

フランニングしていく中での、 l底流を tilJ り上げるステ ップである。

計画内容を空間演出のSPACEの制1とあかりのスタイリングのFI X-

ｔｕｒｅｓ の ｾｉ ｩｪｾｪｬｬｩ か ら仕・ Ｑ Ｐ［を進め、 ＱＱＱ ＮＰＮＺ の調 和を計りつ つ、ライテイ

ングイメージを榊成する。

(3)  基本プランニングステップ 前ステ ップで tilJ り上げられたイメ

ージを、! 照明効果、! 照明手法の l函から、ある万向にしぼり込むステ

y プである 。配置、形状のスケールを明示し、具体的な諸問題を解

決して、立匠決定までをプロデユースする 。

(4) 実施プランニングステップ 前ステ ップで決定された意匠を 、

テーィテールの段階まで詳細lに検討し、制官11の承認決定まで行うステ

ッフである 。最終的な仕上がりと光のテ、ィテールを具体的に結びつ

ける 。

(5) 施工監理ステ ップ 実施設計での設計履行、または変更点をチ

ェ ッ クし、器具の ｩｦｴ 賀、 ＡＡ｜ＱＮＱ 列効果の， ｕｾｪ 絡を民坦Ａするステップである 。

現場の空間に故終的な光ilil 山のし、のちを l吹き込む。

(6)  フォローステ ップ 新たな光空間構成のための資料として、実

地された物件のＡ郎防 ｬｩ ｬｬＡ ｊ 定およひ ‘ 図凶 ｬ の資料化をし、かつ ｾｲｻ 似物件と

の比較対照のデーターを収集する。

このような流れの rl' で実際に照明設計を行っているが、照明を単

なる光の設備としてとらえるのではなく、人 ｉｾｊ の生活空間を演出す

る道具としてのインテリアエレメントととらえ、 J法築空間をひ きた

たせたり、また平日らげたり、 H寺には ilil 杉をたのしんだり、オリジナ

リティのある照明空間を filJ り出すのである。

今回のテー7 、デザイナーが !!(¥I I): Iにかけるダーーとは、光の持つ

f ! 里| 恨の可能性にあるのではと・・・ 田・・- 。このことは、ライテイングテ

ザイナーにとって永述の課題だと考えている次第である 。

Ｈｾ川 ｨ
むらおカか‘ はるひこ 株式会社エ J レデーヤマギワ研究所大阪千ー 7 デザイナー/
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各論図照明にかける夢

照明・アメニティ - 都市イメージ

岩 井 珠 恵

都市空間における照明は、その来たす役 Ｇ Ｉｾｊ から大きな二つのグル

ープにわけることができる 。一 つは「布 ｛Ｑ ，打を ｩｾｻ 山する ｊ 照明であり、

もうー }j は [UJI るく照らすJ ｭｩｬｾＱ である 。 ｛布 ｛Ｑ ，打の ｩｾｬ 出」について

は、光による演出と器具による ｩｾＨ 出が挙げられ、 [1明るく! 照らす」

役;月IJについては、あまね〈明るく 1!!1 らすことと 、一点をクローズア

ップすることにわけることができる 。

「一光の刻j 来によるがi 出

「一 iiI l 出一一→

I  L ー照明器具による演出

都市空間の照明の役 ;lfIJ ---1

I  ，- ーあまねく明るく! Ri らす

」ー! 照明ーー→

」一一点クローズア ップ

そうしたなかでも、 「照明による高 ｛ｬｲｬ￯ｾｬｪ ｬ｝の演出」については、

数年前まではほとんど A 考えられていなか ったのではないだろうか。

照明については視点が常に 「あまね〈照らす」ことのみにおかれて

いたように思える 。 しかしそれも卜分に機能を来たしていたとは古

い雌し、 。人とモノとの関わり }J を良い状態にすることが仕 '10; のわれ

われデザイナーからみると、有11 ｲｮ の ＩＡｾｉ Ａｦ ｬ は不卜分さばかりが日につ

くのである 。

，l j 米、わが凶の「明かりJ に対する々えの '-1' には、 [ 光の郷き]

とか[ 光を走らせる] という感覚はなか ったのではないだろうか。

日本特イTの水蒸気の多いれ候風土は、光をぼんやりとボカす作mを

する 。月も冴えた古い光よりもおぼろ Hが日常である 。雄築物のぷ

材を見ても、土壁は光を走らせない。フォルムを A 号えても庇の i来い

，建物は、照明する品だけ彬も生まれる 。術のライトア y フを見ると、

石づく 1) の洋風建築物に比して日本の城は彩の多さが目につくこと

からも、そうしたことがうかがL 、知れる 。 そうした伝統のili いから、

今日的な光の「輝き」や「透明さ J に対して、われわれはまだこな

しき j しないでいるというのがｉｪｾ当のところではないだろうか 。

そうした前提にたって、この墳では、市者の日で見た都市 ｾＱ Ｑｬｉに

おける! 照明についての不可解、不卜分、不11111等の「不」をあげ、今

後のデザイン展開を探りたいと巧える 。

足 も と に 影 を 作 る 街 路 灯

{ 討を歩いて不愉快で不可解なものの一つに街路灯がある 。誰のた

めに設位した街路灯なのか、分かりかねるものがある 。大阪御M: 筋

の街路灯にその典型を比ることができるが、光源の位置がrfJi すぎる

ため、歩行者は自分の ｊ ｬＮ ｾ で足もとの路面がｉｬｔｦくなり見えにくくな っ

てしまう 。! 照明本来の明るく 1mらすという基本的な機能を来たして

いないのである 。 また、街路灯単独で[ 設世f立t l 1 を設定するため、 i封

路樹に近接し、光

がさえぎられるこ

ともしばしばであ

る。 こうしたこと

は、御堂筋に阪ら

ず多くの道路で体

験することである 。

i * 具の形状はい

ろいろ検討された

ものであ っても、

! 照明灯 ( 街灯 ) の

光がどこをどう照

らすのかをデザイ

ンしたものは実に

写真一 1

¥、也

写真 一 3
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少ないのである 。写真一 1 はそうした典型である。光源はバス停の

屋板の上にあり、発する光量に比して路上への照明効果はすこぶる

惑い。光のデザインを欠いた例である 。

あまねく明るく照らすという視点から照明を考えた良い例としで

ロンドンで見かけたペディスト リアンデッキがある( 写真一 2 ) 。昼

間にデッキを見ると照明器具はどこにも見当たらな L 、。天井もスッ

キリとしている 。写真一 3 は点灯されたものである。照明は手f習の

傘木のウラにけい光灯が取り付けてある 。左右ともに連続して腰の

位置から照明を行っているので、足もとは安心で・きる 明るさである 。

高い位置の街路灯と異なり、顔に光が直接当たらないことから、通

行人のプライパシーも{ 呆てるようである 。

筆者の経験からすると、街路灯のデザインを云々する場合、論点

のほとんどは器具の形状デザインについてになる。その# 器具がどの

ような光をどのような方向へ発するかという「光のデザイン」につ

いては、言及されることは実に少ないように思う 。そうした光に対

する認識の浅さに、前述のような問題点が生じてくるもとがあるよ

うに思う。

ラ イ ト ア ッ プ と マ ス キ ン グ 効 果

照明は光の当たる所を明るくすると同時に、| 持l をより H音くする力

を持っている。明暗対比による錯視かもしれないが、光の当たらな

いところは、より暗くな って隠蔽される 。雪に 似た効果があるよう

に思う。雪はさまざまなものを包み隠してしまい、どのような街も

美しく見せる。光にも同 i憾の効果がある 。街角の一点に光を当てる

ことにより、他を聞の中に包み隠して美しい街に見せてしまう 。昨

今盛んになってきた街のライトアップには、そうしたマスキング効

果があるようである 。際立 って美しいものを一つだけライトア ップ

して見せることにより、他の繁雑な音11分を陪lでマスキングしてしま

う。 川に架かる橋のライトア ップを 見ると、そうしたことがよく分

かる 。橋のライトア ップにより、下を流れる汚れた川は附に沈んで

美しく見える。

ライトア y プを考 えるとき、われわれはとかく何を照らし出すか

ばかりを考えてしまいがちである 。 しかし、何をマスキングするか

も大事な条件であると言える 。

ア イ ポ イ ン ト と し て の 照 明 器 具

照明器具の形状デザインについては、今日まで多くの人々に関心

を持たれてきており、多くの事例を見ることができる。そうした例

を見ていると、照明器具には、夜間とは呉なる昼間の役者IJ があるよ

うに恩われる。街路灯を中心とした屋外の ffil. 明昔器具は最近、街のイ

メージリーダーのような役を負ったものが多いように 見受けられる 。

筆者の目ではいずれもあまり好ましいとは言い難いが、特徴的な 'J';

例を挙げてみた 。

写真一 4 は桜並木を主体にした遊歩道の街路灯で、デザイン選定

の迎由は、桜並木= 花見= ボンボリという発怨だそうである。冬の

予喜楽したときにも赤色に塗装されたボンボリ型の街路灯が立ち並び 、

周辺とちぐはぐで不快な景観を作り出している。とくにこの遊歩道

は抽象彫刻lが多〈置かれており、道路全体の不調和はかなりのもの

である。

写真一 5 は、蛍の生息地として売り出し中のある市に設置された

蛍型の街路灯である 。光源の位置が高いことと光丑が少ないことか

ら、照明としての機能はあまり来たしていない 。形状の蛍型の認識

も市民以外の人々には低いようである 。

以上の二例は器具テザインのまずさが全面に出てしま ったが、一

80 

写真一 4 写真一 5

般的に見て照明器具には光が入ったときとは別に、街のイメージ牽

引車としての昼間の役割lがあるようである。

照 明 は 街 の 演 出 家

照明に対して課せられた今後の大きな課題として、都市 ( 地域)

の演出ということがある。前述のライトアップと 7 スキンクー効果と

いうことでも述べたが、照明により、金の顔を隠蔽してしまい、夜

はまったく違 った表情の都市を演出する 。そう したデザインがこれ

からの照明のあり方ではないだろうか。たとえば、都市の幹線道路

ごとに街路の! 照明の光の色を変化させ、日所や上空からの新しい都

市景観を創出するのも一つのアイディアであろう 。

写真 - 6 は、筆者がデザインした照明を兼ねたモニュメントであ

る。歩道上に設置するため照明器具になっているが、現場は述続し

て街路灯が設置されており、とくに照明機能の追及は必要がないと

ころから、演出効果を優先させてデザインした 。夜間には、建物の

ステンドグラス、庇のイルミネーション豆球とあいまって、昼間の

標準的な景観である自転卓で買い物に行〈主婦群がつくリだす情索

とは全〈ニュアンスの異なる高級感のあるアダルトな印象の夜景を

見せている 。

こうした畳と夜との歴然とした景観変化を見ると、 「光」は魔物

だと思う。 i先にドラ 7 ありき」というようなデザインコンセプト

で、街の光がデザインされれは¥街はもっとおもしろく厚 l床を増し

てくると思う。

(1 、わい たまえ 株 式会社 7 リエイティブ7 方ーラム取締役制作室長)
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資 料 集

照 明 の

新 技 術

資料集口照明の新技術一照明の建築への応用の可能性一

最 近 の ラ ン プ

広 瀬 吉 夫

わが国において電球、蛍光ランプが実用化

されてから、来年それぞれ 100 年、 50年を迎

える 。この問、各種の用途に適合するように

多くの品穫の開発と、性能向上が絶え聞なく

続けられてきた 。 ランプの性能向上の歴史は、

基本的には、効率向上への技術開発の歴史と

いうことができ、現在もこの方向に向かつて

技術開発が行われているが、より使いやすい

こと、より豊かな! 照明環境が笑現できること

などの商からも改良、開発が続けられている 。

最近の各ランフ。種 :Jrriについての動向をまと

めると、 図- 1 のようになる。以下、図 - 1

に示した各ランプ極類ごとに、その特長と敢

近笑用化されたランフ。の特性について述べる 。

一 般 電 球

この分野においては、顕著な新ランプの開

発は行われていない。 しかし一般電球は、安

価で、小形、電源に直接接続可能、優れた演

色性、やわらかい H愛か l床のある光色など多く

の特長を持っており、現在もなお各種の用途

種類/ 年代 1975 1980 

一般電球

において、きわめて有用かつ重要なランプで

ある 。

ハロゲン電球

発光原理は一般電球と同じであるが、管内

にハロゲン物質を封入するとともに、耐熱性

ガラスを用い、さらに小形化を図った白熱電

球である 。一般' 屯球よりフィラメント温度が

高くなるように設計されているので、効率が

高〈、光色も一般' 屯球にくらべす っきりとし

た感じを与える 。 しかし、可視光とともに多

量の赤外線も放出されている 。

最近、これを有効に再利用し効率を上げる

技術、および光の! 照射面での赤外線を低減す

る技術が開発され、各種の新しいハロゲン電

球が急速に普及しつつある 。前者は、パルプ

の外面に、可視光は透過するが赤外線は反射

する特殊な耐熱性皮膜をコー テイ ンクしたも

ので、約15% の省屯力と、 4 0 %にも 上 る熱線

の低減が図られている( 写真一 1 )。 後者は、

小形のハロゲン電球と、赤外線は透過するが

1985 最近の動向 使用ニ- ; z :

ダイ 7 ロイ γ クミラー ー+ 一一 品質拡大
熱 線 側 )  庖舗照明

ハロゲン電球

ｪｾ ポ ｊ レトハロゲン スポ γ ト配光 スタンド昭 B月

| 赤 外 航 糊 応 用 ハ ロ ゲ ン | 一 品種鉱大 庖舗照明

熱線低減 スタンド BSB月

波長形 品種拡大 |新光色展開 | 多線イヒ 般四日月

安定器内臆形ー 電子化

蛍 光 ラ ン プ

安定器分組形

( コンバクト形)

l u字形 |

一般照明

Q  u  a  d 形 | :

L | フフ γ ト形 l

，1、形化

ス7 ンド照明

器具薄形化

水 銀 フ ン プ

水銀灯安定器 一一一品種拡大

メタルハライドランプ

適合形

間形Ｈ向形 ｾｬ 小川ｼ化 ｊ ｾ＠ 小 形 高 出 力 庖舗 BSB月

小ワ γ ト片口金

水銀灯安定器ーーー品種拡大

高圧ナトリウムランプ
適合形

高，頁色形 |小ウ y ト化 ト ー 小 形 高 出 力 闘 照 明 |

図- 1 新光源の動向
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可視光は反射するダイクロイック 1肢をコーテ

イングしたガラス製のミラーを一体に組み合

わせたものである( 写真一 2 )。

両者とも、スポット照明など、高照度の照

明に適しており、被! 照射体のt品度上昇の低減

に有効で、ある。このため、庖舗照明を主体に

急速に普及している。

図- 2 に、一般屯球とハロゲン電球の主な

種類について、ランプワットと金光束の関係

を示す。

1∞ 

ｾ＠ 80-1 

"  @  

ー/ 片;

/ 白色 . / ¥ 

¥ 畳白色 J  

¥ 昼光色 l

‘ 『 ー ， 従 剰手

E

同

)

建

60 

4 0 Wクラス直管形

60 80 1∞ 

平ま句，寅色2平価数 ( Ra)

図- 3 三波長形蛍光ランプと従来形蛍光ランプの

効率え演色性の比較

現在は一般家庭、広舗などに多〈用いられ

ているが、事務所、公共施設などでも、視環

写真一 1 赤外線反射腹付き片口金ハロゲン電E事 境改善のため広〈用いられていく気運にある 。

(; 左 J Dl l 0 V 4 2 5 WN- E、右 : J Dl l 0 V2 1 5 WN- E )  

写真一 2 ダイクロイックミラー付き低ボルト

ハロゲン電球 .

( 左: J R1 2 V7 5 W<50j l>、右 J R1 2 V 2 0 W<35世> )  

〆咽縦一装)
/  

/  

。 l∞ 2∞

ランプワット ( w)

図- 2 一般電球とハロゲン電球のランプワ ットと

全光東の関係

一 般 形 蛍 光 ラ ン プ

10年ほど前か ら、従来のハロリン酸塩系の

蛍光体にかわって、育、紙、赤に発光する三

種の稀土類系蛍光体を泌合して白色光とした、

通称三波長形の蛍光ランプが実用化され、広

〈用いられるようになってきた 。 このランプ

は、 図 - 3 に示すように、効率、 j寅色性とも

従来のものにくらべ向上している 。 また最近

は、蛍光体の配合比の調整により、各種の光

色のものが製品化されており、用途、好みに

応じた光色のものが選択できる。
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コ ン パ ク ト 蛍 光 ラ ン プ

一般形の蛍光ランプは、直管形あるいは環

形で白熱屯球にくらべ大形のため、照明設計

や照明器具のデザインの市11約条件となってい

たが、蛍光ランプの高効率という特長を保ち

つつ 、管を U 字形に曲げたり 短い管を連結す

ることにより、ノ｝、 ｾｦｾＱ じを図ったコンノ マ クト蛍

光ランプが闘発され、笑用化されてきている

( 写真一 3 、 4 )。

これらのランプの開発により、従来一般屯

球が用いられ

ているタ前ウン

ライトやスタ

ンドに適用し、

大幅な省屯力

が図れるとと

もに、その新

しい形状を生

かした新しい

器具により、

新しい照明環

写真一 3 コンパクト蛍光ラン 駐の創出が可

プ ( F DL 1 3 E X - N)

能である 。

写真一 4 コンパクト蛍光ランプフラット形

( 左 。F WL 27 E X - N、右 : F WL 3 6 E X - N)  

E

-

只

δ

【
)

傾

斜

山

明

一般電1車

。
50 

ランプワ y 卜 ( W)

図- 4 各種コンパクト蛍光ランプのランプワ ットと

会光束の関係

写真一 5 安定器内蔵形蛍光ランプの例

(左 : B F G1 7 E X - D、右 : BF D2 1 E X- D )  

図- 4 に、各種コンパクト蛍光ランプのラ

ンプワットと全光束の関係を示す。比較のた

め示した一般電球にくらべ、効率が進かに高

いことがわかる。 2 7 Wのコンパクト蛍光ラン

プて 100 W の一般屯球と同等の明るさが得

られる。また 写真一 5 に示すような、コンパ

クト蛍光ランプと安定総とをー休化し、一般

屯球用のねじ口金を付け、利便性を高めたも

のも実用化されている 。

HI Dランプ

水銀ランプ、メタルハライドランプ、高圧

ナトリウムランプの総称である H 1  D ランプ

は、道路、競技場などの屋外照明用と休育館、

工場などの高天井屋内! 照明用が主な用途であ

ったが、メタ/ レハライ ドラ ンプと高圧ナト リ

ウムランプで、高桜色性化と小ワ ッ ト化への

開発が進み、本来これらのランプが持ってい

る高効率、小形、高線度の特長を生かし 、大

形庖告 ｦｩ 、公共施設などの屋内ｾｾ明への応用が

進み始めている 。

*  

以上、最近のランプの動向について概説し

たが、これらの新しいランプの特長を生かし

た使用方法の展開により、新しい、より豊か

な、より快適な照明空間が高IJ 出されていくこ

とが期待される 。

( ひろせ よしお 株式会社東芝町1明開発研究部部長 )



資 料 集 口 照 明 の 新 技 術 一 照 明 の 建 築 へ の応、 用 の 可 能 性 一

ミラーによる自然採光

井 上 雅 弘

自 然 採 光 の ニ ー ズ

るコミュニケーションや、 リフレ ッ シ ュ の 場

を創造する 。

(3) 建 物 の 内 部 に 採 光 す る 。

: 合、からの太陽光がj市 き に く い マ ン シ ョ ン の

奥の部屋や、 中廊 下 、 地 下 室 等 に 保 光 し 、 自

然 光 に よ り 、 位 脱 で 快 適 な 生 活 空 間 や オ フ ィ

ス空I l -IJ を創造する 。

自 然 採 光 シ ス テ ム の 概 要

太| 助光を導 < )"j 法としては、透過、 Jrrl 折、

反 射 、 伝 送 等 の 光 の 性 質 を 利 用 し た 縄 々 な 方

法 が あ る が 、 そ の rl' で 、 最 も 効 率 良 〈 、 建 築

に応じてフレキシフソレに保光て、きる、鋭によ

る 反 射 を 利 用 し た 向 然 採 光 シ ス テ ム の 概 要 を

つ ぎ に 示 す 。

近 年 、都市音11に建設されるオフィスビル、

マ ン シ ョ ン 、 住 宅 は 、 高iE，'I:変 化 と 高 層 化 を 強

いられたり、建築上の種々なl ! ll] 約 を 受 け る た

め 、周 辺 環 境 か ら の 自 然 採 光 が 阻 害 さ れ る 場

合 が 多 い 。 こ の よ う に 従 来 の 建 築 設 計 的 手 段

で は 十 分 に 採 光 が 得 ら れ な い 場 合 に 、 強 制 的

手 段 で 採 光 す る 方 法 が 考 案 さ れ 、 す で に 笑 用

化 さ れ て い る 。

採 光 の ニ ー ズ は 、 大 き く 3 つ に 分 類 さ れ る 。 (1) 太 陽 光 自 動 追 尾 方 式 採 光 シ ス テ ム

(1) 日J M音11に採光する 。

建物周辺の光環境を配慮して、ヒ‘ ル建設に

よリ日ＡＡｾが待られなくな っ た北側のエリア等

に 採 光 す る 。

(2) 中 庭 、 吹 抜 部 に 採 光 す る 。

表 ー 1 に 、 強 制 的 手 段 に よ る 採 光 の )"j 法 を

示 す。

採光やi I 1 i 風の目的のために設けられた中庭、

吹 抜 け 、 ア ト リ ウ ム 等 の 共 用 ス ペ ー ス に 刻j 来

的 に 採 光 し 、 向 然 環 岐 を 取 り 入 れ た 活 気 の あ

il JlJi在11装 i笠宮II( コンピュータ内蔵) 、自動追尾

駆動背11 (2_25m'の反射ミラー) て村長成されて

いる 。 コ ン ビ ュ ー タ に 太 陽 軌 道 が プ ロ グ ラ ミ

ン グ さ れ て お り 、 反 射 ミ ラ ー が 設 定 さ れ た 照

射位世にｽｉｉ買次 ｭｾ 射するように ｉｉ ｊＱ ｊ 御されている。

日の出後、太陽高度角が 10・以上になると太陽

追 尾 を I) } . j 始し、日の入り前また 10・以下になれ

ば付・止する 。 !!¥f. M位 置 は 1 日を. i r f l じて、約40

表ー 1 採光の目的と方法

費jJ

*  

千{ 昔jJ な

採光の目的 採光システム J京 光 万 法 すキ 徴

11市天 生t天 f，i ; 光時間

建物の自由三者11 A  太陽光 n動ill 尾 }i j¥. 採光装; 丘 太陽光の I立i l / _ 変化に合わせて、反射ミラーを制御し、太
。

×  8  - 12時間

に導入

，-， 

( 反射手IJm) JlJ.)j 直射光を導入する }J 式。太陽光を任意の位u 1 に !!(¥Mす

匡

i有I而l収イサタイプ ることができ、高111建築物に過する 。

B  太陽光下動追尾 }i 式保光袋i丘 反射ミラ一角度をあらかじめ設定し、 3 カ汀に 一度下創J 。
×  2  - 311寺I}司

( 反射利用 ) で動かし、太陽出身J光を導入する} i 式。低層住築物に適

する 。

建物の中縫・ C.  ￀ 防光仁 ｬ 邸 ｾｩｬｬ 尾万式保光装置 太陽の位置t変化に合わせて反射ミラーを制御し、太陽光 。
X  8  - 121i;'f IHI 

l次抜宮11に持入 ( 反射手11m) を導入する方式。任意の場所に IIfl 射することができ、 ICJ3

ｾｴ￯ Ｈￍￏ取イ寸タイプ 附建築物に過する 。

D  プロ y クミラー Ji 式保光装i l / _ 処物上部に一定角度の似l きをもっ 17.射 ミラーをj皮射状に 。
X  8  - 12時jjil

( 反射利則 ) 配位し、太陽 fu射光を導入する }j 式。1' 1リ回生II 築物に過す

l技射配置 る。

E.  ｬｬｩｾ 化ダクト ｽｪ 式保光装 ｩ 丘 lli 物の l勾墜に向反射体をI ! I i ')， .f 111iIJi Mにより持 < }j 式。 。。
8  -1211キIHJ

( 反射利用 )
処築と 一体に組み込める場介に通する 。

雄物の内部、
F. トy プライト }j :<'i. f.R光装 ili hl 似に取リ十l けた透明のドームにより、パ' ! E ' J e を iff. 入す 。。

8  -1211寺1m

アトリウムに
u盆i的手11m) る。 l立上| 滑に使用する場合に過する 。

導入

C. ダクト }j 式採光装ili J采光口より入射した光を、向反射! 本で形成した導光ダク 。。
8  -1211寺I}ll

( 反射利用 ) トで、室内に導入する万式。I也 F 主に i直する 。

恒三二

H  太陽光白銅I) iJl昆 }j 式保光ダクト 太陽の位ili 変化に令わせ反射ミラーを 11m卸し、持光ダク 。
×  8  - 12時間

( ! t光 ・反射手IJJTJ ) トを利用して室内に導入する }j 式。マン y ョン 、病院の

E  

居室の採光に i直する

l  光ファイパ万式保光装泣 太陽光をよt 光し、光ファイパーケーブノレにより滋入する 。
×  8  -1211年Jill

( ! t光・光ファイパ伝送) }'j式。地下室等に i直する 。

J  .  1: 11折レンズ方式保光装泣 太陽直射光を窓而から、レンス'のhL!tlr を手11mして導入す 。
×  8  - 12時IUJ

(1国 llf .ji IJ JTJ )  る万式。オフィスビノレ等の室内の保光に過する 。

K  主主築化 fJ 式保光装 i丘 4主r.r;構j主的に太陽光を導入する }j 式。Mーもダイナミ ック 。。
8  - 12時IUJ

(i韮i的手IJm) な万式で、オフィスピ Jレ等のアトリウム、 l次抜等に適す

る。
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写真一 1 太陽光自動追尾方式採光システム

廊下 更衣室

図 - 3  ダクト方式採光システムの設置状態

写真一 3 ダクト方式採光システム

設 ・病 院 ・住 宅 等 の 中 廊 下 ・病室、ホール、

地下室の採光に適する。

体 育 施 設 で の 設 誼 状 態 を 図 - 3 、写 真 一 3

に示す。

自 然 採 光 シ ス テ ム 導 入 の メ リ ッ ト

自然採光システムによリ得られる光の量は、

投 資 し た 費 用 に 比 べ る と 多 く は な い が 、 そ の

図ー 2 太陽光自動追尾方式採光ダクトの設置状態 効果は、i l I リり匁lれ な い も の が あ る 。 屋 内 で 生

図 - 1 太陽光自動追尾方式採光システムの

設置状態

ポ イ ン ト を 設 定 可 能 で あ る 。 照 射 而IJh'i と照射

照 度 は 、 ミ ラ ー の 山率 、 設 置rJi さ 等 に よ っ て

呉 な り 、 ミ ラ ー の i↓lJ i 事が2 0 mで 設 置 日 さ が30

mのとき、! 照射而千円は約20m' 、 !!(:¥Mft¥i } 立は約

ＳＰＰＰ ｊ ｸ 得られる 。 オフィス、学校、病 ｾｩｬ￬ 、ホ

テ ル 、 マ ン シ ョ ン 等 の rl J 峰、アトリウム、 11欠

抜 け に 利 用 さ れ る 。

図 ー 1 、写 真 一 1 に 、 採 光 シ ス テ ム の 設 置

状 態 を 示 す。

(2)  太 陽 光 自 動 追 尾 方 式 採 光 ダ ク ト

制御装置部( コンピュータ内 li: 北) 、! 長光装置

音I I ( φ700mmの反射ミラー) 、導光ダクト部( 世

150mmの金紙製ダクト) 、 l皮光苦II( ル ー パ 内 蔵 )

か ら 構 成 さ れ て い る 。屋上や南面外壁に設i l ' t

した- J . R 光装置内の太陽追尾する反射ミラーと

2 枚 の フ レ ネ ル レ ン ズ に よ り 直 射 日 光 を 集 光

し 、 天 井 ふ と こ ろ 等 に 配 置 し た 導 光 ダ ク ト に

より屋内に導く 。 小 口 径のダク トを利用して

い る た め 、 タ ク ト ス ペ ー ス の ilJIJ ll. l { の大きい建

物や、 7 ンションや住毛の: 容に l回しない部屋

の採光に適する。

図 - 2 ， 写 真 一 2 に 、 保 光 シ ス テ ム の 設 置
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写真一 2 太陽光自動追尾方式採光ダクト

状 態 を 示 す。

(3)  ダ ク ト 方 式 採 光 シ ス テ ム

採光苦II( 天 窓 ま た は 1H1J 窓) 、導光タクト音11

( ガラス製ダクト) 、 j皮光音11 ( ! 照明器具、 ル ー

パ 内 蔵 ) か ら 構 成 さ れ て い る 。 天 窓 ま た は 恨IJ

窓 に 断 面 670X670mm、長さ 1000mm桜 J支のダク

トを述結する 。 ダ ク ト 内 而 の 高 反 射 ミ ラ ー に

よ る 相 互 反 射 に よ り 、 直 射 日 光 と 天 空 光 を 屋

内 に 導 入 し 、 夜 間 、 雨 天 l時 は 内 蔵 さ れ た 蛍 光

灯 に よ り 照 明 す る 。 学校 ・ 福 祉 施 設 ・体 育 施

活 し た り 、 働 〈 人 々 に 自 然 の バ イ オ リ ズ ム を

与 え 、 安 ら ぎ と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と し

て 活 用 さ れ 、 健 康 と 能 率 の 向 上 に 役 立 っ て い

る。

各立場から見たメリ ッ トを 表ー 2 に示す。

表 - 2 自然採光システム導入のメリット

メ リ ッ ト

建築設計の自由度

設

- 環境設計、技術的追求のレベJ レア ンプ

• il lJ i丘性の高い設計が可能

設計の1i の向上

fII lJ 

- 配置、平面計画がn山

Ｍ アトリウム、吹抜け等の ｩｬｬｾ ポイントが生

きる 。

テナント公募力の強化

オ

- 話題性を持たせ、セールスポイントを作る 。

- ピ J レのイメージア ップ

ナ 運営、管理が容易となる

- 入居者の不満、おwの軽減

|則

- 日陰となる周辺府住者の保附手段となり、

生I ! ; 築がスムーズに運ぶ。

室内環境の快適性向上

ヰIJ

. i! IJi 主的で快適な環境の機保

者用flllJ 
周辺環境の伎の向上

- コミュニケ- ; . . - ョン広場として前期

l  ・1; f _木などが12かに育つ環境が生まれる。

( いのうえ まさひろ松下山式会社I 刷 業 グループ)

耳11寛ンステム 'J>-tJl H発センター j



資料集口照明の新技術 照明の建築への応用の可能性一

太陽光自動集光伝送装置の

可能J性

森 敬

「ひまわり」とは

太陽光自動集光伝送装置「ひまわり J は、

太陽光をフレネルレンズで築光し、集めた光

を光ファイパーケーブルを通して日照を必要

とする筒所に自由に伝送する装置である。

「ひまわり」は、内蔵する 11寺計機構が示す

年月日時芸IJ をもとに太陽位置を計算し、レン

ズ面を太陽の方向に制御する。太陽の直射日

光が出ている場合は、センサーによ って正確

な太陽位置を捉え、太陽が雲などでさえぎら

れた場合は、時計の示す時事IJ における軌道に

沿って作動する。日没後「ひまわり」は停止

し、翌朝の日の出に備える。また、動作中に

誤って電源を切ったり停 'QLが起きた場合は、

再び電源が入ると自動的にその時刻に太陽が

ある位置を算出し、再び動作を行う。 rひま

わり J は位置情報をもとにしたプログラムを

内蔵しており、あらかじめデータを変更する

ことにより海外でも使用が可能となる 。

「ひまわり」の光ファイパー出力光

「ひまわり J の光は、光ファイパーケーフ。

ルの先端から約45

0

の角度で放出される。光

ファイパーケーブル 1 本あたりの明るさは( 光

ファイパー長 1 0 mの場合) 快時時( 屋外の太

陽直逮光98000; レクス) 、ケーブル端末から l

m 離れた場所で照度約 2 ，500 ルクス、伝送光

表一 1 太陽光自動集光伝送装置「ひまわり」のf士織

ffA 式

レ ン ズ レンズサイズ 受光郎総 ドーム径 同 さ 重 量 ケーブル 全 光 東

供給屯源 消費電力

枚 数 ( mm)  (cm') {mmゆ) ( mm)  ( kg)  本 数 (  em)  

X F- 160/196 196 105 14 ，033 1，630 2 ，485 600 28 30，240 AC1∞v・2A 150W 

X D- 160/  90 90 105 6 ，444 1，600 2 ，150 300 13  14 ，040 AC1∞v・2A 120W 

X F- 110/  90 90 105 6. 444 1，170 1，940 300 13 14 ，040 AC1∞v・2A 120W 

X D- 100/  36 36 105 2 ，577 1，000 1，445 70 6  5 ，820 AC1∞Y ' IA 5 0 W 

X F- 75/  36 36 105 2 ，577 760 1，370 70 6  5 ，820 AC100Y' I A 5 0 W 

X D- 75/  18 18 105 1，288 750 1 ，100 50 3  2 ，910 AC1∞Y' I A 5 0 W 

X D- 50/ MI 8 18 78. 5 720 520 810 13 2  2 ，120 AC100Y' I A 3 0 W 

アーク森ピルに設置されている 19娘ひまわり 7台セット

吐は約 1 ，0 5 0 ルーメンである。

フレネ j レレンズは単レンズであるため、色

収差がある。すなわち、同心円状に構が切ら

れたフレネルレンズはプリズムと同じ効来を

持つため、太陽光は波長の長さによって分光

される。その結果、波長の短い紫外線はレン

ズに近い位置に、波長の長い赤外線はレンズ

から遠い位置に、それぞれ焦点を結ぶ。この

色収差を利用して、光ファイパー内に可視光

のみを選定して入れ、この段階で紫外線、赤

外線、熱線を除外する 。このようにして、 人

知がこれまで手にしたことのない、紫外線、

熱線が全くなく、赤外線の少ない ['1 然の太陽

可視光を、コントロール可能な形で入手した

のである。

「ひまわり光」の付加価値性

近年、多くのマスコミでも報道されている

ように、太陽光に含まれる紫外線は、シミ ・

ソパカスの原因はもとより皮膚ガンの遠因に

表 - 2  rひまわり」の光ファイパー出力光データ
様太陥直述光98. 蜘 l x的場合 なるとも言われており、人体に及ぼす慈彬響

六角レンズ長径 ( mm) 105 

XF- 160/ 196 

機 者E XD- 160/  90 

XF - l l O/ 90 

光 コ ア 径 0. 8mm世

フ

j c.' ・- 数 7 芯
ア

イ

，、 ファイパー長 4 0 m 

ケーブル本数 l 本

光東/ 7 7 4パー

l  あたり

1，080 1m 

il 判 定 距 離 平 均 照 度 中心! 照度

( m)  ( Ix )  (I x)  

0. 5 8440 10640 

1.0  2110 2650 

1. 5 940 1340 

2. 0 530 820 

2 .5  340 520 

3. 0 240 360 

105 

XD- I 00/ 36 

X F - 75/ 36  

X D- 75/ 18 

0. 8mm世

6 芯

2 0 m 

1 本

970 1m 

平均照度 中心J l ( l. 度

( Ix )  ( Ix )  

7570 9890 

1890 2500 

840 1120 

470 640 

300 400 

210 280 

78. 5 

X D- 50/ MI 8 

0. 8mm世

9 芯;

1 0 m 

l 本

1，060 1m 

平均! RH支 中心! 照度

( Ix)  (I x)  

8270 10090 

2070 2530 

920 1230 

520 700 

330 450 

230 310 

がきかんに指摘されている。赤外線( 広くは

熱線) に関しては熱を伴うため、皮膚の弱い

乳幼児や老人、病人にとっては長時間浴びれ

ば危険な光線と言える。

「ひまわ りj の光ファイパー出力光は、紫

外線、赤外線 ・熱線を大幅に除去したことに

より、あらゆる生命体にとって有害な部分が

取り除かれた、人間も動植物も活性化する付

加価値の高い光と言えるであろう。太陽光の

可視光成分を中心とした「ひまわり光J は、

単に日照のない箇所への自然光保光にとどま

らず、 ifilJ り知れない利用価値を秘めた新しい

エネルギーとして各方商の注目を集めている 。

建築と社会/ 1揃 年 7 月号 85 



「ひまわり」の用途

「ひまわり J の用途の第一に、無害太陽光に

よる屋内での安全 H光浴があげられる 。 i ひ

まわり光」は涼しく穏やかな太陽可祝光なの

で、夏の持いときでも冬の主主いときでも、屋

内で体にやさしい光のシャワーを楽しむこと

が可能である 。 また忙しい日常- を過ごし、と

かくストレスのたまりがちな現代人にと って、

オフィスの rl'でも太陽の光が浴びられるリフ

レッシュスペースの設置は、今後のオフィス

形態をみ- える上で意義があると思われる 。

東京 ・港区のアーク森ビル最上階にあるア

ークヒルズクラブでは、リフレ ッシュルーム

に「ひまわり光」を導入して、会員であるど

ジネスマンの健康明進やストレス解消に役立

てている 。湯河原にあるイT料必人ホーム「ネ

オサミ ッ ト湯河原」では、室内日光浴ルーム

と太陽光シ ャンテリアに「ひまわり J を利用

しており、リゾートホテル「ラフォーレ琵琶

湖JJ では 室内プールのプールサイドに 「ひま

わり光J による日光浴ルームを設置している 。

また、ビルの内音11や地下等で「ひまわり」

から伝送されてくる太陽光を利用して植物を

育成する試みは、これまでにも数多く行われ、

成功を収めている 。 前. i & のインテリジェント

ビル ・アーク森ビルでは、室内. . 1 & 土台は図維と

されるモウソウ竹をアトリウムロビーで育成

している 。 また、地下駐111場では「ひまわり

光J を利用した組物栽士官ドームの中に四季の

アーク森ビル アトリウムロビー竹庭一一 「ひまわり 「ひまわ り光サウナJーひ まわり光を八菌体ミラ ーによ

光j を植物に均等に照射するため、端末照射器具によ り反射させ、効率良い日光浴が可能。

って光を平行光にして移動照射を行っている。

アーク森ビル 駐車場植栽一端末照射器具「ひまわり光ランナー」によ って、アク リルドーム内の植物に「ひま

わり光」を万遍なく供給することができ る。

8 6  

花がl咲き百しれ人々の| 肢を楽しませている 。 山

梨県 ・印刷ー駅の駅ビル「甲府ステーションビ

ル ・ エクラン」では、屋 上 に Ｒｾ 告の「ひまわ

りj が設置されており、館内の 4 F 、 5 F I吹

き抜けプラザに植えられた高さ約 5 mのモチ

の木に「ひまわり光J を照射して室内育成を

1Tっている 。

可視光を主体とする「ひまわり光j の特性

を特殊な! 照明用途に生かす利用法もいくつか

あげられる 。 ある出版社のスタジオビルでは、

「ひまわり光J をスタジオ内の写点機Ji 修用自

然光光源として利用することを計回しており 、

現在スタジオ建設中である 。美術館やブティ

ッ ク等において展示品のＡ照明にも、 ｩｾｬ 色性に

優れ紫外線による総色の心配のない「ひまわ

り光」の般極的な利用が考えられる 。 また、

電気スノ ぞークを伴わない「ひまわり」の出力

光は、炭坑内や石川l プラント等、危険筒所で

のm10
;:j 光源に紋適てある 。

「ひまわり」の可能性

「ひまわり」の光ファイパー出力光が刷物

に及ぼす JjA糾については、現在研究段階であ

るが、 !ヨ然の太陽光と違い、有害要素が取り

除かれているため、組物の光合成能力を数併

に高めることがわかってきている。

この特性をクロレラのような泌矧に適用す

ることにより 、密閉タンク 内の高速精義が可

能になり、生成される駿素を用いて空気や排

水の浄化 にも役立てることができる 。 このよ

うな「ひまわりバイオ リアクタ - J を海中に

持ち込み、海の 中でク ロレラを放 出 しながら

食物述書 Ｑｾ を形成する、「ひまわり」海洋牧場構

想が提案されている 。

一方、宇宙空間では有人宇宙基地内での生

命維持装置として「ひまわり j を利用した向

給自足システムが考えられる。

「ひまわり」と海上輸送用コンテナをド ッ

キングした「ひまわりバイオコンテナJ を利

用すれば、砂淡のような極地での植物栽培が

可能になる 。 同時に「ひまわりバイオコンテ

ナJ は質の安定した健康な苗の生産装置とし

ても利用価値が高〈、バイオ関連産業からの

議要が高まるものと恩われる 。

このほか、人聞の健康増進 ・医療への応用

の可能性等が現技研究されており、 21世紀に

向けて 、「ひまわり」の用途は 、単なる係光装

置 ・照明光の範囲をはるかに超え、人間生活

の各分型l ' へと無|恨の可能性が拡がるものと思

われる 。

( もり けい ｾｾ応義略大学理工学部信組工 ＷＺ 科教校 Ｉ



資 料 集 口 照 明 の 新 技 術 一 照 明 の 建 築 へ の 応 用 の 可 能 性 一

フOラスチック光ファイノくーによる

照明テXスプレイ

下 新 原 義 弘

プラスチ ック光ファイパーは、光通信、各

種センサ一、自動車や音響機器の内部照明、

医療用照明などの工業用途から j災業、漁業関

係の特殊照明まで幅広く利用されている 。 さ

らにプラスチ ック光ファイパーの持つ柔軟性

・加工性の良さ ・優れた光透過性などの特徴

や、プラスチ ック光ファイパーのみが持つ各

種の太さのファイパーを利用しての広告サイ

ン ・室内装飾 ・造形ディスプレイ ・照明テ。イ

スプレイをはじめ、大型映像装置 ・交通標識

の分別' まで応用されている 。これら広範囲の

用途の中で、最近、建築関係を中心にした照

明分野の応用例が増大しており、その使われ

方も多岐にわた っている 。

以下、最近の作例を中心に、プラスチ ック

光ファイパーによる照明ディスプレイについ

て紹介する 。

屋 外 を 中 心 と し た 照 明 例

昨今、建築と照明はますます密接な結びつ

きを持っている 。者11市ぐるみの照明計画、ビ

ルのライトア ップ、公図照明、樹木の照明と、

夜間は豊かな光が溢h 、多彩なものへと進化

しつつある 。

このような照明の中、 写真一 1 は立川駅前

のロータリーにあるモニュメントの照明例で

ある 。昼間、駅前のンンポルとしてステンレ

スの輝きを光とし、夜 IHJ は光ファイパーの光

の輪がまりJ き、夜と盆で! A l な った光の照明とな

っている 。ファイパーの光は、春は緑、夏は

青、秋は賞、冬は織と、季節iにより色を変化

させ、さらに三つの輸が一日ごとにその季節

の色の濃淡の光で‘ 区分けされている 。この照

明にはエスカ ( 三ー変レイヨンのプラスチ ック

光ファイハー) の 1. 5mm世の太さのものが約

3，000本使用され、光源は 300Wで、地下に収

納されている 。

このように、屋外モニュメント照明にエス

カが数多く使用されている 。写真一 2 は、樹

木のイルミネーションに利用されたものであ

写真一 1 立川駅前のモニュメント

三官

凶
----

-

..  

る 制 は 郊 外 レ ス ト ラ ー な ど 麦 l  

球やエレメント球を使用したイルミネーショ

ンが見られるが、これら樹木の点! 照明には光

ファイパーがぴったりである 。カラフルな点

滅! 照明も、固定色の光がi 出も可能で、樹木全

体を一つの光源にまとめることができる 。従

来のE 球と較べてメンテナンスが谷易で、演

出力が大である 。 この作例の光ファイパーは、

高さ約 3 mの樹木に 1mmゅの太さのものががJ

200本使用されている 。光源は 12V50Wハロ

ゲンランプ 1 灯である 。樹木用照明の場合は、

ファイパーの先端に特殊なビーズを取りつけ、

ファイパーの持つ指向性をなくす工夫をして

ある 。

写真一 3 は新宿歌舞伎町に出現した、ビル

全体を光ファイパーで照明演出した例である。

ニューヨークでは古くからビルのライトアッ

プが行われているが、このビルは、ビル全体

が光ファイパーで変幻する発光体と化してい

る、おそらく世界で最初の試みである 。写 真

一 4 のようにビルの昼間の装いはみごとな鋭

H占りのビルである。しかし夜になると 700 を

写真一 3(上) と写真一 4(下) 新宿コリンズピルの夜と昼
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越える窓が一斉に変幻し、 7 色の光で折、限の

躍動を始める 。このビルの壁面には、約 6 万

本近い光ファイパーが埋め込まれている 。窓

4 枚を 1 台の光源、で照明し、 200台に近い光

源、はノ マーソナルコンピューターで制御され、

自在な演出がなされる 。不夜城 ・新宿にマ ッ

チした照明ディスプレイである 。

屋外照明の中でもプラスチ ック光ファイパ

ーが今後大いに応用される分 IDJ - として、水中

写真一5 屋外プールのライン照明

照明および水とかかわりあいのある照明分野

がある 。写真一 5 は、屋外のプールのライ ン

! 照明の例である 。この場合、太さ 0. 75mm世の

エスカ 18本に特殊な洩光加工を施し、 l 台の

光源、て‘ 約60mの長さにわたり、発光させてい

る。光ファイパーの場合、光源を縦して設置

でき、光そのものを送るため、照明昔日の破損

や通電がなく、安全で水中照明等にとくに有

利である 。噴水照明、海中照明、温泉等への

! 照明として応用ができ、すでに大浴場の浴槽

内のタイルに埋め込まれた実例がある 。 また

スイミングプールの底に埋め込み、イルミネ

ーションとして使用したり、ペースメーカー

として使用されている笑例もある 。

室 内 の 照 明 例

プラスチ ック光ファイパーを使用した室内

! 照明 は、古くからいろいろなかたちで実用化

されている 。なかでもナイトクラブやディス

コティクの演出照明に多くの笑仔IJ がある 。

写真 - 6 の実例は、光ファイパーの特徴を

最もうまく使いこなした星空照明である。フ

ァイパーの太さを 0 .5、1. 0、1. 5mm世と、星の

等級に合わせて夜空の星空をうまく再現して

いる 。 さらに光源との組み合わせで 、一瞬だ

け流れ星が流れる仕掛けも簡単に演出できる 。

最近はホテル、レストラン等で落ちついた天

井照明として人気があり、 H冥想ルームの照明

としても利用されている 。 ラスベ方、スのホテ

ルでは、フロントの400m'の広さの天井を見事

な星空空間に仕上げている実例もある 。

写真一6 星空の再現

写真一 7 は、光ファイパーのシャンデリア

である 。通常のシャンデリアでは表現できな

い柔らかな光と形状を創 っている 。ファイパ

ーの先端だけでなく、ファイパーの途中にキ

写真一B 手摺子の照明

来の照明だけを目的とした使い方の作例であ

り、今後、建築照明の中に広〈応用されるで

あろう 。

写真一 8 は階段の手摺子の照明である 。透

明なアクリル樹脂の手摺子の下部にファイパ

ーを埋め込み、アクリルのエ ッジ音11で発光さ

せている 。光板、は数カ所にまとめられ、階段

の下苦11など見えない部分に配置してある 。 こ

のように通常の照明器具では利用できない照

明や、建物の中で夜間のセキュリティを目的

とした、たとえば階段のステ ップライト、非

常誘導灯などの照明に今後、 応用されるであ

ろう 。

ズをつけ、多数点の発光をさせている 。 この このほか、光ファイパーを応用した照明と

照明ユニ ッ トを多数デザイン的に配すること ・ して、舞台照明や、遊園地などの特殊照明、

で、大型ｾ｜ｬ，明へと発展し、演出照明として使

用できる 。 この写真一 7 の作例は、光の色を

変えることを目的とした演出照明でなく、本

さらには遊歩道などに埋め込んだ照明等、数

多くの実例がある 。

おわりに

今後 、照明 の世界はいろいろな面で多様化

するであろう 。 そんな中て¥プラスチ ック光

ファイパーは、素材の持つ加工性の良さ、柔

軟性、耐候性の良さを活かしてますます照明

用途に応用されるであろう 。

プラスチ ック光ファイパーは、照明苦11 と' 屯

i原を離して佼用できるため、とくに水中照明

やl坊爆範囲内での照明に 利用できる 。 さらに

照明器具を見せたくない庭園照明などには、

ファイパーを集束したライトガイドが有利で

ある 。また、プラスチ ック光ファイパーは熱

を伝えず可視光だけを伝える冷光のため、美

術工芸品の照明や、舞台用のスポ ッ トライト

などへの応用も考えられる 。

写真一 7 光ファイパーのシャンデリア

( しむしんば ら よしひろ 三菱レ イヨン株式会社エ スカ)

商品生産セ ンタ一日IJ 主 任膏II U}
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資料集口照明の新技術一照明の建築への応用の可能性一
がある。ルビー ・レーザー、ヤグ ・レーザ一、

カラス・レーザーなどが固体レーザーで、ヘ

リウム - ネオン ・レーザ一、アルゴン、クリ

プトン 、炭酸ガスなどの気イ本レーザ一、色素

レーザーで代表される液体 レーザ一、そして 、

設近は半導体によるレーザーが開発され、レ

ーザー ・ディスク ・プレーヤ一、 C Dプレー

ヤなどにつかわれている 。

建築空間におけるレーザー・デ

ィスプレーの利用

小 寺 光 男

レーザーは、今世紀最大の発明といわれて、

すでに 28年がたつ。 その利用は多方面に渡っ

ている 。研究 - 開発、計 iJIIJ 、産業、医療、そ

して表現媒体としてのディスプレーなどであ

る。

建築分野でもさまざまな 利用 が試みられて

いる 。すでに、計 iJIIJ 機材として現場のなかに

入ってきているのはご存知のとおりである 。

しかし、ディスプレーとしてのレーザ一利用

は、まだこれからかも知れない。建築空間、

換言すれば大きな建物のなかの空間、コンコ

ース、エントラス ・ホール、アトリウム、シ

アタ一、パンケ ッ ト ・ホール、コンベンショ

ン ・ホール、事務所、売り場などのインナー

・スペース、そして外構をふくむアウター ・

スペースにおいてレーザ一光線そのものをつ

かったディスプレー、そして応用したものと

してホロクラフィー ・ディスプ レーに ついて

述べてみたい 。

レ ー ザ ー の 基 礎 知 識

ディスプレーの実際について述べるまえに、

簡単にレーザ一光線のガイタンスをする 。す

でにご存知のむきにはこの項はとばしていた

だいて、次項にすすんでほしい。

レーザーは、英語で L AS E R と会 C L A 

S E Rは五つのことばの略である。すなわち、

Li ght Ampl ifi cat ion  by Sti mul ated Emi ss i  

on  of  Radi ati on の頭文字で、「誘導 J/i 射によ

る光の. 1¥"1'幅」を立 l床する 。 その原理は、タウ

ンズとショウロウによ って提案され、 1960年

にメイマンによ って世の中に登場した。この

光は、ふつうの光とちがって、つぎの特徴を

持つ。

1  ) 単一波長の光である 。

レ ー ザ ー ・ デ ィ ス プ レ ー

レーザーの光は純粋な単色。アルゴン ・レ

ーザーの光 は青か緑。一条の光が空間を飛ぶ

だけでも美しい。 その一条の光をオプテイカ

ノレ ・スキャナーをつかってスキャニングする 。

コンビューターによる高速スキャンなので、

残像現象効果を生みだすことができる 。 X Y

座襟グラフにノ マターンを書くのと問機に、 X

スキャナーと Y スキ ャナーとを組み合わせて 、

そのスキャナーにレーザーの光を入れる 。 レ

ーザーの光はスクリーンにあた って点となリ、

その点が高速にスキャンされると、ノ ぞターン

とな ってみえる 。 メモリーにストアしてある

パターン信号をあらかじめ組んであるプログ

ラムによ ってランさせると 、つぎつぎと文字

2  ) 光の波の位相がきちんとそろ っている 。 やグラフィ ック パターン 、アニメーション

3  ) ほとんど平行な光で、直進性に優れる 。 ・ノf ターンをスクリーン上に J61きだすことが

これらの特徴をコヒーレントな光ともいい、 できる 。 レーザ一光線はほとんど平行な光な

そうでもないものをインコヒーレントな光と ので、 50メートルから 100メートルぐらい離れ

もいう 。

さて、この仮 j した特徴がさまざまな分野て

の応用を生み 出 しているわけであるが、レー

ザー ・ディスプレーそしてホログラフィー ・

ディスプレーもまさにこれらの特徴のおかげ

の産物である 。

レーザーの極類について簡単に述べる 。

きくわけて、国体レーザ一、気体レーザ一、

液体レーザ一、そして半導体レーザーの凶つ

たところのスクリーンに飛ばしても、光のエ

ネルギー煩失が少なく 、効果的な iiI i 出ができ

る。約30伎のスキャニング角度の範囲以内で、

文字やノ ぞターンの大きさが自由にコントロー

ルできる 。 たとえば 50メートルの場合は 25 メ

ートル、 100 メートルの場合は50メートルの直

f歪までそのノ マターンを広げることができる 。

いわゆるスライド ・プロジェクターで町はなし

えないことである 。

Ar - L AS E R 

側 /びF ⑫1t 2

ｾｅ ｎｏｉｄｆａ ￲ｅ ｒｇ ＯＸ 州 ｒｒｅｒ
日/G SOしE NαD

FI LTER 

¥SOLENOI D 

S UPPL Y  ト一一寸 L2 )  

水:量重 I/m;n 3.5同/ 師 / WAT E R WAT E R"- ホあ I/m;n 3.5k91酎

レーザーシステムブロ ックダイヤグラム

建築と社会/ 1988年 7 月号 89 



L1 

@  

このレーザー ・ディスプレー装置にアルゴ

ン ・レーザーから背と緑、クリ プ トン ・レー

ザーからの赤の光を入れて、そ の三色を、す

なわち光の三原色をつか ってコ ンビューター

で混色処理をすると、多色でのスキ ャニ ング

が尖現できる 。七色の虹も拙 くことができる

わけで世ある 。

レーザ ー ・ディスプレーの応用

この レーザー ・ディス プ レー装置は、大!史

的報表示装置として、建築物の内部空間で昼

夜をとわず利用できる 。文字1' 1'; 報はスクロー

ル表示をすることができるので、さまざまな

情報をながすことができる 。 また、文字だけ

でなく、アニメーションやグラフィ ック ・パ

ターン を混ぜて表示すればアテ ンショ ン ・ゲ

ッ ト効果には最大のものが得られるであろう 。

ピルのなかにあるホスト ・コンビューターを

利用してビル内ネ ッ ト ・ワークを組み、名フ

ロアーに同一情報をながすこともできる 。あ

るいはテレホン ・ネ ッ トワークを組んで、全

|工|的な情報網を 構築することも可能で・ある 。

各I也にローカル ・ホスト ・コンビューターを

遣いてコ ン トロールすれば、地域ニュースと

「ホテル・ 海の中道J のレーザー・ディ スプレー

90 

L A S E R  S C ANNI NG C ONT R OL L E R  ( C OMP UT E R )  

OP E RAT I ON 

P A NE L  

鉛 LENOI D

CONTROLLER 

FADER 

｣ αｾｔｒｏｌｌｅｒ＠

CPU- I  

( MASTER)  

CP U- 2  

BEAM 

VARI ATION 

SELECTOR 1  

BEAM 

VARI ATION 

SELECTOR 2  

全国ニュースをながすことも可能 であり 、ザ

・レーザ一株式会社では、その|井l発が進めら

れている 。 また、夜間] だけを A与えるならば、

ビルの壁商を利用することもできるし、屋上

看板も可能であろう 。

さらに、情報装置だけでなく、 1策出装置あ

るいはショウ ・ア ップ装置としての用途もわ

すれることのできない応用である 。 いまや、

ノf フォ - 7 ンス ・ショウではなくてはならな

いもののひとつである 。 ホテルの宴会場でも、

このレーザー ・ディスプレー装置はもはや欠

くことのできない装世として注目されている 。

当然ながら、夜間の外椛演出装世としても注

目を持たれだしてきている 。福岡の「ホテル

・海の 中道」では、放も効果的に 利用されて

いる例として評判である 。 レーザー ・デ ィス

プレーはビームとしても空に向けて飛ばすと

その光条がさまざまなノ マターンを摘き、オウ

ロラのような演出も可能。幻先日、的で美しい光

のディスプレーとして、いま最も熱い注目と

Jtrl 待をあつめている 。

幻想的な光のショウとして、アト リウムや

プラネタリウムでマルチ ・カラー ・レーザー

. ディスプレー装置が常設されるのもそれは

レーザーシステム C P U系統図

どとおくではないであろう 。

ホ ロ グ ラ フ イ ー ・ デ ィ ス プ レ ー

レーザ一利用ディスプレーのひとつとして 、

レーザーの光そのものではないが、ホ ログラ

フィーがある 。 ガポアによ ってその原理が発

明され、レーザーの登場とともにリースとウ

ノマートニクスによ って現 実のものとな った。

ホログラフィーとは 、三次元情報の記録 ・

再生技術のことをいう 。すなわち、 二次元商

に記録された立体情報で、記録されたフィル

ムあるいはプレー トをホ ログラムという 。 こ

れは、コヒーレンシーのよいレーザ一光線の

干渉性を 利用して いる。 ホログラムに白 色光

( 点光源) をあてると幻想的な立体像がうか

びあが ってくる 。なんとも不思議な感じでは

あるが、非常に魅力的で、アテンション ・ゲ

ッ ト効果の大きなディスプレーである 。初期!

のころのホ ログラムは、室内ても附いところ

でしか効果的にみることができなか った。 し

かし、 最近では非常に 明 るいホログラムがで

きるようになり 、室 内であれば場所をえらぶ

ことはない。

ホ ロ グ ラ フ ィ ー ・ デ ィ ス プ レ ー の 応 用

ホログラムは、室内であれば、明るいとこ

ろでも十分ディスプレーとして利用できる 。

したがって、その用途はひろい。J苫頭におけ

るP O P ディスプレー 、 ピj レのなかのサイン 、

とくに百貨! 苫やショ ッピング - センターのサ

イン 、 ピクト ・サイン、エントランス ・ホー

ルのなかでのホ ログラム壁画やモニ ュメン卜

などにつかわれはじめている 。また 、アート

作品としてのホ ログラムも室内装飾として イ

分対応できるものがあらわれてきている 。最

近では 、パルス ・レーザーをつか ってポート

レート ・ホログラムができるようにな ってき

た。 肖像画や胸像がホ ログラムに答わ って飾

られるのも 、 まもないことであろう 。

( ニて' り み つ お ザ ・レーザー株式会社取締役)



資 料 集 口 照 明 の 新 技 術 一 照 明 の 建 築 へ の 応 用 の 可 能 性 ー

大画面ディスプレイ技術の照明

への応用

岩 田 修 司

大岡国ディスプレイは、臨場感 ・一体感 ・

迫力感 ・奥行き感など、他のディスプレイで

は表現できない優れた表示能力を持っている 。

ここでは、照明の世界、とくに建築への応

用の可能性を見いだすために、大画面ディス

プレイの技術背景と、これに基つ' いて通常の

照明機器では表現できない大画商ディスプレ

イの特有な機能について触れ、近い将来、建

築における照明の分野においても、大画面デ

ィスプレイ技術が効果的に生かされていく可

能性について説明する。

大 画 面 デ ィ ス プ レ イ の 目 的 と 用 途

画面ディスプレイの目的川は、主として

つぎのように整理できる。

(1) 大画面の心理効果( 臨場感 ・一体感 ・迫

力) による娯楽価値の拡大

(2) 多数の人々に同ーの画面を見せる情報サ

ービスのJ広大

1. 0 2.0  3. 0 5. 0 10. 0 

画面高( m

図ー 1 大画面ディスプレイの用途

(3) 大画面の迫真感による教育訓練効果

図 - 1 に、大画面ディスプレイの主要な用

途聞を示す。

(1) 家庭用 ・教育用 ・劇場周の大画面ディス

プレイ

函角を大きくし、臨場感 ・迫力を高めるよ

うにした映像ディスプレイである。教室 ・劇

場などでは、視距離の大きいところでも画面

が適切な函角を持ち、画像の細部が知覚でき

るように大画面にする 。

(2) 産業用 ・防衛用の大函面ディスプレイ

制御 ・管制システムなどの監視盤ディスプ

レイで、文字 ・グラフィックス主体の高村細

度ディスプレイが要求されている。各種のシ

ミュレータでも大図面の映像ティスプレイが

用いられる 。

(3) 広場メディアとしての大画面ディスプレイ

屋内外の公共場所での大衆向けのメ ッセー

ジシステム ・広告媒体 ・競伎場でのファンサ

ービス用などの巨大岡市ディ

スプレイで、屯光ニュース盤

・電光掲示板からフルカラー

映像の表示を主体とするディ

スプレイである 。

大 画 面 デ ィ ス プ レ イ の 梅 成 法( 2)

図 - 2 は、大図面ディスプ

レイの構成法を示したもので

ある 。大画面ディスプレイは、

大きく分けて投写型と It I 視型

C  R  T 投 写 型

C R T  i百il 商を光学的にスクリーン

に役写

ライトパルプｾ

レーザ走資! l ' i

i11I ! 丸液AlaZ干の画面をスクリーン

に投Tf・0]1) の光 i!点)

レーザービームでス 7 リーンを走盆

大画面直視型 C R T I 大口径のC R T

そ の 他

単一の表示パネル

多数回紫表示ノマネl レ

モジューノレの自己5 ' 1)

lji 一回議素子の自己列

図- 2 大画面ディスプレイの構成法

PDP. 平I fJ C R T等の発光型

LCD.  E C D1) f の受光型

C RT モニタの自己亨1)

LED.  V F D等発光型ノマネ/ レ

LCD.  ｅｃｄ 等受光ｾノマネノレ

CRT. 蛍光灯 I nt球等発光型栄子

LCD.  E C D等受光型請を子

舷気反転栄子等受光型素子

光フ T イパによ る画像拡大方式等

に分mされる 。

投写型は、 C R  T  ( Cat hode- Ray Tube) や

ライトパルプ ( Li ght Val ve) なと' の上に形成

された図像を光学的にスクリーン上に拡大投

写するもので、高解像度の表示を笑現しやす

い。一 万、スクリーンが周囲光をも反射して

コントラストを下げるので、家庭や劇場など

投写空間がとれ、かつ照明条件が管理可能な

閉空間i での用途に適している 。

直視型は、表示素子の表示画面上の画像を

直接観視するもので、周囲条件によらない明

るくコントラストのよい表示を得やすく、広

場などの開空間ても使用できる 。設置スペー

スや画面寸法の融通性からは、モジュール締

造の平』反型テ伊イスプレイが有利である 。

大 画 面 デ ィ ス プ レ イ * オ ー ロ ラ ビ ジ ョ ン

・マーク II 11 の 性 能

ここでは、大画面ディスプレイの一例とし

て、経量 ・薄型を特長とした屋内用ディスプ

レイシステムホオーロラビジョン ・7 ーク II ，，( 引

の性能について紹介し、建築における照明の

分野に応用するための基本的なげ; 報の提供を

行う 。

ホオーロラビジョン ・マーク II "は、前節i で

述べた大画面ディスプレイの構成法の「多数

画家表示パネルモジュールの配亨11 J に該当す

るものである 。図 - 3 は、 ホオーロラビジョ

Ll GHI T I NG 

E L E ME NT  

LI GHI  TI  N G  UNI  T  

庄JA即

匝JA即

座JA町〉

図 - 3

オーロラビジョン

マーク II のスクリ

ーン清成

ン ・マーク II " のスクリーン織成を示す。

スクリーンの最小構成単位は、発光索子( 図

- 3 のライテイングエレメントに相当) であ

る。ここに用いる発光素子はいフラ ッ トマト

リクス C R  T " と11乎は‘ れ、一つの JE子の 中に

16画家が絡子状に配列された複合C R T ( Ca-

thode- Ray Tube : ブラウン管) であ る。

* フラッ トマトリクス C R T " は、ブラウ

ン管内の表示面側に、赤 ( R) ・緑 ( G) ・背 ( B )

に発光する蛍光体が塗布されている 。 これに

より、家庭用テレビと閉じ発光原理でフルカ

ラー表示を行う 。

函京間寸法は、縦 ・横とも 15mmて酬ある 。家

庭用テレビは、たとえば 0. 5 mmであるので、

30惜の大きさにな っている 。

このいフラ ッ トマトリクス C R T " の発光

建築と社会/ 1988年 7 月号 91 



このため従来の照明機総群でも実現が困難

な微妙な色変化の照明も、簡単に電子機器や

計算機の制御のもとに行える。

③ 調光の自動化が容易

従来の照明機器では、設置環境 ・! 照明効果

などの条件が異なれば、その条件に応じた照

明設備を準備する必要があ った。 しかし大画

面ディスプレイに用いられている発光素子は、

予め使用条件 ・設置条件などをプログラム化

しておけば自動的に調光制御が行われ、照明

の演出効果を効率的に高めることができる 。

④ 繊細な照明の演出が可能

大画面ティスプレイ用発光素子は、素子ピ

ッチが10mm前後の高精締! なものが開発 ・製品

化されており、これを利用することにより、

照明の高精細度な表現も可能になる 。高粘細

化が一層進展すると、従来の照明機器では実

現できなかった照度 ・色温度を滑らかに変化

させることのできる照明空間を創りだすこと

が可能になってくる 。このような照明空間の

創作は、予めコンビ ュータグラフィックスな

どでシミュレーションできるため、! 照明設備

の設計が効率的に、しかも短期間にできる。

⑤ 照度のダイナミ ックレンジが大きい

大画面ディスプレイ用発光素子を点灯した

ときの周辺照度は数千ルクスにも及ぶので、

! 照明機株としても十分明るいものとなる 。 こ

の発光素子の 利点は、明るさの制御が屯子的

に行えるため、暗閤の照明から、照明設備の

工夫によ っては白昼での照明に至るまで、使

用することができる 。

素子を縦方向に 48個、横方向に 64個タイル状

に配列し、合計3072個の、フラットマトリク

ス C R  T " で一つのスクリーンを構成する 。

スクリーンの大きさは、縦2 .8 8 m、横3 .8 4 m

である 。

スクリーンの構成は、 図 - 4 に示すように

階層的精進になっている 。16個の、フラ ッ ト

マトリクス C R T " でラ イテインクaユニ ット

を構成し、このライテイングユニットが縦 2

個、横 8 個てそジュールを構成する。スクリ

ーンブロ ックは 6 個の モジュールが縦方向に

重ねられ、スクリーンは 4 個のスクリーンブ

ロックが横方向に配列された構成となる 。

このように 、オーロラビジョン ・マーク II "

のスクリーンは、 ホフラ ッ トマトリクス C R

T " の発光素子を 最小の構成単位とし 、適当

な大きさのブロ ック化による階層的概念を導

入しているので、設置空間の大きさに応じて

スクリーンの大きさが自由に創出できる。

この利点を生かせば、住宅 ・美術館 - 博 物

館などの関空間や、建築物の壁面 ・街灯など

の関空間に設置する際、設置場所の広さに応

じた照明機総としてのディスプレイを選ぶこ

とができる 。

照 明 の 建 築 へ の 応 用 の 可 能 性

ここでは、大画面ディスプレイの持ってい

る機能が、将来の照明の世界に生かされるで

あろう技術的ポイントに触れる。

① 照明と映像の問一面表現

従来の! 照明機器による映像の表現は、色表

現範囲、応答性、解像度、制御性などにおい

て問題があり、実現が困難であった 。 しかし、

大画面ディスプレイ技術はもともと映像表現

を得意とする分野であるところから、照明分

野において下記に示す項目が有効に利用でき

れば、照明と映像の同一面表現が可能になる 。

② 広範な色表現範囲

大画面ディスプレイに用いられている発光

素子から発せられる光は、蛍光灯 ・白熱灯 ・

ネオンランプなどの従来の照明機器では表現

できない色の演出が可能になる 。

すなわち、従来の照明機器は、 図 - 5 に示

すような色温度特性川を持ったものであるが、

画面テ、イスプレイに用いられている発光紫

子は、 図 - 6 に示すように広範な色表現範囲

を持つので、家庭のテレビが映し出している

ような自然なカラー表現ができる 。

色，且度 (κ)

7α) ( )  

山

口

[

まとめ

このように、大画面ディスプレイの表示素

子を用いたディスプレイ技術や計算機の利用

による屯子市IJ 御技術を積極的に応用していく

ことにより、近い将来、夢とロマンを持 った

新しい照明の世界が創出されていくだろう 。

1986年 11 月に横浜駅西口に出現した 「風の

塔y5) は、ビル表面上に取り付けられた照明

株材によ ってビル自体を発光させ、しかも風

と音の大きさの情報によりパーソナ/ レコンビ

ュータを 制御し、光の強弱と動きを、ビル全

体をスクリーン化して表現した新しい建築物

である 。 この例は、ディスプレイ技術を積極

的に取り入れた良い例であろう 。

図 - 5 色温度特性
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資料集口照明の新技術一照明の建築への応用の可能性一

調光カ、、ラス

菅 釜 公

最近、窓、の光透過性をコントロール可能な

高機能ガラスが開発 ・商品化されつつある 。

ここでは、その中で代表的なエレクトロクロ

ミック ・カψ ラスおよび液晶シャ ツタ ・ガラス

の特徴、用途について概要を紹介したい 。

1  . エ レ ク 卜 ロ ク ロ ミ ッ ク 調 光 ガ ラ ス

直流Ｇ［ｕＺ流を ｩ 血 ｾＱＲ することにより必色し、逆

極性の ItI iJftで消色するエレクトロクロミ ック

( E  C ) 現象を利用して、可視光透過率を任

立にコント ロールできるガラスであり、 J長4s:

構造を 図ー 1 に示す。

図- 1 エレクトロクロミ ック・ガラスの基本格造

E C材料として、無機系と有機系、さらに

泣元H寺Xi 色あるいは酸化時治色など名磁材料

が試みられているが、安定性がよく、 屯 ｉｾ ｬｦＮ 質

ともマ ッチしやすい無機系が実用化の先陣 を

切っている 。代表的な材料である般化タング

ステンは、これと接する屯極をｽｾ屯位にして

iJ.(nl ! : することにより着色し、水間変化イリジウ

ムは正屯位にして通電することにより必色す

る。 II

V

im色反応は次式のように巧えられてい

る。

<ii 'i 色状態〉 くずi 色状態〉

W0
3
+ xH++ x e- ζ 三 Hx W0

3

11' ( 0 ト1)Z + XH20ニコ1r Ox(  0 1-1 ) z- x+x e- +  x H+  

V エレクトロクロミック怠 ( E C W) の特徴

R変化タングステンを用いているためJi 色は

ブルーとなり、屯気的街1) 御により 表一 1 に示

すi l f I り透過率を 10- 75% の範聞で変化可能で

ある 。若消色状態における透過率の波長特性

を図 - 2 に示すが、希望する透過率に保持で

きることも大きな特徴とな っている 。

なお、駆動は 1. 5V程度の直流屯源で可能で

l度の交流屯i原O N、O F F により透明、乳自

の変化を瞬間的に行うことのできる透視性コ

ント ロール ・ガラスである 。

椛成 としては 、ポリマー ・マトリ クスの 中

に液晶 を分散 させたフィルムがラミネート 加

工されており、屯界 oF  FI時には液品分[ - が

不);Ji. QI) 配列 しているため、光が散 乱 し乳白状

となり、 Ｇｾ ＱＲ 界 ｏｎ すると液晶分寸こが務 ｊ ｉｊ して

光透過性を示す。

V 液品シャツタ窓 ( L C W) の特徴

基本総造を 図ー 3 に示す。

ト ガラス基

ｐｖｂ ｾ＠ h  円 一

合わせ1具 F - ー 透明電導腹

手ィ ｊ レ ム〈 協 ｚｚ 勿勿勿勿ｾグ ､ ー 液晶
マ一一 司1- 11透E明唱電E導腺

2淀ι 11川一

図一 3 液晶シヤツタ. ガラスの基本精造

以下の点が特徴となっている 。

・応答.) 率皮が 1 / 100秒以下 と速く、瞬時に透

視! 変を変化できる 。

・液品とマトリ ックスの構成で、悩光フィル

タが不要。

• '; 12圧のかけ万により 、透視性のコントロー

ル可能。

• u  V カッ ト・フィ/ レタとの1jf: 耳j によ' ) 、外

部25にも使用可能。

. 10 0 V の商用交流で駆動可能( 駆動 ' Oht - 15

- 150V A C、 50or60Hz )。

- Jf 色、パターニングが可能。

・内書11液品は半硬化しており、ガラスが' ，'fIJ れ

でも ｊｉｾ ｉｉｘ しない 。

L C Wは、最大サイズ90QX2400mmまで製作

可能である 。

V 用途例

・!! ¥¥' 別川可安拡散板

・実験宅等の可変スクリーン

.  )ミ25

・カウ ン夕、受付等のガラス

・会議室 、オフィスの間仕切、窓

Ｎ サイン ｾｬ

*  

以上のように、調光カラスはそれぞれノ、ィ

パ フォーマンス性を有しているので、それら

を生かした形でのクリエイテ ィプな川途1m拓

が待たJ . L るところである 。

なお、 1丘公制御による調光ガラスのほかに、

紫外城光により苅色して略化し、光がなく弘

ると退色するフォトクロミ ック ・ガラスがあ

る。説紅、まぶしい太陽光から H艮をまもる版

鋭用レ ンズとして市販されているが、板カ、ラ

ス ・サイ ズで安定した性能を比較的侃1rlli 絡 て“

実説できれば怨築用途への応用 もIJ f. Jけるもの

とJUl待される 。

( すがや ζ ういち JlIl儲 f 株式会社硝 H Il材 'I>X，本市11)
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図- 2 エレクトロクロミ ック・ガラス透過率の

波長特性

ある 。 Ｈ乾ｾ｛池で 可 Ｉ

E C Wのサイズ仕様は 304X304mm (銅色苦11

280X280mm) て 1亨さ 6 mmとな っている 。

V 用途例

・オフィス、抗告II i 、住宅等の間仕切

. 天窓の光iif コントロール

・照明の光量コントロール

. 大型写真焼付機の絞り

・会議室、映写室の外光コント ロール

施工例としては、瀬戸大儒「絡の記念館」

ほかがある 。

2  . 液 品 シ ャ ツ タ ・ ガ ラ ス

2 枚の板ガラスのI i ¥J に透明屯導膜からなる

屯極を介して液晶を封入したもので、 100V位



資料集口照明の新技術一照明の建築への応用の可能性一

面 発 光 体

= 崎 進

人類に光文明をもたらしたエ ジソンの屯灯

( 点光源) の発明以来、線光源とし ての蛍光

灯の普及に続いて、現在は而光源が注目され

てお り、エレクトロルミネ ッセ ンス ( E L )  

も各種ディスプレイ、表示素子、照明朗の光

源として広〈用いられるようになってきた 。

ホタルや夜光虫の発する生物ルミネ ッセンス

や化学反応による化学ルミネ ッセンスは、よ

く知られた幻想的で美しい発光現象であるが、

エレクトロルミネ ッセンスも蛍光体に' 心界 を

かけて屯気エネルギーを光エネルギーに変換

する、ほとんど発熱のない発光である 。

E L には大別して有機分散型と、 主として

テV スプレイデバイスとして用いられるi ¥I J . 縦

型の 2 種類が知られているが、ここでは、 一

般によく用いられている有機分散型について

紹介する 。1)

発光原理

らなる発光 ｊ 曹と高誘ｾ ｉＲ ｉ 容のチタン般バリウム

などの誘屯層をはさむ。その上下を、湿気に

弱い蛍光体を保護するための ｬ 汲 ｪｾｬ 層でつつみ、

全体を透湿性の小 さい透明フ ッ素樹脂フィル

ムで封止したものである 。全体の厚さは 1 mm 

以下と非常に薄い。アルミニウム背面屯極を

透明屯極にかえることにより、岡而発光も可

能となる 。蛍光体は一般に硫化3 E 鉛が使われ

るが、銅、アルミニウム、マンガンなどのド

j草さ

竹

図 - 2  E しの構造

によってえられる。製造技術部からの制約に

より、通常 A - 4 サイズ程度が最大の大きさ

であり 、それ以上の面積が必要な場令には、

つなぎあわせて使用する。屯跡、は A C  100V 

が使用できる 。インバーターを使用すること

により屯圧、周波数を変換するとともに、車E

1丘池や苦! HI i 池からも入力できる 。.tJ/. 状の鎚rlJ立

は、蛍光灯などに比して低〈、照明としての

用途は制約される 。

特性

電気的特性例として、電圧、周波数一輝度

( 図ー 3 ) 、屯圧、周波数 - ｾｉｩ流密度 Ｈ 図Ｍ

4  ) を 、温度特性例として、出度 -fl i I i . 皮( 図

- 5  ) 、周波数による寿命 ( 図 - 6 ) の関係
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0.1 

1936年、フラ ンスのデトリオによ って 、ひ の色調がえられる。

蛍光体

図 - 1 発光原理

まし泊中の硫化亜鉛粉末に屯界を印 IJII すると

発光する現象が発見された。' ) これは 図ー 1

に示すように、蛍光体にQ I : 界を印加すること

により、蛍光体中の電子が加速され、発光rl-'

心に衝突してこれを励起させ、こ の励起状態

から基底状態にもどるときに、光の} 杉でエネ

ルギーが政出されると考えられている 。

構造

分散型 E L の一般的な構造は、 図 - 2 に不

すようにアルミニウム基板の背面屯極とポリ

エステルフィルムに酸化インジウム ・錫( I

T  0 ) をぷ治した透明電極の聞に、蛍光体か

94 建築と社会/ 1988年 7月号

特 長

分散型 E L はO. 2g / cm'以下の軽さと 1 mm 

以下の厚さのシー ト状で、フレキシプルな 、

柿造の均一な商状発光体である。任意の形に

60Hz  

0  
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図 - 4 電圧、周波数ー電流密度
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図 - 5  温度一輝度

10 
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(Nt )  
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図- 6 周波数一寿命

トてサ釘車産に強い。屯気エネルギーを直接光エ

ネルギーに変換するため、ほとんど発熱がな

く、消費屯力 は非常に少ない。色調は写真一

1 に示すようなブルーグ リーンを必測とし 、

グ リーン 、ホワイト、オレ ンジカずあるカヘそ

の他の色調はカラーフ ィルムを 使用するこ と

写真一 1 E しランプ



を示す。3)

E L の輝度は Nt ( ニット) で表示される。

特性例からも明らかなように、輝度は屯圧、

周波数に大きく依存する。一方 、寿命は輝J3f.

に依存し、輝度が高いほど寿命は短くなる 。

駆動回路

E L は、交流' 電源によって駆動される( 一

部、特殊な E L で、直流駆動タイプもある) 。

要求される締度により、インバーターで周波

数を 200- 1000Hzに変化させて使用する 。7豆

じ

図 - 7  駆動回路

池を電源とする場合には、 図 - 7 に例示する

ような回路で、屯圧、周波数をかえて駆動さ

せる 。

用 途

- 液晶表示素子 ( L C D) のパックライト

E L の最大の需要は L C Dのパ ックライト

用てあり、全需要畳の60- 70%を占めると推

定されている 。 L C Dは低屯庄作動、消費屯

力が小さく薄型であるため、表示素子として

ワープ口、ハンディタイプノ f ソコン 、ポータ

ブルテレビなど各種の機器に広〈使用されて

いるが、自発光でないため、パックライトを

必要とする 。 E L は冷陰極管とともに広くこ

の用途に使用されており、適切な輝度をえる

ためにインバーターで屯圧、周波数を変換し

ている。輝度や価格の点で、 L E Dや i令陰極

管に比して不利な一面もあるが、薄型、大型

化できる点でliUしている。

・復写機用除電光源

E  しの15- 20% ヵ、使用されていると推定さ

れる P P C複写機の帯電ドラムの、| 徐電光源

としての用途にも E L の薄型、シート状商光

i師、としての特徴が生かされている。

・表示、標識用光源

スイッチ努1の表示、道路工事標識、劇場・

映函館の非常

口などの安全

標識、番号表

示、ホテルの

客室表示、電

話ボックス表

示、車納 ・船

舶 ・航空機な

どの計器類の

表示などの用

途にも使われ

写真一2 大型ディスプレイ

パネル

写真一 3 安全棟織

写真一 4 工 事 襟 緩

つつある。

・装飾用光源

ショウウインド一、病 iiIl でのディスプレイ、

ホテル ・クラブ ・ディスコなどでのムード照

明、インテリア用品への応用などが| 非! 妬され

つつある。

・屋外広告用光源

E L は湿気 、紫外線に弱〈、屋外で使用す

るには制約があるが、防協、紫外線 l吸収フィ

ルムなどの対策を講じることにより、屋外で

も使用されつつある。ネオンのような明るさ

はないが、工事費用が安〈、消費屯カの非常

に小さい広告用光源として使用されている。

面 発 光 体 の 可 能 性

面発光体のうち、有機分散型 E L について

紹介したが、面発光体としてはこのほか L E

D、プラズマ、薄膜型 E L なと' がディスプレ

イ用に使用されている。

それぞれの長所が生かされ、今後さらに各

分野に使用されていくものと期待される。

参考文献

1 )  E  L 全般についての総" 見

1  - a)  E  L ディスプレイ材料、小沢 11 ｾｦ￬ 樹、エレクトロセ

ラミックス、 1981年夏号、 SHl

1  - b ) エ レクトロルミネ y センス ( E L ) ，fU 、ダイヤモ

ノド、プレジデントレポート l 、1988ー l 、16n

1  - c )  E  L 材料の' J i fl J技術、( J f U) ( 断章、機能材料. 1987年

9 J l号 43氏、 ＱＰ 月号ト Ｔ Ｔｊｾ、 ｉｈｉ 号 ＴＴｦＨ

2)  G.Dest ri au.  J . Chem.phys 、 33巻、 ( 1936) 620頁

3  ) ダイキン 工業、カタログ、エレクトロ ルミネ y セン ト

ライト

(みささ すすむ ダイキン l 業株式会社化I " j棚 技 ¥

ｗｩ 部ｲＺＢｪＡＺｰＮｾ 1:  /  
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9 6  

コイス'ミから新しいF LインダイレクトユニットINVE NT誕生。レフレクターで反射された光が本体のパッフルで柔らげられ、空間全体に広がりま1九

光の表情の豊かさ、展開の可能性、そのいずれもがINVE NTの格別の良質さを物語ります。

- 天井取付けタイプ(AH-72515) - 天井・壁面取付けタイプ(AH-71515) ・ス 1) ';1ト入セー ド(AE-90464)

空間のコア照明に。反射板っきセード(3色) 反射板っきセード(3色) と組合わせて、壁 AH- 72515に取付けると、全体光と、スリット

と組合わせます。直線逮結展開もできます。 面演出に。直線連絡展開もできます。 からの下方光が得られます。

小泉産業株式会社

開明 ｬ ｾ 揖 本部 T E  L. 06- 262- 0861 

干541 大 阪 市 東 区 惜 後 町 3 丁 目 長 谷 ヒ ル 3 F

本 社 T E L. 06- 262- 1751

干541 大 阪 市 東 区 惜 後 四J 4 丁 目 。

車 京 支 社 T E L. 03- 863- 2359 

干101 東 京 都 千 代 田 区 神 国 佐 久 間 町 3 丁 目 12



西ドイツ・シーメンス祉との

技術提携により、

理想のオフィス照明を実現。

DAI KO/SI EMENS ｾｅ ｦｅ品 ＱＵＱＱｔｉｬｴ

先進の光空間を創造する照明器具の専門メーカー DAI KOと、

世界有数の総合エレクトロニクスメーカー西ドイツ・シーメンス社

がこのたび技郁玲是携L 、たしました。

その提携第一弾 Ii' BS- 900J シリース' は、 OA専用室から一般オフィ

スまで、インテリジエントイヒするオフィス空間において、目的・用途-

e算に応じた最適な明かりの環境を創りだします。

DAI KO/SI EMENSは、ヒ卜と明かりのより良い

インターフェイスを求めて、最適なオフィスライティ

ングを提案します。( 実用新案・意匠登録出願中)

時 900 f 令、
O A専 用 室 か ら一 般オフィスまで二あらゆる照明計画にフレキシブルに対応、0

・8S- 900は、ルーパーの異なる4 種のタイプ.が全て同仕織のため、オフィスのレイアウト

に合わせた最適なシステム展開が可能。・直イ寸・直接光タイプと吊下げ・直接/ 間 接

光併用タイプが同テ'ザインのため、あらゆるオフィスを統一したイメージでレイアウト可能。

・厚さ74mmの 超 薄 型 設 計。・電 子 安 定 器 で 消 費電 力 を 低 減。・豊富なオプション部

品 で、自由なシステム展開が可能。

OA専用室での

C R T作業に最適

パップタイプ

短時間のC R T作業を行う

般オフィスに最適

ダークライトタイプ

、_.・

_..・
、_.・

，_AO・‘

OA機器を設置していない

一般オフィスに最適

パットウインク' タイプp

壁面と机上面との

明暗差を軽減

ウオールウォッシャータイプ

議BS-宜Xl Iこ関するI平しい貰料をご希望的方1; 1 . 当社宮拠所主てこ 1貴章〈ださい内

ｄａｉｋｏＺ ｾ＠ キ社U土υ / ラ加イ仔而…テhか イρωン 万 一 一 タh… コ 刀 ア 九 大 … 匡φ刊 叩 …唖U町3訂丁目吋l凶晴叫5崎即番劃…1… 叫 ) 市干刊刊閉5臼印3幻7 官叩叩… …(ω側削仰侃附削附) 川)97引7吋 代

飽 KωOO班肺悶…………京m悶 叩 …古町閃 叩{ωωDω3

置ｾ ， ｾヨ司ＮＮＮＮＮ，ＮｾＮＮ，ｾ . ，広<; 1島‘ 宮 {ω08位2)ロ24灯7-6肝71日1 代 . 1高眠松宮 {ω08釘78ω)6引lト-5日位23 . ，橿E岡宮 (ω092幻)53ト3164 代 ・鹿 児島古 (0992) 67-81∞ 代

姐脚V 大 光電 機 株 式 会 社 ・照明に関するあ勺ゆる二相談にお応えいたし訊 l i ACl I 四国盟諸 (目立22U

9 7  
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…… …… …… 議F
111ボノレトオ、オハロゲンランプl立、 J苫舗空間や商品などのクロースザア・ノフ0::'11巣を尚める、

クーノレてーシャーフρ なあかりでFす。電 子 トランス内蔵により小形・軽td化を|ヌ|ったシンフ。

ノレなフオノレム。光源は熱反射が少なく ｬ 寅色性の ，ＺＧＺ［ｾ Ｇ ， 12V20W・50W及び12VI OOW

の オ、オハロゲンランフ 。 を保用 。 Ｕ Ｐｗ てｬｏ ｏｗ 相ｾＨ 当 社比Ｉ の ，ＧＺ Ｚ［ＡＡＨ｜皮が Ｑｾｦ C，れます。

抑こよる ｬ 荷品 の ｴ ｊｩｦ ｩ るを防広経済効率も向 ｫ 、低コストでより美し ｌ 、 Ｑ Ｑ 干 ｪ ， ｉ ｉｬＧ， ｮￎｈ ｉｉ ， ｾχ り ｴ します 。

また組み合わせ方式ですので、多彩なノザエーションが "f 能になりました。

ｓｈｏｐ トレント Ｑ ニマ、ノチする ｉ 寅 ｉ ｾ カわ朱しめます ユ

I HB- 1211(W- K叫￥ 16.500 (ラノプ別}

診( 本悼 IHB-1211仰 'K・叫 YI O側 )  

1電子トラノス DTP-50 (W-K- V) Y 6 叩01

ホ 体 ア ルミダイカス6(W自芭. K鳳色、 V盟色)

アーム .φ 8欄菅 {クロームメ y キ}

'88ジャパンショップ・日本商工会議所会頭賞受賞

|護薫続勝園経議豪語要輔轍真機械長1111

山

ωγ

I NB- 1290加 骨 叫 R-凶.2t) ￥32. 0∞ ( ラノフ付)

⑮ Ｈｍｬ ｎＸＱ ＲＹＰＨ ｷＭｍｶ ｭ ∞ｾ＿ｮｍＩ＠
1電子トラノス DTPに'OO(W- K- V) Y  12 0∞I  

木 体 。アルミダイカスト(W白色. 岬l邑. V! R芭}

アーム。 調岨 (W白色、K鼎色、V銀回

世 φ123 全 長 274

I HB- 1291(w' K叫 R-05.2t) ￥35.000(ランプ付}

⑧( 窓体IHB.1291 (W- K 叫 Y IJ ∞? ，?tYV"l )

l 電子トラノス DTP-IOO(W-K'V) Y  12 白珂 l

' " 体アル ミダイカス ト(W白色、KJIi色、VI R芭)

アーム 摘板 (W白色、K黒色、V租邑)

世 φ133 全 畳 280

I HB- 1212(W- K- V) ￥16.500(ランプ別)

@( 料 IHB-12附 ， 川 Vl 0蜘 )

1電子トラノス OTF.50仰 ' K' V) Y 6.5∞ l

ホ 体 ア ル ミタイカスト (W白色、 K貝色、 V銀色)

アーム ψ8欄 菅 {クローム，) ，キ)

98 



基本灯具とプラスユニットで、

天井空間のイメージ自在。

はじめに基本灯具( 下面開放 ・3タイプ) ぞつ

けておくと、あとはパオJ レやノレーパのプラスユ

ニット05タイフ。) を答えるだけ。テナントが変わ

る出、照明の雰囲気もガラリと変えられますL

A&; 快適を科学します

同じ台数でより明るくできる

ライトプラス機能。

照明器具をI曽やさずにl明るさアッフ。が可能。

ライ トプラスユニットをつけるt，:" けて、例 えば

4 QW2灯が4 QW3灯になります二

ライトプラスユニット

ビ.ビ. ツドな照明環境をつくる

パルックランプ探用。

全タイフ。l こH月るく i寅色性の l ' l 、バノレ‘ ノクランフ。

を採用 。インテリアやひとの表情がイキイキと

見λ 、活動的なオフィスになりま すL

差し上げます。わかりやすL，rオフィスの照明環境J 読本。! !((Il }J を小心に配線・内装など快適なオフィス

づ〈りに必ｾなポイント を、イラスト入りでわかりやす〈ま ｴ めて， ， ［ＱＺす Ｎ Ｐ Ｎｷ ｲＮ Ｑ ｩＭド ｬ 約 ＸＰ ページ ・ ご，， Ｑ ，Ｉ＼は、

[〒571 ) 大阪J(.f J"1点，li l"B'i 1018 校下屯仁・'，ti:機本町iフリーコン主主祭w会f，f: n 06(908) 1131 
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人とあかりの理想的な関係を。

ヤマギワは、世界から、日本から、照明の一流品をあつめて

日本の生活に息づくあかりを提案しまする

名付けてホヤマギワ・ワールド・コレクション2

ここにご紹介するく P - H ランプ〉もその代表的な商品のひとつですb

P  Hランプ( デザインポール ・へニングセン)

1925年にオリジナル ・デザインが発表されて以来

世界中で愛用され続けているロング& ベストセラーに。

P  027w 39. 800円

+yam明 I wa

ヤマギワ株式会社/ 東京都千代田区外神田4- 1- 1TEし(03)253-2111 (大代表)

ヤマ初・リピナ官 a (03) 253-51 11  ( 代表) 機 浜 底 宮 (045)261 2111 ( 代表) 福 岡 庖 宮 (092)721 5661 ( 代表) 仙 台 唐 古 (022)227 1251 ( 代表) 金 沢 出 張 所 合 (0762) 22 6733 ( 代表)

リピナ大阪底含 (飴)643 2111 ( 大代表) 世 田 谷 唐 古 (03) 綿3 3111 ( 代表) 神 戸 庖 宮 ( 078) 2412111( 代表) 宇 都 宮 唐 古 (0286) 21 1121 ( 代表) 鴻 料H ピレイシル 宮 (03) 日7 2861 ( 代表)

リピナ名古車唐古 (052)931 2111 ( 代表) 千 葉 l吉 宮 (0472)25 2111  ( 代表) 広 島 庖 宮 ( 082) 249 5255 ( 代表) 大 宮 庖 含 (0486) 41 7325 ( 代表) ') ビナ，怖プショップ 含 (03) 253 5111 ( 代表)

東 京 本 庖 a (03)253-2111 ( 大代表) 札 幌 盾 a (011)221 1321 ( 代表) 高 松 l吉 台 ( 0878)39 3195( 代表) 相模原l吉 宮 (0427) 47 7701 ( 代表) 京 都 営 業 所 含 (075)252 1751 ( 代表)

100 



じがすニみム

Eir:7 

唱
。

A

H

U

 

喧

O
m剛、n

u
u

y

 

i

h

-

-

E

F

r

 

且

a
.，

l

a

a

-

-

・

1

山田照明株式会社

大 阪 支 社 干542 大阪市南区日本橋1-2ト23 nQ6-643- 3421 (代)

本 社 ・ショールーム/ 干 101 東京都千代回区外神田3-16-12

本 社・営雛開発室 n (  03 )25ト2245( ダイヤルイン)

仙台支社・ショールーム nD22-267-1630( 代) 名 古 屋 支 社 / 台(052) 252-5161 ( 代)

機浜支社・ショールーム/ 合 (045)311-1731(大f-t)' 禍岡支社・ショールーム/ 宮(092)712-5151 ( 代)

- ・・・・r : I 園E 重園田・・沼酒自動量語I ! ! I 幽・・・・・

耐 久 性 尚 上 を 目 指 す 建 築 実 務 者 の た め に

鉄筋コンクリート

工事の基本と実務

8 5判 224頁 3.800円 加 賀 秀 治 監 修

奮は、コンクリートの昂質向上と樋造物の耐久性改

善にむけて新しく制定されだ規準の本質を正しく理解し

実務に適用していただく定めに基礎的事項と実務を対応

させなガら解説しだ実用参考醤です。

建 築 新 配 筋 読 本

8 5判 168頁 3. 即日円井上博・北小路宏共著

新 う っ か り 間 違 え る 構 造 力 学

8 6判 151頁 1.500円 井 上 允 彦 著

建 築 構 造 問 題 快 答 集

A 5判 1- 10集 石 黒 徳 衛 監 修

囚3，800円 固3，800円 固3，800円 四3，700円

固 3，800円 固3，800円 図2，900円 固2，900円

固 3，000円 四 3，200円…・分類別通巷総索引{ 寸録

建 築 構 造 計 算 資 料 集

8 5判 全 日 巻 中 川 淳 編 著

囚3，800円 固3，800円 固3，200円 四3，500円

固 3，200円 固3，800円 図3，800円 固4，000円

糊 創 建 築 技 術

〒160 東京都新宿区北新宿 l 一日 - 1 中島ピル

T EL .  (03) 363-4211 振替東京 0-72417

調建築技術a: 草署

行11111 " の過密化に作い、活条件ての建設仁 F芥例も年々増加の一途をたどり、

設計 . li 包ーι{ こJjgわる技術1ti は、ますます制約条件での工事を強いられてきて

います 。今1111の特集では、 こうした特殊な地盤ての基礎構造を取り上げ、 J也

燃の持つ川題点、終極基礎構造の特質、さらには地継と基礎構造との |則わり

を ＧＱ Ｑ 心に、 ｾｉｾ 川 を抱える ｊ 也撚 の攻略 ｪ 去を分りやすく解説しています。

1. 地盤条件に適した基礎構造の選定法/ 特殊地盤

総 の種類と特性/ どう知る? 地盤の特性/ 対応で

論 きる基礎借造とは/ 基礎構造をどう選ぶか

軟弱地盤をフローテイングでクリア/ 支持層の

2.  下に軟弱な地層が/ シルト層でのポイントとは

告 / 液状化か予想される地盤では/ 支持地盤が深

い場合、かたや長尺杭で、かたや浮基礎で/ 硬

論 い岩盤に杭を打つ/ 遺構を守る基礎を設計する

/ 群杭を採用、なぜ?

・東京ドーム( 巳 I G E GG) のすべて- 施工編-

・薄肉床壁構造の構造システムと実施例

・エ ンドタブの新しい考え方

・旧規準で設計した建物基礎は大丈夫か?

本

文

企

画
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照明設備の光源の動向

山 本 修 司

従来、屋内 ・外純設の照明設計にあたっては、

明かりの盆( 照度) の確保を第一に、明かりの質

( グレアや視対象物の視認性など) にも十分な配

慮が払われて設計が行われている。

すなわち、視対象物およびその周辺の見え方に

ポイントをおき 、見やすい、正しく見える、疲れ

ないなど、 視作業性の 良い照明のあり方を追求し

て設計 ・設備されている。

これは、従来の工業社会における生産物が商品

であり、その生産性向上の手段が機械化であった

ためで、いかに効率よく機械が使えるかが主題で

あったためである。

しかし最近では、その上に空間雰閤気の快適性

( アメニティ) を付加した設計が求められている。

これは、現在移行中の' 情報化社会における生産

物が叡知であり、その生産性向上の手段が、人 -

技術 ・ファシリティの一体化であることによって

いる 。すな わち、叡知生産活動においては、主役

は「人」であり、これを授けるのが「技術」であ

り、それらを包み、その能力 ・機能を最大限に発

揮させるためのものが「ファシリティ ( 建物 ・設

備) J であるためである (表 1 ) 。

表 1 社会形態と生産物

生産性向上

社 会 形 態 生産物

手段 プロセスの改善

農 業 社 会 食 物

輪作

機械化 土凌改良

工 業 社 会 商 品 機械化 TQC 

情報化社会 叡 知
&P  S  

(フ 7 シリティ)

このようなアメニティ空間を創造するために必

要とされる照明の要素としては 、

・高効率

・高演色性

・照射熱の軽減

・コンパクト性

・フレキシピリティ

. 建築モジュールとの取り合いの良さ

. 取り扱いやすさ

などカずあげられる 。

以下、これらの要件を案現するために行われて

いるランプの技術開発動向を、二、三のランプに

ついて述べる。

102 挫 築 と 社 会/ 1988年 7 月号

白熱電球の照射熱の軽減

白熱電球は、小型で光の制御が容易であり、 i寅

色性が良く、取り扱川が簡単であるという長所を

有しているが、熱放射光源であるため赤外放射が

多く、 被照射面に与える熱の影響が大である。

たとえば、被照射物の単位面積あたりに入射す

る放射エネルギー盆( 放射照度 : m W/m' ) を11x

あたりで比較してみると、

・蛍光ランプ (F L40S . W) 10mW/ ば

・一般電球 (L W100V100W) 57m W/ ば

. 小型ハロゲン電球 (J D100V 150W/ E)  

56m W/rrf 

となり、蛍光ランプの約 5. 5 俗の放射! ! 百度となっ

ている 。

この白熱電球の放射エネルギー盆を削減できる

ものとして、多層光学機能反射鏡を内政した小型

ハロゲン電球や、電球のパルプに選択透過膜を付

けた赤外線反射朕付小型ハロゲン電球がrm与をされ

ている 。

前者は、透明なガラスの表面にダイクロイック

膜( 屈折率の異なる特殊金属を多層に其空Z謀者す

ることにより、可視光はミラーの前方に反射し、

赤外線1; 1 : ミラーの後方へ約8 0 %透過させる膜) を

蒸着した反射鏡をランプに内政したもの (図 1 、

2  ) で、 1 1x あたりの放射! ! 震度は l l mW/ ばと、大

幅に軽減され、蛍光ランプと同程度とな っている 。

1. 0 十

組 I

封 I

工 r

ネ t

"  1  
キ t

圏

図 1 ダイク口イックミラー内蔵ランプ

-o  ，∞ 1200 1300 

可?見光 赤タ ｉｉ ｾ

図 2 ダイクロイックミラーの分光反射・透過曲線

また後者は、電球のパルプ lこ赤外線を反射し可

視光を透過する選択透過膜( 金属アルコキシドを

用いるゾル・ゲル法で作る誘電体多層IJ 英Ti 0
2
- Si

O
2

) か塗布されており (図 3 ) 、赤外放射をフィラ

メントに返してこれを再加熱することで加熱用電

力( 入力) を減じることができ、同H寺にランプ外

への赤外線放射が軽減できるランプで、 一般の小

型Iハロゲン電球に比べ、赤外線が約40%、電力が

約15 %減少している (図 4 、表 2 ) 。

なお、パルプの肉厚内を多重反射する赤外線が

石英.J¥ルブフィラメント赤外線反射多層膜 口金

了一/

図 3 赤外線反射膜付小型ハロゲン電球構造

従来品( 1 似N)

.; ，- - - - _ 、/ 一一一一一赤外線反射膜付

ル ヘ ¥

、
、

、
、

、
、

、
、

800 10∞ 12∞14∞16∞18∞20∞ 

波長 nm)

図 4 従来の小型ハロゲン電球と赤外線反射膜付小型

ハロゲン電琢の分光エネルギ一分布比較

表 2 従来の小型ハロゲン電球と赤外線反射膜付小型

ハロゲン電琢の消費電力と光東比較

赤外線反射朕付 |  従来の

種 別| 小型ノ、ロゲン電球| 小型ハロゲン電球

定他消貨電力| 光東| 定格消附力| 光東

75W形 65W 11120 1m 1  75W 11l 25 1m 

1OOW形 85W 11600 1m 1  100W 1  1600 l m 

150W形 I 130W I  2400 1m I  150W I  2400 1m 

封止昔日の混度上昇の原因であるため、バルブ. " こ特

殊表面処理を施して、赤外線をパルプ外に放出さ

せる高出カタイプや、ダイクロイ y ク膜で、 590n m

付近の光のみをカ ッ トした牛オジウムタイプのダ

イクロイ ック I l 英付小型ハロゲン電球も研究発表さ

れている 。

蛍光灯のコンパクト化

長い放電路を曲げた蛍光ランプのコンノ f クトタ

イプは、機能より 、つぎの二つに分けられる。

(1)従来の白熱電球を、経済的( 高効率 ・長寿命)

に蛍光ランプに代替するもの

(2)蛍光灯搭具を光束を変えないで、縮小化する、あ

るいは昔器具寸法を変えないで高照度化するもの

前者には、ボール形電球口金蛍光ランプ、 4 本

チュープタイプのコンパクト形蛍光ランプが、後

者には 2 本チ ュープタイプのコンパ クト形蛍光ラ

ンプなどが開発されている。

ボール形電球口金蛍光ランプは、 H召荊155年頃よ

り、安定穏とランプを 一体化し (図 5 、表 3 ) 、白

白金(E2θ

安定器健気回路)

本体

点ｾ管 4 一般安定器

グロブ

ランプ(ダブルU1t . 蛍光灯)

淵踊宝物質

グローブ 4 電子回路

ラソプ(ずブルU形蛍光灯)

光拡徴物質 図 5 ポール形電球

口金蛍光ラ ン

プ構造

熱電球の代替として手軽に省電力が図れるランプ

として附発されたもので、 H前日58年には、ランプ

の経i l ! : 化 ・低価格化を図 った安定器別置形も開発

されている( 表 4 )。

昭和60年に開発された、 4 本チュープタイプ、

2本チ ュープタイプのコンパクト形蛍光ランプ (表

5  ) は、従来のコンパクト形蛍光ランプよりさら

にランプ輝度が高いランプで、白熱電球に近い感

党で多様な鵠具に l幅広く展開できるランプである 。

たとえば、 2 本チュープタイプの36W 3 灯用器

具は、直管40W 3 灯用搭具と比較すると、光束は

ほぼ同じで、器具サイズは 1/ 3- 1/ 2と小型化でき、



表 3 ポール形電湾口金蛍光ランプ安定器内蔵形定格表

寸 法 (mm) 定 格 定格入 定格消 全光来 光 度 定 格 ランプ

種 iJ lJ 光 色 口 金 電 圧 カ電流 ｾ電力 ( 直下方向) 舟 命 重 量

外 径 長 さ (V )  (A )  (W)  (1m)  (cd)  (h)  (g)  

. 一般安定器 (磁気回路)

11) : 球色 95 160 E26 100 0.300 17 810 81 6000 410 

G17形

ノマJレJ 7 95 160 E26 100 0. 300 17 780 78 6000 410 

電球色 78 160 E26 100 0. 300 17 810 67 6000 410 

Tl 7形

ノマJレJ 7 78 160 E26 100 0. 300 17 780 64 6000 410 

G17形 ガ
ノりレ ック

95 160 E26 100 0.300 17 750 54 6000 410 

ラスクリア day 

T17形 ガ
ノマJレック

78 160 E26 100 0. 300 17 750 52 6000 410 

ラスクリア day 

G17形
ノマJレγ ク

95 160 E26 100 0. 300 17 750 57 6000 380 

クリア
day 

GI O形 電球色 95 160 E26 100 0. 170 10 480 48 6000 410 

Tl O形 電球色 78 160 E26 100 0.170 10 480 40 6000 410 

C13形

ノマJレァク 140 92 E26 100 0. 230 13 300 75 6000 390 

クリア

- 電子回路

電球色 78 176 E26 100 0.300 17 1100 77 6000 230 

T l 7E形

I { ) レッヲ 78 176 E26 100 0. 300 17 1000 71 6000 230 

電球色 95 160 E26 100 0. 270 15 890 89 6000 220 

G15E形

ノマJレy ク 95 160 E26 100 0.270 15 850 85 6000 220 

電球色 78 160 E26 100 0. 270 15 890 73 6000 220 

T  15E形

ノマJレァク 78 160 E26 100 0. 270 15 850 69 6000 220 

表 4 ポール形電路口金蛍光ランプ安定総別置形定格表

寸 法 (mm) 定措ランプ 初 特 性 定 絡

適 合

ランプ

種 別 光 色

外 径

口 金 電 力

ラン{プA電) 涜

全光来
寿 命

点灯管

重 fま

長 さ
(W)  (1m)  (h)  (g)  

9 ワ y ト ノマJレッ7

95 124 G  Y  1()qー l 9  0. 200 480 6000 

F G- 7 E  

190 

G 庁長 電 球 色 F Gー7P

ノマ Jレック

95 124 GY 1()q- 2  13 0.300 810 6000 

F G- I E  

190 

13ワッ ト 電 球 色 F G- I P  

G 庁長

ノマ Jレy ク 95 124 GYl ( ) q- 2  13 0. 300 780 6000 

F G- I E  

190 
F G- I P  

ノマ Jレック

78 124 GY 1()q- 2  13 0. 300 810 6000 

F G- I E  

190 

13ワッ ト
電 球 色 F G- I P  

ｔｽｦｾ＠
ノマ JレJ 7 78 124 GY 1()qー2 13 0. 300 780 6000 

F G- I E  

190 
F G- ] P  

表 5 コンパクト形蛍光灯定格表

寸 法 (mm)

口 金

定絡 ラン プ 初 特 性 定格好命 適 合

種 別 光 色

ガZ主 管 長 さ

電 力

ラン( プA )電流 会(光1m)来
点灯管

(W )  (h)  

. 2 本チ ューブヲイプ

ノ電マ Jレ球ァ色ク
20 247 GY 1()q- 4  27 0. 610 1800 7500 

F G- I E  

F G- I P  

27ワ γ ト

F G- I E  

ノマ Jレック 20 247 GY1()q- 4  27 0.610 1800 7500 
F G- I P  

ノ{ )レ球ック

20 322 GY 1()q- 5  28 0.435 2100 7500 F G- 5 P  

' l l ! 色

28ワッ ト

ノマ Jレy ク 20 322 GY1()q- 5  28 0.435 2100 7500 F G- 5 P  

ＮｉＧ ｾ＠ )レ球γ  ク
20 410 GYl ( ) q- 6  36 0. 435 2900 7500 F G- 4 P  

電 色

36ワット

ノマ Jレック 20 410 GY1()q- 6  36 0.435 2900 7500 F G- 4 P  

旬ノマJレ報ッ色ク
20 560 GY1()qー7 55 0. 670 4200 7500 F G- 4 P 

55ワット

ノマ Jレック 20 560 GY1()qー7 55 0. 670 4200 7500 F G- 4 P  

. 4 本チュ ーブ空イプ

ノ{ )レ時γ  ク
16.7 101 GX1()qー l 9  0. 230 520 6000 

F G- 7 E  

' l I ! 色
F G- 7 P 

9ワッ ト

F G- 7 E  

ノマJレック 16.7 101 G X l ( 均一 l 9  0. 230 520 6000 
F G- 7 P 

TノEマJレ球ッ色ク
16.7 112 GX1()qー2 13 0. 300 800 6000 

FGG - I E  

F G- I P  

13ワッ ト

F G- I E  

ノマ Jレγ ク 16.7 112 GX1()qー2 13 0.300 800 6000 
F G- I P  

ノ電マ Jレ球ッ色ク
16.7  125 GX1()q- 3  18 0.375 1070 6000 

F G - IE  

F G - I P 

18ワット

F G - IE  

ノマ Jレック 16.7 125 GX1()q- 3  18  0. 375 1070 6000 
F G- I P  

電ノマ J レ球ッ色ク
16.7 141 GX1()q- 4  27 0.610 1550 6000 

FGC - 1 E  

F G- I P  I  

27ワγ 卜

ノｾＩレック 16.7 141 GX1()q- 4  27 0.610 1550 6000 
F G- I P  

使 い が っ て の 良 い ス ク エ ア タ イ プ の 無 方 向 性 の 器

具 が コ ン パ ク ト に で き て い る 。

HI Dランプの小型・高演色化

高 効 率 ・大 容 盆 の 光 源 と し て 、 水 銀 ラ ン プ や 高

圧 ナ ト リ ウ ム ラ ン プ が 開 発 さ れ 、 そ の 演 色 性 の 良

いものとしてメタルハライドランプが| 摘発されて

き た が 、 さ ら に 演 色 性 を 改 善 し た コ ン パ ク ト な 両

口 金 メ タ ル ハ ラ イ ド ラ ン プ が 開 発 さ れ て い る ( 図

6 、7 、表 6 ) 。

/ 一一一一一/

口正盟工主和也口

¥恥ラミ J '7)

図 6 小型・ 高演色形メタルハライドランプ構造

150 

100 

モぬ

青紫 |膏 I I 緑 I II I  

膏 緑 黄 緑 黄 賛 赤

図 7 小型・ 高演色形メヲルハライドランプ白色タイ

プの分光エネ ルギ一分布

表 6 小型・高演色形メタルハライドランプ特性

色混度
平 均i声色

ロロロ 種 開 { 画 数

( K )  ( Ral  

HQトT S 70WI WDL 温白色 3000 80 

(H片Ql I- T 1 5 01AV WD L  

l金形)

温白色 3000 80 

HQI- TS 150W/ NDL  白 色 4300 85 

HQI - TS 250W/ NDL  白 色 4300 85 

HQI  - TS 250W ID 畳白色 5200 93 

こ の ラ ン プ は 、発 光 管 内 に 水 銀 の ほ か 、 ナ ト リ

ウ ム 、 タ リ ウ ム 、 イ ン ジ ウ ム な ど の 金 属 元 紫 を ょ

う 紫 と 化 合 さ せ た 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 合 物 と し て 封 入

し た も の で 、 化 合 物 は 点 灯 中 に 蒸 発 し 、 ア ー ク 放

電の高温中で金属原子とハロゲンとに分間住し、金

属 原 子 は そ の 元 索 特 有 の ス ペ ク ト ル で 発 光 し 、 演

色 性 の よ い 高 効 率 の 光 が 得 ら れ る 。 ラ ン プ サ イ ズ

も 従 来 の HI D ラ ン プ の 約 1/5 で、 2器具もコンパク

トな形状で使いやすくなっている。

そ の 他 HIDラ ン プ で は 、 水 銀 灯 安 定 絡 で 点 灯 で

き る ス タ ー タ 内 政 や ペ ニ ン グ ・ガ ス 使 用 の 低 始 動

電 圧 形 ラ ン プ が 開 発 さ れ て い る 。
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も弦材は CT鋼、阪材は L 形鋼である 。

薄肉でアーチ状の架構では、支点に大きなスラ

ストが生じ、また支点のわずかな水平移動が架構

の変形や内部応力に大きい影響をおよぼす。この

ため、側主主 l 本おきにプレストレス卜コンクリー

トの地 中タイパーを設けて架機両端を結び、基礎

の水平変{ 立を拘束している 。 中間1の側主主のスラス

トは、格納庫床スラフ' の幅5m分を水平梁とし、両

隣の地中タイパーに負担させている 。 また格納庫

①促IJ! 封童方、屋根トラス地組み

a 〆

C.  

全日本空輸( 株) 大阪Q' H・

HANGAR  
中央部には、整備作業用設備の配管が通る深さ約 ②仮設水平安イパー緊張

倉内 徹

4 mのトレ ンチが縦断しているため、 地中タイパ

ーは、この下をくぐ って放物線状に配されている 。

偏平な放物線となるため、張力によ って地中タイ

この建物は、大阪空港南東部の隣接地に、本年 ノf ーが浮き上がる力は、地中タイパーの自重以下

2 月に完成したジャンボ機の重盤側i格納庫である 。 である 。

スパン 100m、桁行80mの規筏をもち、 l副良トラ 架織の応力解析では、各トラスを断面積と曲げ

ス下面には、整備作業台やクレーンなとe 合計 200t

をこえる豊富備作業用設備が吊り下げられている 。

建設敷地が滑走路に近いため、屋根は航空訟の転

移表面によるおさ制限を受け、また管制裕からの

視界や地上監視レーダーの障害とならぬよう桁行

方向にも傾きをもっマンサード形の計画とした 。

息 盟

市習

図- 1 概要因

構造設計

外形の描IJ約と、内告JI の皇室備作業に必要な高さか

ら、屋根トラスはスパン中央部で 2 mの丈しかと

れない。 スパンの1 / 50という薄い架械で重量の大

きい護側作業用設備を吊り下げ、その走行に耐え

る剛性を確保するため、マンサード形の屋恨トラ

スと内側11へ傾斜した側柱とによ って、全体がアー

チに近い形状となるようにしている 。屋恨トラス

は、 卜ラス梁を斜めに交差させ、その交点を桁方

向に平行なトラス梁で連続し、 三角形を基本とし

た剛性の高い版を形成する立体トラスを採用して

いる 。 これらの交差する材が水平プレースの役割

をはたすため、地震や風によるノk 平力を無理なく

伝達することができる 。 iJll J柱は、平間トラスを用

い、柱頭から柱脚に向か つで丈をしぼっている。

位脚での丈は1 . 5 mである 。屋恨トラス、 iJ! 11位と

写真一 1 屋被リフトアップ全景( リフトアッフ.完了時)
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剛性が等しい単材に置換した立体フレームモデル

を用いている 。何重条件は、 一般的なもの以外に、

吊り作業台や クレーンの移動、 45・方向からの風圧

力、温度応力などの検討が加わるため、 60ケース

の品旦み合わせにおよんでいる 。

リフトアップ

航空法による高さ制限は建方H寺にも適用され、

大型重機が使用できないため、リフトア y プ工法

が採用された 。 この絡納庫の展恨卜ラス lま、中央

音JI の丈が小さく、支点で、の水平拘束力がなければ

自立できないため、リフトア γ プ中の安定を確保

する手段として水平タイパーシステムが採用され

た。 この水平タイパーシステムは、滑車 ・ワイヤ

ー ・ウインチで椛成され、ワイヤーをウインチで

巻き取ることにより張力を与えるものである 。 こ

の張力はロードセルにより管理された。

ジャッキア y プシステムは、センターホ ール ジ

ャッキ ・油圧ポンプ ステ y プロ γ ドからなり、

150 mmごとの釘' i nを l ストロー クとして 、油圧 ジ

ャッキにより極恨を吊り上げるものである 。

リフトア γ フ。重1，1はが'J 1 ，300t 、水平タイパー張

力の合計は約1，200t とな った (表一 ，) 。 リフトア

y プ手順 (図一 2 ) は、まず 22本の似11柱をガイド柱

とともに建て、柱頭部にリフトアップ用のマスト

を取りつける 。次いで屋根音JI 分の立体トラスを仮

設サポートを用いて地組みし、屋根仕上け¥設備

工事を完了させる 。仮設タイパーを徐々に緊張す

ると、 l順次仮設サポートの反力が減少し、 l塁線ト

ラスとして仮の安定状態となる 。 この状態で、鉛

直のステ y プロ y ドによりガイド柱に沿って屋般

を所定の位置までリフトアップし、仮設タイパー

の張力を微調整し、主主と梁の接合を行う 。 その後、

地中タイパーに張力を導入後、仮設タイバーの張

力を解除し、最終的な安定架梢となる 。

この屋根は、仮設タイパー張力の変化に伴い架

構の構造形式が変化する 。 とくに、架構が仮設サ

表 1  リフトア ップ概要

リフトア ップ蚤盆 (T ON)

仕上げ 折 板

鉄 骨 折板受材

トラス

クレーンレール 吊り材

設 仙ii !!<<I 別、自己管、ダクト

その他 仮設丞11

計 1，268 .2

139 .7  

69. 0 

753. 8 

225. 1 

18 .4  

62 .2  

③リフトアッって柱梁複合

6 仮設水平台イノ〈ー緊張( ②)

7 .仮設サポート将司去( ⑤)

8 .変形・張力調整

9 ジ刊キ熔付( ③)

10 ステ yプロyト1居付( ⑥)

11 リフトアップ

12. 柱梁接合

ν 〆 ト 剖 7 13 ジヤソキ、マスト搬去 ( @)

IC: : J Y"- 一一ーー - i - - ' 14 ガイド柱栂去( ⑥)

1kA'. 1  15 地中タイパー緊張( ⑥)

ιヨド d  16.仮設水平台イパー張力解除 ( @)

悩 ← b 17 リフト U明了

図- 2 リフトア ップ手順

ポートから浮上した後は、張力の小さな変化によ

って、屋根の鉛直変形が大きく変化する 。 したが

って、施工中の各段階での構造体の安全性を確保

するため、タイパー張力、 トラス変形、音11材の内

宮11応力の測定を行い、これらの測定データをコン

ヒ。ユ ータによる集中EE視によって、予め計算され

た計画値と比 t鮫検討しながら、工事を進めた 。

計ijjlJ 値は、 11ぽ事前に検討した計画f直どおりと

なり、予定された構造形式を経で最終状態に至っ

一
~。

むすび

この格納庫では、敷地のもつ制約条件が主要ー図

とな って、マンサード形の薄肉立体トラス架梢が

採用されたが、マンサード形の架柿は、クレーン

や技術作業台の走行範囲を限定するため、必ずし

も亙整備絡納庫に適したものとはいい縫い。 しか

し、この絡納庫によ って、ライズのある薄肉立体

卜ラス架梢が重整備格納庫に適用可能で‘ あること

が証明されたことになり、重主主倫絡納庫の鰐造形

式の選択の幅が大きく広がったといえる 。

( くらうち とおる 株式会社伴設iH大阪支社設計部次長)
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講習会小委員会

12日 6 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 金 田 副 委 員 長 ほ か 6名、ゲスト 安立

俊夫氏、黒川征一郎氏、中山雅博氏

本年度建築工事実務講習会テキストの改訂

について

員

議事

11 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か14名

材料説明 : へーペル D R構法/ 担当 ・猪野委員

殺事 (1)今後の検討建材

19日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 負 長 ほ か 4 名

議事 (1)( プロのノウハウ) と特装本の経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

↓
ノ

委育教
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フク築建

20日 4 時 - 7 時 於 本 会 会 議 室

出席者 山下幹事ほか 4 名

議事 (1)10月号「共同住宅のリフレ ッシ ユ」特集

企画

(2)r施工材料の頁」の経過報告

第 2 回広告企画小委員会

24日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 5 月号「都心居住」特集広告収入報告

(2)  6 月号「中園地方」特集広告収入途中経

過報告

(3) 7 月号 r21世紀への照明」特集広告収入

途中経過報告

(4) 収支状況報告

第 1 回構造分科会

26日 4 時 - 7 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 外 国 幹 事 ほ か5 名

議事 (1)昭和63年 8 月号精進特集の企画

(2)r構造の頁」の企画

第 2 回会員企画小委員会

26日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 今弁副委員長代行ほか 6 名

議事( 1 ) 小委員会の活動内容( 報告と今後の企画)

について

(2) その他

日本建築協会

月間の動き

8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

スイミング ・スクールの歴史

室内プール建築の注意事項

ソウル ・オリンピックについて

講 師 奥 田 粉一郎氏 f イトマ ン・スイミング1

¥代表取締役会長 /  

出席者 69名 、 〆

朝食会

10日

演題

大徳寺の茶室を訪ねる会

21 日 l 時半 - 4 1時半

見 学 場 所 大 徳 寺 其 珠 庵 の 庭 玉 軒 、 竜 光 院 の

参加者 30名 密庵、養徳院の閑雲席

橋の博物館一 一上回篤氏に聞く

28日 2 時 - 4 時 半 於 本 会 会 議 室

参加者 27名

〔団体会員 1 社〕

( 財) 豊中市住宅協会

〔個人会員 14名〕

芦 田 都 光

(戸聞建段)

小 津 正 之

(戸田建設)

池 宮 康 二

( 池宮建聾設計(事))

上 月 一 真

(藤木工務底)

東 樋 口 護

( 京都大学)

〔准会員 5 名〕

奥 平 二 三 子

(修成建設専門学校)

平 井 友 美 子

( 修成建設# 門学校)

5 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

大 竹 嘉 郎

( 戸田建設)

柳 川 孝 男

( 戸田建殺)

甲 斐 愛 明

(甲斐工務庖)

園 田 誠

(長部建築)

中 野 滑 子

(修成建設専門学校)
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話 題 建 築 を 聞 く 会

植 田 紘

( 戸田隆股)

南 馬 康 久

(戸田建設)

宕 永 裕 之

(修成建綾専門学校)

清 水 良 宣

(相和技術研究所)

三 谷 信 之

(浅 沼 組 )

里 井 幸 代

(修成建設専門学校)

森 下 ま ゆ み

( 修成建設# 門学校}

4会員の言卜報

山田文次 (91) 6 月 6 日死亡

第 2 回若い会員の集い小委員会

10日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 宮野副委員長ほか10名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2) 創立70周年記念出版

「住宅近代化への歩みと日本建築協会」

発行について

(3) 本年度 ・第 1 回企画 (r建築工芸と空間」

作野旦平展) について

(4) その他の企画

第 2 回広報小委員会

11 日 6時- 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 研修分科会からの報告と今後の企画

(3) 教室分科会からの報告と今後の企画

第 2 回見学会小委員会

12日 6 時 - 7 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か 9 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2)  5 月以降の見学会の予定

作野旦平企画分科会

13日 6 時半 - 1 0時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 小 田 主 査 ほ か 3 名、ゲスト作野旦平氏

議事「建築工芸と空間」展 管家克子氏

「みどり学習会( 第 13回) J 企画分科会

25日 6 時半 - 9 時45分

出席者 団中委員ほか 2 名

殺事 本年度「みどり学習会」企画内容

第 2 園事業委員会

19日 12時半 - 2 時 於 本 会 会 議 室

出席者 西村委員長ほか 6 名

殺事( 1 ) 各小委員会からの報告

(2) 事業委員会本年度の事業計画及び開催時

間

第 1 回数室分科会

20日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者奥村、川村両幹事ほか 5 名

議事 (1)話題建築を聞く

d 企』
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事

第 1 回常任理事会

25日 4 時- 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か13名

殺事 (1)定時評議員会開催の件

(2) 通常総会開催の件

(3) J  1  A 市民ー大学夏期講座〈都市希望学〉

後援の件

(4) 昭和62年度一般勘定収支決算( 案) 審議の

件

(5) 昭和62年度創立70周年記念

算( 案) 審議の件

(6) 昭和63年度創立70周年記念

算( 案) 審議の件

(7) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

理

業、収支決

業、収支予

「中園地方の展望とひろしまの衡なみ」特集第 8 回

編集委員会

7 日 1 時半 - 3 時 半 於 県 民 文 化 セ ン タ ー

出 席 者 平 本 支 部 長 ほ か 8 名

議事( 1 ) 6 月号「中園地方の展望とひろしまのま

ちなみ」特集案検討

第 2 図作品作風小委員会

11 日 5 時 - 7 時 於 本 会 会 織 室

出 席 者 林 委 員 ほ か 5 名

議事( 1 ) 最近の作品掲載状況 ・予定の報告

(2) 新建築調査表の依頼報告

(3) r Call ery J 内容報告と今後の検討その他

第 2 回編集委員会

12日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 5 月号「都心居住」特集経過報告

(2)  6 月号「中国支部」特集経過報告

(3) 7 月号 r21世紀への照明」特集報告

(4) 8 月号の特集の企画

(5)  9 月号「超高層住宅」特集の企画

(6) 10月号「共同住宅のリフレ ッシユ」特集

の企画

(7)11月号以降の特集企画と独自企画

(8)収支状況報告、そのほか

第 2 回建築計画分科会

18日 6 時半 - 8 時 半 於

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 9 名

議事( 1 ) 特集案検討

「大阪府営纏」特集編集幹事会

20日 10時 - 1 2時 於 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

出席者 山田幹事ほか 7 名

議事 9 月号「大阪府営繕」特集案検討

第 2 団施工材料分科会

. A.  
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本会会議室
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関西国際空港建設現場海上見学記一一一建築クラブ

6 月 8 日に侮雨入りしたため、天候を心配して 筋に至る地域に相当) の第一期計画区域の広大な

いたが、参加されたクラブ会員皆織が「附れ児」 海域では、外周護岸の大部分が海面に顔を出し、

だったためか、兄学会当日の 6 月10日の午後は次 海上アクセス基地音1I 分では消波ケーソン護岸が出

第に天候が良くなり、海上からは紀泉高原はもち 釆上っており、護岸の内外には大小微々な作業総

ろん、六甲山、淡路ぬまでが姿を現わすほどの好 が往き交い、工事のl順調な逃捗が伺えた。

天に恵まれた。 橋脚工事は空港島寄りのｾの海域に ｐＮ 7 、 9 、

大阪府臨海センター会議室で「蹴到j する緋泉北 11、13、15、 17の 6 本が姿を兄せ ている。海面上

洛」のピデオを観た後、直ちに府港湾局の港湾監 25m ( 9 階建て中層住宅相当) もあるというのに、

管船「はまでら」に乗船して出港。進路を南へと 広大な海上では高さを口 i日11する基準が定まらず、

り左に明泉北臨海工業地帯 、 湾岸の ｕｾ 港を見なが 見るもの全てが小さく! 必じる 。

ら大阪府港湾局企画振興室振興班長杉田実氏から 参加者は説明を聞きながら liil)J 、布方、左方と

埋立地、港湾についての説明を受け、次第に空港 忙しく首を廻し、 H寺には立上って熱心に見学して

建設現場に近づく。前方にサンドドレーン船、起 おられた。帰路は進入禁止区成を繊切って( 許可

重機船、コンクリートミキサー船、杭打船など大 は受けている) 26ノ ッ トの最高速であったため、

型作業船の船影が次第に大きくなり近づいてくる 。 予定より 15分 程 早 〈帰港し、全日無事故で現地解

進入禁止区域の内側、自立式汚濁防止肢の外側の 散した。

聞を白 i皮を立てて艇は快調に航行する 。 工事区域 開港後はもちろん、毎年 11rij は海上から視察した

に入ってからは、間組 ・奥 村 組 ・銭高組建設工事 いというのが大方の感怨であった。

共同企業体、側聞組空港連絡続出張所長鈴木敏造 ( 事務局 総回記)

氏から述絡橋崎脚工事を中心に建設工事全般につ 建築クラブ関西国際空港建設現場見学会

いての説明を受けた。南北4，370m、* 西1，250m

面 積511ha ( 大阪市内に例えると南北は梅田から難

波までの御堂筋を中心に、* ' 立時停筋、西はなにわ

スタイロフォーム⑧発 売25周 年

「熱と環境」記念号

!I;'ウ化工株) より発行

このほど、ブルーの断熱材「スタイロフォーム

⑧」でしられるダウ化工側より、同製品の発売25周

年を記念して、「熱と環境」記念号が発行された 。

「熱と環境」誌は、昭和57年より季刊として発行

され、さまざまな環境を科学する情報と、断熱材

「スタイロフォーム⑧」の製品としての効果を最大

に生かすための施工法を正確に伝えるため、施工

例や技術レ ポートを多く掲載して、建築技術者に

喜ばれている雑誌である 。 今回の記念号は、これ

まで発行された同誌の創刊号から 20号までを合本

して一冊の本にしたもの。

希望者は下記まで。

発行日 1988年 6 月 1 日

価 格 無 料 ( 記念品として贈呈)

申込み サンパースト脚内「熱と環境 ・記念号」

事務局

干113 東京都文京区本郷 3 - 2 6 - 4  

ドルミ本郷 9 F

送料として 300 円分の切手を同封の上申

込み下さい。

と き 昭 和63年 6 月10日 幽 午 後 1 11寺集合

ところ 槻市石 ｩ ｾ ＱＡ西町 Ｗ 大阪府臨海センターピ

ル集合

L 、ま、むかし銭湯展

技々の生活の 'IJ で大きなウエイトを占めるお厄l

g についての展示会と" 時抗会がIlli さ れ る 浮 き 世 絵

風呂から銭湯まで胤片足のＡ必ｾと魅力を係る 会

場には託生台、ＡｉｾぷＱＧ Ｎ庁、湯船などを ｉｬ ｪＺ刻

と き 1988i ド7 JJ 8 1 Wt J - 8 川28 11( 日)

( 但し、 8 J  J  2  11 、 8 J  J  1211 - 1611 まで

休館)

AM10 ・00- 附 6 :  00 

ところ I NAX大阪ショールーム 2 F

訂 正

大阪市 ｉｉｇｉＮｻ 新 ｾｉｲ 1 ー 7 ー l

T E L  06- 532- 1956 

人ILi 無 料

本誌63年 6 J l 号日次及び r'l . I 国地方の展望とひ

ろしまの街なみA.¥' l R のカラーグラビア P64の「広

島市西区民センター」の z没，汁監叫が「広島" ， /ill rli 

整備公社・安 M J ; 築設，i r' M告所」とな ってお りま

すのを「広島市郎市整備公社・安 )1' 辿築" 生 Jr 'lJ 務

所 . / l I I 市建築研究所」に訂正し、あわせて P76広

島建築ガイドマ ッフ 作品リスト中の間作品の設，H

事務所欄を「安 )1' ・t.f l市設計共同企業体」に訂正

港湾監督紛「はまでら J と見学する会員

関西国際空港建般現場

日 程 13: 00- 13: 30 ビデオ「蹴逃する緋泉北

港」観賞、 13 :40- 15 :45 港湾監仔船「は

までら」乗船出港一一瞬泉北臨海工業地

帯一一建設現場一一帰港、解散

参加者 主主築クラプ会日 31名 説明者 2 名

事務局 2 名

編集後記メモ( 事務局だより)

• t司f9Uにより 7 月号を与十 tl] 見舞号としてお厄iけ

します 比較的過し幼い悔雨期も終り、これから

はいよいよ反本務に突入します。会U の皆被お忙

しい昨今ではありますが、ご 1. 1愛のほど・fC務}，; j 役

職員一同念じております。

• 11宇fド2 川に ;巨施した協会の活動と「他築と社

会」のあり JJ についての会民アンケー卜結集につ

いては、本{1'.3 !l - 5 月号に報: 与しましたが、 rill

築と社会」のオールドナンバーを整埋していて発

見したのですが、I i i . l 利 2 年 7 月号( 協会発足後10

午、現在から 61年前) にも同じような反 '( i が一 会

U より出されています それは大正 6 ij'. . . t : 会の前

身たる関岡ill 築協会の創立委nであり、その後埋

'fC長をも勤められた池IE : A 氏の「協会の進むべき

途と維誌の執るべき) ' j 針に枕て」という小論です。

現住の協会にあIする故人の将鎖でもあり、いずれ

全文を紹介したいと思います。

• r朝日新11iI 6 F128円夕刊に rill 築文献30001叶ミ

ニ['ii l ， ｉｾ 館」として紹介された、協会保有の資料公

II f J ; 制度は、 IJ UE鋭怠準備を進めています。 本会発

行の「述築と社会」については、ほlま盤f型を終え

ましたが、会; 与でもお願いしているとおり、残念

ながら欠号を生じていますので、皆憾のご/ ' / . ! むを

JI品りたくお願いします。引あtいて rill 築 維 持I 新

辿築 ｉ 全国為地の文化財建造物の ｦｬｾｦ 盟 ｺ 記録 ｊ :r. 身

! 順次整f! l l の上閲覧規程の; f ; IJ 定など; 制度も態。I i i して、

するとともに、関係 .lI'.JJ にご迷惑をおかけしまし 皆織の手IJmに供します。 なお、それまでの1mも従

たことを謹しんでお花びします。 前どおりの扱いでヰJ j ! T I 頂いていますので、 'lJ f若}IIJ

( 編集部) までお中し越し F さ い 。 ( 総 l U ，le)
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暑中お見舞申し上げます 昭和63年盛夏

設 計 事 務 所 有 志

ｬｾｒ＠ A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役所長
亀 井 晃 Y台

本社事務所大阪市南区谷町7丁目 3番4-203号新谷町第3ピル 2F T E L(06)  768-1771 ( 代)

テレファックス (06)768- 1406 

7 ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4 ー 3 5  T E L  (0743)  73- 6137 

官 株式会社アーバンライフ建築事務所

代表取締役 小
刀

口俊 平

大阪市北区梅田 1 丁目 3 番 1- 5  0  0 号 電 話 大阪 06 (341) 2  4  5  1  - 5 番

東 京 都 港 区六 本 木 3 丁目 3 番 29号 電 話 東 京 03 (582)  2  4  5  1  - 5 番

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締 役 竹 原 永 一 郎

〒556 大阪市浪速区幸町 2 丁目 2 番20号( 清光ピル) 電話 (562) 4343- 5 

株式会社伊藤建築設計事務所

代表取締役社長 鋤 系内
申 ごム

d じ，、 f ロ

本 社 名 古 屋 市 中 区 錦3丁目 3- 6( 日 経 錦 別 館 ) 電話 (052) 951- 111鮒勺

東京事務所東京都千代田区神田美土代町 7 ( 久保ピル) 電話 (03) 294- 606H的

H  株式会社石本建築事務所

会 長 長 野

代 点 取 締 役 社 長 古 畠

大 阪 支 所 長 山 内

八 三 一

言成

恒 男

本 社 干 102 点 点 郡 千 代 田 区 九 段 南 4 - 6  - 12 電 話03 (262)  7  1  6  1  

大 阪 支 所 〒 542 大 阪 市 南 区 島 之 内 1 - 20ー 19 ( (1 ポ ピ J レ) 電 話06 (251)  7  5  0  7代

支 所 札 帆 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 出 張 所 仙 台 ・ 横 浜
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の

東 京 事 務 所

@  

建築 ・都市 ・上下水道

調 査 計 画 ・設 計 監 理

緊 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
孝斤

Eコ 史

〒530 大 阪 市 北 区 神 山 町 14 番 3 号( 木津信ビル) TEL( 06)  364- 907H伺

URABESEKKEI  

浦 辺 設 計
株式会社

U R B A N  DE S I GN &  ARCHI T E CT URE  F OR  BEAUT I F UL  E NV I R ONME NT  

代 表 取 締 役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 39 号 ・ 新 阪 急 ピ J レ〒 530 電 話 06(341) 1 7 2 7  

電 Z舌 03( 263) 9  7  5  8  岡 山 事 務 所 官電話 0862 (33)  6  0  1  0  福 岡 事 務 所 電 話 092(761) 2  2  0  6  

株式会社

西
ラ員又凡

計

取締役会長 西 山甲

取締役社長 橋 本 正 章

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁 目 12 番 16 号 電 話 (532) 4051代表

大阪事務所 大阪市西区阿波座1丁目 15番 15号( 第一協業ピル) 電話 (532) 4051代表

東京事務所 東京都千代田区神田鍛冶町 3 - 3  ( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

広島事務所広島市中区大手町 2 丁目 7 番 1 号( 三 葉 ピ ル ) 電話 (246) 0  1  4  4  

株 式 会 社 昭 手口

吾，1¥，

冒又

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 普

代 表 取 締 役 副 社 長 林 唯 夫

計

本 社 事 務 所 大阪市西区新町 1丁目 5番 7 号四ツ縞ピル T E L 代 表 532一3421

神戸 事 務 所 神戸市中央区八絡通4丁目 2番17号郵船航空ピ ル T  E  L 078- 251- 0651 

東京事務所 東京都港区赤坂3丁目 12番5号赤坂田町ピル T  E  L  03ー 583- 2086

警霊AJ A  A 総 合 設 計

代表取締役社長 浅 井 潤

大阪市南区東清水町66C朝日プラザ心斎橋東ピj レ2 F ) 干542 T  E  L 06( 245 )7300C代 )

園

株 式 会 社 創 美 設 雷十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北区末広町3番21号新星和扇町ピル6階 T E L 大阪 (06) 312- 3587代表



株 式 会 社 大 建

=.n.， 

盲又 言十

取 締 役 社 長

ニ乞

E コ 田 周

大阪市西区江戸堀1 - 1 2 - 8 安田生命大阪ピル 電話 06- 441- 935l t内

東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 九 州 | ・ 札 幌

句9
株式会社 東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番 1号( 伊勢町ビル) 〒460 TEL052- 261- 2651 ( 代表)

東京事務所 東京都中央区京橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 〒 104 T Eし 03- 56ト0815 ( 代表)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 山 口 幸 治

本 社 〒541 大 阪 市 東 区 横 沼 2 丁 目 48 番 地 電 話 06-202-3626f的

支 社 干103 東京都中央区日本橋馬喰町 2 丁目 1 番 1号 電 話 03-663-1765 f内

( 住友銀行浅草橋ピル4階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長 東 畑 謙

取 締 役 社 長 市 川 宏

実 阪 事 務33 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁 目 1 9 電話 (06) 202- 0391 

東京事務所 東京都千代田区永田町2丁目4番3号( 永田町ピル) 電話 (03) 581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区名駅3丁目 25番9号( 堀内ピル) 電話 (052) 571-8471 

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 魚 町 1 丁目 4 番21 号 電 話 (093) 541-6531 

( 清和ピル)

株式会社日建設計

取 締 役 社 長 薬 袋 公 明

〒541 大阪市東区高麗橋5丁目 21番地1

電話 o6- 2  0 3  - 2  3  6  1  ( 大代表)

日 積 工 務 株 式 会 社

代 表 取 締 役 生 島 道 春

本 社 〒540 大阪市東区谷町 3 丁目 39番地 (MG大手前ピル) T  E  L  (06)  944- 2755代表

東 京 支 所 〒110 東京都台東区東上野 3丁目16番5号( サンタ・ユーピル) T  E  L  (03)  836- 1271代表

本 社 分 室 〒542 大 阪 市 南 区 鰻 谷 中 之 町 62 番地( 市川ピル) T  E  L  (06)  245一7685代表

側京都日積 〒602 京都市上京区今出川通室町東入今出川町333番地(第2高縫ピ Jレ) T E L (075)441- 5  6 9 0  

109 



消 25林 設 計 事 務 所

代表取締役 ホ本 茂

大 阪 事 務 所 干531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中 3 丁目 l 番 8 号 電話 (06) 351- 6831  

和歌山事務所 〒646 和歌山県田辺市稲成田T東皆代 231番地の 6 電話 (0739) 22- 8227 

う民

株式会社安井建築設計事務所

取締 役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電話 06(943) 1371 (大代)

支 社 札幌 ・東京 ・名古屋 ・大阪 ・神戸 ・広島 ・福 岡

画商
株式会社横河建築設計事務所

代表取締役社長

取 締 役 所 長

小 池

河 村

正 雄

栄 蔵

本 社 東 京 邸 目 黒 区 下 回 線 l ー 2 - 18  T  E  L  (03)  492一7441

大 阪 事 務 所 大阪市東区横堀3- 41(本町ハイエス トピル) T  E  L  (06)  202- 4509 
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暑中お見舞申し上げます 昭和63年盛夏

建 設 業 者 有 志

。。 株式会社
あ め り か 屋

取締役会長
前 野 慶 太 郎

〒530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444 - 1  5  0  1  

CD 
株

会

式

社
新

アタラシ

工 務 所

取締役社長
来庁 昭

本 r，li . 大阪 rli 北区 ，;f/ 似 l崎新地 2 J I  16 番1 U} 屯 話 代 表 大 阪 (347) 0110番

支 出 ・点点郎千代田区桜淡町 2 丁目 1 番 1 4  Ff 屯 訴 代 表 東 京 (291) 374 1  is: 

支 !万 ・名古Jidj ，! ，区大須4 r日l 番71}} (1時計ピル) 屯話 名占屋 (262)  1725 番

d了、

はJ

株 式

会 社 浅 沼 組

取締役社長 j斐 沼茂夫

本社 ・大阪本府 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 i I! 町 12番 6 号 電 話 06(768) 5222

東 京 本 J.5 東 京 郎 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話 03( 357) 0261

名 古 屋 支 底 名 占 屋 市 中 村 区 名 駅 南三丁目 3番41 号 電 話052 (571)  5571 

支 J，t ; 札帆・仙台・横浜・広，Q - 福 岡

⑤b  
安藤建設株式会社大阪支応

2 2 2 沖 田 幸 作

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 06 (453)  2  1  9  0  

本 社 ・東京都港区芝浦三丁目 12番 8 号 電 話 大 代 表 03 (457)  0  1  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州| ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営業所・千葉・横浜・水戸 ・盛岡 ・新 潟 ・神 戸・京都 ・沼津 ・札幌・宇都宮・北九州・熊本

ｦｴｾ 、

、 ｾ［Ａｊ
椋式会社今

西 組

取締役社長
メ弘、

7  西 書 雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 丁目 6 番23- 309号 電 話06 (779) 3  3  6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 電 話03 (354)  0  5  8  1  

営 業 所 京 都 ・ 奈 良 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 埼 玉
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⑧ 大え木滝設株式会私

取締役社長 大 之 木 一 雄

本 社 呉 市 中 央 3 丁 目 12 番 4 号 電 話 0823(21)  1511番

支 社 広 島 市 中 区 本 川 町 3 丁 目 1 番 5 号 電 話 082(231)5244番

支 庖 東 京 都 港 区 麻 布 台 2丁目 2番12号 三食ピル 4 F 電話 03 (585)  3655番

福 岡 市 城 南 区 神 松 寺 2 丁 目 13 番 24 号 電 話 092(863)  7171番

@  

株

会

式

社
大

必
瓜

V

4

4

 

組

取締役社長
大 林 芳 良R

東京本社 ・東京都千代田区神田司町2丁目 3番地 電 話 03 (292)  1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 06 (946)  4578番

支 庖・ 札幌 ・東北・ 横浜・ 北陸 ・名古屋 ・神戸 ・広 島 ・四国 ・九州|

取締役社長

制 組、，
株 式 会 社 奥

奥 夫

本 社

東京本社

支 社

支 庖

大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2 の 2 電話大阪 (06)621- 1101 ( 大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の10 電話東京 (03)404- 8111 ( 大代表)

東 京 ・大 阪

札幌・仙台・浦和・横浜・千葉・新潟・名古屋・神戸・広島・高松・北九州 ・福岡

間
鹿 島 建 設 株 式 会 社

代表 取 締役社長 鹿

取締役大阪支庖長 津

島

垣

万

口

万

口

円

H

U

n

H

H
夫

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話 03 (404)  3311 ( 大代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3  - 15 電話 06 (536)  3311 ( 大代)

告
海 原 建 設 株 式 会 社

代表取締役 海 原 世
宣

〒 530 大阪市北区梅田 1丁目 2番2- 300号( 大阪駅前第2ピル3F) 電話06(346)1900番

⑨

 

株式舎社柄谷ヱ務右

取締役社長 柄 谷 順 良日

本 社 尼 崎 市玄番 南之町 4 番 地 電 話 大 阪 06 (415)  2  8  0  0  (代)

営 業 所 大 阪 ・ 西 宮 ・神 戸 ・高 砂 ・豊 田・ 三 田 ・ 川 西
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大阪支脂共立建設株式会社
令

夫家支藤力日
取 締 役 支 店 長

06- 942ー 2491 ( 代表)

03- 461- 6141 ( 代表)

T E L  

T E L  

大 阪 市 東 区 内 本 町 2 丁 目 45 番 地

東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1 丁目 16番 10号

r.5 

社

支

本

設建畿
株 式 会 社 近

① 
市

電 話 06 (448) 5601代

電 話 03 (578) 9123代

電 話 078 (392) 5191代

電 話 0775 (52) 1361代

健

大 阪 市 西 区 江 之 子 島 1 丁 目 2 番 2 号

東京都港区芝大門2- 6-4 芝 大 門 笹 野 ピ ル

神 戸 市 中 央 区 加 納 町 3 丁 目 1 - 25 

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 岡 1 9 3 の 1

北 大 阪 ・ 南 大 阪 ・ 難 波

山奇)1 1  
取 締 役 社 長

本 社

東京支社

神 戸 支社

滋 賀 支 社

営 業 所

組大阪支底谷株式会社熊⑨ 

郎

之

太

孝

少こ

I=l  

j也

じ

b

n

¥

台

同

ハ

ノ
、

長ネ土役締取

電 話03 ( 260) 2111番 ( 大 代 表)

電 話06 ( 352)  1151番( 大代表)

常務取締役大阪支庖長

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2 番 l

大 阪 市 都 島 区片岡T 2 丁目 10番 5 号

本 社

大阪支庖

コーゴコ建設椋武書祉

s  

電話 (06) 308- 1551大代表

電話 (03)  564- 5711代表

電話 (078) 221- 6293代表

精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 28 号

東京都中央区京橋 3 丁目 13番10号( 中島ゴールドピル)

神 戸 市 中 央 区 磯 上 通 5 丁 目 1 番 24 号

原
代 表 取 締 役

組池鴻社株式会8_ 

季

大阪市東区北久宝寺町 4 - 27 電話大阪 (244) 3500 ( ダイヤルイン受付台)

東京都千代田区神田駿河台2- 3-11 電話東京 (296)7700 ( ダイヤルイン受付台)

神戸・京都 ・横j兵・名古屋 ・北陸 ・広島 ・四国・山陰 ・福岡 ・南MH.仙台 ・北瓶草

?也鴻代 表取 締役社 長

社

庖

底

底

本

本

阪

京

本

大

東

支

組岡。金株式会社ｾ＠
隆手リ岡リ金

代 表取 締役

T EL 大阪06(779)  7731U的

埼玉0492(87)  0301 

〒543 大阪市天王寺区四天王寺 1丁目 14番29号社本

干350-02 埼玉県入間郡鶴ヶ島町脚折町 1丁目 40- 12
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命
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 常 務 取 締 役 大 阪 支 底 長 梅 木 正 二

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町4- 12- 20 電 話 東 京 (661) 1231 (大代)

大阪支庖 〒541 大阪市東区北浜1丁目 25番 地 電 話 大 阪 (203) 7221 (代表)

支 庖 札幌・刺t.関東・東京・術兵・北陸・名古屋・中国四国九州・クアラルンプール・シンガポール

2  

ふれあいとつくる心を大切にする

山 陽 工 業 株 式 会 社

取締役社長 イ表 茂

本 社 ⑤730 広島市中区十日市町1丁目1番9号相生通り鷹匠ビル4F 電話 (082)232-6471 

東京支庖⑤167 東 京 都 杉 並 区 清 水 1 丁目 29 番 3 号 電 話 (03) 396-1253 

@  

S Hmz  

清 水 建 設 株 式 会 社

本土
里子 R責 蔵

哉

長

本 社

大阪支庖

支 庖

取 締 役

大 阪 支 庖 長

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 16 - 1 電 話03 (535) 4111

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 15 - 1 電 話06 (263) 2811

名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・橋 岡 ・金 沢 ・仙台 ・札 帆 ・備 浜 ・千 葉

橘

メずF ず

艮ロ

画国

。

積 水 会株ウ 式 社ス
ノ、

代表取締役社長 田 鍋 健

本 社 〒530 大阪 市北区111
之ね6丁112若干27号( 中之ねセンターヒツレ)

東京支社 〒160 * 京都新宿|天川新街 l 丁t-1l 0番p 手(安 111'1=: 命第2ヒツレ)

包 06 (，146)3111 

fi 03(3-l 2)7221 

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

社 長 銭

古

同

高

ふ日 本 社大阪市阿区内相 f 2 f l l 2 書11 号

長ーo 大阪 (06) 531- 6431 

月三I 1. . W: )ir 本 社 - * j;r 都千代目! 夫 ー i需凹T31 111: 1也

差 点京 (03) 265- 4611 

支社 支応 大阪・W: I rr・札幌・仙台・北関東千集

口 働兵 ・北陸 ・名古屋 ・広島 ・阿国 田福岡

大 成 建 設 株 式 会 社

表締富 里 見 泰 男

支護警警護 平 島 治

本 社 東京都新宿区西新宿l丁目25番l号新宿センターピル TEL 東京 (348)1111大代表

大阪支庖 大阪市東区北浜 4 丁目 3 8 番 地 T E L 大阪 (203) 1131大代表

支 庄 東京 ・名古屋・九州 ・札幌 ・東北 ・広島 ・横浜・北信越・四国
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⑧ 

限りない未来への挑戦

大日本土木株式会社

専務取締役

牧 里子 イ呆
大阪支庖長

大阪支庖 〒530 大阪市北区堂島二丁目 2番2号近鉄堂島ピル 電話 06 (341)  5931 

東京本社 干162 東京都新宿区市ヶ谷田町 2 丁目 35番 地 電 話 03 (268)  5511 

@  
株 式

竹 中 工 務 底会 社

取締役社長 竹 中 統

〒541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

⑧ 
鉄ええきえ林久会社大阪支庖

専務取締役支庖長 谷 内 与

〒541 大阪市東区瓦町4丁 目56番地 (瓦町 K . T ビル) 電話 (201) 1881 ( 代表)

本社 ・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電 話 東 京 (262) 3411 ( 代表)

⑤ 

-ーーーーー」‘

田 建 設 株 式
Zz三h  

社戸

代表取締役社長
P  田

て....... 了-

常 務 取 締 役

力日 藤 久 良E
大 阪 支 底 長

本 宇 土 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁目 7 番 1 号 T E L東京03 (562)  6111 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁目 13番 47 号 T E L大阪06 (531)  6095 

支 庖 東京・関東 ・横浜 ・大阪・名古屋 ・札幌・仙台・広島・四国・九州|

⑪ 
東 淀 興 業 株 式 含 紙 大 阪 支 窓

常務取締役支庖長
官

田 示日

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 1 3  - 10 電 話 東 京 (545) 5  1  1  1  

大阪支庖 大阪市北区堂島浜2- 2- 8 東 洋 紡 ピ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  0  2  

支 庖 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 横 浜

e  
瀧 島 建 設 株 式 会 紅 大 阪 支 庖

専務取締役支庖長 石 原 昭 一 郎

大 阪 市 東 区 島 町 2 - 2 8 - 1  〒540 T  E  L  0  6  ( 9  4  2 )  2  4  8  1  

本社/ 東京都千代田区三番町 2 〒102 T E L  0 3  ( 2 6 3 )  3 1 5 1  

支庖/ 札幌 ・仙台・東京・横浜・名古屋 ・北陸 ・大阪 ・広島 ・四 国 ・福 岡
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⑨ 

G診

@  

③ 

ー惨

116 

商 油 建 設 株 式 会 社

取締役社長 松 川 義

本 社 大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西 3 丁目 14 番 22 号 電 話 06(644) 1212番

東京支庖 東京都千代田区神田須田町1丁目 5(新須田町ピル) 電話 03(251) 8431番

岸和田支庖 ・和歌山支庖 営業所 堺・泉佐野 ・橋本・神戸・枚方・京都南

明日をささえる

西 松 建 設

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 関 西 支 庖 長

柴 田 平

瀬 尾 貞 甚

本 社 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 2 0 - 1 0  電 話 03(502) 0211

関 西 支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 - 41 電 話 06(942) 1131 

械 訳 書 社 目 興

取締役会長 平 本 俊 秋

本 社 広 島 市 中 区 国 泰 寺 町1丁目 8番4号 電 話 (082) 244- 2 1 1 1 番

日本建設株式会社

社 長 積 山
主 血1

い.... "、

本 社 大 阪 市 東 区 備 後 町 2 丁目 58 番 地 T EL( 06) 226- 0  6  3  0関

東 京 本 社 東 京 都 文 京 区 小 石 川 2 丁目 6 番 22号 T E L(03)  818- 6  0  8  1  (付

支 庖 東 京 ・ 大 阪 ・名古屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・広 島

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁 目 9 番 地 電 話 (202) 4  7  9  1 代表

東 京 本 部 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 丁目1 番 l 号 電 話 (241) 4 1 7 1 代表

先 端 技 術 と 建 設 を む す ぷ フ ジ ヲ 工 業

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 1 番16号 電 話 06 (348) 4510



② 不二建設株式会社

取締役社長 山 口 慎 一 郎

大阪本社大阪市西区西本町 1丁目 l 番 9 号 〒550 電 話 0 6 - 5 4 1 ー 5 5 3 4 代表

F AX O  6  - 5 4 3 ー o 2  2  9  

東京本社東京都新宿区西新宿 4 丁目 5 番 2 号 〒160 電 話 0 3 - 3 7 7 - 5 1 7 1 代表

F AX  0  3  - 3  7  4  - 2  2  1  7  

支庖・出張所 札幌・名古屋 ・福岡 ・ロスアンゼルス ・仙台 ・静岡 ・大垣 ・京都・広焔・広島 ・大分

ψ  
株式会社

藤 木 工 務 E
F UJ Ii I  

取締役社長 藤 木 鍛

本 社 干540 大阪市東区両替町ト13 t f  06-944-1468代 本支高 大阪 ・東京 ー童数回国・京都・福岡

東京本社 干160 東京都新宿区三栄町23-4 t f  03-357-1政治代 営業所 埼玉・多摩・繍浜田静岡・名古屋・宇治泉南・神戸ー岡山 ー広 島 徳 島 新 居 浜 長 椅 南 九 州

。 株 式 会 社

松 村 組

取締役会長 松 村 雄

取 締役社長 松 村 雄 吾

本 社 ・大阪市北 区天満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大代表 大 阪 (353) 1131 

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・福 岡

4f 

株 式 会 社 道
回工 務 応

代表取締役社長 道 田 泰 平

本 社 ・兵 庫 県川 西 市 中 央 町18番21号 電 話 0727 (57) 9  7 7 7 番

大 阪 支 店 ・大 阪 市 東 区 平 野町 3丁目 22番1 電 話 06 (203)  6  8  6  8 番

⑥ 

三 井 建 設 畿 大 阪 支 庖

常務取締役大阪支l苫長 高 尾 清 次

大阪支庖 大阪市東区本町 5 - 15- 2  ( 本町三井ピル) T E L  06- 243- 3 4 1 1  

本 底 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 864- 3 4 5 6  

調

海と陸の明日を拓く技術のムラズミ

村 角 建 設 株 式 会 社

取締役社長 辻 善 仁

本 社 干559 大阪市住之江区浜口西2丁目 12番9号 電 話06( 672) 35引代表

支 庖 北 海 道 ・ 東 京 ・ 堺 ・ 神 戸 ・ 広 島
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。

@  
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村本建設株式会社

代表取締役
村 本 豊 嗣

奈良本庖奈良県北I i 織郡広陵町安部 5 4 7 番 地 電 路 0745 (55) 1  1  5  1  (代表)

大阪本社大阪市天王寺区四天王寺一丁目 5番43号 電 話 06 (774) 2  1  1  1  ( 代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 3 番 4 電話 03 (238) 2  1  5  1  (代表)

支 庖札幌・東北・償浜・名古屋・三重・京都・神戸・和歌山・中国・九州他

望 月 建 設 株 式

之〉

社p;  

代表取締役社長 亡三月E  
月 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 3 番 12号 電 話 大 阪 (375) 2345 ( 代表)

株式会社 森 来且

取締役社長
ホオ木ミ

幸 彦

本 社 大阪市東区横堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1 ( 代)

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 奈 良 ・ 神 戸 ・ 九 州 |

営 業 所 仙台・茨城・横浜・新潟・甲府 ・滋賀 ・京 都 ・和歌山 ・紀泉・

西 宮 ・広島 ・高松 ・松山 ・徳 島 ・熊本

総 合 建 設 業

株式会社安井杢工務庖

代表取締役 安 井 洋 太 郎

本 社 〒617 京 都 府 向 日 市 上 植 野 町 御 路 道42

T E L  (075)  933一0012日勺 F AX  (075)  933- 4931 

株式含社米田工務底

代 表 取 締 役
米 回 良 男

本 社 〒543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 l 番7号 T E L 大 阪 (06) 771-7771代表

F A X 大 阪 (06)779-2676 



暑中お見舞申し上げます 昭和63年盛夏

鉄道・団体・報道・建材・設備工事有志

e  泉ｾｾ高速鉄道
大阪府都市開発株式会社

干 541 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁目 15番地 T E L 06 (201)  2471  

図
財団法人大阪建築防災センター

理 事 長 西

悶

刷

』

山

山

〒540 大阪市東区常盤町 1丁目 39(大阪フコク生命ピル 5階) 電話 06 (943)  7253 

己4

「 ー も っ と も 信 頼 さ れ 、 読 ま れ て い る 情 報 紙 一 「

株式

会社 建

= ル

員又 日 報 社

逼玄

代 表 取 締 役 社主 重 村 登 龍

本 社 ｾ ＵＵＰ 大阪市西区靭本 町 ＲＭＵＭＲ T E L  06(444)2405-9  

別 館 ｾ ＵＵＰ 大阪市西区江之子島 Ｑ Ｍ Ｖ Ｍ Ｒ T E L  06(444)6431 -4  

大阪で唯一の

株式 n  

会 社 日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 社 長 中 山 敏 夫

大阪本社 〒541 大阪市東区高麗橋1丁目 25(高麗橋ピル) 電話 202-6861 (代表)

社 長 室 〒541 大阪市東区高麗橋1丁目 25(高麗橋ピル) 電話 229- 0341

分 室 〒541 大阪市東区高麗橋詰町26(ユニ高麗橋) 電話 941- 6847(代表)

迫害》

建 設 業 界 の 情 報 は ーーー・ー・日 刊 建 設 産 業 新 聞

近 畿 圏 の 工 事 ニ ュ ー ス は ・・・・・ ・日 刊 量 量 産 速 報

緊 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

常務取締役大阪支社長 中 村 勝 則

大阪支社 宅島541 大阪市東区淡路町1丁目 14(八千代ピル) 電話06(231)  8171 ( 代)

神戸支 局 ⑤651 神 戸 市 中 央 区 八 幡 通 4 丁 目 2 - 9  電話078(291)  0541- 2  

京都支局 ⑤602 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211)1 9  1  1  

本 社 ⑤173 東 京 都 板 橋 区 板 橋 1 丁目 48 - 9 電話03(961) 1691 (代)
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社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長 橋 詰 雄

〒604 京都市中京区押小路通柳馬場東入建設会館別館 電話075(211)  2857・2877

⑧ 膏葉印刷株式会本土

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

干534 大 阪 市 都 島 区 中 野 町2丁目 10番 11号 T E L(06)  351- 5428肘)

F A X(  06)  351- 5299 

母島

株 式 会 社 梅 彦

取締役社長 松 永 嘉 一 郎

営 業 所 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2丁目 1番 3号 電 話 06 (312) 6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 豊 )11 3 丁目 l 番 6 号 電話0726 (43) 5  1  8  5 代

区 圃 『

町、

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代 表 取 締 役 木 村 喜 則

干540 大阪市東区内平野町 2 丁目 28番 地 電 話 06(941) 4 1  8  l (内

n、

‘. 

ヲリヤマ株式会祉

代表取締役社長 栗 山 芳 雄

本 社 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島1丁目 12番4号〒532 T Eし 06- 305- 1812大代表

TELEX.  523- 3908 

東 京 支 庖 東 京 都 渋 谷 区 南 平 台 町 15番 13号〒 150 了E L. 03 - 463 - 1841代表

x  

写真製版

株式会社コスモカラー

代 表 取 締 役 長 崎 和
士

山

)

〒543 大阪市天王寺区空堀町14番 1号 福保ピノレ 2 F

T E L  (06)763- 4358- 9 F AX ( 06) 768-1437 
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<e> 

⑧ 

ぬ

@  

争
ク リーンルーム

バイオ関連設備

設計施工

いe ? sン 板 間

神戸不燃板工業株式会社

干673-05 兵庫県三木市志染町三津田 T E L  (07948) 7  - 312H問

装 飾 合 せ グ ラ ス

レインポーグラス セーフティオパール

J I S表示許可工場 U L規格認承工場

株式宰社曽トー包ご』

大阪工場 〒557 大阪市西成区南津守 5 丁目 12番 3 号 T E し (06) 658- 1305 

東京工場 〒144 東京都大田区東粍谷 5 丁目 12番 7 号 T E し (03)743- 5851

経験 を基礎に新時代の ニーズに応える

三 精 輸 送 機 様 式 会 社

代表取締役 太 田 昭 比 古

本 社 : 大阪府吹田市江坂町1丁目 13-18 〒564 f t  06 (385)  562-1 (内

東 京 支 庖 : 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 5 の32 の 6 f t  03 (356)  5651 

福知山工場 : 福 知 山 市 長 田 野 町 2 丁目 45 番 地 雷 0773 (27)  1211 

出 張 所 : 札 幌 ・青森 ・秋田 ・仙台・名古屋 ・金沢 ・広島 ・福 岡・ 沖 縄

三 宝 電 機 林 式 会 社

代 表 取 締 役 嘉 納 惇

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 番 8 号 電 話 06 - 3 6 4 - 1 4 7 1

鈴 鹿 塗 料 株 式 会 社

取締役社長 田 中 茂 徳

本 社 〒510 三重県四日市市塩浜町 l 番地 T E  L  (0593)  46一1116

大阪常業所 〒550 大阪市西区千代崎1丁同 3番7号 T  E  L  (06)  581- 3091 

よりよき環境へ技術て挑む一一一一

株 式 会 社 精

取締役社長 和 田 正 八 郎

i Jf 

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋町 2 丁目 11ー 16 ( オートセンターピ Jレ ) 電 話 768- 5031拘

束 京 支 広 点 京 都 千 代 田 区 九 段 l有 2 丁 目 2 - 5  ( 九 段 ピ ル ) 電 話 262- 3241制

阿 国 営 業 所 徳 島 県 I l Jl 門 市 撫 幾 何 小 桑 島 市I 浜28- 3  ( 西谷ピ Jレ ) 電 話0886- 85- 0924f何
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③ 

ｔ ＧＯｬ ｊｬｭｾｖ＠

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商庖

代表取締役 舘 林 彦 四 郎

〒601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電 話 ( 075)  681 - 7  2  2  1  (代 )

F A X  (075)  681- 7  2  2  4  

聴 音 色 祉 9: ; ミヨ

東京営業所 〒101 東 京 都 千 代 間 区 主 吉 本 町 3 一 11 電話 (03) 866- 6101 

大阪営業所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 一 10 - 5  電話 (06) 441ー5951

マ 田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

⑫ 東西アスフアルト事業協同組合

@  

@  

ci) 

東 京 : 干101 東京郎千代田区清イ玄関T 3  - 11 一 13 電話 (03) 862- 8531 

大 阪 : 〒550 大 阪 市 同 区 京 町 堀 l ー 10 ー 5 電話 (06) 443- 0431 

プール・浴場用戸過機，サウナ設備

鶴亀温水器工業株式会社

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 寺 田 町 2 - 2  - 12 

T E L  大阪 (06) 772- 530 1 C代表) • 771 - 5300 

F A X  大阪 (06) 772- 5309 

東亜印ルーフィング 日本工業規格表示許可工ぬ許可需丹585038

東 亜 工 業 株 式 会 社

建設省計掻発

第 5 5 号 認 可

東E アスフアルト防水事業協同組合

本 社 〒581 大阪府八尾 市南太子堂6 r 円4需27号 電 話 0729- 94ー 5682

営 業 所 東 京 ・ 名 古 l云 ・ 九 州|

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

東洋シャッター株式会社

代表取締役社長 岡 田 敏

本 社 〒540 大阪市東区両符町 l 一12 ( 日生谷町ピル) 電話 (06)943-6571(内

東京本社 〒106 東京都港区六本木6-3(第一地所麻布ピル) 電話 (03)497 -2911(内



コ ピ ー の 綜 合 コ ン サ ル タ ン ト

.
制
一

9

 

.
m一

株 式 会 社 才 f 指 ず

締 f支社長 木 下 みどり

本 社 大阪市丙区京町明1- 17- 16 ( スミトーピル) T E L  (06)  443- 2800 

御 堂 営 業 所 大 阪 市 点 区 本 町 4 - 27 (御 堂ピル) T E L  (06)  252- 3906 

横 堀 営 業 所 大 阪 市 京 区 横 堀 2 了 n 36 - 4  T E L  (06)  202- 5260 

泉 南 営 業 所 大 阪 府 泉 佐 野 市 松 原 1 丁 目 5 - 3  T E L  (0724)  64- 8158 

造園土木 設計施工

‘" 

株式会社 西
E
-
-
-
-
-
-
E
・

冨

E
-
-
-
-
-

E

E

E

，

 

、B: :

スE 園

干573 大 阪 府 枚 方 市 北 中 振 3 丁 目 27 番 17 号

T E L  0 7 2 0 - 3 3 - 8 9 9 8 代

お
椋 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
イ半 良R

大 阪 市 大 淀 区 中 津 六 丁 同 8 番 4 号 電 話 大 阪 (06) 458- 3628 

印刷システム設計・コンビュータ組版・電算写植

⑮

 

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

本 社 〒545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 7 - 5  - 3 0 電 路06 (606)  1111 代

東 京 営 業 所 〒 105 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 丁 目 27番 7 号 電 話03 ( 578) 8501 代

広 島 営 業 所 〒739ー01 東 広 島 市 八 本 松 町 米 満 109- 5  電 話0824 (28) 6253 

津 山 写 値 セ ンタ 〒 708 津 山 市 福 田 1 3  7  2  - 1  電 話08682 (  8  )  4377 

日 本 写 植 セ ン タ ー 〒 892 鹿 児 島 市 名 山 田T 4 ー 7 三 宝 ビ ル 電 話0992 (26) 4371 

デ ッ キ コ ー テ イ ン グ 責 任 施 工

ビ ニ 口 イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

A C: J m- 閉 責 任 施 工

戸お事詰十施工 G キ

ーーキン;. t製造販売J I I ( . . . . _ . . . I '

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪市西区京町招 1 - 1 0 - 1 8 (大栄ピル) Tel. (443)  9721 ( 代)

〒101 東京都千代田区神田小川町3- 28 (三東ピル ) Tel. (292)  1961 ( 代)

出張所 : 札 幌 (721) 6031 ・6307 仙 台 (21) 5366 ( 代)

名古屋 (931) 4574 ・3393 福岡 (78) 3361 ( 代)

凶

三協￯Ｇ ｉｌ 三二勺ムエ鯛彼氏 Ｘ 社代ｊＮｉ庖日 ｩｩＱ じ成五歳株式合経代理ｾ

P . 晶司r ; ; Z . . s f i &t r t r 616 i 1 i 回相工業械式奮 it Ｑ 吃 ｊ ｊＮｾ

隻手口工業株式曾元土代 JJ . 庖近.1恒 輔 鎌 式 会 社 代 理 広

信箇ユニ' ' 1 ト t憲民 金 書 主 代 理 信 住 友 ゴ ム 工 業 橡 式 会 社 代 理 底

ι γ 三 産 業 様 式 室 ね

代表取締役 偉 馬 正 明

ｾ ＵＵＰ 大阪市西区靭本町 Ｑ 丁目 ＱＷ 番 ＱＵ 号 電 話 (06) 大 代 表 441- 0  3  7  8 番

出 張 所 : 東 京 ・ 広 島 工 場 大 津 ・ 竹 原
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⑮ 

建築工事金物製品の

UNIDN 
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シート防相Ａｉｾツ ＢＢＱＮＮ ＭＷ の ｼ 目地材は＿Ｎ，＿ｾＧｦ Ｂ Ｑ

山 出 興 産 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 山 出 敬

干564 大阪府吹田市江の木町24一 10 T Eし (06) 385- 1261 F AX  (06)  386- 6271 

支 庖 ・ 営 業 所 東 京 ・ 仙 台 ・ 償 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

252=オン

代表取締役 立 野 良R

本 社 大 阪 市 西 区 南 場 江2- 13- 22 〒 550 電 話 06 (532) 3731 ( 代)

東 京 営 業 所 東 京 都 江 東 区 白 河2- 9- 5 〒 135 電 話 03 (630)  2811 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 筒 井 町 ト14-9 〒 461 電 話052 (935) 6021 ( 代)

大阪ショールーム 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ト17- 16 〒 550 電 話 06 (443) 6620 ( 代)

ジョンソン ・ワックス本社



テトカッパー防水
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• 似j 水呼業の研究 ・経験から生れたすく主い資源のパーフェ 7 トな防水Mです.

この防水府は ( 一層防水) 脇工するだけで、防水は光喰です.

出度変化にや，Ｎ び がな く 、柔軟性に ｴ Ｎ ｜ み、耐殿、画 ｴｾｦ ｲＺ ｦ 性に慣れ、腐蝕しません Ｎ

カッパー防水帯 コーパータイト 新工法

オクロン防水平帯 プレノテクト吹付工法

祭器

奥山化工業株式舎杜
本 社東京都中央区姐! l ! 8- 4- 9 電信03 ( 571 1  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 ' 11甑師 ( 391) 1081.2  

鳩玉常 務 掛 川 玉 県 桶 川 市 東 1- 3- 30 電話0487( 74) 2845・6

厚木出制所 神御川崎高層木市世田 259 電話0462 ( 21 )  1761 

8占岨出彊所 名古風市南区軒 1ft 町33 電話052 (811 )  3660 

九州出犠所 件，賀県佐賀町附富町大平締高埠450 世話回52 ( 47)  2945  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター株式会社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 静 岡T 1 - 12 日 生 ピ ル f t  (943) 6571代 表

東京・償浜・盛岡・仙台・水 戸 ・静岡・岡崎・ 名古屋・富山・大津 ・京 都 ・神 戸 ・広島・高松・福岡 他 全 国 主 要 都 市

ｺ､ｦ 沼郡ｊｬ ｉｊｉ レヲ ｊｾｊＹｊｾ

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

フフフターケアー/

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

波 板 規 格 S 小 波 .s 大 波 .V i皮・ボ ッ ク ス 滋 . wジ ャ ン ボ 波 ' V デ ッ キ

S V ジ ャ ン ポ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ BL. 其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材) D. G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

善野市 I J I !J 9J l J 9J l 製造掠式会糧

大 阪 本 社 〒660 尼崎市昭和南通り 3 - 26 絵 本 ビ ル ' 屯 話 大 阪 (06)412- 5131 (代)

大 阪 支 底 及 工 場 大 阪 ・九 州 ・名古屋・広島 ・東条 ・刈 谷 ・姫路

東 京 本 社 及 工 場 干335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484)42- 3115(代)

支l吉及工場 東 北 ・東 京 ・関東・熊谷
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空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

+ 都 新 目 玉 業 社

本 社 東 京 都 港区浜依田T1  -25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ー中国 ・九州|

営 業 所 劃11 路 ・函館・盛岡・償 浜・ 的 問 ・ 京 都 ・神 戸

震 災 羽 汚 禁 処 童 設 計 施 工

φ 株式

会社

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 間 阿 2 Ifi: 15 号 電 話 大 阪372局715  l( flj 

ht 郎 市 来 山 区 大 和 大 路 正 面 I : J レ 電 話 京 郎561局4944(内

神 戸 市 中 央 区 下 山 予 通 6 ー 2 - 8  i ' ! l : J ; ! ; 神戸341局 5 8 9 2

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲシ械式会社

2伝IJ. 大飯志社 〒550 ) < 阪市西区江戸堀 1丁目 9書25特 電話( 伺)441-8231

貰 粛 本 社 〒 104 東 京 都 中 央 区 銀 座2TI] 2/1' 17号 電 話 (03)535-5251

宣 社 名 古 島 福 岡

支 底札槻 ー仙台新樹・大宮千J i ・欄浜金沢神戸・天理。田l山 広 島

高 松 熊 本

営 揖 所 帯 広 伺 館 ・ 青 森 秋 田 盛 問l 前 編 ・ 民 野 静 岡 豊 田 ・ 旅 寓 山

福 井 車/i 1l . ! o E 山・松山 ・高 知 ・ 北 九 州 鹿 児 島 ・ 邦覇

出 張 所 地 川 ・ 福 島 松 江 ・ 徳 島 民 崎 宮 崎

淘 舛 宣 16 シンガポール ホンコン スリランカ

指 術 研 究 所 〒 ＳＵＴ 埼玉県入ＢＢｭｉ三芳町 ｫ 下北永井 ＳＹＰ 酢地電 ＡｾＨ制 ＹＲＩＵＸＭＱＵＱＱ

空気調和設備 I' X' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 冨¥J 水 処 型 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支底長

ILI 谷 泊 二

瓶 r.ll. 久治

大阪支庖 大 阪 市 JR 区 北 浜 2 - 22 電話06(202)  3071 ( 代表)

本 底 東京都千代田区有楽町1- 4- 1 電話03(502) 6111 ( 大代)

支 唐 名 古 屋 九 州 ・北海道・中国・ JR 北 ・北 陸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 d立計地工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 締 田J 3 書 5 号 包 括 ( 352) 1  1  3  1 刊

本 社 東京邸中央区日本総蝋殻田J 2  - 2 2 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名古屋 ・仙台・札幌・広島・福岡・金沢 ・新潟 ・償浜

。
一山
町一

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

株式会社 三 発 空

大阪市東区減見ツイン 21MI Dタワー

東京都新宿区西新宿 新街住友ピル

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号

仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 併 10 号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番目号

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22 号

稲 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号

札帆 ・俄浜 京 都 神 戸 ・松江

青森 ・秋田盛岡・宇郎宮・千葉・川崎富山 ・福井高松

下 関 ・熊 本 鹿 児 島 沖 縄

調
Z舌 06- 949- 1371

3舌 03- 344- 1911

1舌 06- 363ー 1371

3古0222- 61- 3002

岨 括的 2- 581- 8571

包 括082- 247- 4535

話 092- 761- 3795

営 業 所

出 張 所
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- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 馴 へ 蹴 で 挑 む一 一 一

f i  株 式 会 社 精 研

( . J  - 一一一

本 社 大阪市南区瓦呈町2丁目 11 醤16号( オートセンターピル1 . 2陪7

郵便I f i : 号542 電 話 大 阪 (06) 768ー 5 0  3  1 代点

ナノス部 電 .1;ti 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

点 京 支 出 JRJ;( /iI S千代田区九段南2丁目 2需 5号( J L段ピル2- 4階)

郵便高=1} 102 m. l ;!i J在京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

C

L

 

Y
抱

一
…
…

一
一
…

。

一

大

槻

叫

す

ノ

j

恭

一九

h

a

/

空

mmw

」

4

6

1

¥

削

叫

山

岡

与

一
…
…

空 気 調 和1 / _ で¥ 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 可てつ7 設 計 施 工

第ーエ紫抹式会本土

大阪支庖

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 間 天 満 3 丁 目 6 1l1' 1 4  i:;-

6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 炎 )

本 社 干 100 J.! U; Ui IS 千 代 川 区 丸 の 内 3 丁 目 3 徐 1 月・

- 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代点)

「 - 踊 価 、 空 気 調 和 設 f

q  設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 詔 備

東 洋 撚 工 割 削 邑 式 含 紙 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 ー 2 7  T  E  L  (443) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京縞 2 T日 9 T  E  L  (562) 1  3  5  1  

支 唐 名 占 l.il 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北1>1: 同天満 5 - 1ト 12 'i l! 06- 313- 1846 

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 }J rn甲斐J rl l l l : 田T9  - 3  m0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

35 35西原衛生工業所大阪庖

大阪r 1i 大法lメC'I'ilt 6  J i  18 待 4 け 電 話 大 阪 (458) 3628番

支Ａ市 ・ Ｇｩ［ｾＧ ・ Ｑ 住所 福間 ・JIf 向1・天理 ・川阿 ・事IIJI



3舎町産S 副 S<<;，1'. 
⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾＮ可 ＺＱＺＱＱ 唱 ｦ ・

ーa:"t・.......

③特急拡訴さ事IL

，;， lifs ，I'i 1何 ! X: 阿 九 条 段 日 I I!I T 2  0 昨 J 也の 1

官tt ，IIi (681) 5  1  0  1  - 5 ・4主/111¥'Hf! (691)  1045 

大 阪 市 北 区 天 満 ト 5- 20 mu o  (  06 )  352- 3501({り

は rn栄 町 2 - 1 1 1 mUo ( 0592)  26- 3610( 1仰

向 口 市 ， 1; 内 ボ 広 町 官 官 .11i ( 0593)  53ー 7431(的

大 川 市 中 央 2 r  114- 28 m .l li ( 0775)  22- 9738({匂

本社及京都支庖

大 阪 支 1苫

三 重 支 庖

四 日 市 営 業 所

滋 賀 営 業 所

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 儲 式 会 紅

電 気 ・ 計 装 工 事

ーを

社
ム一

A
式電陽朝

土

本 社 J:. 阪t官北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L  J:. 阪06 (385)  1361 (代)

大阪営業所 T E L  k Wi 06(385) 1361  (ft) 京都営業所 T E L  京町S075(31I )1 185(伏1

東京営業所 T E L  l!l: Jf: 03(574)  0  6  6  5  福岡出張所 T E L 儒岡ω2( 771) 6 1 6 8

賞本山代点取締役
英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 j吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取 締 役 社 長

社
ム

玄

工

式

幸

摘

・
株

社

団

輸

事

支

横

航

工

阪

一

間

気

大

電

電光東

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市* 区高 JJ 1Wi ; 丘ア IJ 二八1f t ! 也電話大阪 ( 20 2) 0325- 9 1ft 

本 社 東 京 倒i 千 代 凹 区 西 神 田 1 了 目 4 1ft 5 号

支 社 札 似 - 仙 台 ) L ノ 内 ・ 新 宿 備 浜 ・名 古 屋 九 州

営業所 ・出張所 全国主要郎市32ヶ所

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

限 り な き ヲ リ ー ン に 銚 戦 す る H

電 気 位 傭 ・ ヲ リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暗 房 役 傭

給 割 下 水 衛 生 段 傭 ・ 置 十 銭 串IJ 御 般 傭 ・立 体 白 島 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

設 計 施 工

。 住 友 電 設
ーＭｾ日商品“品些］ｩ］ｾ、ＭｉＮｾ

］二［ヨｅＡｅ￯司君宥事エＢＧｾＫ Ｎ工
取 締 役 社 長 高官 車内 f云 三

干 530 ｫｾｩ､ｩｾ ヒＱ＾Ｈ両バ咽 ＲＭＶＭ Ｘ Ｈ 吐 ピルＩ T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 ｾ＠ Ｑｾ Ｑｩ Ｇｕ Ｑ 岳 Ｑ ＮＨ ＱＱＱＴ Ｒ 16C  ， 師 惜 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干462 1'1  Il i  川 市 北 1，( 1t 械 r 11 12  - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干657 神 ド .l iT・1.( ¥'11，1中町 1 2-9( エピスピル) T E L  078体制 ) 5  5  7  1  

&  

本 社

東 京 支 底

名 古 屋 支 底

神 戸 支 唐

リ1
1￥3  

村ll収制Wt トLbl:

Board &Sl ate 

業

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 庖

帯 Ｎ ＵＵＰ 大 ｉ ｾｾ ｲｬｪ 州 ｬ 則川本町 Ｑ - 13 - 3 3  

電 話 大 阪 06(532) 代0461 8 5 5 0  

天 鹿 市 丹 波 市 新 聞T 50 

キ土，本

⑨日本写植印刷株式会社

天 理 営 業 所

義

ー06 侭06) 1111代

官 ω9 2 (26)  4371 

雷 鵬 82 (4)  1771 

骨 鴎 8 (55)  61∞ 

者日

〒545 大 阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

〒892 鹿児島市名山町4 ＭＷ 三宝ヒ ｊｾ

〒708 ;霊山市大手町8番5号 機 艶 広 会 館

〒銃刀南風原村費壊滅 沖縄印刷団地

田神代 表 取 締 役

本 社

B 本写樋セ ンヲ-

i重山写樋セ ン9 -

沖縄写幡セ ン9 -

あ l里

勺ーr 叩

ゆ 与 さ

Z 一一版 フ

屋門事骨ご

線二ー選 手

工 l i L 区 ス

ま株主実

現式E77

話会話高

社 三一五

E  号 六 四

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区内天満 2 f Fl 6 - 8 (堂ピル 7 階)

電 .11i ( 361)  3  6  7  1  (代)

点 J;r 1m中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 fB: 5 号

'il! ，J;I i  ( 671)  1  4  7  8  (代)

川 崎 . ， m 般 原 . ey . 滋 賀
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マスヲーピ'J I . ヲ工夫積式会量

販 売元 凋 ｴ モ ｲ 司 ｊ コ園 ｾＳ 勾届量制 ｫｾ 重量 ｅ 最主
み は / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03- 回 2-8811

大阪常 轟 所Ｏ大阪市東区 ｾ ｴ ，)¥ 3 ー 7 ・06- 202-3294 

特殊壁装材製造販売和室に最適

回一fr:;??)(株)i l iQ: J : J Q[ ι  

場

一

二

工

第

第

.
ヨ
'
'

.. d

‘

 

.• 
'

 

。 Ｎ￞Ｒ｟ ｜｜ｩｾＭ 勝代の断熱局シｾ人
Jるう〆ペ q 司み

目立バイナリーシート P

目 呈 電 線 株 式 曾 祉 制 問 干 代 目 回 開2丁目制{叩ピル)

営 業 種 目

・防 水 工 事 己主布防水・シート防水・モルタル防水

・樹脂注入後着工法 各 傾 倒 脂 注 人f喪主T補 修 工 事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 谷 樋 樹 脂 注 入 ・ 充 績 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコー Jレ・ウレタン ・7 7 リJレ

・吹 付 工 事 アクリル ・リ シ ン 弾 性 タ イ ル ・その他

。建 段 着 陸 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般 - 5 3 ) 第 51225号

。 日 本 シ ー リ ン グ 工 事 業 儲 会 々 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  I. L止、&1+哩竺d. . . . . I . . . . . L. . T T T

星相地所問調T ピル 201 s  ｉｾｉ＠ ｟，Ｎ蚕司ｾＴｙ，Ｊ，Ｂ唱Ｎ， n "I ' T 

T E L  06( 3 15) 0701 ｜ＧｾＧヲ ｉ ｾｾ＠ ， ...... 、』ー，、 " ' 11

デンカC S Aファミリー製品

-子ニJ nCS A ( 膨張| 生混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｄＢｾ ，ヨニｊ Ｈ グラウト用無収納材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｄ 守 Ｓ ー子 ｮｊ Ｇｊｾ Ｈ達、私 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ DE S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・零ニJ nI I OOO(製品用超高度jLt 和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

社

TEL 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産

π三割

フ宣言Z浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

;浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 社

TEL 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

4 合、

:z::;;' 式株業産

TEL 大阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 03) 2 7 2 - 8 5 0 1  

社/ 本コト

式

社

棒

会
--

ネ土

A

Q

玄式株産物洋光

TEL 滋賀 ・守山 ( 0775) 8 3 - 2 3 8 1  2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6)  T E L 大 阪
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坑2

・r-_ 問 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリス〉の中の陰影、

タイノレ一枚一枚がまるで意思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル

ーカタログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 梅新第一生命ビル東館東陶機器附 大阪支社までご請求ください。念06( 364) 1181 
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団
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日
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刷
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建

築

と

社

会

第

閲

輯

第

ア

号

昭

和

閃

年

ア

月

白

日

発

行

(
毎

月

1

回
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日
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行
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- S. O. E.  Cl;/SSIC 1'IlB 

エルズストーンクラシックタイル

昭

和

白

年

3

月

四

日

第

3

種

郵

便

物

認

可

ロンシールのクラシックタイルは石田調のエルズストーンに新製晶を開発 して充実いたしました。

〈クラシックタイル工ルズストーン〉

サンド( 閲) I  |  マーブル(大理石

- 3色/304. 8mmx304 日間nX3. 0mm( 厚) ・価格 7.700円/ 凶( 材料費のみ)

テy クストーン I  

- 4色/457. 2mmx457.2冊問 x3.0mm( 厚) ・価俗 7.900円IrTi (材料費のみ)

|  ホワイトマーフ] レ( 白 鳩 石 -

定 EE

価 童書

九 量日

五 議零

o r;.阪

円喜三

送量五

料引

亨芋 徴1i

........ 収 醤

- 3色 /457.2mmx 457.2mm x  3.0冊目l( 厚) ・価倍 Ｗ Ｎ ＹＰＰ 円Ｏ目ｾＨ材料費のみ Ｉ

グレイストーン I  

- 2色 / 457.2mm x  457.2mm x3 日剛n( 厚) ・価絡 。7.900円/ 目前( 材料費のみ)

Ｍ・・・・・ｾＺｗ ｓ 盟理Ｎ
- 3色 / 457.2mm x  457.2mm x  3.0mm( 厚) ・価格 7.90日円/ 凶( 材料費のみ)- 6色/304 日間 x 304.8mm x  3.0mm (1享) ・価格 7.700円/ 目前( 材料資のみ)

. 箇 箇E面面副Ei i E幽温・・・・-・・・巨厄亘圏直函温圃園田耳圃・・・・
- 5色、用意しております。 ・価格 : 初日円1m

- 本 社 w101 東京都千代田区神図松 永 町13 叩| ロビルJ f i 03-253-4911附

・出張所/ ・名 古 屋fi 052-935-7063側 ・金 沢fi 0762-52-2215制

・岡 山公086926-4321附 ・広 島倉082-249-3600附

・高 松公0878- 3ト4177附 ・福 岡宮 092-472- 5857附

・鹿 児 島fi 0992- 58-6571附

雑 誌 03379- 7  

- 6色/457. 2mmx  457.2mm x  3.0mm ( 厚) ・価格 8.500円Ir行( 材料費のみ)

⑥ロコトJ l J 工業織式会祉

大 阪 支 庖/ 大阪市淀川区西中島3- 9- 13 大北ビル7階


